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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　みなさん、こんにちは。この本の著ちよ者しやである伊藤和幸いとう・かずゆきです。

　この本を手に取っていただき、ありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス（以下、ジェネシス）』の第四巻かんとなります。既き刊かんの一～三巻の内ない容ようを踏ふまえて書かれている場合がありますので、なるべくなら、そちらを読んでからご覧らんいただくことをお薦すすめいたします。




　まずは、本書について説明しましょう。

　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、将しよう棋ぎやトランプ、麻マー雀ジヤンといったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧというと、いわゆるコンピュータゲームのそれを連想するかもしれませんが、ＴＲＰＧはテレビやゲーム機のような電子機器を必要としません。筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブックと一いつ緒しよに遊ぶ仲間、そしてゲームを楽しもうという心さえあれば、誰だれにでも楽しむことができます。

　このＴＲＰＧというゲームは、ゲームの司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）のもと、参加者は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進めていきます。イメージとしては、仲間同士で、アドリブで演えん劇げきをして楽しむような感じでしょうか。




『ＤＸ３』はそんなＴＲＰＧのひとつです。舞ぶ台たいとなるのは、現げん代だいにごく近い近未来。一見平へい穏おんに見える世界ですが、その裏うらではレネゲイドと呼よばれる特とく殊しゆなウィルスによる侵しん蝕しよくを受けています。そして、レネゲイドに感かん染せんした者は、オーヴァードという超ちよう常じよう的能のう力りよくを持った存そん在ざいとなり、密ひそかに戦いを繰くり広げています。

　本作も、そんなオーヴァードたちがレネゲイドの侵蝕から自分を取とり巻まく世界───〝日常〟を守るために戦い、そして物語は結末を迎えることになります。




　リプレイとは、そんなゲームのプレイ風景を文章として書き起こしたものです。




　さて、簡かん単たんでありますが、そろそろ説明を切り上げて本ほん編ぺんに移うつることにしましょう。

　最後までお付き合いいただければ、幸いです。







　　　　前回のあらすじ




　とある事じ件けんに巻まき込こまれ、オーヴァードになってしまった少女、敷しき島しまあやめ。彼女は、ＵＧＮから派は遣けんされてきたＵＧＮチルドレン・陸りく原はらコウとその血の繫つながらない妹、陸原瞳りくはら・ひとみ、そしてＵＧＮ綾あや間ま市支し部ぶ長ちよう・神月正義かんづき・せいぎとともに、レネゲイドウィルスが生み出す非ひ日常の世界に足を踏ふみ入いれることとなった。

　ある時、オーヴァードの存在を疑うたがい、公表しようとするジャーナリストの九陽文子くよう・ふみこが暗殺者に狙われる事件が起こる。彼女は、かつて神月とともに正せい義ぎを目指していた同どう志しだった。

　コウとあやめたちは文子の暗殺を阻そ止しするが、その課か程ていで自分たちとＦＨのエージェント、カインに関わる共通の過か去こを思い出す。それは、ＵＧＮやＦＨとは別の第三勢せい力りよく〝ドクター〟の許もとで過すごしていた記き憶おくだった。三人は、究極のオーヴァードであるアダムの創造を目指す〝ドクター〟の研究施設に集められていた。ふたたび活動を開始した〝ドクター〟は、六人の子こ供どもたちを率ひきい、あやめを連れ去ってしまう。〝ドクター〟の居い所どころを突つき止とめたコウたちは、子供たちのひとり〝節制テンパランス〟を戦せん闘とう不ふ能のうに追い込むことで、彼らを撤てつ退たいさせた。

　ＵＧＮともＦＨとも違ちがう思おも惑わくで活動する第三勢力〝ドクター〟、同じ過去を過ごしたものとしてあやめを欲ほつするカイン。それぞれの思惑が新たな事件を引き起こすのだった。
















　　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　しかし、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




　とある日のこと。俺おれ、伊藤和幸は『ジェネシス』について考えていました。

　それはもちろん、最さい終しゆう巻かんとなる第四巻の展開のことです。

　前ぜん巻かんでは、神月正義を主役に迎むかえた第五話、そしてＵＧＮともＦＨとも違ちがう思おも惑わくで活動し、究極のオーヴァードを誕たん生じようさせようとする〝ドクター〟とその子供たちが登場する第六話を描えがきました。

　その中で、コウとあやめ、そしてカインが、〝ドクター〟の許で同じ時間を過ごしていたことも明らかとなりました。コウは、幼おさない日の記憶を失っていますが、ふたつの事件を調ちよう査さするうちに自分の過去を少しずつ取り戻もどしていきました。




　カインと同じ過去を共有していた、コウ。

　幼い頃ころからの因いん縁ねんを持つライバルの対決───。

　そこを盛もり上げていきたかったわけです。




　さて、カインとコウの対決も迫せまっていますが、究極のオーヴァードであるアダムを誕生させようとする〝ドクター〟と、彼につきしたがう六人の子供たちもまだ健けん在ざいです。

　アダムを誕生させるために必要なのは、モルフェウスの起き源げん種しゆである〝愛ラブ〟こと、敷島あやめ。前巻では撃げき退たいされたものの、〝ドクター〟はまだ諦あきらめてはいません。

　ＰＣたちＵＧＮ綾間支部、ＦＨのカイン、そして〝ドクター〟と子供たちという三つの勢力が、クライマックスに向けてそれぞれの思惑で動き出すことになります。

　そして、明らかになりつつあるコウの過去、お互たがいを意い識しきし始めたコウとあやめの関係にも、答えが出ることでしょう。




　そんなこんなで、迎えたセッション当日───。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には四人のプレイヤーが集まっていました。

　それでは、セッションに移る前にリプレイに参加する面々をご紹しよう介かいしましょう！





▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）



　言わずと知れた、『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。かつては〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟などのふたつ名を持ついじられ属ぞく性せいの持ち主でしたが、今では、いじり属性も備そなえたオールラウンダーな方に。

　デザイナー本人の手による初の『ＤＸ３』リプレイ、『ダブルクロスThe 3rd Edition リプレイ・クロニクル　彷ほう徨こうのグングニル』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）も絶ぜつ賛さん発売中です。

　本シリーズでは、無愛想ながらも不器用な優やさしさを持つＵＧＮチルドレンの少年、陸原コウを担たん当とうしています。





▼師走しわすトオル（以下、師走）



　富士見ファンタジア文庫より発売されている大人気のライトノベル、『火の国、風の国物語』の著者。かつて鈴吹太郎すずふき・たろうが講こう師しをしていた、デジタルエンタテインメントアカデミーの卒業生であり、その縁えんで『ジェネシス』シリーズに参加していただいています。自分からネタをどんどん振ふる、大変ノリのいいプレイングが魅み力りよくです。

　前ぜん巻かんの第五話では、大人な男女の関係を見事に演えんじ、そのうえエンディングの演えん出しゆつを丸々自分でする離はなれ業わざをやってのけました。

　本シリーズでは、「私わたしが正義だっ！」を地で行く弁べん護ご士し、神月正義を担当しています。





▼藤井忍ふじい・しのぶ（以下、藤井）



『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果て無きカーニバル』（富士見書房刊）の執筆などを手がけたフリーのゲームライター。今回の紅こう一いつ点てん。何故なぜか侵蝕率りつのダイス目が高く、セッションをしていると「はにゃー」や「うぐぅ」と素す敵てきな声で鳴いて、参加者の心を癒いやしてくれます。

　本シリーズでは、一見普ふ通つうの女の子だけど、戦闘になると少々過か激げきになる少女、敷島あやめを担当しています。





▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズのデザイナー。その立場ゆえに、みんなから〝社長〟と呼ばれています。三度の飯よりＴＲＰＧが好きで、どんなに忙いそがしくてもプライベートでも遊ぶことを忘わすれない姿し勢せいは、ＴＲＰＧの魅力を身をもって体たい現げんしていると言えましょう。

　他のリプレイにも多数出しゆつ演えんしていますが、猫ねこ、自動車、ロボットなどの人外を始め、軍ぐん師し、義ぎ賊ぞく、番頭など多た彩さいなＰＣを演じています。

　本シリーズでは、猫を操あやつるお茶目な少女エージェント、陸原瞳を担当しています。




　以上、四名と俺、ＧＭの伊藤和幸を加えた五名で送る、『ジェネシス』シリーズ第四巻。最終巻ということもあって、俺も気合いが入っております。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございまーす！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：それでは、『ジェネシス』第七話の収録を始めたいと思います。この七話と次回の八話を収録した第四巻が最終巻となります。

師走：つまり、ここから最終回モード？

ＧＭ：はい、そういう展開です。

鈴吹：『ＤＸ３』の発売とともに始まったシリーズだし、感かん慨がい深いよね。

矢野：俺も、その間に小説出したりと、いろいろありました（笑）。

藤井：そうですね。

ＧＭ：というわけで、いよいよ物語は怒ど濤とうのクライマックスへと向かうわけですが、ここで前回のことをおさらいしておきたいと思います。

藤井：神月先生が主役になった！

矢野：しかも、エンディングは師走先生の独どく壇だん場じようだった（笑）。

師走：いやいや（笑）。

鈴吹：ノートパソコン開いて、まるまるシーンを自分で演出したからね。

矢野：あれはすごかった（笑）。おかげで、神月先生は大人気ですよ。

鈴吹：国こく際さい司し法ほう裁さい判ばん所しよコンボの存在も明らかになったしねー。

矢野：あとは、ヤギトラこと矢儀虎之助。

鈴吹：あれは面白い殺し屋だったな（笑）。

ＧＭ：ハードボイルドを目指したはずなんですが……（笑）。

矢野：伊藤くんは、あれでハードボイルドになると思っていたの？（笑）

ＧＭ：やっているうちに楽しくなったので諦あきらめました（笑）。

藤井：あと、〝ドクター〟と七元げん徳とくのコードネームを持つ六人の子供も出てきました！

矢野：それで、あやめのコードネームが〝愛ラブ〟だったんだよね（笑）。

ＧＭ：（〝ドクター〟のロールプレイで）「さあ〝愛ラアブ〟！　私の許もとにおいでぇえぇぇ！」

藤井：ひーっ、いやー！（笑）

鈴吹：藤井さん、〝ドクター〟がトラウマになったようだ（笑）。

矢野：伊藤くん、〝ドクター〟のロールプレイはいいから、セッションを始めるんだ（笑）。

ＧＭ：はっ、それでは第七話のトレーラーを発表いたします。




●トレーラー

　現あらわれた第三の勢力───〝ドクター〟と六人の子供たち。

　彼らは、究極のレネゲイドビーイング、アダムを誕生させようとしている。

　必要なピースは、〝愛ラブ〟───すなわち、敷島あやめ。

　彼女を得るために、〝ドクター〟は次なる事件を起こす。




　事件の中で明らかになる、コウの過去。

　必要とされる者、必要とされず捨すてられる者。

　運命の分かれ道は、残ざん酷こくな選別だった。




『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス』第七話

　残酷な運命～Cruel destiny～

　ダブルクロス───それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：───というわけで、前回登場した〝ドクター〟と六人の子供たちがリベンジしてくる、というシナリオとなっております。

矢野：そりゃ、あれで諦めるとは思ってなかったよ。（笑）。

鈴吹：あれで諦めたら、お前らの十年はなんだったんだってことになる。

師走：そこで、〝ドクター〟はナイーブな人だったという説が。「なんか嫌きらわれちゃったし、やめようかな。あっ、〝愛ラブ〟とか連れん呼こしてごめんね！」みたいな（一同笑）。

藤井：あははは（笑）。

ＧＭ：いやいや、〝ドクター〟は諦めませんよ（笑）。

矢野：そうか（笑）。しかし、俺の過去ってのも気になるな。

ＧＭ：それについては、ハンドアウトと合わせて説明します。内容については、その時に相談させてください。

矢野：了りよう解かい。……ということは、なんかあるんだな？

ＧＭ：いろいろありますよ。ええ、いろいろと（笑）。

師走：コウの過去も気になるけど、こっちは〝正義ジヤステイス〟と決着をつけないと！

藤井：どっちが真の正義かを決めるために？（笑）

師走：そう、真の正義を決めるために！（笑）

ＧＭ：頑張ってください（笑）。ちなみに今回の時じ系けい列れつですが、前回から二週間ほど経けい過かして、三学期が始まっている頃になります。

藤井：はーい。

ＧＭ：それでは、そろそろハンドアウトを配っていきましょうか。




陸原コウ用ハンドアウト


ロイス：〝節制テンパランス〟　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：同どう情じよう／ネガティブ：憐れん憫びん



　一度は退しりぞけた〝ドクター〟とその子供たち。しかし、彼らはまだ諦めてはいない。コウの前に現われたのは、子供たちのうちのひとり〝節制テンパランス〟。彼は、追い立てられるかのようにコウに襲おそいかかってきた。

　ドクターから捨てられる……そのことを恐きよう怖ふしているようだった。




矢野：俺のロイスは〝節制テンパランス〟なのか？

藤井：テレパシーで話して、居い合あいを使う子供だったよね。

ＧＭ：ええ、そうです。

矢野：しかし、今いま更さら俺に何の用があるんだ、あいつ。

鈴吹：追い立てられるかのようにって言ってるんだから、〝ドクター〟からコウを殺してこいとでも言われたのかね？

矢野：そういえば、前回の戦闘で倒たおれたのって〝節制テンパランス〟だっけ？

ＧＭ：そうです。〝節制テンパランス〟が戦闘不能になったので、全員撤退していきました。

師走：じゃあ、そのリベンジなのか。

矢野：今度はうまくやってこいと。なるほどなー。

ＧＭ：それで、ハンドアウトとは別に相談なのですが。

矢野：うん、どういう相談？

ＧＭ：トレーラーでも言いましたが、今回コウの過去が明かされることになります。

矢野：前回、記憶は一部が戻もどってきたけど、まだ全部じゃないしね。

ＧＭ：そうです。〝ドクター〟の病院にいた時の記憶は戻っていますが、それ以前の記憶はまだ戻ってきてはいません。

矢野：今回、その部分まで判はん明めいしてしまうと？

ＧＭ：ええ。それでですね、以前の設定はこっちで決めていいですかね？

矢野：もちろん。記憶がないって設せつ定ていは、ＧＭに任まかせるってことだし（笑）。

ＧＭ：どんな衝しよう撃げき的てきな過去でも？

矢野：（ゴクリ）も、もちろん……。

ＧＭ：わりと悲ひ劇げき的てきな記憶でも？

コウ：お、おう。

あやめ：なんか、いろいろありそうだよ。

矢野：……いや、一回ヘコんどいて、徐じよ々じよに立ち直るって展開があってもいいかなと（笑）。

ＧＭ：分かりました。では、そのように。




敷島あやめ用ハンドアウト


ロイス：〝ドクター〟　　　推奨感情　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：脅きよう威い



　究極のレネゲイドビーイング、アダムを誕生させるため、あやめを欲ほつしている研究者〝ドクター〟。一度はその手から逃のがれたものの、彼はまだ諦めてはいない。〝ドクター〟は、ふたたびあやめの前に現われた。

　もう、準じゆん備びは整ったのだと───。




藤井：私は〝ドクター〟かー。会いたくないなー。

ＧＭ：いや、そんなことをおっしゃらずに。

鈴吹：今、唐とう突とつに怖こわい想そう像ぞうをしてしまった……。

師走：どんなのですか？

鈴吹：〝ドクター〟には実は女じよ装そう癖へきがあるんだよ。で、女物のかつらを着けて「〝愛ラブ〟、私があなたのママよ！」と言って、追い回してくるんだ。

藤井：それはいやー!?　こわすぎるー！

ＧＭ：たしかに嫌すぎる！（笑）

矢野：何言ってるんだ、最初から藤井さんがドン引きするくらい変へん態たいだったじゃないか、〝ドクター〟は！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。

藤井：でも、まだ諦めずに狙ねらってくるって話ですよね？

ＧＭ：ええ、そのとおりです。

藤井：……うう、また、〝愛ラブ〟と呼ばれて追いかけられるのか。やだなー。

師走：「愛だよ、愛！」とか言って。

矢野：なんだか急にロックなヤツになったような（笑）。

鈴吹：この際、その方向でイメージチェンジしてみたらいいんじゃない？

師走：パンクロッカーな〝ドクター〟が突然現われ、愛を歌うとか。

藤井：大だい惨さん事じじゃないですか！

矢野：俺の過去より、そっちの方が衝撃的ですよ（一同笑）。

ＧＭ：まあ、〝ドクター〟はいつもの通りですから、ご安心を。

藤井：いつも通りなのが一番安心できない！

矢野：言われてみれば、たしかに（笑）。

師走：〝愛ラブ〟呼ばわりしてくるってだけでも、相当安心できないしなー。

ＧＭ：あまり嫌わないでやってください（笑）。

藤井：ど、努力します（笑）。

ＧＭ：というわけで、次に移うつりましょう。




陸原瞳用ハンドアウト


ロイス：陸原コウ　　　推奨感情　ポジティブ：尽じん力りよく／ネガティブ：不安



　陸原コウと兄妹となってから、それなりの時間を過ごしてきた。コウの過去に関わる〝ドクター〟の登場は、彼が失った記憶を取り戻もどすきっかけとなるのだろうか。

　そして、それは彼にとってよい結果となるのだろうか、それとも……。




鈴吹：瞳はコウのロイスを取とるのか。

ＧＭ：はい、一いち応おう瞳の兄ですからね。

鈴吹：そうか、コウの衝撃的な過去が明らかになるみたいだしなー。妹としては心配だよな。もし、一気にジャーム化するような過去だったら、どうしよう？

藤井：一気にジャーム化する過去……ど、どんな過去なんだろ？

鈴吹：実は〝ドクター〟の息子だったりしたり。

矢野：それは一気にジャーム化する！（一同爆笑）

師走：もう、すべてのロイスが信じられなくなるくらい衝撃が（笑）。

鈴吹：もしそうでも、瞳はコウの妹でいるからねー。

矢野：いや、そうでないことを祈ってくださいよ（一同笑）。

ＧＭ：では、次は神月先生のハンドアウトです。




神月正義用ハンドアウト


ロイス：〝ドクター〟　　　推奨感情　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：不信感



〝ドクター〟の許からあやめを奪だつ回かいして数日が経けい過かしている。彼らは、まだあやめを諦めてはいないだろう。そんなとき、綾間市でジャームが発生したという事件が起こる。この事件を起こしたのは、〝ドクター〟のようだ。どうやら、次なる一手を打ってきたようだ。




師走：なに!?　　私に指定されるロイスが、〝正義ジヤステイス〟じゃないっ!?

ＧＭ：それは、師走先生の個こ人じん的てき目標じゃないですか（笑）。〝正義ジヤステイス〟が登場したらロイスを結ぶといいと思います。

師走：それはもう取る予定。もうレコードシートに記入済ずみだし（笑）。

ＧＭ：いや、メインプレイで取ってください。すぐ登場させますから（一同笑）。

師走：分かりました。一いつ旦たん消しておきます（笑）。

ＧＭ：さて、ハンドアウトも配りましたので、キャラクターの成長に移うつります。




　前回獲かく得とくした経けい験けん点を消費し、ＰＣの成長を開始する一同。

　そして一時間後……ＰＣの成長は無事に完かん了りようしたのであった。

























●陸原コウ　～矢野俊策

ＧＭ：それでは、キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。まずは、コウから。

矢野（以下、コウ）：まず、ブラム＝ストーカーの《血ちの宴うたげ》を１レベルで取得。これで、範はん囲いの攻こう撃げきが可か能のうになった。

鈴吹：前回は敵てきの数が多かったし、それはいいな。

藤井：子供たち、また出てくるみたいですしね。

コウ：それと《リフレックス：サラマンダー》３レベルにしたので、エフェクトを組み合わせたリアクションのクリティカルが７になった。つまり、《陽炎かげろう》を使うと、クリティカル７でリアクションが可能になる。

ＧＭ：むう、なかなか厄やつ介かいですね。

コウ：それと、〈調達〉のレベルを上げて思い出の一品を取得した。前回、あやめからもらったフォトフレームのおかげで、〈意い志し〉の達成値ちが＋１される。

あやめ：プレゼントしたフォトフレームが、さっそく（笑）。

コウ：あとは、固定ロイスだが、Ｄロイスは業わざ師し。前回まで上司だったロイスをカインに変へん更こうし、あやめを固定ロイスにした。まあ、こんなところかな。

ＧＭ：了解です。




●敷島あやめ　～藤井忍

ＧＭ：では、次はあやめの成長を報告してください。

藤井（以下、あやめ）：はい、まずは〈射しや撃げき〉５レベルから10レベルにしました。

ＧＭ：10レベル!?　コウの〈白兵〉９レベルよりも高いじゃないですか！

コウ：しかも、達成値が上がるということは、このゲームではダメージも上じよう昇しようすることを意味する（笑）。

ＧＭ：うおー、あやめに何が起こったんですか!?

あやめ：〝ドクター〟への自じ衛えいのために訓練を（笑）。それと、ノイマンの《確かく定てい予よ測そく》を取りました。80％超こえないと使えないけど、対象のクリティカル＋２するからまず当たるんじゃないかな？

ＧＭ：ますますシューティングマシンになりましたねー。

ロイス：固定ロイスですが、Ｄロイスは起き源げん種です。あとは、お兄ちゃんと千鳥のロイス持っています。あたしは以上ですね。

ＧＭ：分かりました。では、次に移りましょう。




●陸原瞳　～鈴吹太郎

ＧＭ：さて、瞳ですがどう成長しました？

鈴吹（以下、瞳）：成長は結けつ構こう簡かん単たん。《波は紋もんの方ほう陣じん》を５レベルに上昇させた。

ＧＭ：５レベルってことは、６Ｄもダメージを軽けい減げんするんですか。

瞳：そう。それと〈意志〉を６レベルに伸のばしたよ。これでまず暴ぼう走そうしなくなった。

コウ：リアクション担当の瞳が暴走するのはまずいからな。

ＧＭ：あと、固定ロイスを聞いておきましょう。

瞳：Ｄロイスが複ふく製せい体。固定ロイスはコウとあやめだよ。成長したのは、こんなところ。




●神月正義　～師走トオル

ＧＭ：では、神月先生の成長報告です。

師走（以下、神月）：私は簡単、経験点54点全残し（笑）。

ＧＭ：げえええ!?

神月：国際司法裁判所コンボのために、何を取るかは決まっているが、今はまだ秘ひ密みつ。

ＧＭ：わ、分かりました。公開される時を楽しみにします（笑）。

神月：それとＤロイスは生せい還かん者しや。固定ロイスは瞳くんの父と、瞳くんになっている。




●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、オープニングを始める前にＰＣ間でロイスを結んでいきましょう。結んでいく順番は、あやめ[image: ]コウ[image: ]瞳[image: ]神月[image: ]あやめ、の順になります。

あやめ：ハンドアウトを配った順番とは、ちょっと違うんですね。

ＧＭ：はい、実はコウの心しん情じようについてプレイヤーと最初に相談したかったので、ハンドアウトを最初に渡わたしたんですよ。

コウ：俺の方ほう針しんが立ってないと、あやめに相談できないからだな。

ＧＭ：そのうえで、今回はあやめがコウに対してロイスを持っていた方がいいと思いまして。

あやめ：なるほど。じゃあ、まずはあたしはコウ君をどう思うかだよね。前回の最後、本人いないところだけど、好きって言っちゃったしなー。ポジティブは〝好意〟かな。

ＧＭ：では、ネガティブはどうします？

あやめ：ネガティブは、ダイスを振って決めようと思います。……えっと〝不安〟。そうだよねー、不安だよね。じゃあ、〝好意〟を表に出します。

コウ：しかし、俺は表に出ていてもまだ気づかないのであった（笑）。

神月：なんてひどい奴やつ（笑）。

ＧＭ：それはさておき、コウは瞳にロイスを取ってください。

コウ：ポジティブは〝信しん頼らい〟、ネガティブは〝疎そ外がい感かん〟にした。表に出る感情は〝疎外感〟の方。いや、三巻を読むと、瞳はまっとうに学校に通えているので。

瞳：コウはチルドレンで、わたしはエージェントだもんね。

ＧＭ：そして、瞳は神月先生のロイスを取ります。

瞳：ダイスを振ったら、〝誠せい意い〟と〝隔かく意い〟が出たよ。基き本ほん的てきに〝誠意〟が表。〝隔意〟は、正義とか言い始めるとついていけないって思っている（笑）。

コウ：あれがなければいい人なのに、と。

ＧＭ：最後は、神月からあやめへのロイスですね。

神月：わたしもダイスを振ったが、〝尽力〟と〝不信感〟となった。あやめくんには尽つくしているよ。暴走すると怖こわいけど（笑）。

瞳：その怖いところが、〝不信感〟なんだ（笑）。

ＧＭ：以上で、ＰＣ間ロイスが決まりました。では、これからオープニングに移ります。




















《リフレックス：～》　リアクションで使用するエフェクトに組み合わせ、クリティカル値を下げる共通エフェクト。

《陽炎》　熱による陽炎を作り出し、攻撃を回避するサラマンダーのエフェクト。

業師　トライブリードであっても制限が[image: 100]％もしくは80％のエフェクトを取得できるＤロイス。

《確定予測》　高速思考によって現状から起こりえる状況を予測し、高確率で的中させるノイマンのエフェクト。

起源種　オリジナルのレネゲイドに感染していることを表わすＤロイス。

《波紋の方陣》　振動で攻撃をそらすハヌマーンのエフェクト。

複製体　クローンであることを表わすＤロイス。

生還者　強い自我を持ち、衝動から生還する者を表わすＤロイス。













　　　　OPENING PHASE





◆Opening01◆捨すてられるもの




Master Scene






　湿しめったコンクリートがむき出しになったビルの中───。

　不ふ釣つり合あいな最新の研究機材が所ところ狭せましと運び込こまれているその場所は、〝ドクター〟と子こ供どもたちがアジトにしている場所だった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めます。最初はマスターシーンからになります。

あやめ：はーい。

ＧＭ：舞ぶ台たいは、とある廃ビルの一室。長い間、人の手が入っていなかったようで、壁かべは薄うす汚よごれたコンクリートがむき出し、床ゆかには塵ちりが積もっています。

瞳：よく不良のたまり場になるっていう感じの場所ね。

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。ここは〝ドクター〟と六人の子供たちが拠きよ点てんとして利用している場所で、さまざまな研究機材が置かれています。そんな部屋の中に、ドクターと六人の子供たちがいます。

神月：それで、彼らは何を？

ＧＭ：前回、〝ドクター〟と子供たちが撤てつ退たいした直後。ビルの中に漂う空気はひどく冷たく、ドクターの前に〝節制テンパランス〟ひとりだけが立たされています。

あやめ：うわー。それ、すごい、いたたまれない感じがするんですけど……。

コウ：というかこの雰ふん囲い気きは……。

神月：いわゆる学級裁さい判ばんっぽい感じだな。

コウ：そう、それ。学級会でひとりがみんなから責せめられるっていうような（笑）。

神月：裁判といったら、私の出番じゃないか！（一同笑）

瞳：じゃあ、〝正義ジヤステイス〟が「静せい粛しゆくに！」とか言ってたりするかな？（笑）

ＧＭ：それはそれで面白そうではあるんですが、学級裁判ってわけではないです（笑）。〝ドクター〟は〝節制テンパランス〟の前に立ち、子供たちを制せいして口を開きます。




「んん～、やれやれぇ。はてさて困こまった。どうしたものか……」

〝ドクター〟は、空に視線を泳がせながら呟つぶやいていた。

　口調こそ穏おだやかだが、その声には相手に対する落らく胆たんがにじみ出ている。




「……っ！」

　びくりと身体を震ふるわせる〝節制テンパランス〟。

　寡か黙もくで沈ちん着ちやく冷静な彼が、この時は顔を青ざめさせ、恐きよう怖ふを露あらわにしていた。




ＧＭ：……震える〝節制テンパランス〟に、〝ドクター〟は困った表情で語りかけます。「選ばれた子供のひとりである君がっ！　まさか、あのような失敗作や有う象ぞう無む象ぞうの輩やからにぃぃぃ、有ゆう用よう性せいを示すこともなくぅぅぅ、遅おくれを取ってはねえええっ？　残念だ！　実に、残念だよ！」

神月：そこで今まで見ていた〝正義ジヤステイス〟が言うんだな？

ＧＭ：はい？

神月：（〝正義ジヤステイス〟になり）「有ゆう罪ざい！　有罪！」（一同笑）

ＧＭ：いや、言わないですから！（笑）

神月：実は前回の戦いの際さいに影えい響きようを与あたえていたのだよ。幻げん覚かく物ぶつ質しつが脳のうを───。

ＧＭ：そんなことないです！（一同笑）

瞳：有罪コールは神月先生の専せん売ばい特とつ許きよだし、真似まねされないのはよかったんじゃない？（笑）

神月：おお、そうだった。判はん決けつを下すのはあくまでこの私でなければ！

あやめ：弁べん護ご士しなのにー（笑）。

ＧＭ：ちなみに、他の五人の子供たちは〝節制テンパランス〟に救いの手を差さし伸のべるでもなく、ただただ冷たい視し線せんを向けています。一いつ緒しよに行動していた〝希望ホープ〟ですら、同様の態たい度どです。

あやめ：あんなに仲がよさそうだったのに……。

ＧＭ：〝節制テンパランス〟に対して、他の子供たちはどこか一線引いているような雰囲気があります。もう、〝節制テンパランス〟は自分たちとは違ちがう───そんな感じです。

あやめ：一回負けたから？　いやだなぁ……。

コウ：敗北者とは違う、そう思っているんだろうな。

ＧＭ：「このままではぁ、私は、君をこう断だんじなければならない───失敗作と！」そう、ドクターが言うと、〝節制テンパランス〟はびくりと身体を震ふるわせます。




　その〝ドクター〟の言葉で、〝節制テンパランス〟の様子が変わる。

　寡黙で、剣けん士しの風ふう格かくがあった彼が、今は捨すてられた子犬のように小さく見えた。




ＧＭ：青ざめる〝節制テンパランス〟に、〝ドクター〟はなおも語りかけます「はっはっはっ、そんなに恐おそれなくてもいいのだよ？　君は、私に選ばれた子供のひとりなのだからっ！」と。

あやめ：……。

ＧＭ：「しかぁしっ！　君自身の有用性はぁぁ、君自身の手で証しよう明めいしてもらわねばならん！」ぽんっと〝節制テンパランス〟の肩かたを〝ドクター〟が叩たたきます。




　あくまで優やさしく語りかける〝ドクター〟。

　しかし、一いつ瞬しゆんその表情を酷こく薄はくなものへと変えて───。

「とはいえ、もし次も失敗した場合は……」




〝節制テンパランス〟は、刀の鞘さやをぎしりと軋きしむほど強く握にぎり締しめる。

　肩を震わせ、こみ上げてくる恐怖に耐たえていた。




神月：……見み捨すてられることを恐おそれているわけか。

コウ：〝ドクター〟にとって価か値ちがあるから、必要とされる。逆ぎやくに、価値がなくなってしまえば、必要とされないってことだからな。

あやめ：そっか……。

神月：実じつ際さい、〝ドクター〟はコウやカインを失敗作として廃はい棄きしたらしいからな。この子たちにとっても、他人事ではないだろう。

ＧＭ：震える〝節制テンパランス〟を、他の子供たちが冷ややかに見つめる中、シーン終しゆう了りようとなります。








◆Opening02◆現あらわれた〝ドクター〟





Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ








　非ひ日にち常じようから、日常へ───。

　オーヴァードとなってからも、これまで繰くり返してきたあやめの日常は変わらない。

　朝起きて、学校に行く。それがあやめの生活の基き本ほんであった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはあやめです。学校に登校している最中です。

あやめ：はーい。まずは侵しん蝕しよく率りつを上げるね。……おっ、１点だ！　幸さい先さきいいっ！

瞳：今までひどかったもんねー。

ＧＭ：ちなみに家の近くの公園で、コウが来るのを待ってるところだと思ってください。千鳥は陸上部の朝練で先に出たため、今はひとりで登校しています。

コウ：むっ、俺おれも出た方がいいか？

ＧＭ：いえ、出なくていいですよ。コウのオープニングは別べつ途と用意されてますので。

コウ：了りよう解かいだ。

あやめ：なんとなく手持ちぶさたに待ってるね。……コウ君、まだかなー。

ＧＭ：ぼんやりとあやめが待っていると、背はい後ごから足音が聞こえてきます。

あやめ：ん？　コウ君がきたのかなって、振ふり返るけど……。

ＧＭ：するとそこには〝ドクター〟の姿すがたが（笑）。

あやめ：で、でたーっ!?（一同爆笑）

コウ：いきなりかよ！（笑）

神月：そして〝ドクター〟の最初のひと言は───まあ、ここはＧＭに譲ゆずるか（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。ドクターは満面の笑みを浮うかべて、あやめに声をかけます。「んんんんっ～！　久ひさしぶりだねぇええ、〝愛ラアブ〟！」

神月：きたっ、〝愛ラブ〟呼よばわり！（笑）

あやめ：いやーっ！　夢ゆめ、これは夢！　夢なんだよーっ！（笑）

ＧＭ：「そうっ！　夢のような時が、今から始まるのだよおぉぉおっ！」

あやめ：ひーっ!?（一同爆笑）

コウ：こいつ、本当にヘンな奴やつだな！　なんだ、その切り返しはっ！（笑）

瞳：くうっ……。ダ、ダメだ、こいつ頭悪すぎる……（[image: ]腹はらを抱かかえて、もだえてる）。

あやめ：ささ、さささっ！（[image: ]身を隠かくそうと逃にげてるらしい）

ＧＭ：「んんんんっ～！　なぁぜ、逃げるのかなぁあああっ？」

あやめ：逃げない理由がないよっ！（笑）

神月：……あやめくん、撃うってもかまわないんだぞ？

瞳：とりあえず、本音をしっかり言った方がいいんじゃないかな？

あやめ：本音？

瞳：「近ちか寄よらないでこの変態っ！」って（一同爆笑）。

あやめ：あうあう（笑）。と、とりあえずどう切り返そうかな……。

ＧＭ：困こん惑わくするあやめを、〝ドクター〟はニコニコと見つめています。

あやめ：じゃ、じゃあ、ずばり言うよ！　あたしはあなたのところには行かないよっ！

ＧＭ：その言葉に〝ドクター〟は激はげしくショックを受け、「まぁ～だ、そんなことを言うのかねぇ……。悲しい……。私はとても悲しいぞぉおおおっ!?」

あやめ：だって、あたしの帰る場所は、あなたのところじゃないんだもの！

ＧＭ：「なぁにを言っているのだね。君の帰るべき場所は……ここなのだよ？」ぽんぽんと自分の胸むねを叩たたく〝ドクター〟。さあ、ウェルカム（笑）。

あやめ：絶ぜつ対たいにいやーっ！（一同爆笑）

瞳：相変わらず、人の話を聞いてくれない（笑）。

神月：そこにはゆらぎがないな。

瞳：それにしても〝ドクター〟ってさ、これで本当に相手を説得できると思ってんのかな？

コウ：自分の言うことを聞くことが当然だと思い込こみすぎていて、説得という概がい念ねんすらもってなさそうだが（笑）。

ＧＭ：自分の考えは素す晴ばらしく、周りの人々は賛さん同どうして当然だと思っているようです（笑）。

瞳：えっ？　でも、賛同しなかった奴も当然いるでしょ？

ＧＭ：都合の悪いことは聞こえない、もしくは忘わすれる主しゆ義ぎなのです！

一同：おいっ！（爆笑）

瞳：だ、ダメだこいつ……（笑）。

ＧＭ：そんな性せい格かくなので、あやめの言葉も都合のいいように解かい釈しやくします。「そんなに、照れなくてもよいのだよぉおお？」

あやめ：いや、別に照れているわけじゃ───。

ＧＭ：「それに、ここには邪じや魔ま者ものもいなぁ～ああいっ！」

あやめ：……うっ！　そうだ、コウ君がいない。神月先生も瞳ちゃんも！

瞳：いわゆるひとつのピンチだね。

ＧＭ：「準じゆん備びはすでに整った。あとは君さえきてくれればぁ～、すべては動き出すのだよぉおおおっ！　私の〝愛ラアブ〟」

あやめ：……つまり、あたしがいなければ動き出さない？

ＧＭ：「…………」

あやめ：……え、えっと。

一同：…………。

ＧＭ：「……うん。まあ、そうとも言うねぇ」（一同爆笑）

あやめ：よし、逃げよう！（笑）

ＧＭ：では、あやめが〝ドクター〟から逃とう走そうの機会をうかがっていると、その気配を察して言います。「おやおや、私から逃げるつもりかね？」

あやめ：ぎくっ！

ＧＭ：「いや違うな……。そうかぁ～、私と鬼おにごっこがしたいのだねぇ～っ！」

あやめ：ちょ、ちょっと！　なんでそうなるんですかーっ!?（笑）

ＧＭ：「遊びたい年とし頃ごろというわけだね。仕方がないなぁ～」（一同爆笑）

あやめ：……くっ……あははっ！　や、やめて……（[image: ]必死に笑いをこらえ）

神月：こ、このままではプレイヤーが、呼こ吸きゆう困こん難なんで死んでしまうぞ!?（一同爆笑）

瞳：ねえ、どんどん収しゆう拾しゆうがつかなくなってってない？（笑）

ＧＭ：何故なぜだろう？　〝ドクター〟をロールプレイしていると面白くなってしまう。

コウ：意図してるわけじゃないのか、この〝ドクター〟の動きは（笑）。

神月：やっぱりＧＭはハードボイルドより、こっちの方が得意みたいじゃないか。

ＧＭ：い、いやそんなことは。ともかく、〝ドクター〟は《ワーディング》を展てん開かい。逃げようとするあやめを捕まえようと、一歩踏ふみ出したところでシーンを終了します。

あやめ：コウ君、早く来てーっ！（笑）

コウ：お、おう……。








◆Opening03◆瀬せ戸と際ぎわの気配




Scene Player ─── 陸原コウ






　通学路の途と中ちゆうには、小さな公園がある。

　コウとあやめは、そこで待ち合わせをして登校するようになっていた。

　そんなとき、《ワーディング》の気配を感じた───。




ＧＭ：次はコウのオープニングになります。

コウ：了解。侵蝕率を上げるぞ。……４点上じよう昇しよう。まずまずだな。

ＧＭ：さて、コウの状じよう況きようですが……。

コウ：ハンドアウトから大体の予想はついている。俺のところに足止めがきてるんだろう？

ＧＭ：はっ、その通りです。さっきのシーンから少々時間を巻まき戻もどします。あやめが〝ドクター〟の接せつ触しよくを受けたその頃ころ。コウは、あやめとの待ち合わせ場所へ向かっているところだと思ってください。

コウ：学校に、一緒に登校するためだな。

瞳：ふたりの仲も、順調に進しん展てんしてるみたいじゃん。よきかなよきかな♪

コウ：そういうことに……なるのか？

ＧＭ：そして、その途中で《ワーディング》が展開されるのを感じ取ります。発はつ生せい源げんは、あやめとの待ち合わせ場所である公園ですね。

コウ：きたかっ！

ＧＭ：コウが呟くと同時、コウの目の前に人ひと影かげが現あらわれます。日本刀を携たずさえた同年代の少年。その姿にあなたは見覚えがあります。

コウ：───〝節制テンパランス〟だな。

ＧＭ：ご明察です。ただ、今回の彼は、前に見たときとはかなり印象が違ちがいます。寡黙で物静かな印象があったのですが、今は怒いかりや憎にくしみといった負の感かん情じようも露わにして、ギラついた視線をコウに向けてきます。

コウ：なんだ……？　相手の様子がおかしいのに気づいて、思わず警けい戒かいする。

ＧＭ：すると〝節制テンパランス〟は、コウを鋭するどく睨にらみつけ、ひどく低い声音で告げます。「……ここは通さんっ！」

あやめ：えっ？

瞳：今、普ふ通つうにしゃべった？

神月：〝節制テンパランス〟は普通にしゃべれるのか？　確たしか前に登場したときは、テレパシーでしか会話しない奴だったと記き憶おくしてるんだが。

あやめ：あたしがこの間捕まったときも、テレパシーでしか話してなかったし……。

コウ：……その話は、あやめから聞いていてもいいか？

ＧＭ：構かまいません。

コウ：……お前は、口を開かない男だと聞いていたが。どうも、尋じん常じような雰囲気じゃないな。

ＧＭ：警戒を強めるコウに、〝節制テンパランス〟は、なおも言葉をぶつけてきます。「俺は、お前を倒して〝ドクター〟に有用性を証明する。今度失敗すれば───」

コウ：失敗すれば……？

ＧＭ：「俺もまた失敗作になる……っ！」言うや否いなや〝節制テンパランス〟は腰こしを沈しずめ、居合い抜ぬきの構えを取ります。

コウ：なら、俺も右みぎ腕うでを異い形ぎよう化させるぞ。余よ裕ゆうぶってられる相手じゃないのは、前回の戦いで分かってるからな。

ＧＭ：コウと〝節制テンパランス〟の間で、戦意がぶつかり合い、緊きん迫ぱく感がどんどんと増ましていきます。

コウ：〝ドクター〟はやはり冷たい男のようだな。選ばれた子供などと持ち上げておきながら……有用性を示せないと簡かん単たんに捨すてるのか？

ＧＭ：「黙だまれ……っ！　〝ドクター〟への無礼な口を利くことは許ゆるさん。やはり貴様はここで倒たおす……っ！」

コウ：大した忠ちゆう義ぎ心……いや、依い存ぞん心しんなのか？

ＧＭ：「……お前にふたたび負けるようなことがあれば、俺は〝ドクター〟に捨てられてしまう。そうなったら、俺には何もない。俺はお前とは……失敗作とは違う！」

コウ：……お前の事じ情じようなど知ったことか。

ＧＭ：「なんだと……？」

コウ：俺はあやめの許へ行く。そこを通してもらうぞ！




　言うや否いなや、コウは地を蹴けった。

　一気に〝節制テンパランス〟の脇わきを駆かけ抜ぬけようとする。

　だが、〝節制テンパランス〟もさるもの。その動きに反はん応のうしていた。




ＧＭ：「通さんっ！」コウの動きに彼は反応し、得意の居合いを解とき放はなつ！　突とつ破ぱできるかどうかは……（ダイスを振る）〝節制テンパランス〟の〈白兵〉35を回避できるかどうかです！

コウ：35か、結構高いな。なら《リフレックス：サラマンダー》＋《陽炎かげろう》で回かい避ひする。（ダイスを振ふる）達成値は38！

ＧＭ：くっ……！　超えられましたか。心が乱みだれた状じよう態たいで放たれた〝節制テンパランス〟の斬ざん撃げきは、常じよう人じんをはるかに超こえるものでしたが……それでも前回ほどの鋭するどさはありません。

コウ：〝節制テンパランス〟の放った一いち撃げきが、俺の身体を横に薙なぐ。しかし次の瞬しゆん間かん、俺の姿が揺ゆらいで幻まぼろしのように搔かき消える。……《陽炎》の演えん出しゆつだ。

一同：おおっ！

ＧＭ：〝節制テンパランス〟は、日本刀を振ふるった右手に手て応ごたえが返ってこないことにはっとします。

コウ：そして、俺はすでに奴の背後に立っている。……言ったはずだ。通してもらうとな。

ＧＭ：背後から聞こえる声に〝節制テンパランス〟は勢いきおいよく振り返ります。「待て───」

コウ：振り返った瞬間、言う。……その刀でどうするつもりだ？　すると右手に持つ日本刀が根元から折れて、刀身が地面に落ちる……と、やっていいか？
















ＧＭ：構いません。「馬ば鹿かな……。いつのまに……!?」彼は驚きよう愕がくし、立ち尽つくします。

コウ：最後にちらりと〝節制テンパランス〟を見るが……すぐにあやめのもとへと急ぐ。

ＧＭ：〝節制テンパランス〟はあなたを追おうとするも、数歩進んだところで、ショックからよろりと膝ひざを突つきます。折れた刀を一いち瞥べつして、日本刀の柄つかがミシミシと軋きしむほど強く握り締める。




「うぉおおおおお───っ！」

　取り残された〝節制テンパランス〟が、絶ぜつ望ぼうと怒りの叫さけびを上げる。

　しかし、背後から聞こえるその声に、コウはもはや振り返らない。

　ただ真っ直ぐに前へ──。その絶望の叫びから、逃のがれていくかのように。








◆Opening04◆騒さわがしき朝




Scene Player ─── 神月正義






　早朝の神月法ほう律りつ事じ務む所しよ───。

　瞳の前には、神月正義お手て製せいによるケーキが置かれている。

　目を輝かがやかせる瞳を、神月は微笑ほほえましそうに見守っているのだった。




ＧＭ：では、次は神月のシーンになります。舞台は早朝の神月法律事務所。ちなみに瞳も登場でお願いします。

瞳：はいはい。じゃあ、わたしは事務所で、神月先生の作ったケーキを食べてるよ。

あやめ：朝から？（笑）

瞳：朝から。きっと試作を味見しているんだよ。うん、これならパティシェもいけるよ。

神月：はははっ、喜んでもらえて嬉うれしいよ。だがね、瞳くん。食べすぎはよくないぞ。若わかいとはいえ、甘あまいものの食べすぎは虫歯や体重増ぞう加かを招まねきかねん。

瞳：えーっ、こんなにおいしいのに……。じゃあ、晩ばんご飯はんの後にまた出してくれる？（笑）

神月：むう……。いや、ここは心を鬼おににして言おうではないか。糖とう分ぶんの取りすぎは身体によくないぞ。砂さ糖とうは一日、角かく砂ざ糖とう換かん算さんで五個までだ！

瞳：なら、大だい丈じよう夫ぶだって！　まだ二個分しか食べてないから！

神月：そ、そうなのか？（笑）

瞳：そうなの！（笑）

コウ：なんだか……ここは、すごい平和だな。

あやめ：本当にね。こっちは大変なことになってるのにっ！（一同笑）

ＧＭ：さて、そんな感じで憩いこいの時間をふたりが過すごしていると、部下のエージェントが事務所に飛び込こんできます。「神月支し部ぶ長ちよう、大変ですっ！」

神月：馬鹿者っ！　事務所に帰ってきたらまずは挨あい拶さつだろう！　挨拶はもちろん「ジャスティスッ！」だっ！（笑）

ＧＭ：え、ええーっ!?（笑）




　その挨拶は勘かん弁べんしてください。




あやめ：そんなレストランは嫌いやだなぁ（笑）。

神月：いやいや、今は法律事務所の方にいるから。

ＧＭ：「ジャスティスッ！」なんて挨拶する法律事務所も嫌ですよ！（一同笑）

瞳：このエージェント、先生が洗せん脳のうしてない？　洗脳してるでしょ、絶対に！（笑）

神月：そういえば、洗脳は私の特とく技ぎだった（笑）。

ＧＭ：ともかく、エージェントは神月に報ほう告こくします。「支部長に報告します、市内でジャーム化事じ件けんが発生しました！」

神月：むっ、新しい事件か。気は進まんな～。

瞳：そんなこと言ったって、神月先生は綾あや間ま市の支部長でしょ。

神月：はっはっはっ。何を言っているんだね、瞳くん。私は料理長だぞ？

あやめ：もはや弁べん護ご士しですらなくなってるっ!?（笑）

瞳：いつの間にカヴァーが〝コック〟になったのさ？（笑）

神月：はっはっはっ。ＧＭ、カヴァーを変えてもいいかな？（一同爆笑）

ＧＭ：お願いですから支部長でいてください（笑）。

瞳：まあまあ。弁護士か料理長かはともかく、綾間市でジャームが出たら、それに対たい応おうするのは神月先生の仕事じゃない？

神月：まっ、たまにはＵＧＮに義ぎ理りも立てねばならないか。出しゆつ撃げきだ！

瞳：わたしも一緒に行くよー。その時、一いち応おう、コウにも連れん絡らくするけど───。

ＧＭ：携けい帯たいは繫がらないですね。

コウ：たぶん俺は、〝節制テンパランス〟の相手をしている真っ最中だと思う。

瞳：だろうねー。数回コールしたところで、ぶつぶつ文もん句くを言う（笑）。……まったく。コウのヤツ、何してんのよー。とりあえず、メールだけでも送っておこう。〝事件発生。先に行く〟……これでよし！

神月：では、事件現げん場ばへ向かおうか。

瞳：ほーい。猫ねこを引っつかんで神月先生の後を追いかけます。




　神月と瞳は、すぐにジャーム化事件が発生した現場へと向かった。

　現場は、綾間市内のビル建けん設せつ地ち。

　ふたりは、さっそくジャームへの対たい処しよを始める。




ＧＭ：ではおふたりは事件現場である、綾間市内にあるビル建設地につきます。事件は建設途中のビルの中で起きたようです。

神月：規き模ぼは？

ＧＭ：建設中のビルの中で、十数名のジャームが発生しました。ジャーム化したのは、早朝の作業にやってきた現場の作業員のようです。

神月：十数名か。結けつ構こうな規模だな。

ＧＭ：まだジャーム化したばかり、出来立てほやほやですよー。

神月：出来立て───。

瞳：ほやほやっ！

あやめ：ふっ……くすっ……。あははははっ！

瞳：なんでそんな焼やき芋いもみたいな言い方なのさ（笑）。

コウ：俺はたこ焼きを想そう像ぞうした……（笑）。

あやめ：あたしは、たい焼きかなー（笑）。

神月：うむ。それで、粉もの三人衆しゆうがどうしたのだ？

ＧＭ：変なあだ名つけないでくださいよ（笑）。ジャームですって。

瞳：いや、それは出来立てほやほやとか言うからじゃん！（一同爆笑）

ＧＭ：むう……（笑）。とりあえず、ジャームは建設途中のビル内にいます。エージェントはすでに周辺住民への対応や、事件隠いん蔽ぺいのために動いてくれています。なので、あとはジャームさえ処しよ理りできれば、事件は一応の解かい決けつを見ます。

神月：わかった。ちなみにジャームとは戦闘するのか？

ＧＭ：いえ、数はいますが全員エキストラですので、好きに対応して構いませんよ。

神月：なら、さっさと事件解決と行こうではないか。ビルの中に入っていくぞ。

瞳：早く帰ってデザートの残りを食べないとね！（笑）

ＧＭ：神月と瞳が中に入ると、ジャームたちはあっさり見つかります。鉄てつ骨こつがむき出しのビル内で暴あばれていた彼らですが、神月たちに気づいて動きを止めます。

神月：私の縄なわ張ばりで、それ以上の狼ろう藉ぜきは許さん。粉ものは縁えん日にちだけにしておけ！

ＧＭ：ぶっ!?　いや、粉ものから離はなれましょうよっ！（一同笑）

神月：はっはっはっ、すまんすまん（笑）。

瞳：神月先生が「ジャスティスッ！」って言うと、次々ジャームが倒たおれていくんだよ（笑）。

神月：さあ！　私の〝正義ジヤステイス〟の前に、ひれ伏ふすがいい！

ＧＭ：神月の放った幻覚攻こう撃げきに、ジャームが悲鳴を上げて倒ます。「ギャァアアアアッ！　ジャスティィイイスッ!?」（一同爆笑）

瞳：敵てきが叫さけんだ!?

神月：真の正義に目覚めるがいいっ！（笑）




　正義を愛する神月の心がジャームたちにも伝でん播ぱしたのか。

　ジャスティスの叫さけび声を上げ、次々と倒れていった。




ＧＭ：……神月の鋭するどい言葉を受けて、ジャームたちは全員、意い識しきを失って倒れます。

瞳：これでひと安心かな。このジャームって、工事現場で働いていた人たちだったの？

ＧＭ：はい、その通りです。

瞳：ふーん……。とりあえず、ジャーム化した人たちは病院に収しゆう容ようして対処する感じかな。

神月：そうだな。さっそく部下に命令して、運び出してもらうとしよう。

ＧＭ：了解です。では、部下のエージェントがやってきて、神月の倒したジャームを搬はん送そうしてくれます。ちなみにその後、工事現場を調ちよう査さすると奇き妙みような機械が見つかりますよ。

神月：機械？

ＧＭ：五〇センチ四方の、箱型をした機械です。内部はさまざまな精せい密みつ機械が内ない蔵ぞうされていて、工事現場には少々不釣合いな感じがしますね。

神月：いかにも怪あやしいな。もしや、それが今回のジャーム化事件と関係があるのか？

瞳：ジャーム発生装そう置ちとかかもね。ＧＭ、この機械って調べられる？

ＧＭ：可か能のうです。ちなみに判はん定ていはいりません。事務所に戻もどって調べた結果、一定範はん囲いにレネゲイドウィルスを散さん布ぷして、ジャームを発生させる装置であることが判はん明めいします。

神月：なんとも物ぶつ騒そうな代物のようだな。

ＧＭ：ちなみに霧きり谷たにからの情じよう報ほう提てい供きようも受けられます。その内ない容ようは、〝ドクター〟がなんらかの機械を制せい作さくする資し材ざいを調達していると思われる、というものです。

瞳：じゃあ、このジャーム発生装置って、〝ドクター〟の仕業っぽいの？

ＧＭ：はい。現げん在ざい、資材調達ルートをもとにＵＧＮは〝ドクター〟を追つい跡せき中です。しかし、まだ〝ドクター〟の居い場ば所しよを突つき止とめるまでには到いたっていません。

瞳：ふーむ。ジャーム発生装置なんて使って、〝ドクター〟は何する気なんだろうね？

神月：撹かく乱らん……というところか？

瞳：撹乱かー。

神月：事実、我われ々われはこの事件への対処に出動している。一ヶ所ならいいが、このような機械が複ふく数すうの場所に置かれてしまったら……。

ＧＭ：かなり危険でしょうね。今回は早朝の工事現場ということで、被ひ害がいは少なかったようですが、装置の数を増やせば、より多数の人間をジャーム化させることができるようです。

神月：被害が少ないといっても、十数名もジャーム化したのだ。これがもし、市街地で人出が多い時間帯だったとしたら、もっと悲ひ惨さんなことになったかもしれん。

瞳：そうだね……。

ＧＭ：と、ふたりが〝ドクター〟の動向について思考をめぐらせていると、そこで《ワーディング》が展開されます。その《ワーディング》から感じられる気配には、神月も瞳も覚えがあります。〝ドクター〟のものですね。

神月：むっ、言ってるそばからかっ！　瞳くん、行くぞ！

瞳：もう、ゆっくりおやつを食べる時間もないなんて！　〝ドクター〟のヤツ、今度こそコテンパンしてやるーって思いながら、神月先生の後を追うね。

ＧＭ：では、おふたりが事務所を後にしたところでシーン終了になります。







　　　　MIDDLE PHASE





◆Middle01◆コウの過か去こ





Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ








　あやめは逃にげる。

　それを、笑顔を浮うかべた〝ドクター〟が追う。

　恐きよう怖ふの鬼おにごっこが開始された。




ＧＭ：では、ミドルフェイズになります。シーンプレイヤーはあやめになります。侵しん蝕しよく率りつを上じよう昇しようさせてください。

あやめ：はーい。低い方がいいなぁ（笑）。……あう、８点も上昇したーっ！

瞳：前回が１点、今回が８点。これで平へい均きんだから、まだまだいけるって（笑）。

あやめ：うーん（笑）。

ＧＭ：さて状じよう況きようですが、あやめのオープニング直後のシーンとなります。舞ぶ台たいは〝ドクター〟の展てん開かいした《ワーディング》に包まれた公園ですね。

あやめ：〝ドクター〟から逃げようとしてたところだよね……。

ＧＭ：「ははは、逃がさないよ～。私わたしの〝愛ラアブ〟！」と、〝ドクター〟はあやめを追いかけ回しています。

あやめ：ひ、ひいいいっ！　に、逃げられるかな？

ＧＭ：さすがに単たん独どくで逃げ切るのは難むずかしいですね。ちなみに、他の方々も好きなタイミングで登場して構かまいません。

あやめ：ヘルプミー、ヘルプミー！　助けてー！（笑）

コウ：〝節制テンパランス〟が足止めにきて、あやめがやばいのは感づいている。さっそく登場するぞ。

ＧＭ：了りよう解かいです。

コウ：侵蝕率は……７点上昇。どんな状況なんだ？

ＧＭ：袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられたあやめ。そこに不気味な笑顔を浮かべた〝ドクター〟がゆっくりと歩いてきます。「さあぁ～、も～う逃げられないよ～」

あやめ：こ、こないでーっ！

ＧＭ：あやめの拒きよ絶ぜつを意に介かいすることもなく、〝ドクター〟は一歩、また一歩と近づいていきます。

あやめ：ひーっ!?

コウ：そこで間に割わって入る。公園でふたりを見つけると同時に勢いきおいよく跳ちよう躍やく。問答無用で〝ドクター〟に蹴けりを打うち込こむ！

ＧＭ：すると、ドクターは突とつ如じよ頭上から降ふってきた影かげから、コウの存そん在ざいに気づく。そして、老人とは思えない俊しゆん敏びんさで跳とび退すさり、コウの飛とび蹴げりを避よけます！

瞳：避けた!?　……って、そういえば〝ドクター〟もオーヴァードなんだっけ？

コウ：そのはずだ。前回、Ｅロイスを使ってたしな。不意打ちは避けられたが気にせず、まずあやめに話しかける。……無事か？

あやめ：う、うん！　コウ君がきてくれなかったら危あぶなかったけど！

コウ：なら、よかった……。あやめの安全が確かく認にんできたところで、あらためて〝ドクター〟に視し線せんを向けるぞ。

ＧＭ：すると、〝ドクター〟は「あぁぁぁぁんっ!?　なんなんだお前はぁあああっ～!?」と、コウを睨にらみつけています（笑）。

コウ：そ、そうか（笑）。一いつ瞬しゆん気け圧おされるが、気を取り直して。……貴き様さま、まだあやめのことを諦あきらめていなかったのか。

ＧＭ：しかし、ドクターはそんなコウの言葉も聞こえていないのか、憤ふん怒ぬに顔を赤く染そめながら叫さけびます。「なぁぁぁぁぜ、貴様がここにいるのだぁあああっ!?」

コウ：あ、あからさまに様子がおかしいな。思わず眉まゆをしかめるが……。

ＧＭ：「貴様はっ、この場にいるはずがないっ！　いや、いてはならんのだっ！　まったく忌いま々いましい。この失敗作があっ！」コウがここにいる事実を否ひ定ていするように、〝ドクター〟は口くち汚ぎたなく怒ど鳴なりつけます。

コウ：怒いかりを軽く受け流して、ぼそりと呟く。……ストレス発散なら別の場所でやれ。お前が何を言おうと、ここに俺おれがいるのが現げん実じつだ。

ＧＭ：「忌々しい。まったくもって忌々しいっ！」自分の世界と現実の世界との食くい違ちがいに〝ドクター〟は苛いら立だち、今にも怒りを爆ばく発はつさせそうになってます。

瞳：あんたは幼よう児じかっ！（笑）

コウ：少なくとも、まっとうな大人ではないな。〝ドクター〟を睨みつけて言うぞ。……これ以上、あんたの子こ供どもじみた妄もう想そうに、あやめを付き合わせるつもりはない。

ＧＭ：「ほざくな、失敗作が！」

コウ：それももう聞きき飽あきた。失敗作と呼よばれたことはさらりと受け流して、拳こぶしを構かまえる。

ＧＭ：「ふぅぅん、そうかね！　では、少々君が興きよう味みのありそうな話でもしようではないか。例えば……そう、君の過去などについては、どうかな？」

コウ：……なに？

ＧＭ：「知りたいようだねえええ！　だったら、教えてあげてもいいんだよおぉぉおっ!!」嗜し虐ぎやく心に歪ゆがんだ笑みを浮かべて、〝ドクター〟は語り出します。

コウ：それは、黙だまってその言葉に耳を傾かたむけてしまう。

あやめ：コウ君……。

ＧＭ：「君は実の両親の手によって、私に売られたのだよっ！」

コウ：───俺が、売られた？

神月：それはまた、ヘビーな過去だな！

コウ：そんな扱いを受けていたのか。知らなかった……。

瞳：じゃあ、コウの両親が〝ドクター〟から札束受け取ったり？

神月：嬉うれしそうに札束数えている両親が、コウを〝ドクター〟に突きだして「今日から、お前はこの人と暮くらすんだ」とか言ったりするわけだな。

あやめ：うわー、それはひどい！　いらない子扱いだったんだ。

コウ：いらない子扱いか。それは、トラウマになっても不思議じゃないな。

ＧＭ：お、ではそれを採用しましょう。コウの脳のう裏りに、幼い頃の記き憶おくがフラッシュバックします。




　幼いコウの手を、ふたりの男女が引いている。

　コウは、低い視線からそのふたりを見上げている。

　ふたりは〝ドクター〟から分ぶ厚あつい封ふう筒とうを受け取り、コウを突きだした。

〝ドクター〟を嫌いやがり、しがみついて抵てい抗こうするコウに、ふたりは言った。

　お前は、いらない子なんだ───と。




コウ：俺は、記憶を取り戻すのか？

ＧＭ：はい、これをきっかけに、封じられていた記憶が次々と。

コウ：両親から、いらない子とさんざん言われたんだろうな。子供の頃、まだエフェクトをうまく使うことができずに。

神月：血を吸すったり、炎ほのおを出したりするわけだからな気味悪がられるだろう。

瞳：ああ、わたしと同じパターンだ。両親の血を吸ったりしちゃったら……。

コウ：俺の記憶に、恐きよう怖ふに怯える両親の姿が。

あやめ：う～、つらいなぁ。

瞳：狭い部屋に閉じこめられて、コウはずっとひとりで遊んでいるんだよ。

神月：両親も人間扱いせず、食事も与えられなかったり。

コウ：これだけ言われると、ヘコんだ方がいい気がしてきた（笑）。

ＧＭ：あきらかに動どう揺ようしているコウを、〝ドクター〟は満足そうに見つめています。「両親に捨てられた君は、泣きじゃくって使い物にならなかった。ゆえに君の心の平へい穏おんのために、少々記憶をいじったわけだ」

コウ：……（素すになって）なんだか悔くやしいなぁ。こいつの思い通りになってると思うと、なおさら悔しいよ（一同笑）。

ＧＭ：〝ドクター〟は追おい討うちをかけるように言います。「捨てられた君を私が拾った。しかし、君は私の期待に応こたえることができなかった！　そう、それゆえの失敗作だっ！」

コウ：───いらなかったんだ、いらなかったんだ、と両親の声が頭の中でリフレインする。俺は、この言葉がずっとトラウマになっていた……気がする。

あやめ：記憶を消されても、深しん層そう意い識しきに残ってたんだね。

瞳：コウが、寡か黙もくに任にん務むをこなす裏うらは、いらなかったって言われることへの恐怖ってこと？

コウ：そうだったのか。いろいろ繫がってきたな。

ＧＭ：「君は、何者からも望まれず、何かを満たすこともできないっ！　そんな存在する価か値ちのない君にできることはひとつ。この世界から消えることだけだと知りたまえっ！」

コウ：くそう。……しかし、俺はその言葉でぐらりと来てしまうんだ。




　甦よみがえった記憶が、〝ドクター〟の言葉が、コウを打ちのめす。

　ぐらりと視し界かいが歪ゆがむ。

　絶ぜつ望ぼうは、コウの肉体にもダメージを与あたえる。




　だが、崩くずれ落おちそうなコウを、あやめの手が支ささえた。




あやめ：───しっかりして、コウ君っ！

コウ：……くっ。

ＧＭ：あやめがコウを支えると、〝ドクター〟はやれやれといった感じで肩をすくめます。「〝愛ラアブ〟！　君に必要なものは、この私と選ばれし六人の子供たちだ。そんな無む価か値ちな失敗作は放っておきたまえ」

あやめ：コウ君は無価値なんかじゃないよ！

ＧＭ：「ほう？」

あやめ：だって、だって……あたしが必要としているもの！

コウ：あやめ……。

あやめ：あたしだけじゃない。瞳ちゃんだって、神月先生だって、霧きり谷たにさんだって……コウ君のことを知ってる人は、彼のことを必要としてるよっ！

ＧＭ：「プロジェクト・アダムカドモンの責せき任にん者しやであった霧谷が？　失敗作を必要としている？　ははは！　実験の失敗作を使い回しているだけでないかね！　そんなものはぁ！　有用な価値とは言わんのだぁっ！」

コウ：……あやめ、下がってろ。

あやめ：えっ？　で、でもそんなふらふらなコウ君を放っては───。

コウ：下がってろ、あやめっ！

あやめ：はいぃっ!?　強く言われたんで、思わず後ろに引いちゃうよ。

コウ：プロジェクト・アダムカドモンだと？　……俺は、まだ直接は聞いていないからな。

ＧＭ：「おや、知らなかったのかね？　哀あわれなことだ」

コウ：同どう情じようなど必要ない……！　詳くわしいことを聞かせてもらうぞ！

ＧＭ：「私に聞くよりも、霧谷に話を聞くことをお勧すすめするがね！　あのプロジェクトについては、彼の方がよおっぽど詳しいだろうからねぇ」

コウ：どういうことだ！

ＧＭ：「大体、プロジェクトの内ない容ようを知ってどうする気なのかねえ？　私の期待を裏切り、廃はい棄きされた過去をもう一度振り返るだけにしかなるまい！」

コウ：くっ……！　くそう、本気で悔くやしくなってきた（笑）。

ＧＭ：「両親の期待を裏うら切ぎり、私の期待も裏切った。だから、君は生まれながらにして有ゆう用よう性せいを見出すことかできない失敗作───つまり、裏切り者ダブルクロスなのだよ！」

コウ：なんだとっ!!　……俺は、右みぎ腕うでを構かまえるぞ。

あやめ：待ってコウ君！　あたしたちだけで〝ドクター〟と戦って勝てるのかな？

コウ：……一対二だ。戦力では上回っている！

あやめ：そうじゃなくて、……〝ドクター〟がひとりでやってきたからには、何か別の手立てを用意しているんだと思う。

コウ：別の手立て？

あやめ：たとえば、子供たちを使って別の罠わなを仕し掛かけているとか。

コウ：罠があろうとなかろうと、俺はこいつから聞きたいことがある！

ＧＭ：すると〝ドクター〟が言います。「んん～、やれやれ。人の話を聞かない子だねぇ」

コウ：（素になって）お前が言うなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

神月：いや、まったく！

瞳：まあ、〝ドクター〟には言われたくないよねえ。

あやめ：シリアスなシーンなのに、思わず突っ込みが（笑）。

ＧＭ：そうこうしているうちに、〝ドクター〟の懐ふところから携けい帯たいの着信音が聞こえてきます。

あやめ：おっ？

ＧＭ：「おっと失礼するよ」〝ドクター〟は携帯を取り出して話を始めます。〝ドクター〟は特に会話を隠かくそうともしないので、その内ない容ようは丸聞こえですね。「───ふむ、彼らは気づいたかね。ならば第一段だん階かいは成功だな。そのまま作業を続行したまえ」

あやめ：彼らって……。

瞳：たぶん、神月先生とわたしのことじゃないかな？

神月：だとすると気づいたというのは、ジャーム発生装そう置ちのことかもしれんな。

ＧＭ：〝ドクター〟は携帯をしまうと、あやめを見て言います。「君が強ごう情じようなので、私の方でも策さくを用意したのだよ。その仕し掛かけが、ＵＧＮにも気づいてもらえたらしい」

あやめ：仕掛け？　何をしたの!?

ＧＭ：「それはすぐに分かるよ。とにかく、よく考えてみてくれたまえ。君が私の許へくれば、万事解かい決けつするということをね」

コウ：そう思ってるのはお前だけだ……っ！

ＧＭ：「失敗作は黙っていたまえっ！　無価値なる者がこれ以上、私を煩わせるなっ！」あやめの時とは打って変わって、癇かん癪しやくでも起こしたように叫さけぶ〝ドクター〟。

コウ：本当にアップダウンが激はげしい奴やつだな……（笑）。

ＧＭ：熱しやすく冷めやすい性せい格かくなので（笑）。怒り、叫んだせいで乱みだれた襟えり元もとを正して、〝ドクター〟はあやめに言います。「それでは今回は失礼しよう。しかし、近いうちにまた来よう。その時はいい返事を聞かせてくれたまえ」

あやめ：こ、こなくていいですーっ！（笑）

コウ：去っていく〝ドクター〟を追おうとするんだが……見失ってしまう。精せい神しん的てきに、かなり追い詰められたせいで。

あやめ：あたしも、精神が削けずられていく……（笑）。

コウ：ぐったりしてるあやめに声をかける。……大だい丈じよう夫ぶか？

あやめ：あたしは大丈夫だよ。……それより、コウ君は？

瞳：きっと、顔真っ青になってんじゃない？　今まで謎なぞだった自分の過去が明かされたし。

コウ：……そんな感じだろうな。

あやめ：ねえ、顔色悪いよ？　あたしよりコウ君の方がよっぽど───。

コウ：問題ない……。

あやめ：心配だけど、どう声をかけていいのかも分からなくて……。そっと服のすそを引っ張ぱりながら言うね。……とりあえず、神月さんたちのところに行こう？

コウ：あ？　……ああ、そうだな。そうしよう。




　去り際ぎわにコウは振ふり返り、先ほどまで〝ドクター〟が立っていた場所を見つめた。




「過去のことだ……。

　そう、過去の───」




　ひどく弱々しい呟きは誰だれに聞かれることもなく───。

　吹ふき抜ぬける冷たい風に乗って散った。








◆Middle02◆仕し掛かけられた罠わな




Scene Player ─── 神月正義






　神月のレストランには、さっそくメンバーが集まってきた。

〝ドクター〟がふたたびあやめに接せつ触しよくしたのと同時に、ジャーム発生装置が発見された。

　このふたつの事じ件けんは、新たな事件の始まりを予感させた。




ＧＭ：では、次のシーン。舞台はＵＧＮ綾あや間ま市支し部ぶ。つまり、神月法ほう律りつ事じ務む所しよの下にあるレストランになります。情じよう報ほう共有用のシーンですね。全員登場でお願いします。

あやめ：あうっ!?　侵蝕率が９点も上がっちゃった！

瞳：本来のあやめに戻もどってきたみたい……って、わたしも８点上昇っ!?

神月：女じよ性せい陣じんが派は手でに上がっているな（笑）。さて状況としては、霧谷から情報提てい供きようを受けて、〝ドクター〟の《ワーディング》が展開されたあとになるかな？

ＧＭ：ですね。オープニングの後、《ワーディング》の発生場所───公園に向かおうとしたところ、途と中ちゆうでコウやあやめと合流して、レストランに戻ってきたと思ってください。

神月：了解した。まず状況を把は握あくせねばならんな。コウに聞くとしよう。

コウ：先ほどあったことを、ひと通り説明する。




　コウは、〝ドクター〟が現あらわれ、まだあやめを狙ねらっているということを話した。

　だが、任務に関わりのない自分の過去について触ふれることはなかった。




あやめ：まあ、それだけでもないんですけど……（ちらりとコウを見る）。神月さん、コウ君の顔色が悪いことに気づいてあげてーっ！

神月：今、あやめくんの声がしたような（笑）。では、気づこう。どうかしたか、コウ？

コウ：……特に問題はない。

神月：問題がないにしては顔色が───。

コウ：風に当たりすぎただけだ。

神月：風に当たりすぎた？

瞳：えっ？　あんた体温調整できんのに、風に当たりすぎたぐらいで調子崩くずすわけないじゃん！　だって、《不ふ燃ねん体たい》持ってるし（笑）。

コウ：（キャラクターシートを見て）……そうだった（一同笑）。

神月：おい、本当に大だい丈じよう夫ぶか？

コウ：問題は……ない。と、あくまで平静を装よそおう。動揺はバレバレだが（笑）。

瞳：……と、とりあえずご飯食べる？　大たい抵ていはそれで落ち着くだろうしさ。

神月：ふむ、コウは腹はらが減へっている……のか？　私も、少し戸と惑まどい気味だ。

あやめ：うー、コウ君の過去について話した方がいいかな。でも、勝手に話していいような内容じゃないし……。

瞳：（肘ひじで突つきつつ）ねえ、あやめ。もしかして、コウに告白とかされちゃったりした？

あやめ：えっ!?
















瞳：それで断ことわったりしたんじゃっ！

神月：それが原げん因いんでヘコんでいるんだとしたら……。あやめくん、断るにしてももう少し言葉を選んだ方がいいぞ？　彼も年とし頃ごろなのだから！（笑）

あやめ：ちがーうっ！（笑）　というか、コウ君が告白するような人に見えるっ!?

コウ：ちなみに俺はテーブルについて、じっとその上に置かれた皿を見てる。

神月：コ、コウ……？（笑）

瞳：一いつ心しん不ふ乱らんに皿を見てる……（笑）。

神月：……と、とりあえず、やはり食事を作った方がいいのか？（オロオロ）

あやめ：やっぱり仲間内で隠かくしておくのもよくないよね。えーっと、話してもいいかな？

コウ：俺は、じっと皿を見つめているだけなので（一同笑）。

あやめ：コウくーんっ!?（笑）　こ、このままじゃダメだ！　瞳ちゃんと神月先生に、コウ君の過去話を伝えておくよ！




　あやめは、戸惑いながらも〝ドクター〟から聞かされたコウの過去を話した。

　両親から捨てられ、〝ドクター〟に引き取られたという過去。

　おそらくそれは、事実であるらしいことも。




神月：そんなことがあったのか……。

コウ：俺は、ずっと皿を見ているままだ（笑）。

神月：やはり、過去のことは相当堪こたえるようだな。

コウ：まあ、普ふ段だんが普段だからな……。

あやめ：〝ドクター〟から昔話を聞いてから、コウ君の様子がおかしいし、やっぱり気にしてるんじゃないかなぁ？

瞳：そんなに気になるならさ、本人に確たしかめてみれば？

あやめ：えっ？

瞳：コウに駆かけ寄って話しかけるよー。

あやめ：ちょ、ちょっと、瞳ちゃん!?

瞳：ねえねえ、コウ。あんた昔のこと思い出したの？

コウ：……ああ、そのようだ。

瞳：そうなんだ。

コウ：ああ……。

瞳：…………。

コウ：……それだけか？

瞳：えーっと……うん。じゃあ、そういうことで（笑）。

あやめ：えっ？　えっ、えっ!?

瞳：いや～、よく考えると、わたしもこんなコウを見るのは初めてだし。オロオロするよ。コウの様子がおかしいよー。わたし、どうしたらいいかわかんなーい（笑）。

あやめ：ええーっ!?（笑）

瞳：でも、コウが昔のことを思い出したんだから、一歩前進だよ（笑）。

あやめ：ぜ、前進なのかな、それ？

神月：とりあえず、コウにこのまま皿を眺ながめさせ続けるわけにもいくまい。（わざとらしい声で）さあ、今日も美味しいご飯を作るとしようかな～！（一同笑）

あやめ：か、神月さん……（笑）。

神月：おい、いつまで空いた皿を見ているんだ、コウ？　というわけで、料理の盛もられた皿と取り替かえる。……本当は、こんなことをしている場合ではないのだろうが（笑）。

あやめ：と、とりあえず情報交こう換かんを……（笑）。

瞳：じゃあ、食事して落ち着いたところで、部屋のすみっこに置いてあるジャーム発生装置を指差して言うよ。……あれ、ついさっき綾間南三丁目の工事現げん場ばで見つけたんだけど。

神月：どうやら、ジャーム発生装置の一種らしい。〝ドクター〟のお手て製せいだそうだ。

瞳：実じつ際さいに作動して、十数名がジャーム化したよ。

あやめ：やっぱりそんなことが！

神月：〝ドクター〟は、この程てい度どのことなんとも思っていないようなヤツだからな。

あやめ：そういえば〝ドクター〟が言ってたよ。「作業を続けてくれたまえ」って。電話相手は、多分あの子たちだと思うんだけど……。

神月：作業を続けろ……か。やはり、次の一手があるということか。ゆっくり食事が取れるのは、少々先のことになりそうだな。

瞳：だったらさ、お弁べん当とうにして持っていけばいいんじゃない？

神月：おお……。ナイスアイディアだ、瞳くん！　完かん璧ぺきだ！

瞳：ぶい！　ところで、コウ。箸はしが動いてないみたいだけど、食べないの？

コウ：絶ぜつ賛さんヘコみ中なので、箸は動いておらず（笑）。

瞳：んじゃ、わたしが食べてあげるねっ！　横から箸を伸のばして、おかずを取り始める（笑）。

コウ：くそ、人がヘコんでいるときに（一同笑）。……しかし、俺はそれにも反はん応のうしない。

神月：（急にオロオロしだして）コ、コウは一体どうしてしまったのだ？

あやめ：人間らしく、悩なやんでるんじゃないかな？

神月：人間らしく……なってきたのか？

瞳：コウがこういう状じよう態たいになるのって、今までなかったから。わたしも内心、どう接せつしたらいいのか悩んでる（笑）。

神月：私もすっかり父親の気持ちだ。おおお、こんな時どんな顔すれば！（一同笑）

ＧＭ：何故なぜ、急にそんなにしおらしくなるんですか？

神月：いや、ほら父親って難しいなって（笑）。

瞳：とりあえず、いつも通り接せつするしかないかなと、ご飯をばくばく食べてるんだけど。

神月：しょうがないから、私もご飯の量を少し多めにしてみたりもするのだが……。

コウ：食べない（笑）。

あやめ：あうあう（笑）。

神月：ある日、高校生の息子が憂ゆう鬱うつな表ひよう情じようで帰ってきた。事じ情じようを聞いても答えてくれない。……これはひとりの時間を作ってやるべきなのだろうか？（笑）

あやめ：か、かえって思おもい悩なやんで、何かやっちゃわないかな？

神月：むう……。では、あやめくん。少しあいつのことを気にかけてやってくれないかね？

あやめ：それはもちろん！（[image: ]力強く）

神月：ありがとう。とりあえず、食事が終わったら情報収しゆう集しゆうに出るとしよう。とはいえ、全員で固まって動くのは効こう率りつが悪い。そこで、ふた手に分かれようと思う。

瞳：いいんじゃない？

コウ：別に構かまわないぞ。

あやめ：オッケーです！

ＧＭ：では、二手に分かれて情報収集ということで。

神月：ちなみにチーム分けは、私と瞳くん、コウとあやめくんだ。（あやめにこっそりと）コウのことをよろしく頼たのんだぞ！

あやめ：あっ、はい（笑）。

瞳：えっ？　神月先生、そういう気の使い方なの？（笑）

コウ：俺、神月先生からこんなに気を使われたの、初めてだな（笑）。

神月：なっ!?　べ、別にお前のことが心配なわけじゃ………（一同笑）。

あやめ：何故、ツンデレっぽい動きを（笑）。

瞳：まあ、コウの方はいいとして、〝ドクター〟への対たい処しよを考えないと。

神月：そ、そうだな。

ＧＭ：今後の作戦を練っていると、部下のエージェントが飛び込こんできます。「支し部ぶ長ちよう！」

神月：馬ば鹿か者もの、挨拶はジャスティスだ！

ＧＭ：「ジャ、ジャスティス!!」

あやめ：定着してる～!?（一同笑）

ＧＭ：「はっ！　我わが支部の通信回線が何者かにジャックされました！」

神月：むっ。

ＧＭ：「現げん在ざい、ジャックした犯はん人にんとおぼしき者から呼よびかけを行なってきています。……いかがいたしましょうか？」

神月：ほう。このタイミングでとなると、犯人はやはり〝ドクター〟かな？

瞳：たぶんね。向こうから呼びかけてきてるんだし、通信に出れば分かるでしょ。

神月：そうだな。犯人が呼びかけている端たん末まつは？

ＧＭ：神月の席にある情報端末ですね。

神月：では、さっそく自分の席に向かって、回線を立ち上げるとしようか。

ＧＭ：通信端末を立ち上げると、モニターに〝ドクター〟の姿すがたが映うつし出されます。「やあ、ＵＧＮ綾間市支部の諸しよ君くん。元気にしているかね？」

あやめ：で、でたーっ！

神月：気持ちは分かるが落ち着きたまえ（笑）。あやめくんをなだめながらも、画面に映る〝ドクター〟の様子をうかがうとしよう。どんな感じかね？

ＧＭ：まず画面の真ん中には、椅い子すに座すわって尊そん大だいな視線を送る〝ドクター〟の姿があり、背はい後ごにはさまざまな研究資し材ざいが置かれていますね。コンクリートむき出しの、殺さつ伐ばつとした部屋で廃ビルの一室という感じですが、場所の特定まではできません。

神月：ＵＧＮとの直通回線をジャックするとは、なかなかやるではないか。それで、わざわざ通信ジャックをしてまで、何の用かね？

ＧＭ：「いわゆるひとつの犯はん行こう声明というやつだよ」

神月：犯行声明だと？

ＧＭ：「ああ、そうだ……」

神月：……（黙って次の言葉を待っている）。

ＧＭ：「ん、んんん～……」

一同：…………。

あやめ：あ、あの、急に黙だまり込こんでどうした……の？

ＧＭ：「ん～、慣なれないことはするものではないねぇ。どうにも緊きん張ちようしていかん」

一同：おいおいっ（笑）。

瞳：自分から通信ジャックしといて緊張するって、本当に変な奴だな！（笑）

ＧＭ：「すまんすまん。ああ、〝信仰フエイス〟、その角度は少々カメラ映りが悪い。ちょ～っとずらしてくれるかね？」

神月：おい（笑）。

あやめ：緊張してるわりには、ノリノリだ（笑）。

コウ：どうにも、〝ドクター〟と話すと調子が狂くるわされるな……。

神月：こちらも負けていられん！　あやめくん、カメラの位置を調整してくれ。あと、コウは私のすごい服を取ってきてくれっ！　購こう入にゆう判はん定ていだ！

コウ：こ、ここでか？

瞳：神月先生、そういうとこで対たい抗こうしなくていいから！（一同爆笑）




　そんなわけで、神月はすごい服の購入判定に成功した。

　すごい服の効こう果かは、〈交こう渉しよう〉判定の達成値が＋２されるというものである。




神月：というわけで、ビシッとキメて戻ってくるぞ。

ＧＭ：えー、神月が戻ってきたところで〝ドクター〟が話を始めますよ。「君たちは見つけたようだね。私お手製のジャーム発生装置を。子供たちから報ほう告こくは受けているよ」

神月：むっ。やはりあれはお前の手によるものだったわけか。

ＧＭ：「君たちが見つけたものより、規き模ぼの大きな装置を三つほど仕し掛かけさせてもらった」

あやめ：三つ!?

コウ：面めん倒どうだな……。

ＧＭ：「なお、それらの装置は今から三時間後───十二時に発動するようセットしてある」

瞳：三時間っ!?　短っ！

神月：むう……。それでは霧谷に援えん軍ぐんを頼んでる暇ひまがないではないか。

ＧＭ：そのために短くしましたから（笑）。

コウ：馬ば鹿かのように見えて、妙みようなところで頭が回るな、〝ドクター〟。

ＧＭ：褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきます（笑）。さらにこれも伝えておきましょう。三つの装置が同時に起動した場合、その効果範はん囲いは綾間市全ぜん域いきに及およびます。

あやめ：な、なんですとーっ!?

ＧＭ：「〝愛ラアブ〟、君が私の許にくるのを拒きよ否ひすればぁ、この街はジャームであふれ返ることになるだろうねぇ！」

あやめ：やめてよっ！　みんなをあたしの問題に巻まき込こまないでっ！

ＧＭ：「ならば、〝愛ラアブ〟。君が私の許へくればよい！　そうすれば装置を解かい除じよしてあげよう」

あやめ：あうっ！　そ、それは……。

ＧＭ：「私の目的はあくまで君だっ！　他の有う象ぞう無む象ぞうのことなど、どうでもよい！」

あやめ：ううっ……。

コウ：そこは揺ゆるがないのか。

ＧＭ：「んん～、君を悲しませることは本意ではないがぁ……私の許にきてもらえないならば、仕方がない。君は今、周りの連中に騙だまされている。なにがもっともよいことかを判はん断だんできなくなっているっ！」

あやめ：そ、そんなことはないです！

ＧＭ：「いいや、そうだ！　私がそうだと言ったらそうなんだ！」

瞳：断だん言げんした!?（笑）

ＧＭ：「ゆえに、私の趣しゆ味みではないが強きよう硬こう策さくを取らせてもらったのだよ」

瞳：趣味じゃないって……。なに言ってんのさ！　あんた、この間もさんざん強引な手で暴あばれまわってたじゃないの！

ＧＭ：「んん～？　知らんなぁ？」

神月：おい、ついこの間のことだろう！（笑）

ＧＭ：どうやら、前回の誘ゆう拐かいについては、彼の中では強引な手しゆ段だんには入っていないようです。素す直なおになれないあやめを救うためだと信じ込こんでるんでしょうね。

瞳：だ、ダメだ、こいつ……！　話通じなさすぎだって！（笑）

コウ：ある意味、〝ドクター〟は純じゆん粋すいなのかもな。もっとも、そのベクトルがねじれ曲がりすぎていて、殴なぐり倒たおしたくなるが（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、現在は九時。これから十二時までにジャーム発見装置を探さがし出すことになります。十二時ですと人出も多くなり、被ひ害がいの規模が朝とは比ひ較かくにならないことが容よう易いに予想できます。

神月：おりしも今日は綾間フェスティバルの日！

あやめ：綾間フェスティバル？

コウ：……なにをやるイベントなんだ？

神月：綾間市の特産品、山の幸をふんだんに使ったご当地メニューが振ふるまわれるんだ。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。県外からも人が来るので、これは被害が広がりますね。

神月：貴様、まさかそれを狙ねらって！

ＧＭ：「そのとおりだよおぉぉぉっ!!」

瞳：なんというか……。神月先生と〝ドクター〟って、妙に息が合うよね（一同笑）。

コウ：魂たましいの双ふた子ごとでも言おうか。

神月：あいつと一いつ緒しよにされるとは心外だ。

ＧＭ：「───〝愛ラアブ〟。君ならば賢けん明めいな判断をしてくれると信じているよ？」

瞳：……一いち応おう、確認しておくけどさ。もし、あやめが〝ドクター〟のもとへ行くとして、それはどう表明すればいいの？

ＧＭ：「それは簡かん単たんだよ。綾間タワーの展てん望ぼう台だいに、〝愛ラアブ〟がひとりでくればよい」

神月：とりあえず、こっそりあやめに指し示じを出そう。

あやめ：にゅ？

神月：あいつに言ってやりたまえ。「あんたなんか大だい嫌きらい！　こんな人を巻まき込こむようなやり方、最低だよっ！」とな！

あやめ：言ってもいいんだけど、それが伝わらないんだよー（一同笑）。

ＧＭ：そうですねえ。もし今言っても、「分かっているよ。その隣となりにいる男が君に言わせているのだろう？　ああ、かわいそうな〝愛ラアブ〟！　さ～あ、早く私の許へくるのだ！」と言いますね（一同爆笑）。

瞳：じゃあ、ここは自分のためにも、〝ドクター〟に言っておこう。……あやめはあんたが大だい嫌きらいだってさ！　あんたには分からないかもしれないけど、わたしには分かるっ！　……って、なんか前にもこんなこと言った気がする（笑）。

ＧＭ：「今、なにか言ったかね？」（一同爆笑）

あやめ：聞かなかったことにしたーっ！（笑）

コウ：まあ、そうだよな。そういう反はん応のうするよな、〝ドクター〟は（笑）。

瞳：じゃあ、今度は褒ほめちぎってみる。〝ドクター〟、すごーい！　てんさーいっ！

ＧＭ：「ははは、そんなに褒めないでくれたまえよ。そう、私は天才だっ！」（笑）

瞳：こっちは聞こえるんかーっ！（爆笑）




　大変便利な耳を持つ〝ドクター〟であった。




ＧＭ：「さて。決心がついたならば、綾間タワーに来たまえ。ただ、残された時間は少ない。迅じん速そくな決けつ断だんを期待しているよ、〝愛ラアブ〟」そう言って〝ドクター〟はあやめに微笑みかけると、通信は途と切ぎれます。

神月：ちいっ！　好き放題にしてくれるではないか、〝ドクター〟め！

あやめ：装置が仕掛けられているのは、三ヶ所って言ってたよね。

コウ：残り三時間……。手分けして探さがすしかないか？

神月：敵てきが素直にあやめくんが降こう伏ふくすると思っているようには思えん。これはやはり、戦力分散を狙った罠と考えるのが妥だ当とうだろうな。

瞳：その可か能のう性せいもあるねぇ。別行動の隙すきをついて、あやめをさらっちゃうとか。

コウ：とはいえ、このまま放置するわけにはいかないだろう？　三時間しかないのであれば、その時間で事じ態たいを解決するまでだ。

神月：うむ。議ぎ論ろんする時間も惜おしい。すぐに装置の隠し場所を探さぐるとしようではないか。

あやめ：あたしはコウ君のことが少し心配なので、横目で様子をうかがってみるけど……。

コウ：動揺は隠しきれていない。だが、それでも事件に対処しなければならない。意識を切り替えようとしている。

あやめ：うう……。

ＧＭ：では、ジャーム装置を探すために動き出したところで、一度シーンを切ります。








《不燃体》　熱や温度差に強いことを表わすサラマンダーのイージーエフェクト。














◆Middle03◆捜そう索さく開始




Scene Player ─── 陸原瞳






　綾間市に仕掛けられたという三つのジャーム発生装置の始動まで、あと三時間。

　時折しも綾間フェスティバルの真っ最中。県外からの観光客も多く、街は賑にぎわっていた。

　瞳と神月は街に繰くり出し、手て掛がかりとなる情報を集めていた。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは瞳です。ジャーム発生装置の場所を調ちよう査さするシーンになりますね。他の方々も自由に登場してもらってＯＫです。

神月：登場しよう。瞳くんひとりに任まかせっきりというわけにはいかないからな。

あやめ：あたしも出るね。いざというとき、《インスピレーション》を使えるし。

ＧＭ：コウはどうしますか？

コウ：……少し様子を見させてもらっていいか？　ちょっとやりたいことがある。もちろん必要なら出るが。

神月：ふむ……。構かまわんぞ。人間、ひとりでいたいときもあるだろう。ここは私たちに任せておくがいいっ！

あやめ：そうだね。ここはあたしたちが頑張るってことで！

コウ：ん、助かる。

瞳：神月先生、コウにすごい気を使ってるよね（笑）。

神月：いや、接し方が分からんので、せめて本人の希望に添う形にしてやりたいと思ってな。

瞳：殴なぐりかかって来た方が、殴り返せるだけ楽だよね（笑）。

神月：うむ。……コウ、私を殴れ！（一同笑）

ＧＭ：言葉ではなく、身体で語り合いですか？

神月：……と思ったが止めておこう。私は肉体派はではなかった（一同笑）。

瞳：まともにくらうと死んじゃうしね。

ＧＭ：さて、それでは登場したのはあやめと神月ですね。

あやめ：はーい。

瞳：さっそく、ジャーム発生装置の場所について調査したいんだけど。

ＧＭ：では、〈情報：ＵＧＮ〉もしくは〈知覚〉判定を。難なん易い度どは10になります。なお、《インスピレーション》を使用した場合は、判定なしで成功とします。

瞳：おっ？　なんか、思ったよりも簡かん単たんかも。

ＧＭ：ただし、判定一回の成功につき判はん明めいする場所は一ヶ所。なので、合計で三回成功しないと、すべてのジャーム発生装置の場所を調べ切ることはできません。

瞳：簡単だと思ったけど、そんなことはなかった！（笑）

ＧＭ：今回は、情報収集の判定は１シーンにつき一回とします。

瞳：支し援えんはどうなるの？

ＧＭ：行動は、情報収集もしくは他のＰＣへの支援のどちらかでお願いします。ちなみに失敗した場合、余よ裕ゆうが一気になくなりますのでご注意を。

神月：ここにいる全員で情報収集をして、しかも成功させる必要があるわけだな。

コウ：……やっぱり、俺も登場するか？　それなら瞳が支援を飛ばせる。

神月：いや、ここは任せておきたまえ。子供は時に、仲間を頼たよるぐらいがちょうどいい。

瞳：神月先生は情報収集が得意だし、わたしもそこそこいける。それに、あやめには《インスピレーション》あるしね。それがあれば支援はいらないでしょ。

神月：ふっ、大船に乗ったつもりでいるがいい！

コウ：今日は、みんなが俺に優やさしい（笑）。

瞳：んじゃ、わたしから行くよ。〈情報：ＵＧＮ〉で判定、さらに〝コネ：要人への貸かし〟を使って、ダイスを３個こ増ふやす。ほいっ……（ダイスを振ふる）達成値10でギリギリ成功！

ＧＭ：では、まずひとつ目の隠し場所が判明します。学校ですね。

瞳：学校！　分かりやすいな。

神月：もしかして、コウたちが通ってる高校か？

ＧＭ：その通りです。

あやめ：うわ、大変だよ！

瞳：このままだと千鳥とか友達が、無関係な一いつ般ぱん生徒たちがジャーム化しちゃうわけか。

神月：それはなんとしても阻そ止しせねばならん。次は私だ。〈情報：ＵＧＮ〉で、〝コネ：ＵＧＮ幹かん部ぶ〟でダイスを増やす。（ダイスを振る）……おお、クリティカル！

ＧＭ：おっ？

神月：さらにクリティカル！　またまたクリティカルっ！

一同：おおーっ！

神月：達成値36で成功だな。

ＧＭ：余裕で分かりますよ。二番目の場所はショッピングモールになりますよ。

神月：ショッピングモールか……。ところでＧＭ、ちょっといいかな？

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

神月：敵の〝ドクター〟は少々頭がエキサイトしているが、馬鹿ではないよな？

瞳：頭がエキサイトって、すごい表ひよう現げんだね（一同笑） 。

神月：おそらく、ジャーム発生装置には護ご衛えいがついているのではないかと思う。

ＧＭ：まあ、その可能性はあるかもしれません。

神月：そこでだ。この達成値36に免めんじて、そのショッピングモールだけでもいいので、どんな敵が護衛についているかを教えてくれまいか。

ＧＭ：ふむ……。

神月：もっと言うのなら、その場所に〝正義ジヤステイス〟がいるかどうかが知りたいのだよ！

一同：ああー（笑）。

瞳：「あいつと決着をつけるのは私だっ！」って感じ？（笑）

神月：いや、奴をしたがわせて〝ジャスティスロイヤーズ〟を結成するのだ！（一同笑）

ＧＭ：な、なんですかそれは!?

神月：私直ちよく属ぞくの特とく殊しゆ部隊みたいなのがほしいんだ、正義を実じつ現げんするためにも。

ＧＭ：は、はあ……（笑）。

神月：それにこの後、我われ々われはジャーム発生装置を止めにいくことになるんだろう？　どうせなら、因いん縁ねんのある敵と対たい峙じしたい。

ＧＭ：なるほど。そういうことでしたら……そうですね。達成値は十分すぎるほど出ていますし、情報を追加しましょうか（笑）。

あやめ：おおっ。

神月：ありがとう、ＧＭ。感かん謝しやする！

ＧＭ：いえいえ。達成値36に、神月の〝正義ジヤステイス〟への執しゆう念ねんを感じ取ったがゆえです（笑）。では、ショッピングモールの護衛ですが……ずばり、〝正義ジヤステイス〟がいます！

コウ：ばっちり過すぎる（笑）。

神月：どうやら、私の行くべき場所は定まったようだな。

瞳：ちなみにショッピングモールって、第一話で事件現場になった、あの？

ＧＭ：はい、そうです。事件から約半年、まだ工事中の部分もありますが、大部分が復ふつ旧きゆうしたので、先日から営えい業ぎようを再さい開かいしました。

コウ：建物全体が燃もえていたと思うが……半年で復旧はすごいな。

ＧＭ：ショッピングモール建けん設せつは、市の開発計画の一いつ環かんでもあって、復旧工事にはいろいろと援えん助じよが受けられたようですね。そのため、急ピッチで工事を進めることができたようです。綾間フェスティバルに合わせたということで（笑）。

神月：ああ（笑）。

ＧＭ：では、最後はあやめですね。

あやめ：はーい。ここは失敗できないね。《インスピレーション》を使うよ。

ＧＭ：では、三つ目は綾間駅になります。

瞳：駅っ！　厳きびしいとこ狙ってくるねー。

コウ：人の多いところ、集まりそうな場所ばかりだな。

あやめ：《インスピレーション》で、護衛が誰なのか分かったりしませんか？（笑）

ＧＭ：せっかくなので、分かることにしましょう（笑）。綾間駅で護衛についているのは、〝信仰フエイス〟と〝思慮プルーデンス〟になります。

瞳：〝信仰フエイス〟は、バロールの能のう力りよくでみんなを転てん移いさせてたお姉ちゃんだっけ？

あやめ：うん。あとガードが得意でかなり堅かったかな。

神月：〝思慮プルーデンス〟は支援役だったか。

ＧＭ：ですね。

瞳：ふーむ……。ところで、ジャーム発生装置の場所が全部分かったところで、話しておきたいことがあるんだけど。コウのことについて。

神月：コウのこと？　一体なんだね、瞳くん。

あやめ：……うん、みんなで相談した方がいいよね。

コウ：俺がいない間に、何を言われるのだろう（笑）。

瞳：ひとりでいたいって言い出したのはコウだから。いない人は発言しない（一同爆笑）。

コウ：むう……（笑）。

瞳：そいじゃ、神月先生とあやめの方に向き直って言うよ。……コウがあんな風になったの、初めてなんだよ。

あやめ：ん、心配だよね……。

神月：それだけ思いつめている、ということだろうか？　正直、私もどう対たい応おうしたものか分からないのだが。

瞳：ちょっとやばい感じじゃない？

神月：うーむ……。お父さん、どうしていいのか分からないよ！（一同笑）

瞳：すでに、親問題を乗り越こえたわたしは気楽だよ。同情するわー（笑）。

あやめ：瞳ちゃん、第二巻かんで親のことにはケリをつけちゃったからね。

瞳：うん（笑）。だからもう、あいつのロイスもない。

あやめ：……コウ君が受けたショックがどれぐらいなのかは、分からない。あたしの親は〝ドクター〟に奪うばわれちゃったけど、コウ君は……。

瞳：親に捨てられたっていうのは嫌いやな記憶だもんねぇ……。

神月：しかし、私たちがコウにしてやれることは、それほど多くはない……。結局は自分で乗り越えるしかないのだからな。

あやめ：……それに、プロジェクト・アダムカドモンってなんだろうね？　あたしはあまり詳くわしくないから、ここら辺でちょっと話を聞きたいな。

瞳：なら、わたしが話すよ。前回聞き出した情報をみんなに伝える。




　プロジェクト・アダムカドモンとは、ＵＧＮとＦＨの研究者の合同で研究されたジャームを元に戻もどすという計画である。しかし、その計画は当初の目的を見失って究極のオーヴァードを追求するものへと変へん質しつ、非ひ人じん道どう的てきな実験を繰くり返すようになり、凍とう結けつされた。

　その計画の責任者は、ＵＧＮ日本支部長・霧谷雄吾きりたに・ゆうごであった。




瞳：───っていう計画だったらしい。詳しくは霧谷に聞くしかないかなぁ。

あやめ：そっか……。

神月：なんにせよ、今はジャーム発生装置に対応するのが先決だ。そろそろコウを呼よんで、作戦会議といかないかね？

瞳：そだね。んじゃ、コウを呼びに行くよー。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを切りましょうか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：おっと、その前にわたしは〝ドクター〟にロイスを取っておくわ。

ＧＭ：ほう、感かん情じようはどうします？

瞳：ポジティブが〝感服〟で、ネガティブは〝憤ふん懣まん〟かな。

ＧＭ：じゃあ、瞳が〝ドクター〟のロイスを取ったところでシーンを終しゆう了りようします。








《インスピレーション》　直感によって正解に辿り着くノイマンのエフェクト。ＧＭに質問できる。













◆Middle04◆反発


Scene Player ─── 陸原コウ






　プロジェクト・アダムカドモン───。

　かつて霧きり谷たにが責せき任にん者しやとして関わった研究について、聞き出しておきたいことがあった。

　コウは、神月法ほう律りつ事じ務む所しよの端たん末まつを操そう作さして霧谷との連れん絡らくを取った。




ＧＭ：では、次のシーンです。コウはやりたいことがあるとのことでしたが。

コウ：自分の過か去こが分かったことや、プロジェクト・アダムカドモンのこともある。一度、霧谷と話がしたいんだが。

ＧＭ：分かりました。では、シーンプレイヤーはコウで。三人がジャーム発生装そう置ちの場所を調べているその頃ころ、コウは別の行動をしているというところにしましょう。

コウ：了りよう解かい。侵しん蝕しよく率りつを上げる。……９点上がったか。

ＧＭ：霧谷と連絡を取りたいとのことなので、舞ぶ台たいはやはり神月法律事務所ですかね。ＵＧＮ本部へ連絡を取るための通信端末もありますし。

神月：では、私たちは下のレストランで作戦会議中ということにしようか。

ＧＭ：いいですね。静まり返った事務所の中、コウはひとりで通信端末前にいます。

コウ：少し考かんがえ込こんでから、霧谷に連絡を取る。

ＧＭ：しばらくコール音が鳴なり響ひびいた後で回線が繫がり、端末に取り付けられたモニターに霧谷の姿すがたが映うつります。彼は相手がコウであることに少し驚おどろきます。今だと霧谷とのやり取りは基き本ほん、支し部ぶ長ちようの神月がしてるでしょうから。「どうしました、コウさん？」

コウ：聞きたいことがある。

ＧＭ：「聞きたいこと……ですか？」

コウ：〝ドクター〟は、自分がかつてプロジェクト・アダムカドモンという計画に関わっていたと言っていた。───霧谷、あんたがその責せき任にん者だったとも。

ＧＭ：「…………」

コウ：〝ドクター〟と、プロジェクト・アダムカドモン……このふたつの関係について知ってることを教えてくれ。あんたなら、何か知ってるだろう？

ＧＭ：「……あなたもまたプロジェクト・アダムカドモンの犠ぎ牲せい者しやである以上、伝えるべきなのでしょうね。……分かりました。私の知る範はん囲いになりますが、お話ししましょう」

瞳：さて、どんな情じよう報ほうが出てくるかな。

ＧＭ：霧谷は沈ちん痛つうな面持ちでしばし沈ちん黙もくしてから、ゆっくりと語り始めます。「まずは、プロジェクト・アダムカドモンについてお話ししましょう」

コウ：ああ、頼たのむ……。

ＧＭ：「プロジェクト・アダムカドモンはレネゲイドの研究を進めるため、ＵＧＮとＦＨ共同の計画として発足されたものです」

神月：ＵＧＮとＦＨが協力ってことがありえるのか？

ＧＭ：当時は、レネゲイドウィルスは今以上に謎なぞに満ちた存そん在ざいでした。たとえＦＨに協力する形になろうとも、レネゲイドの解かい明めい、ひいてはジャーム化への対たい抗こう手しゆ段だんの発見は、ＵＧＮにとって急きゆう務むだったわけです。

神月：むう……。

ＧＭ：「計画の推すい進しんのために、ＵＧＮとＦＨ双そう方ほうから人材と資し材ざい、資金の供きよう給きゆうが行なわれました。レネゲイドを解明し、ジャームに人にん間げん性せいを取り戻もどすための研究が始まったのです」

コウ：〝ドクター〟はどうして、その計画に関わることになったんだ？

ＧＭ：「先ほども言いましたが、計画にはＵＧＮとＦＨ双方の人材が投入されました。〝ドクター〟はＦＨから出向してきた研究者のひとりです」

あやめ：もともとはＦＨだったんだ。

瞳：あのぶっ飛んだ性せい格かくからして、いかにもって感じじゃん。

ＧＭ：〝ドクター〟は関係者の中でも、特に危き険けんな人物としてマークされていました。プロジェクト・アダムカドモンはその性せい質しつ上、人体実験も行なっていたのですが、彼のそれは、その中でも常じよう軌きを逸いつしていたようです。

コウ：まあ、常軌を逸した人間なのはよく分かる。

ＧＭ：「レネゲイドの解明、ジャーム化したオーヴァードを元に戻もどすために始められたプロジェクト・アダムカドモンですが……研究理念は捻ねじ曲まがり、やがて究極のオーヴァードを目指すというものに変へん質しつしたのです。そして行きすぎた結果、素そ体たいの暴ぼう走そうを招まねいてしまい、それを契けい機きに凍とう結けつされました。その負の遺い産さんともいうべきもののひとつが〝ドクター〟です」

神月：負の遺産ともいうべきもののひとつ……。つまり他にもあるわけだ、負の遺産は。

瞳：まあね。霧谷が話してくれると思うけど。

ＧＭ：「彼は、実験の事じ故ことともに行方不明となり、死んだものと思われていました。……しかし、彼は独どく自じに研究を続けていたのです。素体となるオーヴァードを密ひそかに集めて」

コウ：霧谷、〝ドクター〟を生み出したのは、そのプロジェクトではないのか？

ＧＭ：「そうですね……。彼はもともと狂きよう気きを内に宿していましたが、プロジェクト・アダムカドモンがその性質を助長したのは、まぎれもない事実でしょう」

コウ：お前たちが……。

ＧＭ：「……コウさん？」

コウ：お前たちが、ヤツを野放しにしたせいじゃないか？

ＧＭ：「それは……」思わず黙ってしまう、霧谷。

コウ：お前たちが見み逃のがさなければ、こんな事態にはならなかったはずだ！　あやめの両親が死ぬこともなかった！　俺が、こんな体になることもなかった……！

神月：コウが感かん情じようを露あらわにしている。初めてなんじゃないか？

瞳：でも、プロジェクト・アダムカドモンの暴走ってさ、霧谷の責任っていうより、研究者たちが好き勝手にやったせいって感じじゃない？　この人を責せめるのは、ちょっと筋すじ違ちがいな気もするんだけど。

コウ：それは分かってる。だけど、霧谷以外に感情をぶつける相手がいないんだ……。

ＧＭ：当時の研究者たちが今どうしているかは不明ですしね。ですが、霧谷は反はん論ろんしたりはしません。コウの憤いきどおりを正面から受け止めます。「……申もうし訳わけありません」

コウ：……。

ＧＭ：「間かん接せつ的てきとはいえ、あなたがプロジェクト・アダムカドモンの犠牲者となったのは私の不ふ明めいのいたすところです」沈ちん鬱うつな表ひよう情じようで答え、すっと頭を下げます。

コウ：その姿をじっと見て、拳こぶしは握にぎるが……これ以上、何も言えなくなる。ただ、ひとつだけ質しつ問もんしよう。……俺の両親のことは、調べたのか？

ＧＭ：「調べましたが、あなたの出生に繫がる情報は何も……」どうやら、〝ドクター〟もその点については手を打っていたようです。

あやめ：〝ドクター〟が情じよう報ほう操作してたってことなのかな？

ＧＭ：その通り。親元不明、天てん涯がい孤こ独どくの身の上となったコウを、霧谷はやむなく、チルドレンとして保ほ護ごすることにしたわけです。

コウ：そうか……。もう、確たしかめる術もないか……。




　ぽつりとコウが呟く。

　記き憶おくを取り戻もどしても、到いたることのできない過去───。

　胸むねの奥おくで渦うず巻まく感情に戸と惑まどうように、口を閉とざす。




ＧＭ：霧谷の話は、こんなところで切り上げますかね？

コウ：いや、もうひと押おしやっておこう。俺は今、非ひ常じように不安定になっている。で、それを見た霧谷が、事件から外れろと言ってくるというのは？

ＧＭ：ああ、いいですね。コウが沈黙していると、霧谷は唐とう突とつに切り出します。「……コウさん。あなたは今回の事じ件けんから外れるべきではないでしょうか？」

コウ：いきなり、何を……。

ＧＭ：「あなたがプロジェクト・アダムカドモンと関係していたことが判はん明めいしてから、どうするべきか考えていました。あなたは自身の過去を知って感かん情じよう的てきになっている。それは、あなた自身も自覚しているのでは？」

コウ：それは───!!

ＧＭ：「不安定な感情は、レネゲイドの暴走＝ジャーム化を招まねきます。だからこそ……。陸原コウ、あなたがこの事件に関わることを禁きんじます」霧谷は表情を引き締しめ、最後の言葉を命令として締めくくります。

コウ：……それは、うつむいて黙っている。

あやめ：コウ君……。

ＧＭ：「命令の復ふく唱しようを」上司としての厳きびしい表情で、霧谷は言います。

コウ：……ギリッと拳を握にぎり締めて、霧谷を睨みつける。

ＧＭ：おそらくは初めての反発でしょう。コウからの拒きよ否ひの言葉に霧谷は思わず、モニターの中で身を乗り出します。「コウさん！」

コウ：霧谷っ！　俺に外れろなんて……お前まで、俺をいらないというのか!?

ＧＭ：「───っ!?」コウの口から放たれた〝いらない〟という言葉に、霧谷は呆ぼう然ぜんとし、絶ぜつ句くしてしまいます。

コウ：俺の任にん務むは、あやめを護まもることだ。それだけは、やり通す……。通信端末を切る。

ＧＭ：「コウさ───」霧谷はコウを制せい止ししようとしますが、通信回線が切られると、途と中ちゆうで途切れてしまいます。

コウ：霧谷に対してロイスを取得しておこう。……感情は、ポジティブが〝信しん頼らい感〟で、ネガティブが〝憤ふん懣まん〟だ。

ＧＭ：事務所が静せい寂じやくに包まれたところで、一度シーンを切りましょう。







◆Middle05◆行動の開始


Scene Player ─── 神月正義






〝ドクター〟が仕し掛かけたジャーム発生装置についての情報が集まった。

　神月には、ひとつの不安があった。

　コウのことである───。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーは神月。舞台は神月のレストランで、先ほどの情報収しゆう集しゆうをもとに、ジャーム発生装置に対する対たい処しよを決定するシーンになります。

神月：ならば、ここは全員出た方がよさそうだな。

あやめ＆瞳：登場しまーす。

コウ：俺も霧谷との話は済すんだから、レストランの方に顔を出そう。……侵蝕率１点上じよう昇しよう。八つ当たりをして、少しすっきりしたらしい（一同笑）。

神月：雰ふん囲い気きも変わったりするのかな？

コウ：さっきまではどよどよしてたけど、今はピリピリしてる。

神月：それは悪化してるように思えるのだが……。戻もどってきたコウを見て、こっそり瞳くんとあやめくんに話しかける。……戻ってきたコウだが、ますます不ふ機き嫌げんになってないかね？……ど、どう接せつすればいいんだろうか？（オロオロ）

あやめ：えっと、いつも通り接すればいいんじゃないかな？（笑）

瞳：どんなやり取りがあったかは猫を使って見てたけど、黙だまっておこうかな。内ない容ようが内容だし、コウが自分から話したくなったら話すのを待つ方がいい気がするー。

コウ：とりあえず、俺は隅すみでコソコソ話してるみんなを、怪け訝げんそうに見るわけだが。

瞳：んじゃ、内ない緒しよ話ばなしをやめて、コウにさっき集めた情報について話すよ。……コウ、ジャーム発生装置の隠かくし場所が分かった。

コウ：むっ、どこだ？

あやめ：〝学校〟と〝ショッピングモール〟、あと〝綾あや間ま駅〟にひとつあるみたい。

神月：そ、そうなのだ。コウ、コウもいろいろ思うところがあるとは思うが！　今は、ジャーム発生装置の処しよ理りに集中してくれたまえ！

瞳：神月先生、なんでそんな動どう揺ようしてるの？（笑）

神月：その……。お父さん、コウにどう接せつしていいのか、やっぱり分からなくてな（笑）。

コウ：まあ、任務はかなりやる気になってるから、瞳の話にはすぐに乗るぞ。

瞳：───とまあ、そういうわけなのよ、コウ。

コウ：分かった。残された時間は少ない。別行動もやむなしだな。

神月：残り時間は三時間だったか？

ＧＭ：ええ。ですか、〝ドクター〟の犯行声明があってから、いろいろ相談して時間が経過したので、すでに一時間ほど経けい過かしたものとします。これから、みなさんが装置の発見と解除するために使える時間は、二時間となります。

コウ：つまり、実質残り時間は二時間、対処は二回しかできないってことか？

神月：正確には二回ずつだな。分離行動で、それぞれ別の場所へ向かうという手もある。

コウ：確かにな……。全員で向かってひとつずつ解除していったら間に合わない。

瞳：実じつ際さい、分ぶん離り行動した方が安全じゃない？　処理にしくじっちゃったら、その時点でゲームオーバーだし。例の子こ供どもたちがジャーム発生装置を守ってるみたいだし、妨ぼう害がいを受けるだろうし。

コウ：失敗した時、フォローが利かないのは厳しいな。

あやめ：となると、やっぱり別行動かな？

神月：……のようだ。問題は、我われ々われの戦力をどう分けるかというところか。安全なのは、二手に分けることだろうが、三つに分かれて一気に三ヶ所を攻こう略りやくするという手もなくはない。

コウ：そうだな。どこへ向かうか……。




　しばし悩なやみ、意見を交わし合う一同。

　その結果、やはり二手に分かれて対処することになった。




ＧＭ：さて、そろそろ誰だれがどこへ向かうか決まりましたか？

神月：うむ。まず私と瞳くん、コウとあやめくんでチームを組むことにした。

瞳：いつものチームだね。

コウ：あやめは汎はん用よう性せいが高いから単たん独どくでもいけるかもしれないが……そうしたら〝ドクター〟の思うツボだろうからな。

ＧＭ：それでは、それぞれのチームがどこへ向かうかを教えてください。

あやめ：あたしとコウ君は学校へ向かうよ。千鳥のことも気になるし！

神月：私と瞳くんはショッピングモールだ。〝正義ジヤステイス〟がいるらしいからな。今度こそ、真の正義が誰だれかを教えてやらねばなるまい！

瞳：というわけで、わたしたちはショッピングモールへ行くよー。

ＧＭ：了解しました。では、みなさんがそれぞれの目的地へ向かおうとしたところで、コウの携けい帯たいが着信を告げますよ。

コウ：む！

あやめ：きっとカイン君だ！

ＧＭ：……いや、その通りなんですが（一同笑）。

コウ：このタイミングだと、あいつしかいないだろう。

神月：他に友人いないからなぁ、コウは。

瞳：ほ、ほら、千鳥がいるじゃん！　そ、それにわたしの同級生には、かっこいいお兄ちゃんとしてコウはメチャメチャ人気あるんだから！（笑）

コウ：そんな話、初めて聞くんだが（笑）。

あやめ：なんだか瞳ちゃんまで、コウ君のこと妙みように気にかけてる（笑）。

瞳：普ふ段だんと様子が違ちがうと心配なんだよ。やっぱり妹としてはね。

コウ：そんな瞳を奇き妙みようなものでも見るように見つめつつ（笑）。電話に出よう。

ＧＭ：「やあ、〝降魔の爪メメントモリ〟。〝ドクター〟にずいぶんと派は手でにやられているようじゃないか」受話器から、どこかコウを小こ馬ば鹿かにしたようなカインの声が聞こえてきます。

コウ：カイン……。わざわざ心配でもしてくれてるのか？　いらぬ心配だ。俺は、〝ドクター〟の理り不ふ尽じんな脅きよう迫はくに屈くつするようなことはしない。

ＧＭ：「ふん、どうだかね。敷しき島しまさんを本当に〝ドクター〟から守り通せるのか？」

コウ：……それで、何の用だ。嫌いや味みを言うためだけに電話をしてきたのか？

ＧＭ：「〝ドクター〟が仕掛けたジャーム発生装置を外すんだろう。手伝ってやる。その場所を教えろ。君に手を貸すのは癪しやくだが、敷島さんのためだ。潰つぶしてやるよ」

コウ：……いいだろう。ひとつは綾間駅だ。そこにジャーム発生装置があるはずだ。期待はしないが教えておく。

ＧＭ：「減へらず口を。だが、場所は了解した。すぐに向かおう」ため息交じりにカインが言います。「しくじるなよ？　前回のような失しつ態たいを演えんじると、君を先に潰しかねない」

コウ：安心しろ。二度目はない。あやめは守ってみせる。

ＧＭ：「口だけではないことを祈いのるよ。さて、君と長話をする気もない。用件も済んだところで失礼するよ」そう言って、カインは電話を切ります。

コウ：（携帯をしまいながら）……それはこっちのセリフだ。

神月：そこでコウに話しかけよう。どうした、コウ？　今の電話は誰からだ？

コウ：カインからだ……。今話した内容について、みんなに伝える。

あやめ：カイン君が手伝ってくれるのかー。

コウ：……話したのは、まずかったか？

神月：いや、そのなんだ。お前の判はん断だんは正しい。だが、せめて───。

瞳：ひと言ぐらい相談してくれてもさぁ（笑）。

コウ：……そうか、すまなかった。

あやめ：なんか、ぎくしゃくしてるね。

神月：コウにロイスを取っておこう。ポジティブは〝親近感〟だな、お父さんとしては。

あやめ：じゃあ、ネガティブは？

神月：やっぱり、〝疎そ外がい感かん〟だ。なんだか息子から避けられてるみたいだし（笑）。

ＧＭ：では、みなさんがそれぞれの目的地へ向かったところでシーン終しゆう了りようとなります。








◆Middle06◆ショッピングモールでの遭そう遇ぐう




Scene Player ─── 陸原瞳






　瞳と神月は、ジャーム発生装置を解除するため、ショッピングモールに向かった。

　一部改かい修しゆうが間に合っていない場所もあるが、市の中心地だけあって賑にぎわっている。

　もし時間内に装置を発見できなければ、多くの人々がジャーム化してしまう。




ＧＭ：まずは神月＆瞳組から。シーンプレイヤーは瞳。舞台はショッピングモールです。

瞳：はーい。焼け跡あととかもまだ残ってる感じなのかね？

ＧＭ：ですね。一部改修が終わっていない場所もあって、そういう場所はブルーシートで覆おおわれて隠かくされています。ただ、すでに八割わり方がたは直っていて、営えい業ぎよう自体は再さい開かいしていますよ。

神月：懐なつかしいな。ここで初めて裁さい判ばん所しよを召しよう喚かんした……（一同笑）。

瞳：神月先生、そんなこと思い出してしんみりしなくても（笑）。

神月：はっはっはっ。ところで、ショッピングモールに人の姿はあるのかな？

ＧＭ：ありますよ。結けつ構こう賑わってますね。平日の昼間だと、地下の食品売り場で買い物する主しゆ婦ふの姿が多いですし。それに、綾間フェスティバルの真っ最中ですから（笑）。

瞳：被ひ害がいが出る前にジャーム発生装置を探さがさないと。どうすればいい？

ＧＭ：装置の発見は〈知覚〉判はん定ていになります。難なん易い度どは10。

神月：ち、〈知覚〉は苦手だ……。瞳くん、ここは任まかせた！（笑）

瞳：しょうがないなぁ、神月先生は（笑）。ダイス６個こで……（ダイスを振ふる）よし、クリティカルで成功した！

一同：おおー。

ＧＭ：お見事。では、まだ改修中の店のひとつ。ブルーシートで覆われたところを覗のぞき込こむと、コンクリートうちっぱなしの店内に、大きな箱型をした機器が置かれているのが見えます。今朝発見したものと同型、ジャーム発生装置ですね。

瞳：あったー！　神月先生、こっちこっち！

神月：見つけたか！　お手て柄がらだぞ、瞳くん！

瞳：ぶいっ！　扉とびらをばきょーんと開けて中に入る。

ＧＭ：すると、薄うす暗ぐらい室内にふたつの人ひと影かげがあります。

瞳：な、なんだってーっ!?

コウ：相手は六人いるからな。普ふ通つうに分ぶん割かつすれば、一ヶ所につきふたりはいるのか。

ＧＭ：ちなみに、ひとりは不ふ敵てきな表情を浮うかべた生意気そうな少年───〝正義ジヤステイス〟ですね。もうひとりは、子供とは思えない巨きよ体たいの持ち主───〝剛毅フオテイチユード〟です。

瞳：でかちびだ！（一同笑）

神月：〝剛毅フオテイチユード〟は肉体系けいだった。……今、こちらには盾たてになれるような者がいない（笑）。

ＧＭ：そこは頑張っていただくしか（笑）。瞳と神月が現あらわれたのに気づき、まず〝正義ジヤステイス〟が突つっかかってきます。「あいつ……正義ジヤステイスを名乗るむかつく奴やつじゃないか」彼は神月に敵てき意いを燃もやします。

神月：それはこちらのセリフだ！

ＧＭ：「今回こそ、本当の正義が誰か教えてやるよ！」

コウ：……〝正義ジヤステイス〟の言ってることが、神月先生とまるで同じなんだが（一同笑）。

神月：だって、向こうが私のセリフ取ったんだぞう!?（笑）

ＧＭ：バチバチと火花を散らす神月と〝正義ジヤステイス〟。そこに、のそりと〝剛毅フオテイチユード〟が立ち上がり、口を開きます。「〝ドクター〟の命令だ。悪いが、こいつは壊こわさせるわけにはいかねえ」

神月：ふん、〝ドクター〟の命令か。他者の命令で動いている時点で、すでに貴き様さまらに正義はない！　正義とはすなわち私！　偽にせの正義は私の前に屈するがいい！

ＧＭ：そんなことを言うと、〝正義ジヤステイス〟が癇かん癪しやくでも起こしたように大声で叫さけびます。「訳わけわかんねえこと言うな！　絶ぜつ対たいの正義は〝ドクター〟に決まってる！」

あやめ：なんか、子供の喧けん嘩かみたいになってない？（笑）

瞳：仮面ライダーごっこで、どっちのライダーが強いかを決める子供みたい（笑）。

あやめ：どっかで見たことあると思ってたら、それだ！（一同笑）

ＧＭ：瞳の突つっ込こみもなんのその。〝正義ジヤステイス〟はふんぞり返って言います。「そして、僕は〝ドクター〟に代わって事を為なす代行者なのさ！」

神月：正義に代行者など存在しない。あるのは執しつ行こう者しやのみ！　まがい物の正義に惑まどわされた愚おろか者ものめ。去るがいい！
















瞳：えーっと……。話に割わり込こめない（一同爆ばく笑しよう）。

神月：おお、すまん。少々ヒートアップしてしまった。さあ、瞳くん。君も奴らに何か言ってやりたまえ！

瞳：あっ、うん。ありがとう（笑）。じゃあ、〝正義ジヤステイス〟と〝剛毅フオテイチユード〟に訊きくよ。

ＧＭ：はい、どうぞ。

瞳：ねえ、あんたたち。自分たちが何をしている分かってるの？

神月：（急に〝正義ジヤステイス〟になって）「分かってるさ！」

ＧＭ：ぶっ!?　いや、まあ、実際〝正義ジヤステイス〟はそう叫さけぶんですが（笑）。

コウ：師走しわすさんがそこで答えてどうするんですか（笑）。

神月：あっ、いや。つい、ね。他人とは思えなくて。




　コードネームが結ぶ縁えんとでも言いましょうか。




瞳：ともかく〝正義ジヤステイス〟に言う。あんたたち、何も知らない人をジャームにしちゃうなんて正義な訳がないでしょ！　あんた、馬鹿っ!?

ＧＭ：〝正義ジヤステイス〟は顔真っ赤になります。そんな彼の前に、ぬっと〝剛毅フオテイチユード〟が進み出て、にやりと笑う。「がははっ、こいつは威い勢せいのいいお嬢じようさんだ。敵てきはこれぐらいじゃないと面白くねえ」

瞳：おっ、ちょっと大物っぽい感じ。

ＧＭ：豪ごう快かいな性格なのは間ま違ちがいないです。それに比くらべて〝正義ジヤステイス〟は大変気が短いです。「なんだよ、あのガキ！　生意気言いやがって！」まんま子供ですね。

神月：つまり、奴と同レベルのやりとりをした私も子供か！　どうも、〝正義ジヤステイス〟と話していると、私は童心に返ってしまうようだ（一同笑）。

瞳：神月先生が急にしょんぼりし始めた（笑）。

ＧＭ：落ち込こむ神月に対して〝正義ジヤステイス〟は、逆ぎやくにどんどんテンションが上がっていってますね。「おい、〝剛毅フオテイチユード〟！　面白そうにしてないで、とっととこいつらをぶっ潰つぶしちまえ！」

瞳：ほら、そうやってすぐに兄あに貴き分ぶんに頼たよる！　何が正義の代行者よ！　ひとりじゃなんにもできないクセに！

神月：（瞳の勢いきおいに気け圧おされつつ）そ、そうだそうだ！

瞳：あんた、自分の立ち位置分かってる？　兄あに貴き呼よんできて、やっちゃえとかさぁ。そういう奴はね、最後は地面にぶっ倒たおれて、ごめんなさいするのが関の山なんだから！

神月：そうだそうだ～！　やーい、泣き出す五秒前～！（一同爆笑）

コウ：神月先生、正義の戦いがそれでいいのか!?

神月：おお、いかん。童心に返りすぎた（笑）。

あやめ：く、くく……（[image: ]必死に笑いを耐える）

ＧＭ：「あ、う……！　ち、ちくしょーっ！　〝剛毅フオテイチユード〟、あいつらを黙だまらせろ！」涙なみだ目めになりながら〝正義ジヤステイス〟が叫びます（一同笑）。

コウ：打たれ弱いな、こいつ（笑）。

ＧＭ：癇癪を起こす弟分に、〝剛毅フオテイチユード〟が参ったなと頭を搔かいたりします（笑）。

神月：……今この場で一番冷静なのは、実はこいつなのではなかろうか（笑）。

ＧＭ：ただ、好戦的な性格なので、戦うのを止めたりはしないですけどね。拳の骨ほねをボキボキと鳴らしながら、〝剛毅フオテイチユード〟が言います。「長々と話しちまったが、お互たがい退しりぞく気はねえんだ。なら、拳でケリをつけようぜ」

瞳：やる気満々だね。

ＧＭ：もちろん（笑）。では、戦せん闘とうに参りましょう。




◆第一ラウンド

ＧＭ：というわけで、敵は〝正義ジヤステイス〟と〝剛毅フオテイチユード〟！　それと、ジャーム発生装置です。戦闘の配置ですが、敵ふたりが５ｍ先でひとつのエンゲージになっていて、さらにその５ｍ先にジャーム発生装置が設置されています。

[image: ]

瞳：あれ？　ジャーム発生装置もキャラクター扱あつかいなんだ。

ＧＭ：ええ。敵の配置も完かん了りようしたところで、最初にこの戦闘の勝利条じよう件けんと敗北条件を説明させてもらいますよ。

神月：むっ、敗北条件もあるのか。

ＧＭ：はい、あります。まず勝利条件ですが───。




▼勝利条件

　ジャーム発生装置を破は壊かいする。




ＧＭ：方法は至し極ごく単たん純じゆん。攻こう撃げきして、ジャーム発生装置のＨＰを０にできれば破壊できます。

瞳：はいはい。んで、敗北条件は？




▼敗北条件

　二ラウンド以内にジャーム発生装置を破壊できない場合、敗北となる。

　敗北した場合、他の場所へ移い動どうできなくなる。




ＧＭ：こちらは時間切れというイメージですね。タイムリミットとの兼かね合あいで、一シーン一時間としていますが、それが過すぎてしまったという扱いになります。

神月：その場合はどうなる？

ＧＭ：このシーンではジャーム発生装置を処理できなかったものとして、引き続き同じジャーム発生装置への対処に当たってもらうことになります。別の場所へ移動することはできません。

瞳：一手遅おくれるってことね。となると、敵の攻撃になんとか耐たえつつ、ジャーム発生装置に集中して攻撃するしかないかな。

神月：瞳くんに攻撃能のう力りよくはないし、私も範囲攻撃はできないからな。その手しかなかろう。

ＧＭ：戦闘方ほう針しんも固まったところで、戦闘を開始しますよ。まずはセットアップ。敵は特にエフェクトを使用しません。

神月：こちらも特になしだな。

ＧＭ：敵の行動値は〝正義ジヤステイス〟が10、〝剛毅フオテイチユード〟が７です。……行動値13の瞳からどうぞ。

瞳：まずはマイナーで接敵するよ。

ＧＭ：むっ、近づいてきましたか。

瞳：移動を制せい限げんしておきたいし。装置の方に行かれても厄やつ介かいだし。〝正義ジヤステイス〟の目の前まで駆かけていって言うよ。ほらほらー、ぶちなさいよーっ！　ぶてばいいんだわっ！（一同爆笑）

ＧＭ：なんという身体からだを張はった挑ちよう発はつ（笑）。

コウ：まだ子供のケンカを続ける気なのか？

瞳：だって子供だもーん（笑）。

神月：大人も混ざってるがね！（一同爆笑）

瞳：ふふっ（笑）。メジャーは、《エンジェルヴォイス》＋《導みちびきの華はな》を神月先生にかけるよ。これで次に行なうメジャーアクションのクリティカル値マイナス１、ダイス＋２個、達成値＋10っと。神月先生、今のうちに壊こわしちゃって！

神月：どおーれ（一同笑）。

ＧＭ：しかし、そうは問屋が卸おろしません（笑）。神月より、〝正義ジヤステイス〟と〝剛毅フオテイチユード〟が先に動きます。

神月：うむ、私は最後だからな。

ＧＭ：まずは〝正義ジヤステイス〟から。瞳を狙ねらいたいけど……バッドステータスを与えることをメインにしたこいつの能力は、彼女を撃うってもまるで意味がない！　……なので、神月を狙います。

瞳：あーら、女は殴なぐれないってわけぇー？

ＧＭ：「ぐっ……言わせておけばーっ！」瞳の挑発に半泣きになる、〝正義ジヤステイス〟。ちくしょー、瞳を攻撃してー！（一同笑）

瞳：攻撃してもいいんだよ？（笑）

ＧＭ：いやいや（笑）。《封ふう印いんの呪しゆ》＋《鮮せん血けつの網あみ》＋《縛ばく鎖さの空くう間かん》＋《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》で神月に攻撃です。命中は……26です。

神月：くっ、こっちのドッジはダイス１個しか振ふれない……。

ＧＭ：この攻撃はダメージこそ入りませんが、命中すると重じゆう圧あつ＋放心＋硬こう直ちよくのバッドステータスに加え、次に行なう判定のクリティカル値＋１というペナルティです。

神月：攻撃役は私ひとりだし、なるべくなら受けたくないところだが……。（ダイスを振る）達成値２でドッジ失敗！

ＧＭ：「僕の正義の前に屈くつしろっ！」〝正義ジヤステイス〟の指先から血が噴ふん出しゆつしたかと思うと、それが網あみ状じようになって神月を拘こう束そくし、動きを阻そ害がいします。バッドステータス三つと、クリティカル値＋１をプレゼント！

神月：敵ながらなかなかやる！　しかし、この程てい度どで私の正義は屈くつしたりはしないっ！

ＧＭ：さて、次は〝剛毅フオテイチユード〟の行動です。イニシアチブで《威い圧あつ》を使用し、自分のエンゲージを封ふう鎖さします。そして、マイナーで《完かん全ぜん獣じゆう化か》＋《巨きよ神しん獣じゆう化か》。身体が一気に膨ふくれ上あがり、体長三メートルを超こえる牛頭の怪かい物ぶつ───ミノタウロスのごとき容よう貌ぼうへと変化します。

神月：おお！　そういえば、こいつはコウと同じく変身するんだったな！

瞳：コウは、ここまででかくはならないけどね（笑）。

ＧＭ：巨きよ大だいな獣と化した〝剛毅フオテイチユード〟は、その爛らん々らんと光る目を瞳に向けます。攻撃の対象は、やはり瞳で！

神月：むっ。貴様、子こ供どもを殴なぐるとは、それでも正義の一員かっ！

ＧＭ：「目の前に立ちふさがるものはすべて敵。女子供だろうと容よう赦しやはせんっ！」豪ごう腕わんを振ふり上あげながら、〝剛毅フオテイチユード〟は叫びます。

神月：ならば、〝正義ジヤステイス〟に問おう。貴様らの正義は、その程度のものなのか！

ＧＭ：すると〝正義ジヤステイス〟は鼻息も荒あらく。「なんとでも言え。その減らず口もすぐ叩たたけなくなる！　やれっ、〝剛毅フオテイチユード〟っ！」その叫さけび声に応おうじるように、〝剛毅フオテイチユード〟が巨腕を振ふり下おろします。メジャーは《獣の力》＋《爪そう剣けん》＋《コンセントレイト：キュマイラ》で、瞳を殴なぐります。命中は……（ダイスを振る）うあっ、出目が悪い！　達成値29です。

瞳：なんとか避けたいけど……【肉体】１じゃ無理でした（笑）。ドッジ失敗だよー。

ＧＭ：ダメージは82点。装そう甲こう値は有ゆう効こうです。

瞳：82点っ!?　そんなの四回は死ねるよ（笑）。《リザレクト》！　ＨＰ７点で復ふつ活かつ。拳を受けて身体が空中に浮うくけど、そこで復活してひらりと猫のように身を翻ひるがえして着地。ふふんっ、その程度の攻撃、効かないわ！

ＧＭ：「ほう。俺の一いち撃げきを受けて立つかい。やるねえ、お嬢じようちゃん」感かん嘆たんの言葉を漏もらす〝剛毅フオテイチユード〟。次は神月です。

神月：分かった。マイナーで重圧を解除しておこう。ここは、メジャーアクションでジャーム発生装置を攻撃だな。

ＧＭ：はい、どうぞ。ちなみにジャーム発生装置はリアクションしません。ファンブルさえしなければ、攻撃は命中します。

神月：ならば、《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《錯覚の香り》＋《コンセントレイト：ソラリス》で攻撃といこうか。……相手は機械だが、幻げん覚かくは効きくのかな？（笑）

ＧＭ：効きますよ。前にミサイルも幻覚で撃げき墜ついしてたじゃないですか（笑）。

神月：おお、そういえば！　なら、命中判定をしようか（笑）。ちなみに〝正義ジヤステイス〟から受けたペナルティは、瞳くんからの支し援えんでほぼ相殺だな。（ダイスを振る）達成値は49だ。

ＧＭ：ダメージをどうぞ。

神月：……26点の装甲値無む視しだ。お前はこの世に存在してはならん機械なのだ。懺ざん悔げとともに自じ爆ばくするがいい！

ＧＭ：ぐっ！　それは一撃で沈しずみます。

瞳：おおーっ！　神月先生、やるじゃん！

神月：ふっ、任まかせておきたまえ。

ＧＭ：「くっ、この……！　〝ドクター〟から任まかされた装置をよくも！」〝正義ジヤステイス〟は顔を真っ赤にして怒いかりを露あらわにしますが、そんな彼を〝剛毅フオテイチユード〟が抑おさえます。

神月：むっ。

ＧＭ：「無む駄だな戦いは避さけるようにと厳げん命めいされたのを忘わすれたのか。ここは退くぞ」〝剛毅フオテイチユード〟の言葉に、〝正義ジヤステイス〟は悔くやしそうに歯がみしますが、なんとか感情を抑えこんで身を引きます。

瞳：逃にげるの？

ＧＭ：逃げますねー。

瞳：なら、ひとつだけ言っとこう。あんたたち、帰ったら〝ドクター〟に怒おこられるよー（笑）。

ＧＭ：「くっ！　お、覚えてろよ！」〝ドクター〟からの叱しつ責せきを想そう像ぞうしてしまったのか、顔を少し青ざめさせる〝正義ジヤステイス〟。そんな彼を、〝剛毅フオテイチユード〟は肩かたに乗せると、窓ガラスを割わって外に飛び出します。というわけで、ふたりは退たい場じようです。

神月：一いち応おう追いかけて、割れた窓ガラスから外を窺うかがうが。

ＧＭ：そこに子供たちの姿はありません。外には、綾間市の風景が広がるばかりです。

神月：逃がしたのは残念なことだが、勝利できたのは喜ばしいことだな。……これで奴らも、真のジャスティスが誰なのか分かっただろう。

あやめ：そうなのかな？　多分、認みとめてないと思うんだけど……（笑）。

神月：少なくとも私は少し満足した（一同笑）。

瞳：そんな神月先生にやれやれと肩をすくめてから、携帯を取り出す。こっちは無事に装置を処理できたって、コウたちに知らせないとね。

ＧＭ：瞳が携帯を取り出し、コウへの番号をコールしたところで、一度シーンを切ります。








《エンジェルヴォイス》　心地よい声によって支援するハヌマーンのエフェクト。

《導きの華》　領域から他者の行動を阻害しそうな要素を省くオルクスのエフェクト。

《封印の呪》　血液を敵の体内に打ち込み、動きを止めるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《鮮血の網》　血液で作った網によって敵を捕縛し、動きを封じるブラム＝ストーカーのエフェクト

《縛鎖の空間》　領域内のあらゆる存在を利用して対象を封じ込め、バッドステータスの重圧を与えるエフェクト。

《威圧》　プレッシャーや巨大な体軀によって敵の移動を阻害するエネミーエフェクト。

《完全獣化》　肉体を完全な戦闘形態へと変化させるキュマイラのエフェクト。

《巨神獣化》　自身を巨大化させるキュマイラのエネミーエフェクト。

《獣の力》　人間には不可能な力で攻撃するキュマイラのエフェクト。

《爪剣》　硬質化させた爪による攻撃を行なうエグザイルのエフェクト。

《絶対の恐怖》　対象を恐怖させる幻覚を見せるソラリスのエフェクト。

《錯覚の香り》　安心感を与え、対象の警戒心を解くソラリスのエフェクト。













◆Middle07◆学校での戦い


Scene Player ─── 陸原コウ






　ジャーム発生装そう置ちのひとつは、コウとあやめが通う学校に仕し掛かけられている。

　すでに授じゆ業ぎようが始まっている時間だが、今はそんな場合ではない。

　一いつ刻こくも早く、ジャーム発生装置を見つけ出さなくてはならない。




ＧＭ：では、次のシーン。コウ＆あやめ組のシーンになります。

コウ：侵しん蝕しよく率りつを上げるぞ。……また１点か。急に出目が低くなってきたな。

あやめ：いいなぁ。こっちは８点も上がっちゃったよ（笑）。

ＧＭ：あやめは相変わらず、侵蝕率の出目がいいですね（笑）。

あやめ：嬉しくなーい。

ＧＭ：さて、そんなわけでコウとあやめは昼の学校に到とう着ちやくしました。

コウ：昼下がりか。もう授業は始まっているな。

あやめ：朝からこの事じ件けんに対たい処しよしているからねー。

ＧＭ：そうです。で、その授業中の校こう舎しやの二階───おふたりの教室の窓まどから、ぼんやりと外を眺ながめていた千鳥と目が合います。

あやめ：あっ！

ＧＭ：「あっれー、あやめじゃん！」そう言って、千鳥は窓を開けます。

神月：（急に千鳥になり）「なになに～、陸原とそろって重役出しゆつ勤きん!?」（笑）

瞳：（先生になり）「そこ！　授業中だぞ！」（一同笑）

ＧＭ：と叫さけぶ先生ですが、そこでふたりに気づきます。「ん？　陸原、敷しき島しま、お前たち何をやってるんだ！　早く、教室にきなさい！」

コウ：あやめの手をつかんで、その場から走り去る。千鳥とかに首を突つっ込こまれても厄やつ介かいだ。

あやめ：ええっ!?（笑）

神月：「ちょっとどこ行くのよ！　もしかしてふたりで逢あい引きっ!?」（笑）

コウ：それには反はん応のうしない。……しないぞ？（一同笑）

ＧＭ：むしろ反応するのはクラスメイトたちですね。窓まど際ぎわに集まってきて、口々にコウとあやめを囃はやし立てます。「陸原てめー、いつの間に！」「授業中にふたりで……大だい胆たんだなぁ」

瞳：（生徒になって）「うっそ！　ふたりの噂うわさマジだったの!?」

あやめ：あうあう！　なんか、瞳ちゃんたちのシーンとは温度差が（笑）。

瞳：しょうがないっしょー。場所が学校で、千鳥が出たら、こうなるって（笑）。

コウ：ともかく、人気のない場所……校舎裏うら辺りまで移い動どうする。




　遠くなっていく、教室の喧けん騒そう。

　校舎裏には、授業中ということもあってコウとあやめ以外の姿すがたはなかった。




コウ：……やれやれだな。落ち着いたところで、ジャーム発生装置を探さがす。

ＧＭ：では、先ほどと同じ難なん易い度ど10での〈知覚〉判はん定ていをお願いします。

コウ：〈知覚〉は苦手なんだが（ダイスを振ふる）……９。失敗だ。すまん、ここは頼たのむ。

あやめ：任まかせて！　えいっ！　……はい、クリティカルして達成値ち16。成功だよ。

ＧＭ：お見事。あやめの優すぐれた洞どう察さつ力りよくが、ジャーム発生装置が隠かくされているであろう場所を絞しぼり込こんでいき、最終的に体育館倉庫を訪おとずれることになります。そして、そこでは、ふたつの人ひと影かげがあなた方を待っています。

コウ：むっ。

ＧＭ：人影の正体は〝節制テンパランス〟と〝希望ホープ〟。

コウ：〝節制テンパランス〟と───。

あやめ：〝希望ホープ〟……。

ＧＭ：さっそく〝希望ホープ〟が《ワーディング》を展てん開かいしますよ！




　周囲に満ちる不ふ穏おんな気配。

　空気が張はり詰つめ、遠くに聞こえていた教きよう師しや生徒たちの喧騒が聞こえなくなる。

《ワーディング》によって完全なる静せい寂じやくが場を支し配はいする中───。

　コウとあやめ、〝節制テンパランス〟と〝希望ホープ〟の視し線せんが交こう錯さくする。




ＧＭ：一いつ瞬しゆんで静まり返る学校。そんな中で、〝希望ホープ〟が肩かたをすくめながら言います。「ここに来ちゃったか。あたしとしては、あやめには綾あや間ま駅の方に行って欲ほしかったんだけどなぁ」

コウ：学校に仕し掛かけたのなら、俺おれたちが対処することになるだろう。

ＧＭ：「ははっ、そういやそうか。あたしもどっかであやめに会いたかったのかもね」

あやめ：そう言ってくれるのは嬉うれしいけど……。

ＧＭ：「でもまあ、今からでも遅おそくないよ。こっちに来なって。何なら、これから一いつ緒しよに映えい画がでも見に行ってもいいと思うんだけど？」あくまで気さくに話しかけてくる、〝希望ホープ〟。

あやめ：いやいや！　あなたこそ〝ドクター〟のところになんていたらダメだって！　あの人と一緒にいたら、ろくなことにならないよ！

ＧＭ：「何を言ってるんだい。あたしやあんたなら大だい丈じよう夫ぶだって。そこにいる失敗作とは違ちがうんだから」彼女は親しげに、しかし辛しん辣らつな内ない容ようをさらりと喋しやべります。

あやめ：……それは、違うよ。

ＧＭ：「うん？」

あやめ：あたしも、コウ君も何も変わらない。あなたも───。

ＧＭ：「あたしをそこの失敗作と一緒にするなっ!!」

あやめ：ひいーっ!?

コウ：……豹ひよう変へんしたな。

ＧＭ：〝希望ホープ〟の態たい度どは、親しげに話していたさっきまでとは違ちがいますね。「あたしは〝ドクター〟に選ばれたんだ！　あたしはくだらない人間なんかとは違う！」

あやめ：で、でも、あなたの好きな映画だって、その人間が作ったものなんだよ？

ＧＭ：「それはそれ。これはこれ。話が別」

神月：……さすがは〝ドクター〟に選ばれた子こ供ども。自分に都合のいい話をしているな（笑）。

あやめ：あうー。と、とりあえず話を続けるね。……じゃあ質しつ問もんを変えるけど、あなたは〝ドクター〟がいなくなったらどうするの？

ＧＭ：「〝ドクター〟がいなくなる？　そんなことあるわけないじゃん。あやめのお茶目さーん」ケラケラと彼女は一笑に付ふします。〝ドクター〟は絶ぜつ対たいの存そん在ざいであり、〝希望ホープ〟にとって、いなくなるという状じよう況きよう自体ありえないようです。

あやめ：ううっ……。そんなことないんだけどなぁ。

ＧＭ：「〝ドクター〟はいなくならないよ。だって、あの人はあたしたちを新しい世界に連れて行ってくれるんだから！」

あやめ：その新しい世界のために、どれだけの犠ぎ牲せいが出ると思ってるの！　そんなことあたしには許ゆるせないし、認みとめることもできないよ！

ＧＭ：「だったら、あたしたちのところに来ればいいよ！」

あやめ：ええっ!?　な、なんでそうなるの!?

ＧＭ：「あやめはようするに、この機械を動かしたくないんでしょ？　だったら、あたしたちのところに来ればいいじゃない」

コウ：お前は二言目にはそれだな。どうやら、こちらの話を聞く気はないらしい。

あやめ：うう……。

ＧＭ：話が平行線となる中、〝節制テンパランス〟がすっと一歩前に出ます。「お喋しやべりはそこまでにしておけ。奴やつらも引く気はないようだ」

コウ：当然だ。

ＧＭ：「敵てきは薙なぎ払はらうまで。この場でおのれの力を証しよう明めいしてみせる。〝ドクター〟に捨すてられるわけにはいかんのだ！」怒いかりと恐きよう怖ふのにじむ声で呟き、彼は居い合あいの構かまえを取ります。

コウ：……有ゆう用よう性せいの証明か。お前も俺も、変わりはないんだな。

ＧＭ：すると、びきりと〝節制テンパランス〟が顔をひきつらせ───。




　互たがいの距きよ離りを経へて、聞こえるか聞こえないかという微かすかなつぶやき。

　しかし、それに〝節制テンパランス〟が劇げき的てきに反応した。

　憤ふん怒ぬの表ひよう情じようを浮うかべて───。




ＧＭ：「俺は貴き様さまとは違う！」言うや否いなや、〝節制テンパランス〟が襲おそい掛かかってきます！　戦せん闘とうを開始しましょう！




　光の弾丸を撃ち出す〝希望ホープ〟と、神速の居合いを使う〝節制テンパランス〟。

　射撃と接近戦という組み合わせのコンビだったが、それはコウとあやめも同様だった。

〝節制テンパランス〟が鋭い居合いでふたりまとめて薙ぎ払う。

　だが、侵蝕率に余裕のあるコウとあやめは、《リザレクト》で復活する。

　コウ、あやめは、〝希望ホープ〟と〝節制テンパランス〟の排除よりも、ジャーム発生装置に攻撃を絞った。

　発生装置を狙ったあやめの銃弾は、〝希望ホープ〟の衝撃波によって叩き落とされる。しかし、その隙にコウが渾身の力で異形の右腕を振り下ろした。

　戦闘は、一ラウンドのうちに決した──。




コウ：44点の装甲値無視のダメージだ。ジャーム発生装置を引き裂いてやる！

ＧＭ：くっ、〝希望ホープ〟は《波紋の方陣》を使っているのでこのラウンドはもう対たい応おうできません。コウが振り下ろした爪が、装置を木こっ端ぱ微み塵じんに引き裂いてしまいます。後れを取った〝節制テンパランス〟の叫さけび声ごえが、後ろから聞こえてきます。「くそっ！　この失敗作がぁあああああっ！」

コウ：くるりと〝節制テンパランス〟と〝希望ホープ〟へと振ふり返って言う。……装置は壊こわさせてもらった。〝ドクター〟のもとへ戻もどって、このことを報ほう告こくしろ。

あやめ：えっ？

神月：どうした、あやめくん？

あやめ：あっ、いや……。とりあえず進めて。

ＧＭ：「一度二度ならず、三度までも……！」ギシリと歯がみする〝節制テンパランス〟。〝希望ホープ〟はひとつ舌した打うちして、撤てつ退たいを促うながします。ふたりは《瞬間退たい場じよう》で退場しますよ。

あやめ：じゃあ、ふたりがいなくなったところで、コウ君に話しかけるよ。……追いかけなくていいの？　いつもなら、逃にがさないって言うところなのに。

コウ：……追う気はない。今は、あいつらを倒たおす気にはなれない……。

あやめ：コウ君……。

コウ：すまない、弱音を吐はいた。とにかく、ここの装置は破壊した。ショッピングモールはともかく、カインが向かった綾間駅の方が心配だ。先を急ごう。

あやめ：うん、分かった。

ＧＭ：では、ふたりが移動を始めた直後、コウの携けい帯たいに瞳からの連れん絡らくが入り、あちらも装置の破壊に成功したことが分かります。そして、ここで一度シーンを切りましょう。







◆Middle08◆暗い瞳に宿るもの


Master Scene






ＧＭ：次はマスターシーンになります。舞台は綾間駅です。

コウ：……カインのシーンか。

ＧＭ：その通り。駅内に隠されたジャーム発生装置を前に、カインと〝信仰フエイス〟＆〝思慮プルーデンス〟が対たい峙じしています。

瞳：〝信仰フエイス〟は防ぼう御ぎよタイプで、〝思慮プルーデンス〟が支し援えんタイプだっけ？

コウ：ここはひたすら耐えて、時間切れを待つ構こう成せいか。

ＧＭ：ですね。ちなみに戦闘はすでに終しゆう了りようしています。鉄てつ壁ぺきを誇ほこる〝信仰フエイス〟ですが、すでに傷きずだらけで戦闘が続行できる状況ではありません。




「君たち程てい度どが、僕ぼくを止められると思ったのかい？」

　カインが酷こく薄はくな笑みを浮かべて、ふたりの少女を見下す。




ＧＭ：「私たちが、失敗作に後れを取るなど……」険けわしい表情でカインを睨にらむ〝信仰フエイス〟。その隣となりでは、〝思慮プルーデンス〟が心配そう彼女に寄より添そっています。それに対してカインは───。




「君たちに僕の何が分かるっていうんだ……？」

　言葉の端はしに、苛いら立だちがにじみ出る。

　だが、それはすぐに消え去り、嘲ちよう笑しようへと変わった。




ＧＭ：「まあいいさ。これで戦いは終わりだ」ふっと手を振ると、〝信仰フエイス〟たちの後ろにあったジャーム発生装置が凍とう結けつ。カシャーンと、ガラスの割われるような音ともに砕くだけ散ちります。




「ここで君たちを殺すつもりはない。尻尾しつぽを巻まいて逃にげるといい」

　屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませる〝信仰フエイス〟と〝思慮プルーデンス〟。

　だが、作戦が失敗した今、これ以上の戦闘は無意味だった。

〝信仰フエイス〟が重力を制せい御ぎよ、少女たちの姿が空間の歪みの中へと消える。




ＧＭ：ひとり残されたカインは、満足そうな笑みを浮かべて───。




　暗い狂きよう気きをはらんだ瞳が、ふと虚こ空くうを見つめる。

「そろそろ仕上げの準じゆん備びにかかろうか」

　その呟きは、誰だれに聞かれることもなく、闇やみへと消えていった。







◆Middle09◆傷ついた君へ


Scene Player ─── 敷島あやめ






　コウとともに、あやめは綾間駅へとやってきた。

　ジャーム発生装置は、すでにカインによって破壊されていたらしい。

　しかし、あやめにはもっと大きな問題がすぐ側にあるように思えた───。




ＧＭ：それでは、次のシーンになります。

あやめ：ＧＭ、ちょっといいかな？

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

あやめ：少し、コウ君とふたりで話がしたいんだけど……。

ＧＭ：ふむ。

コウ：俺は、別に構かまわないが。

ＧＭ：では、綾間駅に向かうとのことだったので、おふたりが先に到着したことにしましょうか。神月＆瞳組が到着するまでの間、少しふたりで話せる機会を得たという感じで。

あやめ：うん、それでお願いできるかな？

神月：頑張れ、あやめくん。コウをなんとかできるのは君だけだ！

あやめ：そ、そんなプレッシャーかけないでー！（一同笑）。

ＧＭ：それでは、シーンプレイヤーはあやめ。コウも登場になりますね。ちなみに神月と瞳は、タイミングを見計らいつつ登場して構いませんので。

瞳：はいはい。

コウ：さて、俺たちは綾間駅で、さっそくジャーム発生装置を探さがし始めるわけだが。

ＧＭ：すると、しばらくして破壊されたジャーム発生装置を発見します。すでに人の姿はなく、事が済すんだ後だと分かります。

あやめ：カイン君がやってくれたのかな？

コウ：ああ、どうやら仕事はしたようだ。

あやめ：これで、なんとかなった……のかな？

コウ：奴の目的はあやめを脅きよう迫はくすることだ。ジャームを発生させること自体はどうでもいいと思っている。もし、四つ目があるなら、このタイミングで何らかの行動をしているはずだ。

あやめ：じゃあ、それがなければ装置はもうない？

コウ：そう考えて問題ないと思う。少し沈しずんだ声で答える。

あやめ：むむっ。コウ君の顔を、パチンッと両手で挟はさみ込こむように触さわるよ。

コウ：……い、いきなり、なんだ？

あやめ：コウ君、今日はずっと上の空だよね？

コウ：そうか？　そうかもしれないな……。

あやめ：……。

コウ：正直なところ、今子供たちあいつらと戦いたくはない。あいつらは、俺と同じだ。〝ドクター〟から捨てられることを……いらないと言われることをおそれている。

あやめ：コウ君も、同じなの？

コウ：……同じだ。俺は、どこかで必要ないと思われることを、恐れていた。だから、あの子供たちを見ると……どうしても自分を重ねてしまう。

あやめ：ねえ、コウ君。戦いたくないなら……戦わなくてもいいんだよ？　代わりに、あたしが戦うからさ。

コウ：……お前がそんなことを言い出すとは思わなかった。

あやめ：今までは守ってもらってたから。だからさ、今度はあたしがコウ君を……。

コウ：お前は、戦いが嫌きらいなんじゃないのか。

あやめ：嫌いだよ。できれば話し合いで済すませられればって思う。でも、だからといって、今のコウ君を戦いに行かせることはできないよ。

コウ：……なぜだ？

あやめ：だって、すごく傷きずついた顔してるもの───。
















コウ：傷ついた、顔？




　コウは、感かん情じようを露あらわにすることなく、冷たい表情で任にん務むをこなしてきた。

　あやめは、そんなコウを自分とは違う強さを持っている少年だと思っていた。

　だが、今はどうだろう───。

　繊せん細さいなガラス細工のように触ふれれば壊こわれてしまいそうな。




あやめ：うん、そう、見ていられないくらいに傷ついてる。

コウ：……これじゃあ、逆じゃないか。

あやめ：逆って？

コウ：俺は、あやめを護るために霧谷の命令にも背そむいた。なのに、逆にあやめに心配をかけている。なんてザマだ……。

ＧＭ：コウはまだ、立ち直れないんですね。

コウ：正直、このセッションだけじゃ立ち直らないかもしれないが……それでも構わないだろうか？

あやめ：うん。でも、あたしは今言っておきたいことがあるからここで言うね。

ＧＭ：それでは、どうぞ。

あやめ：……あのね、コウ君。誰かに必要とされることって、誰かの役に立つってことだけじゃないよ？

コウ：あやめ……。

あやめ：側にいてくれるだけで、それだけで十分ってこともあるんだよ。

コウ：…………。

神月：おや、コウが困こまっているぞ（笑）。

コウ：い、いや、いいセリフなので、どう返したらいいものかと（笑）。

瞳：あっ、ならここで登場していい？

あやめ：うえっ!?

神月：瞳くんが登場するならば、無む論ろん私も出るぞ。

ＧＭ：はい、どうぞ（笑）。

瞳：侵蝕率４点上じよう昇しよう～。

神月：私は２点上昇だ。

瞳：綾間駅に遅れて到着。あやめがコウに近づこうとしたところで、追いつくよ。あっ、コウにあやめじゃん！　おーい！　手をぶんぶん振りながら、空気も読まずに駆かけ寄よる（笑）。

あやめ：うっきゃーっ!?　びくっと思わずあとずさっちゃう（笑）。

神月：コウ、あやめくん、無事で何よりだ！　……ところで、あやめくんの顔がなにやら赤いようだが、どうしたのかね？（笑）

あやめ：なんでもないんですーっ!?（一同爆笑）

瞳：コウとあやめをしげしげと眺めて、なんか変な空気が流れてるなー。

コウ：……気のせいだ（笑）。

瞳：ジャーム発生装置壊れてるじゃん。ひゅーっ、カインの奴、本当にやってくれたんだ！

あやめ：あっ、うん。

神月：しかし、ふたりとも様子がおかしい。……あやめくん、何かあったのかね？

あやめ：せ、成長期なんじゃないでしょうかっ！

神月：せ、成長期？（一同笑）

瞳：間ま違ちがってはいないけど……微び妙みようにボケてるようにも聞こえちゃうね（笑）。

あやめ：あうあう（笑）。

瞳：おっと、その前に回かい復ふくできる？　それなりにダメージ受けているし。

コウ：まあ、どっちの組もそれぞれ戦闘しているからな。




　それぞれが購こう入にゆう判定を行ない、ＨＰを回復させる応おう急きゆう手当キットを用意した。

　さっそく、それを使ってあやめと瞳はＨＰを全ぜん快かいさせた。

　コウは、自分と神月が用意したふたつを使用したが、回復したＨＰは８点のみだった。




瞳：さーて、これでジャーム発生装置は全部ぶっ壊こわせたね。今度はこっちの反はん撃げきよ！

神月：私も同じことを考えていた。守しゆ勢せいに回るのは性しように合わん。

コウ：大元を絶たたなければ同じことの繰くり返しだ。……と、ここで〝ドクター〟に対してロイスを取ろう。ポジティブは〝懐かい旧きゆう〟、ネガティブは〝憎ぞう悪お〟ってところか。

神月：大元を絶つ、か。となれば、まずは〝ドクター〟の居い場ば所しよを突つき止とめねばなるまい。ＧＭ、奴の居場所を調べられるか？

ＧＭ：できます。〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉〈情報：裏社会〉で、難易度15になります。ちなみに《インスピレーション》を使えば、一発成功になります。

神月：なかなか高いな……。

瞳：支援する？

あやめ：いや、ここは《インスピレーション》を切っちゃうよ。

コウ：それは助かるが……侵蝕率は大だい丈じよう夫ぶなのか？

あやめ：今、98％だね。ここまできたら、万が一失敗してシーンが増ふえるより、確かく実じつに行った方がいい！

コウ：思い切りがいいな。なら、お言葉に甘あまえさせてもらおう。

あやめ：うん！　というわけで、《インスピレーション》を使うよー。

ＧＭ：では、あやめは突とつ然ぜん、〝ドクター〟───正せい確かくには六人の子供たちの居場所が認にん識しきできるようになります。

あやめ：おおっ!?　な、なんか分からないけど、分かるー！（一同笑）

ＧＭ：一応説明すると、起き源げん種しゆ同士の共鳴で探たん知ちしていると思ってください。彼らはテレパシーで会話してたりしましたが、その延えん長ちようとして同じく起源種であるあやめには、なんとなく彼らの居場所が分かるわけです。

あやめ：あの子たちの居場所を感じる……？

瞳：あ、あやめが〝愛ラブ〟に近づいてるっぽい（笑）。

あやめ：それはいやーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：嬉しいやら、悲しいやら複ふく雑ざつなあやめであった（笑）。ちなみに共鳴で判はん明めいした〝ドクター〟の居場所は、綾間市郊こう外がいにある廃ビルのひとつになります。

あやめ：じゃあ、そのことをみんなに伝えるね。

神月：お手て柄がらだぞ、あやめくん！　よし、さっそく向かおうではないか！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、みなさんが〝ドクター〟のアジトへ向かったところで、シーンを終了しましょう。そして、次がクライマックスになります！







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆約束の時


Scene Player ─── 陸原コウ






　綾あや間ま市郊こう外がいの廃ビル。

　そこが、あやめが割わり出した、〝ドクター〟のアジトである。

〝ドクター〟は、最新機材に囲まれたその一室で待ち受けていた。




ＧＭ：では、クライマックスに参りましょう。全員登場になります。

一同：はーい。

ＧＭ：あやめが起き源げん種しゆの共鳴で得た情じよう報ほうをもとに、綾間市郊外に建つ廃ビルにやってきたところだと思ってください。ちなみに、ビルの入り口では〝ドクター〟が、みなさんを待まち構かまえています。「きたかね……」

コウ：むっ、待っているのは〝ドクター〟だけなのか。

瞳：子こ供どもたちはいないの？

ＧＭ：子供たちの姿すがたは見えませんね。度たび重かさなる失敗を受けて、〝ドクター〟自身が打って出る決意を固めたようです。「まさか、これほどまでに手こずることになるとはねぇ。少々計算違ちがいだったよ！」

あやめ：ううっ……。あの、子供たちはどうしてるの？

ＧＭ：「君は、仲間たちを心配しているのかね、〝愛ラアブ〟！　なら、こちらにくるがいい！　みんなが中で待っているよぉおおお？」

あやめ：中で待ってる？　ということは、生きてるんだね。

ＧＭ：はい、生きてます。

あやめ：よかった～。状じよう況きようが整ったとか言ってたりしたし、何かされてたらどうしようって思ってたんだ。

コウ：一いち応おう、〝ドクター〟に確かく認にんしてみよう。……お前の自じ慢まんの子供たちはどうした？

ＧＭ：「あの子たちには、まだしてもらわなければならんことがあるからねぇ。これ以上消しよう耗もうさせるのは好ましくない。ゆえに、この私わたしみずから、事に当たることにしたのだよぉ」殺気交じりの視し線せんを、彼はあやめ以外の三人に向けます。

瞳：自慢の子供たちを傷きずつけられて、ご立りつ腹ぷくな様子ね。

ＧＭ：特にコウに対する敵てき愾がい心しんは強いですね。「しかし、失敗作が邪じや魔まをするとは……。最後の最後まで、誰だれからも必要とされない、誰からも望まれないことをしてくれる」

コウ：……。

ＧＭ：「所しよ詮せん失敗作と思い、息の根を止めずに半はん端ぱに放置したのは過あやまちであった。この失しつ態たいは、自分の手でぬぐわねばなるまい」

コウ：……さも当然のように物事を語ってくれる。お前の望む世界も、得た真理も、すべてここで消える。夢ゆめの世界から引きずり出してやる！

ＧＭ：「ほざけ！　夢の世界はぁぁっ！　今！　まさにぃぃぃっ！　私の手によって顕けん現げんするぅううううううっ！」天に向かって吼ほえる〝ドクター〟。

瞳：ほ、吼えたー！（笑）

ＧＭ：ひとしきり雄叫おたけびを上げると、〝ドクター〟はコートのポケットから革かわ手て袋ぶくろを取り出して拳こぶしにはめます。ちなみにダメージグローブ相当ですね。

神月：グローブはめるのか!?

あやめ：〝ドクター〟って肉体派はなの!?（笑）

コウ：あの顔と性せい格かくで……。

瞳：てっきり精せい神しん系けいだと思ってたんだけど（笑）。

ＧＭ：みなさんの戸と惑まどいを気にもせず、〝ドクター〟はコートをばっさと脱ぬぎ捨すてて、拳を構かまえます。「私を侮あなどらぬことだ。貴き様さまら程てい度どではぁ、相手にもならぬぅうう！　本当の恐きよう怖ふというものを教えてやろうではないかぁあああっ！」

神月：それは私に対する挑ちよう発はつか！（笑）　大言を吐はくではないか。こちらこそ、貴様に真の恐怖というものを教えてやろう！　ちなみに〝正義ジヤステイス〟は？

ＧＭ：廃ビルの中にいますよ。ただ、〝ドクター〟を倒たおさないと先に進めませんが。

神月：残念だ。どちらが正義か決着をつけようと思ったのだが。

瞳：でも、〝正義ジヤステイス〟は、〝ドクター〟の代行者らしいじゃん。なら、こいつを倒たおせば、神月先生が本当の正義って証しよう明めいできるんじゃない？（笑）

神月：（ぽんっと手を叩たたいて）瞳くん、冴さえているな！　確たしかにその通りだ。よし、自じ称しよう正義の貴様を断だん罪ざいし、私が本当の正義だと証明してみせよう！

ＧＭ：「断罪されるのは貴様らよ！　理想の世界を否ひ定ていする愚おろか者ものどもがぁぁぁっ！」

コウ：（鼻で笑い）フッ───……。

神月：おっ、コウが鼻で笑ったぞ！

ＧＭ：「貴様っ、何がおかしい！」

コウ：理想の世界？　そんなもの、俺おれが壊こわしてやる……。

あやめ：コウ君……。

コウ：お前の理想など、関係ない。俺は、俺の人生を狂くるわせ、俺を捨すてたお前が憎にくい。必要ないと断だんじた、お前をこの爪つめにかけたい。今は、それだけだ！

ＧＭ：「所詮、失敗作か！　私し情じようで動く裏切り者ダブルクロスめ！　貴様は今すぐ死ねいっ！」

コウ：お前がそういう奴やつでよかった。これで、心置きなくお前と……戦える！




　コウは腰こしを落として戦せん闘とう態たい勢せいを取る。

　任にん務むで戦っていた時にはなかった。身を焼くような衝しよう動どう、くらい喜び……。

　これほど戦いを望んだのは、初めてのことだった。




コウ：俺は〝ドクター〟のロイスをタイタスに変える！　感かん情じようも〝憎ぞう悪お〟にするぞ。

瞳：憎悪に身を任まかせているってこと？

あやめ：うわ～、コウ君がジャーム化しちゃうよ!?

ＧＭ：コウの殺気を感じ取り、〝ドクター〟もまた《ワーディング》を展てん開かいします。すさまじい圧あつ迫ぱく感がみなさんを襲おそい、衝動が発生します！




「この私に、殺意を向けるとは何事だ！　失敗作がぁぁぁぁぁ!!」

〝ドクター〟の怒ど声せいが、びりびりと空気を震ふるわせる。

　それは危き機きを告げる本ほん能のうに作用し、レネゲイドウィルスを活かつ性せい化かさせるほどだった。




ＧＭ：さらに、ドクターはここでＥロイス、《堕だ落らくの誘さそい》を使用。この衝動判はん定ていに失敗した場合、侵しん蝕しよく率りつが強きよう制せい的てきに[image: 100]％に引き上げられます！

神月：きたかっ！

あやめ：あたしはもう[image: 100]％超こえちゃってるから気にしなくて大だい丈じよう夫ぶ（笑）。

ＧＭ：さすがです、あやめさん！（一同笑）

瞳：じゃあ、衝動判定するね。（ダイスを振ふる）ほい！　うん、成功した。

コウ：……俺、衝動判定の時は妙みように出目がいいんだよな。19で成功した。

瞳：神月先生は？

神月：……ダイス目は目オール５で失敗だ！　いかん。余よ裕ゆうの侵蝕率から一転、いきなりクライマックスに！

瞳：それはちょっと厳きびしいね。ここは《妖よう精せいの手て》を使っておこう。神月先生の判定のダイスを一個こ出目10にする。これでクリティカルだよ。

神月：おおっ！

瞳：ちょっと神月先生！　しっかりしなさいよ！　〝ドクター〟の感情に吞のまれちゃ駄だ目め！

神月：……はっ!?　いかん、私としたことが我われを忘わすれそうになるとは。瞳くん、手間をかけさせた。もう大丈夫だ！　侵蝕率は70％をキープ！

ＧＭ：〝ドクター〟からのプレッシャーに耐たえる中、彼が勢いきおいよくみなさんの方へと襲おそいかかってきます。さあ、戦闘を始めましょう！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まず最初のセットアップ。ちなみに〝ドクター〟の行動値ちは23です。

瞳：はやーいっ！

コウ：どう考えても宣せん言げんはそっちからだ。

ＧＭ：では、〝ドクター〟は《ヴァイタルアップ》を使用。これでＨＰが[image: 200]点上じよう昇しようします。

あやめ：[image: 200]点っ!?

コウ：……こいつ、侵蝕率[image: 300]％か！

瞳：今までのトリップぶりを考えると、まあ納なつ得とくではあるね（笑）。

ＧＭ：ははは（笑）。そちらは何か使用しますか？

あやめ：《サポートデバイス》を使うよ。ぎゅっと千鳥からもらったペンダントを握にぎり締しめて、精神集中！

神月：裁さい判ばん所しよを呼よびたいところだが、今は侵蝕率が足りん。ここは静観だ。

ＧＭ：裁判所を呼ぶって、何度聞いてもすごい言こと霊だまだなぁ（笑）。

神月：ともかく、こっちの宣言は終わりだ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスで、〝ドクター〟の行動ですね。「さあ、〝愛ラアブ〟！　今君を抱だきしめに行くぞぉおおおっ！　害虫どもを潰つぶしてねぇえええっ！」

あやめ：全力でお断ことわりだよーっ！（一同笑）

ＧＭ：まず、マイナーで《斥せき力りよくの矢や》。懐ふところからメスを取り出し、これに重力的な負荷をかけて射しや出しゆつする武ぶ器きとします。

神月：むむっ、拳ではなく武器で攻こう撃げきか。

瞳：射しや撃げきと白兵の両方に対たい応おうしてるのかもね。

ＧＭ：続いてメジャーは、《コンバットシステム》＋《因いん果が歪わい曲きよく》＋《巨きよ人じんの斧おの》＋《コンセントレイト：ノイマン》で範はん囲い攻撃をします。全員対象になりますよ。

瞳：範囲攻撃か。《孤こ独どくの魔ま眼がん》しとこうかな。

コウ：あやめ以外は《リザレクト》できる。あやめだけカバーリングするという手もある。

瞳：そっかそっか。んー、じゃあそうしよう。切り札は残しておくに越こしたことはないしね。

ＧＭ：では、命中判定にいきます。ダイス16個のクリティカル値７。おりゃっ……達成値36＋９で45！

コウ：（ダイスを振る）ドッジ失敗だ。

瞳：わたしも命中しちゃったよー。

神月：【肉体】１の私に避よけられるはずもなく（笑）。

あやめ：無理！　避けられないー！

瞳：あやめを《カバーディフェンス》するね。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ダメージは51点になります。

コウ＆神月：《リザレクト》！

瞳：同じく《リザレクト》する。侵蝕率は……１点上昇っと。

ＧＭ：〝ドクター〟の放った無数のメスがみなさんの身体を切り裂さきますが、オーヴァードの再さい生せい能のう力りよくによって瞬またたく間まに傷きずが再生していきます。次は瞳です。

瞳：あやめの侵蝕率がもうやばいし、短期決戦でいこう。マイナーでジェネシフト！

ＧＭ：侵蝕率[image: 100]％超え狙ねらいですか。

瞳：そういうこと。ダイス１個分だけ上昇させて……これで侵蝕率[image: 104]％っと。

神月：やるな、瞳くん。

瞳：ぶいっ！　メジャーはいつも通り支し援えん！　《エンジェルヴォイス》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《導みちびきの華はな》。コンボ名〝死の舞ぶ踏とう〟！　特とく殊しゆ音波で、みんなの能力を強化。次の攻撃は、ダイス＋３個、達成値＋12、クリティカル値マイナス１ね。

あやめ：いつもありがとう、瞳ちゃん！　次はあたしの番。全力攻撃で！　マイナーで《ハンドレッドガンズ》。メジャーで《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》＋《コンセントレイト：モルフェウス》。

ＧＭ：イケイケですね（笑）。

あやめ：判定は、ダイス25個のクリティカル値６！　それっ！（ダイスを振る）　10の20の……40で止まっちゃったか。

瞳：なら、《妖精の手》を打つよ。最後の１個の出目を10に変へん更こう！

ＧＭ：ぐはっ！　最初から全力全開だ（笑）。

あやめ：じゃあ、これで50の……あうっ!?　回らなかったー！　出目55に支援と技能を足して、達成値77！

ＧＭ：き、厳しいなぁ……。でも、一応あがいてはみましょう。《フィジカルエンハンス》でクリティカル値９にしてドッジです。

神月：むっ。リアクションのクリティカル値を下げられるのか。

ＧＭ：ただ、判定のダイスは12個でそんなに多くないですが。よっと！（ダイスを振る）出目37＋技能10で達成値47。むう、やはり固定値の壁かべは厚あつかった（笑）。

神月：それでもなかなかの達成値ではないか。……これは、少々考えさせられるな。

ＧＭ：ん？　どうかしましたか？

神月：自分の成長について、ちょっとな……。とりあえず、先に進めてくれ。

ＧＭ：了解です。では、あやめ。ダメージをください。

あやめ：67点の装そう甲こう値ち無む視し！

ＧＭ：それは直ちよく撃げきですね。しかし、《ヴァイタルアップ》で大おお幅はばにＨＰ上昇している〝ドクター〟はまだまだ余裕です。ただ、あやめに撃うたれたことで、彼は逆ぎやく上じようします。「何故なぜだ!?〝愛ラアブ〟、どうして私を受け入れなぁあああいっ!?」

あやめ：受け入れられるはずがないでしょーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「どうやら君には罰ばつを与あたえなければならないようだねえ。少々痛いたい目にあってもらうとしようっ！　……そう、愛ゆえにぃぃぃっ！」（笑）

あやめ：いやーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、具体的には、殴なぐり倒たおして連れ去るつもりのようです（笑）。さて、それでは神月の手番に移うつりましょう。

神月：私か。しかし、私の侵蝕率はいまだ75％。低すぎるのは少々きついな。このままでは、次のラウンドで全力攻撃できないかもしれん……。

瞳：ジェネシフトしとく？

神月：そうだな……。しておこう。マイナーでジェネシフトだ。ダイス１個分、侵蝕率を上昇させる。むん！　９点上昇して84点だ。

あやめ：いい感じだね。

神月：では、〝ドクター〟に攻撃だ。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言こと葉ば》＋《錯さつ覚かくの香かおり》＋《コンセントレイト：ソラリス》。……〝ドクター〟よ、まず貴様に被ひ告こく人にん席に座すわる資し格かくを与えてやろう！

ＧＭ：「断るっっっ！」

コウ：即そく答とうか。気持ちは分かるが（一同笑）。

神月：ならば、私の攻撃を防ふせいでみせるがいい！　命中したら、幻げん覚かくで強制的に座ることになるぞ！　ダイス16個のクリティカル値７。（ダイスを振る）命中は支援もろもろを足して、達成値64！

ＧＭ：厳しいなぁ。《フィジカルエンハンス》を使用してドッジします。達成値は……ちっ、38で止まり！

瞳：でも、結けつ構こういい達成値出してくるね。

コウ：支援がなかったら、かなりやばいところだったな。やはり、クリティカル値マイナス１でも、あるとかなり違ちがう。

神月：ダメージは……むっ、なかなかのダイス目！　54点の装甲値無視！

ＧＭ：ダイス目いいですね。これで累るい積せきダメージ[image: 121]点になりました。

神月：さらに攻撃が命中したので、あらゆる判定にダイスペナルティ４個がつく。まだ周囲の景色は裁判所になっていないが、まずは〝ドクター〟の周囲が被告人席へと変わる！

一同：おおっー！

神月：どうだね、被告人席についた気分は？

ＧＭ：周囲の景色が変わっても、〝ドクター〟は超ちよう然ぜんと立っていますね。「私には申し開きすることなど、なにひとつない」（一同笑）

コウ：その余裕、いつまでも続けられると思うな！　俺の行動だ。マイナーで《破は壊かいの爪つめ》＋《ハンティングスタイル》＋《完かん全ぜん獣じゆう化か》。右みぎ腕うでが異い形ぎように変化し、それが全身へと及およぶ。そして、〝ドクター〟に接せつ敵てき！　さらにメジャーで《獣の力》＋《渇かわきの主あるじ》＋《コンセントレイト：キュマイラ》で攻撃！　くらえっ！　命中の達成値は[image: 113]！

一同：[image: 113]!?




　異形の右みぎ腕うでが、〝ドクター〟に向けて振ふり下おろされる。

　その一撃は、まるでコウの意思に応こたえたかのごとく、今までより疾はやく、鋭するどい。

　意思の力とは、こんなにも強いのか───。




ＧＭ：そんなの避けられませんよっ！（笑）　普ふ通つうにドッジして……失敗！

コウ：ダメージは78点の装甲値無視だ！

ＧＭ：それを食らうのは少々危き険けん。《黒こく星せい招しよう来らい》でダメージキャンセル！　コウの放った拳を、〝ドクター〟は左手ひとつで受け止めます。「……所詮、失敗作だな。この程度かね？」

コウ：声が震ふるえているぞ、〝ドクター〟。そのセリフは、俺が倒れてからにしておけ……！

ＧＭ：「ならば今すぐ倒れてもらうとしよう！」ここで〝ドクター〟は《加速する刻》を使用。追加行動をします！

コウ：くっ！

ＧＭ：《コントロールソート》＋《デュアルデュエル》＋《巨人の斧》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》＋《コンセントレイト：バロール》で、コウに攻撃です！　右拳を重力場で包つつみ込こむと、コウへと叩たたきつけます！　命中は36！

コウ：その程度ならドッジできるか？

ＧＭ：ちなみにリアクションのクリティカル値＋１のペナルティが入りますのでご注意を。

コウ：厄やつ介かいだな。でも、まだ十分に回かい避ひの目はある。《陽炎かげろう》＋《リフレックス：サラマンダー》でドッジ。達成値は……くっ、18で止まった！

瞳：《妖精の手》、いる？

コウ：……いや、やめとおこう。ここでダイス目を変えてもらっても、もう一回クリティカルしないとならない。賭かけとして少々分が悪い。

ＧＭ：では、ダメージを出しますよ。25＋４Ｄで……49点！

瞳：49点か。それなら……。コウ、ＨＰは？

コウ：22点だ。だが、28点軽けい減げんできるなら耐たえられる。

瞳：なら、コウに《波は紋もんの方ほう陣じん》！　７Ｄ軽減するよー。

ＧＭ：一気にエフェクトレベル上げただけあって、さすがに軽減量が多い！

瞳：コウ、危なーいっ！　と、圧あつ縮しゆく空気の壁でコウを守る！　軽減量は……39点！

一同：おおっ！

コウ：それなら残ＨＰ12点で耐えられる！

瞳：よしっ！　経けい験けん点35点つぎ込んで《波紋の方陣》取った甲斐かいがあった！（笑）

ＧＭ：一撃を放った〝ドクター〟でしたが、予想よりも手ごたえが軽いことに怪け訝げんな表ひよう情じようになります。「むう、これはっ!?」

瞳：わたしの仲間は、あんたなんかにやらせないよっ！

ＧＭ：「……目め障ざわりなことだ。よかろう。この失敗作もろとも、貴様らも始末してやろうではないか。覚かく悟ごしたまえよ？」ひどく歪んだ笑みを浮うかべながら、〝ドクター〟は周囲に振ふりまく殺気をさらに強めます。次のラウンドに行きましょう。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップ。今度は、こちらは特に動きはなしです。

あやめ：引き続き《サポートデバイス》！

神月：そして、私は《女じよう王おうの降こう臨りん》＋《狂戦士》で裁判所を召しよう喚かんする！

ＧＭ：「ほう。裁判所というものは、被告人席からはこう見えるのかね」興きよう味み津しん々しんと周囲を観察し始める〝ドクター〟。

神月：その余裕も、もうすぐ崩くずれることになる。最高裁判所の恐おそろしさを思い知るがいい！

ＧＭ：「残念だが、それは無理というものだ。私を有ゆう罪ざいにすることなどできない。何故なぜなら、貴様らが死し刑けいになるからだ！」（一同笑）

神月：むうっ！　言ってくれるではないか！

コウ：……このふたり仲いいな、おい（笑）。

瞳：なんか、息ぴったりだよね（笑）。

あやめ：もう、お互たがいに設せつ定ていノートとか見せ合えばいいと思うよ（一同爆笑）。

ＧＭ：設定ノートっすか!?

神月：わかった、次までにまとめておくよ（笑）。




　その……まとめられても困こまります。




ＧＭ：えー、セットアップは終しゆう了りようですね？　では〝ドクター〟の行動。《巨人の斧》＋《因果歪曲》で、メスを飛ばしての範囲攻撃を行ないます。対象はあやめと神月、そして瞳！

瞳：おっと、そうは問屋が卸おろさない。《孤独の魔眼》を使うよ。その範囲攻撃の対象をわたしだけに変更！　仲間はやらせないって言ったでしょ！

ＧＭ：ドクターが斥力で飛ばした無数のメスが、瞳の生み出した重量場に引き寄よせられ、収しゆう束そくしていきます。命中は……33で止まりっ!?　神月からのダイスペナルティもあって、どうもダイス目が振るわない。

瞳：一応ドッジしてみよ。（ダイスを振る）……ん、18でドッジ失敗だ。

ＧＭ：ダメージは48点です。「君のその生意気な口もそこまでだよっ！」

瞳：〝ドクター〟のロイスをタイタス化して復ふつ活かつ！　ちょっとー、わたしに話しかけないでくれる？　あんたと話してると馬ば鹿かが感染うつるからさ！

ＧＭ：「なにっ!?　馬鹿……私が馬鹿だと!?　むぅううっ、許さぁあああんっ！」瞳の辛しん辣らつな言葉に、〝ドクター〟が怒いかりを露あらわにします。ちなみに、〝ドクター〟の行動はまだ止まりません。ここでさらに《加速する刻》！

あやめ：また追加行動だ！

ＧＭ：《漆黒の拳》＋《デュアルデュエル》その他で、今度は目の前のコウに白兵攻撃です。命中は44！　ちなみに先ほどと同じく、リアクションのクリティカル値＋１が入りますよ。

コウ：……これはさすがに厳しいな。《陽炎》はなし。普通にドッジで……失敗。

ＧＭ：「さあ、今度こそ貴様の息の根を止めてくれるわぁあああっ！　死刑ぃいいっ！」重力制せい御ぎよで加速された拳が、コウへと迫せまります。ダメージは……おっ、こっちはダイス目がいい。58点の装甲値無視！

コウ：〝ドクター〟のタイタスを昇しよう華かして復活だ。〝ドクター〟の拳を右手一本で受け止める。……残念だが、お前の拳で倒たおれるわけにはいかない。

ＧＭ：「存そん在ざい価か値ちもない失敗作の分ぶん際ざいでほざくなっ！　貴様は今すぐ消えるべきなのだ！　何故なぜ！　どうして消えないのだぁああああっ！」

コウ：そう思うなら、俺を否ひ定ていしてみせろ。できなければ、お前の言葉は所詮、ただの妄もう想そうにすぎない……！

ＧＭ：お互たがいの視線のぶつかり合い、火花を散らします。次の行動は瞳ですね。

瞳：〝死の舞踏〟コンボで、もう一回みんなを支援するよ。見せてあげるわ、あたしたちの〝死の舞踏〟をね！　あっ、口利きいちゃったー、馬鹿が感染うつっちゃうー！（一同爆笑）

ＧＭ：くうっ、これは腹はら立つわー（笑）。

あやめ：次はあたしだね。

神月：ちょっと待ちたまえ、あやめくん。

あやめ：はい？

神月：君は、そろそろ侵蝕率がやばいだろう。ここはひとまずコウと私に任せて、待機した方がよいのではないだろうか？

コウ：そうだな。もし〝ドクター〟に勝てても、あやめがジャーム化したら意味がない。もし、俺と神月先生で仕し留とめられるなら、その方がいい。

あやめ：……そうだね。じゃあ、ここはふたりの言葉に甘あまえさせてもらおうかな！

神月：うむ、任せたまえ！

ＧＭ：それでは、あやめは待機ですね。次は神月の手番になります。

神月：了解した。ＧＭ、ここでちょっと相談があるのだが。

ＧＭ：はい、なんでしょうか？

神月：経験点を消費して成長したい。次回のために温おん存ぞんしておこうと思ったのだが、思いのほか〝ドクター〟の能力が厄介そうだ。ここで手を打ちたい。

ＧＭ：ふむ……。分かりました、構かまいませんよ。ちなみにどのような成長を？

神月：経験点40点を消費して、ユニークアイテムの〝ハーメルンの笛ふえ〟を取得したい！




ハーメルンの笛

　人々に病をもたらすワーディング現げん象しようを起こす伝説の笛。

　シーン中の任にん意いのキャラクターに病を与あたえる。病となったキャラクターは、そのシーン中ドッジの判定のクリティカル値が＋１される。




ＧＭ：なんですとーっ!?　めっちゃ《フィジカルエンハンス》殺しじゃないですか！

神月：本来ならば最終回に温存しておきたかったのだが、敵の回避能力もなかなかに侮あなどれん。ここは打てる手は打たせてもらいたい！　……ただ、メインプレイ中のユニークアイテムの取得は、ＧＭの許きよ可かがいるみたいなので駄目だと言われればそれまでだが。

ＧＭ：わ、分かりました！　面白そうなので、どうぞ！

神月：ありがとう。では、演えん出しゆつをさせてもらおう！（ノートパソコンを取り出す）

あやめ：ノートパソコンッ！　もしかして、またシーンの内ない容ようを原げん稿こうに？（笑）

神月：もちろんだとも！　〝ドクター〟に指を突つきつけ叫さけぶ。ひとつ言っておこう。貴様は〝愛ラブ〟だのプロジェクト・アダムカドモンだの騒さわいでいるが……そんなことは私にとってはどうでもよいのだ。

ＧＭ：「───なにっ!?」

神月：しかし、私はＵＧＮ綾間支し部ぶの支部長であり、あやめくんは守るべき部下だ！　そして、貴様のやろうとしていることは……すべてっ！　私の正義に反する！　本来ならばこの力だけは使うまいと思っていたが、貴様の強さに免めんじて見せてやろうではないか！

ＧＭ：「なんだとっ!?　まだ力を隠かくしていたというのかぁああっ!?」

神月：ここで私はハーメルンの笛相当の、判はん事じの槌つちを取り出す！

一同：判事の槌!?

ＧＭ：ちょっと待った！　なんで弁べん護ご士しが判事の槌を持ってるんですか！（笑）

神月：細かいことは気にするな！（一同爆笑）　ちなみに、日本の裁判所で裁さい判ばん官かんは槌を振るわない。よって風景は最高裁判所から、国こく際さい司法裁判所へと変へん貌ぼうする！

瞳：きたーっ！　International Court of Justiceインターナシヨナル・コート・オブ・ジヤステイス！（笑）

神月：これによって正義の力がさらに増ます！

ＧＭ：そこで〝ドクター〟が思わず突つっ込こみを。「待て！　国際司法裁判所は最高裁判所の上じよう級きゆう審しんではない！　なぜ力が増す!?」
















神月：正義の前には些さ細さいなことだ！（一同爆笑）

あやめ：些細なのかなぁ？

瞳：もう勢いきおいとノリで突つき進すすんでる（笑）。

ＧＭ：神月のあまりの勢いに、ドクターも思わず後ずさりそうになります。




　ちなみに、国際司法裁判所は個こ人じんの裁判を扱うものではなく、国家間の法的な紛ふん争そうに、裁判で判はん断だんを下すことを目的とした機関です。




コウ：しかし、判事の槌相当というが……どういう演出になるんだ？

神月：うむ。私が槌を振ふるうと───有罪と叫ばずにはいられなくなる病になるのだっ！

一同：有罪と叫ばずにはいられなくなる病っ！（爆笑）

コウ：……それって、俺たちも対象になるのか？（笑）

神月：本当ならば叫んでほしい！　しかし、それでペナルティを受けては意味がないからな。残念ながら、コウたちは対象から除じよ外がいする。

あやめ：よ、よかった（笑）。

神月：その代わり、素すで有罪と叫んでくれないかね？

あやめ：もっとひどいよっ!?（一同爆笑）

コウ：……というか、ＧＭ。本当にそんな病でいいのか？

ＧＭ：い、いいんじゃないですかね？（一同笑）

神月：ちなみにこの病、笛の音の届とどく全ぜん域いきに発はつ症しようさせられるとある。なので、綾間市中から「有罪！　有罪！」と雄叫びが上がるぞ！

あやめ：ええーっ!?　なんか神月先生の方が綾間市を侵蝕してないっ!?

神月：安心したまえ、これは一時的なものだ。事が済すめば元に戻もどる。

あやめ：そういう問題じゃなーいっ！（爆笑）

神月：聞こえるか〝ドクター〟よ！　貴様の有罪を望む世界の声が！　《絶対の恐怖》＋《錯覚の香り》＋《オーバードーズ》＋《コンセントレイト：ソラリス》で攻撃！

ＧＭ：受けて立ちます！

神月：さらに最高裁判所コンボと同じく、国際司法裁判所コンボもまた、今回の事じ件けんの被ひ害がい者しやと被告人のロイスを使う！　まず〝ドクター〟のロイスをタイタス化して昇華。クリティカル値５に変更！　（ダイスを振る）達成値は……72！

瞳：それに《妖精の手》！　さらに判定をどうぞ。

神月：ありがとう、瞳くん！　振ふり直して……最終的な達成値は[image: 119]だ！

ＧＭ：三桁けたいきましたか！　しかも、ダイスペナルティを受けて、《フィジカルエンハンス》まで封ふうじられては……（笑）。うん、ドッジ失敗！

神月：では、ダメージロール！　ここで被害者であるあやめくんをＳロイスに指定したうえでタイタス化。さらに昇華してダメージバーストの効こう果かを得る！

ＧＭ：押おせ押おせだ（笑）。

神月：ダメージは……89点の装甲値無視だ！

ＧＭ：ぐうっ、それは効きいた！　累積ダメージ[image: 210]点！　最初に《ヴァイタルアップ》で増ふやしたＨＰの分が削けずり取られました！

瞳：ふう、ようやくスタートラインに立った感じだね。

ＧＭ：神月の放った幻覚、そして街全体から押おし寄よせる奇き妙みようなプレッシャーに、〝ドクター〟が思わず後ずさります。「ば、馬鹿な！　この私がこのような愚ぐ昧まいの輩やからごときの攻撃に退しりぞくだと……！　ありえん……ありえんぞぉおおおっ！」

神月：今いま更さら恐怖したとて遅おそい！　私と敵てき対たいした時、貴様の命運はもはや尽つきていたのだよ！

ＧＭ：「ぬうっ！　否！　まだ……まだだっ！　私の絶対理想の世界を創るために、立ち止まるわけにはいかんのだ！」

神月：残念だが、その世界はもはや有罪に侵蝕されている！　しかし、いけるぞハーメルンの笛。これで子供たちをジャスティスロイヤーズに引き入れられるような気がしてきた。

瞳：街から有罪有罪と叫んで子供がいなくなる（一同笑）。

あやめ：それ、先生が普通に敵ですよ？

神月：そ、そうかな？　ともかく、今は〝ドクター〟に有罪を突つきつけるのだ。

ＧＭ：「わ、私の理想世界に有罪の文字が!?　や、やめろぉおおおおっ！　私の世界を汚すんじゃなぁあああいっ！」うろたえ、取とり乱みだす〝ドクター〟（笑）。

コウ：そこに追おい討うちをかける！　マイナーで《終末の炎》を宣言だ。ＨＰを15点消費して、攻こう撃げき力りよくを上昇させる。

ＧＭ：コウの身体から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴ふき出だし、異形の拳へと集約していきます！

コウ：メジャーで《獣の力》＋《渇きの主》＋《コンセントレイト：キュマイラ》で〝ドクター〟を攻撃！命中は86だ！

ＧＭ：ドッジ失敗！　ダメージをください！

コウ：75点の装甲値無視！　さらにＨＰが20点回かい復ふくだ。

ＧＭ：その一撃は、さすがに耐えられません。ですが、《蘇そ生せい復ふつ活かつ》を使用して、ＨＰ１点で起き上がりますよ。「貴様のような失敗作に、私が負けるはずがないぃいいいいっ！」

コウ：どうした、ドクター？　お前の夢とやらが崩くずれていっているぞ。

ＧＭ：「おのれぇええええっ！」憤ふん怒ぬの形相を浮うかべる〝ドクター〟。それと同時、彼の身体が霞かすんで消えます！

神月：むっ！

ＧＭ：ここで《ブリッツクリーク》を使用して追加行動！　さらに《妄もう念ねんの姿すがた：神しん速そくの鼓こ動どう》で、先ほどの攻撃をシーン全体にして攻撃です！

コウ：Ｅロイスを使って、シーン攻撃してくるのか。

ＧＭ：「私に奥おくの手を使わせるとはっ！　よくやったと褒ほめてやろう！　だが、これで終わりだっ！　〝愛ラアブ〟を残して、他は微み塵じんと消えるがいい！」全力で振るわれた拳が衝しよう撃げき波はを撒まき散ちらし、周囲一体を無差別に破壊していきます！　命中は……うわっ、ダイス目わるっ!?

神月：ダイスペナルティが効いているようだな。私の法ほう廷ていで好きにはさせんよ！

ＧＭ：くっそーっ！　達成値は46です！　とほほ。ですが、《デュアルデュエル》の効果で、そちらのドッジにはクリティカル値＋１のペナルティがありますよ！

あやめ：ドッジは無理だー。命中だよ。

神月：右に同じく。

瞳：わたしも命中するから、《カバーディフェンス》であやめをカバーリング！

あやめ：いつもありがとう、瞳ちゃん！

瞳：どういたしまして！

コウ：俺は《陽炎》＋《リフレックス》でドッジを試みる。ここはなんとか避よけたいところ。それっ！（ダイスを振る）　……くっ、22でストップ！

瞳：ここはワンチャンスに賭かけるところと見た！　最後の《妖精の手》をコウに使って、判定継けい続ぞくで！　こら、コウ！　しっかりしなさいよ！

コウ：助かる。これでクリティカルすれば……くっ、ダメか。クリティカルせず！

ＧＭ：コウは瞳の激げき励れいを受けて、〝ドクター〟の一撃を避けようとするも、すさまじい圧迫感に気け圧おされ、直撃を受けます！　ダメージは53点の装甲値無視！

瞳：コウ、今の残りＨＰいくつ？

コウ：23点だな。

瞳：31点防ふせげれば、倒たおれずに済むのか……。よし！　ここで《波紋の方陣》をコウに使う！

ＧＭ：むっ！　ダメージ軽減しますか！

瞳：期き待たい値ち以下でもいいからね！　ん───っ、それっ！　よしっ、37点軽減！

コウ：なら16点くらうが、残りＨＰ７点で耐えられる！

一同：おおーっ！

神月：やるな瞳くん！　こちらは〝正義ジヤステイス〟のロイスをタイタス化して復活だ。まがい物の正義に屈くつすることなど、私にはできん！　まだ、いけるぞっ！

瞳：わたしもここで〝正義ジヤステイス〟のロイスを取得して、即そくタイタス化して起き上がる。

ＧＭ：吹ふき荒あれる衝撃波によって、舞まい上あがった塵ちりと埃ほこりが視し界かいを一いつ瞬しゆん白く染そめ上げます。しかし、それが晴れると、誰だれひとり倒れているものはいません！

コウ：どうした〝ドクター〟。誰も倒れていないぞ？

ＧＭ：「むう……っ！」

コウ：そして見ろ！　失敗作の俺ばかりに気を取られて、お前の求めているものが、その後ろで牙きばを向けているのを！

ＧＭ：コウの言葉に〝ドクター〟は、ハッとしてあやめの方に目を向けます。

神月：今だ、あやめくん！　君の手で奴に引いん導どうを渡わたしてやれ！

ＧＭ：「止めるんだ、〝愛ラアブ〟ッ！　素す晴ばらしき世界を、その手で壊こわそうというのか！」

あやめ：あたしは……あたしの手で、大切なものを守る！　それだけだよ！　《コンバットシステム》＋《確かく定てい予よ測そく》で攻撃。命中は50！　あと、今回はリアクションのクリティカル値＋２のペナルティが入るよ！

ＧＭ：ぐはっ！　ハーメルンの笛のペナルティもあるし、《フィジカルエンハンス》してもドッジできない!?

あやめ：あなたがいなければ、今も笑って生きていられた人たちがいた……。そして、あなたがいなければ、きっと解かい放ほうされる人がいる！




〝ドクター〟に銃じゆう口こうを向けたあやめの脳のう裏りに、死んだ両親の姿が思おもい浮うかぶ。

　自身の意思を歪ゆがめられた六人の子供たち、そしてコウの姿もまた───。




あやめ：だから、あたしはあなたを……！




　決意と共に、あやめがトリガーを引く。




　鳴なり響ひびく銃じゆう声せい。

　それは……。




〝ドクター〟との因いん縁ねんを清算する、決別の音だった。








《妖精の手》　対象が判定に使用したダイス目のうちひとつを10にするオルクスのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　ＨＰを＋［現在の侵蝕率マイナス[image: 100]］する共通エフェクト。

《サポートデバイス》　行動を補助するアイテムを生み出すモルフェウスのエフェクト。

《斥力の矢》　斥力を発生させ、石や釘などを弾丸のように飛ばすバロールのエフェクト。

《コンバットシステム》　正確に戦闘を行なえるノイマンのエフェクト。

《因果歪曲》　物理法則をねじ曲げ、効果を拡大するバロールのエフェクト。

《巨人の斧》　重力を操作し、重量を増大させて威力を増すバロールのエフェクト。

《孤独の魔眼》　範囲を対象とする攻撃を自分ひとりに変更するバロールのエフェクト。

《カバーディフェンス》　カバーリングを行なっても行動済みにならない共通エフェクト。

《エンジェルヴォイス》　心地よい声によって支援するハヌマーンのエフェクト。瞳は複製体の効果で取得している。

《要の陣形》　エフェクトの対象を数体増やすオルクスのエフェクト。

《ハンドレッドガンズ》　射撃用武器を錬成するモルフェウスのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器を攻撃に適した形に変えるモルフェウスのエフェクト。

《クリスタライズ》　対象を当てた箇所から結晶化させるモルフェウスのエフェクト。

《抗いがたき言葉》　幻覚物質により、逆らえない命令を下すソラリスのエフェクト。

《フィジカルエンハンス》　オーヴァードの力を身体的に応用し、クリティカル値をマイナス１する共通エフェクト。

《破壊の爪》　腕を鋭い鈎爪に変化させるキュマイラのエフェクト。

《ハンティングスタイル》　狩りに適した姿となり、マイナーアクションで移動するキュマイラのエフェクト。

《渇きの主》　敵から水分を奪ってか言う服するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《黒星招来》　ブラックホールを形成し、敵の攻撃を吞み込むバロールのエフェクト。

《加速する刻》　行動を追加するエネミー専用エフェクト。

《コントロールソート》　思考で身体を抑制するノイマンのエフェクト。

《デュアルデュエル》　フェイントを織り交ぜた攻撃を行なうノイマンのエフェクト。

《漆黒の拳》　重力の塊を、自分の手で直接ぶつけるバロールのエフェクト。

《女王の降臨》　セットアッププロセスでメジャーアクションのタイミングのエフェクトを使用するソラリスのエフェクト。

《狂戦士》　強力な覚醒物質を投与し、クリティカル値を下げるソラリスのエフェクト。

《孤独の魔眼》　範囲を対象とする攻撃を自分ひとりに変更するバロールのエフェクト。

《オーバードーズ》　生成する化学物質の量を増加させ、過剰に投与するソラリスのエフェクト。

《終末の炎》　自分自身を燃焼させることによりダメージを上昇させるサラマンダーのエフェクト。

《蘇生復活》　ＨＰ０から復活するエネミーエフェクト。

《ブリッツクリーク》　綿密な作戦により迅速に行動するノイマンのエフェクト。

《妄念の姿》　自分のシンドローム以外のエフェクトでも使用できるようになるＥロイス。

《神速の鼓動》　振動波を利用し、シーン全体を攻撃するハヌマーンのエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：バックトラックになります。Ｅロイスは、ドクターが持っていた《堕落の誘い》と《妄念の姿》で、侵蝕率を３Ｄ減らしてください。

神月：（ダイスを振る）おお、23も下がった。現在[image: 103]％だ。

コウ：こっちは16下がった。[image: 124]％で４Ｄは、倍振りしかない（笑）。

あやめ：あたしは22下がって[image: 128]％。６Ｄで振れるから、勝負だよね。

瞳：下がったのは12……よし、行こう。

ＧＭ：そのあと、ロイスの数だけ減らしてください。

コウ：よし、侵蝕率89％で帰き還かん。

あやめ：よし、39下がったから、85％で無事帰還。

神月：６Ｄ振った結果……64％に下がってしまった（笑）。

瞳：ダイスは増やさずに勝負！　……うわ、だめ!?　追加振り追加振り……よし、これなら平気、84％！

ＧＭ：おお、みなさん帰還できましたね。おめでとうございます。というわけで、エンディングフェイズに入ります。








◆Ending01◆悪あく夢むの終わるとき




Scene Player ─── 陸原コウ






〝ドクター〟は敗れた───。

　コウの運命を変え、あやめの両親を死に追いやった元げん凶きよう。

　それが、今手の届とどくところにあった。




ＧＭ：では、エンディングです。クライマックスの直後。あやめの放った弾だん丸がんによって、〝ドクター〟が地に倒たおれたところから始まります。〝ドクター〟は怪け我がで動くこともできず、ぶるぶると身体を震ふるわせています。

コウ：俺おれは〝ドクター〟の前で、まだ拳こぶしを構かまえたままでいる。

ＧＭ：「くっ……かはっ……！　この私が負けるなど……ありえん……っ！」息も絶たえ絶だえに、そんなコウを彼が睨みます。

コウ：無言で〝ドクター〟に向けて拳を振り上げる！

あやめ：だ、ダメ！　コウ君、それ以上はダメだよ！

コウ：……っ！




「や、やめろぉおおおおっ！」

〝ドクター〟が叫さけんだ直後、コウは勢いきおいよく拳を打ち下ろした。

　直後に鳴なり響ひびく破は砕さい音。

　その場にいた誰だれもが、息を吞のむ。




　コウの放った一いち撃げきは……。

〝ドクター〟の頭部スレスレを通とおり過すぎ、アスファルトの地面を打ち砕くだいていた。




ＧＭ：……恐きよう怖ふと緊きん張ちようが限げん界かいに達していたのか、〝ドクター〟はがくりと気を失います。

あやめ：コウ君……。

コウ：……分かっている。こいつを殺しても、何ひとつ前に進めないってことくらい。

あやめ：……。

コウ：───異い形ぎよう化した腕うでを元に戻もどす。そして、〝ドクター〟を見下ろして呟く。……そうさ。こいつに復ふく讐しゆうしたって、なんにも終わらないんだ……。

ＧＭ：もやもやとした気持ちを抱かかえたまま、呟くコウ。というところで、一度シーンを切りまして、マスターシーンを演えん出しゆつさせていただきます。








◆Ending02◆冷れい酷こくな宣せん言げん




Master Scene






　六人の子こ供どもたちは、その一室で〝ドクター〟の帰りを待っていた。

　だが、そこに現あらわれたのは、彼らが予想もしなかった人物───カインであった。




ＧＭ：みなさんがドクターと戦っているその頃ころ。舞ぶ台たいは、廃ビル内部にある一室になります。研究機材が所狭せましと置かれた室内で、六人の子供たちが〝ドクター〟の帰りを待っています。

神月：子供たちか……。

ＧＭ：ちなみに室内には研究機材の他に、ひときわ目を引くものがあります。

瞳：なに？

ＧＭ：培ばい養よう槽そうを中心にした巨きよ大だいな装そう置ちですね。内部には金きん属ぞく製せいの骨こつ格かく標本のようなものが収おさめられており、さらに培養層は、七つの医い療りようポッドのようなものとチューブによって繫つながっています。

あやめ：何の装置だろ？

ＧＭ：〝ドクター〟が作り出した、アダムを生み出すための装置です。

神月：ほう、これが……。

ＧＭ：医療ポッドもどきの中に七人の子供が入ることで、肉体が分ぶん解かいされて、中央の培養槽内で金属骨格をベースに融ゆう合ごう、再さい構こう築ちくされ、レネゲイドビーイング───アダムが誕たん生じようする仕組みになっています。

あやめ：分解、融合って！

ＧＭ：子供たちは〝ドクター〟が戻もどり、自分たちがアダムになる時を静かに待っています。そんな、静せい寂じやくに満ちたビル内にふと足音が鳴なり響ひびきます。




　その足音に子供たちが、一いつ斉せいに部屋の扉とびらへと視し線せんを向ける。

　───〝ドクター〟が帰ってきた。

　彼らはそう思った。




ＧＭ：開かれる扉。その直後、肌はだを刺さすような冷気が吹ふき抜ぬけたかと思うと、子供たちのひとり───ひときわ巨大な〝剛毅フオテイチユード〟の首が、いきなり空中に飛びます。

あやめ：えっ？　え、ええ───っ!?　いきなり、なにっ!?

ＧＭ：〝剛毅〟の首が地面に落ちたところで、ようやく彼の身体からだから鮮せん血けつが噴ふき出します。




　驚おどろく子供たちの前に、鮮血を浴びて赤く染まった少年が現われる。

　酷こく薄はくな笑えみを浮うかべるその少年は───。

　カイン・Ａ・コードウェル。

　かつて失敗作と〝ドクター〟に捨すてられた、〝マスターレイス〟のひとり。




あやめ：カ、カイン君っ！

ＧＭ：六人……今は五人の子供たちが驚おどろき、口々に叫さけびます。「お前は……」「失敗作がなぜここにっ!?」「くそっ！　〝剛毅フオテイチユード〟……〝剛毅フオテイチユード〟───っ！」

神月：これは……。

ＧＭ：慌あわてふためく子供たちをカインは嘲ちよう笑しようしつつ言います。「もう君たちが生きている必要はない。その力、最後の仕上げのために貰もらい受けるよ」




　冷れい徹てつな死の宣せん告こく。

　カインが腕を振るたびに、ひとりまたひとりと子供たちが絶ぜつ命めいしていく。




ＧＭ：戦いはほんの数分で終わります。そして、あとには血だらけのカインと六人の子供たちの首だけが残されます。

一同：なにーっ!?

あやめ：あっ、あっ……！

コウ：カインめ、何をするつもりだ!?

ＧＭ：ひとりになったカインは子供たちの首を回かい収しゆうすると、アダム創そう造ぞうのための巨大装置へと近づいていく。




　ポッドに六人の子供たちの首を放ほうり込こむと、カインは装置を操そう作さし始めた。

　ポッドの中で形を失う子供たち。

　分解された肉体がチューブを通り、培養槽へと流ながれ込こんでいく。

　六人の子供たちの分解された肉体が、金属骨格へとまとわりつき、あたかも人間のような姿すがたを形作っていく。

　それは、おぞましい新生命誕生の儀ぎ式しき。




　その様子を、カインがただひとり、満足そうに見つめていた。








◆Ending03◆創そう世せいの始まり





Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ








〝ドクター〟の野望は潰ついえ、ひとつの事じ件けんが終息するはずだった。

　あやめたちの前に現あらわれたカインは、死の冷気を漂ただよわせ、笑みを浮うかべていた。




ＧＭ：舞台は廃ビル前へと戻ります。コウが拳を収おさめた直後、ビルの中から声が聞こえてきます。「なんだ、彼を殺さないのかい？」

コウ：……カインッ！

ＧＭ：その通り。コウが振ふり向くと、ビルの中から血だらけのカインが姿を現わします。

あやめ：あうあうっ！

ＧＭ：カインがコウに嘲笑を向けつつ、パチリッと指を鳴らします。すると冷気が〝ドクター〟を包つつみ込こみ、肉体が一いつ瞬しゆんで凍とう結けつして粉ふん砕さいしてしまいます。「もう彼に用はない。あとあと邪じや魔まになっても困こまるし、始末させてもらうよ」

神月：むうっ！　……なんともあっけない最後だな。哀あわれといえば哀れだ。

コウ：カインを睨にらみつけて訊きくぞ。……何故なぜ、お前が〝ドクター〟のアジトにいる？　お前の服を汚よごしてる血はなんだ？

ＧＭ：「せわしないね、君は。まあいい。質しつ問もんに答えてあげるよ。どうして〝ドクター〟のアジトにいるかって？　僕ぼくの願いをかなえるための、最後の準じゆん備びをしていたんだ」

コウ：最後の準備だと？

ＧＭ：「ああ、そうだ。〝ドクター〟自じ慢まんの子供たちを生いけ贄にえにね」

神月：まさか、あいつらを殺したのか……！

ＧＭ：「殺したさ。もう彼らには生きている価か値ちはない」

コウ：お前は、あいつらがどういう存そん在ざいなのか、理り解かいしてるのか……!?

ＧＭ：「理解しているとも。僕の願いをかなえるための道具だよ」

あやめ：……っ！

ＧＭ：「君とは因いん縁ねんもあるし、いろいろ話したい気持ちもないわけではないけど……。今はやることがあるから、これぐらいにしておこうか」

コウ：やることだと？

ＧＭ：コウの疑ぎ問もんに、カインは笑みを深め───。




「そう、今から始まるのさ。

　新たな世界の創造がね！」




　カインの指が天を指し、その口が始まりの言葉を紡つむぐ。

「光、あれ───！」




ＧＭ：───その直後、背はい後ごの廃ビルから爆ばく発はつ的てきな光が膨ふくれ上あがり、建物を吞のみ込こみ消しよう滅めつさせていく！

瞳：な、なんだーっ!?

ＧＭ：膨れ上がる光の中、みなさんは目もく撃げきします。光の中に浮うかぶ影かげを。

神月：影？

ＧＭ：それは人のシルエットをしています。中ちゆう性せい的てきで性せい別べつは判はん然ぜんとせず、顔に当たる部分はありません。ただ、それを見たみなさんは一様にこんな印象を受ける。まるで宗しゆう教きよう画がに描えがかれる天使のようだ……と。




　廃ビルを消滅させた光。

　それは、まるで天に向かって突つき立つ柱のようにも見えた。




ＧＭ：光は留とどまることなく膨れ上がり続けます。このままいけば、みなさんも吞み込まれてしまうでしょう。

瞳：おおっ、それやばくない!?

神月：先ほど廃ビルを消滅させていたな、そういえば。

瞳：撤てつ退たい！　一時撤退ーっ！

コウ：分かった。あやめの手を引いて、後ろに下がる。行くぞ！

あやめ：う、うんっ！




　膨れ上がる光を前に、コウたちは撤退する。

　これから何が起ころうというのか？




　新世界の創造とは一体……。




　長い戦いの終わりは、もうすぐそこまで迫せまっていた。





To be continued


















　　　　PREPLAY




　光あれ───。

　カインのそんな言葉とともに光が溢あふれ、綾あや間ま市の一角は壊かい滅めつしました。

『創そう世せい記き』では、神は世界創そう造ぞうの一日目にそう言ったと伝えています。




　六人の子こ供どもたちを殺し、究極のレネゲイドビーイングであるアダムの力を得て、カインは何をしようとしているのか？　その力は、いかほどのものなのか？

　新たな世界の創造───前回のエンディングでは、そう口にしたのみです。




　さて、この第八話で『ジェネシス』シリーズも最終回となります。

　その幕まく引ひきにふさわしいお話となるよう、頑がん張ばっていきたいと思います。

　それでは、第八話本ほん編ぺんにお進みください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございます。これより『ジェネシス』第八話の収しゆう録ろくを開始します。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：『ジェネシス』シリーズもついに第八話。最終話でございます。

コウ：これから、いろいろなものを解かい決けつしていかないといけない気がする。

神月：それはコウがなんとかしてくれるだろう。主人公だし（笑）。

コウ：そんなプレッシャーをかけなくても（笑）。

ＧＭ：では、八話を始める前にちょっとおさらいしましょうか。

コウ：〝ドクター〟を倒たおした。

神月：カインがいい気になった。

あやめ：光あれーってぴかっと光って終わりました。

ＧＭ：……おおむね間ま違ちがっていません（笑）。

あやめ：あたしたち、大だい丈じよう夫ぶなの？

瞳：光に吞み込まれちゃった気がするけど。

ＧＭ：結けつ論ろんから言うと、みんな無事です。

あやめ：ほっ、よかった。

瞳：でも、綾間市は無事じゃないっぽいよね？

ＧＭ：そこも含ふくめて、シナリオが始まると分かります。まずはトレーラーから。




●トレーラー

　光あれ───。

　世界は、その言葉とともに創つくられたという。

　カインは、アダムの力を手に入れて新たな世界を創り出そうとしている。

　創そう世せいの七日間をなぞるように行なわれる、創造のための破は壊かい。

　望むのは、裏うら切ぎりのない世界。

　それは『創世記ジエネシス』として刻きざまれるのか、それとも……。




　ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス最終話

「始まりの日～The Beginning day～」

　ダブルクロス───それは裏切りを意味する言葉。




コウ：創世の七日間か。まさしく『創世記』だな。

瞳：やっぱり、カインは七日目に休むの？

神月：うーん、疲つかれた～と言って（笑）

ＧＭ：ジャームだと、きっと休まないんですよ。

コウ：『創世記』じゃなくなってきたな。

瞳：それでいいんだよ。カインのやろうとしていたことはジェネシスじゃなかったのだ。我われ々われがやることこそ、ジェネシスなのだーってなればいいんだし。

コウ：なるほど。

神月：ジェネシスは終わりジャスティスが始まる！　字面もあっているし（一同笑）。

あやめ：始まらないと思うな（笑）。

ＧＭ：字面があっていても、始まる理由にはならないですねぇ（笑）。

コウ：今回は、カインを倒たおす話になるのか。

あやめ：でも、コウってまだカインと戦えるまでに立ち直ってないんだよね？

コウ：そう。〝ドクター〟は倒したが、実は自分に対する迷まよいが消えたわけではないし。

瞳：まあ、クライマックスまでに立ち直ればいいんじゃない？

神月：落ち込むコウをいじったりするのは、結構楽しかった（笑）。

コウ：そう言ってもらえると、落ち込んだ甲斐があります（笑）。

あやめ：みんなで優しく見守っていくという（笑）。

神月：きっと、カインと話す機会はたくさんあるだろう。その時にぶつければいいのだ。

ＧＭ：では、この辺でハンドアウトを配ります。





陸りく原はらコウ用ハンドアウト




ロイス：カイン　　　推奨感情　ポジティブ：任にん意い／ネガティブ：任意



　カイン───。記き憶おくを辿たどれば、彼かれとは同じ境きよう遇ぐうを歩んでいた。彼とともに幼おさない頃ころを過すごし、そして同じく〝ドクター〟に捨すてられた。

　しかし今、カインはアダムと融ゆう合ごうした究極の存そん在ざいとなった。新しい世界、裏切りのない世界を創り出だすという。自分は、どうするべきなのだろうか。




ＧＭ：実は、ハンドアウトで指定しているロイスは、みんなカインとなっております。

コウ：俺おれだけではないのか。

ＧＭ：そこで、カインのロイスの推奨感情なんですが……これはライバルでもあるコウ自身に決めてもらおうと思って、任意にしてあります。

コウ：とはいえ、実はカインに対して自分でもまだ気持ちを決めかねている……。

瞳：コウの気持ちも、まだ決まってないしねー。

コウ：なので、クライマックスまでには決めることにしたいが……構かまわないか？

ＧＭ：分かりました、その方向で行きましょう。

コウ：セッションを進めるうちに、カインと自分に対する想いが決まると思うんだ。それまでは、感情は〝任意〟のままのロイスを持っていることになる。





敷しき島しまあやめ用ハンドアウト




ロイス：カイン　　　推奨感情　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：隔かく意い



　カインは、アダムの力を得てしまった。

　大きな力を得たカインが始めたのは、破壊───。

　それは、新たなる世界を創るためだという。今の世界を壊こわし、裏切りのない世界を創る……。そのために、カインはあやめを求めているのだった。




ＧＭ：そして、あやめのハンドアウトです。感情の指定はありますが、コウと同じように途と中ちゆうで変えても構いませんよ。

あやめ：なるほど。

神月：しかし、今度はカインがあやめを求めてくるのか。

あやめ：〝ドクター〟より全然いいかなぁ。

瞳：でもさ、今のカインはこれまでと違ちがう感じじゃない？　破壊を始めちゃったり、新たなる世界を創るなんて言ってるみたいだし。

あやめ：うーん。きっと、話はまだ聞いてくれると思う。

コウ：それなら、まだいいんだが。

ＧＭ：実じつ際さいのところは、始まってみてからということで。





陸原瞳りくはら・ひとみ用ハンドアウト




ロイス：カイン　　　推奨感情　ポジティブ：感服／ネガティブ：脅きよう威い



　アダムの力を得たカインは、まばゆい光ともに破壊を始める。

　オーヴァードの能のう力りよくをも超こえるその力は、まさに神の力なのかもしれない。

　この世界を、新しい世界に創り替かえる。それが、現げん実じつとなろうとしていた。




瞳：わたしって、カインとそんなに会話してないんだよね。コウのライバルで敵てきだって思ってたから、ほとんど相手を任せてたし。

コウ：俺となんか言いあっているのを、見ていたことがあるくらいか。

瞳：そのくらいだよね。きっと、何やってるか理り解かいできないくらい。

ＧＭ：そうですね。このシナリオ中で、カインをどう思うかってことになりますかね。

瞳：まあ、とりあえず今はネガティブを〝脅威〟じゃなくて〝侮ぶ蔑べつ〟にしておこうかな。印象が変わったら変えていくということで。

ＧＭ：分かりました。じゃあ、ネガティブの感情は〝侮蔑〟に書き換えたということで、神月先生のハンドアウトに移ります。





神月正義かんづき・せいぎ用ハンドアウト




ロイス：カイン　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：憤ふん懣まん



　カインは、目の前でアダムの力を得て光に包まれた。

　この世界を破壊し、新たなる世界を創ろうとしている。

　綾間市はカインによって外界から遮しや断だんされ、ＵＧＮの力は及ばない。

　その災さい厄やくの中で活動できるのは、綾間市支し部ぶのオーヴァードのみ。

　正義のための戦いが、今始まる。




神月：おお、正義のための戦い！

ＧＭ：ええ、神月先生のために書きました（笑）。

神月：そこで私は思うのだった。あれ？　この状じよう況きようをうまく利用したら、私の理想の世界が創れるんじゃないか、と（一同笑）。

あやめ：神月さん、悪役になっちゃ駄だ目めですよ！

神月：むう（笑）。そういえば、アダムには〝正義ジヤステイス〟が融合しているんだったな。救出すればジャスティスロイヤーズに加えられるかもしれん。

ＧＭ：まだ諦あきらめてなかったんですか（笑）。さて、それでは、成長報ほう告こくに移うつりましょう。


























●陸原コウ　～矢野俊策やの・しゆんさくの場合



ＧＭ：それでは、まずコウから成長報告をお願いします。

コウ：俺は、《フルパワーアタック》を２レベル取った。

ＧＭ：ますます威い力りよくに磨みがきがかかりましたね。

コウ：さらに〈回かい避ひ〉を１レベルから８レベル、〈意い志し〉を１レベルで取った。

瞳：本ほん格かく的てきに避よけるキャラになったよね。

コウ：《妖よう精せいの手て》のサポートがあると、かなり回避できるはず。

あやめ：《陽炎かげろう》と《リフレックス：サラマンダー》があるからね。

コウ：固定ロイスは、あやめと両親。両親は前回タイタスにしたまま固定した。

ＧＭ：ふむ。前回つけられなかった過去に、今回で決着をつけると。

コウ：これを昇しよう華かできるかできないかによって、俺の人生変わってきそうな気がする。

神月：コウは、結構気にしていたからな。今回過去を一生引きずるかどうかの分岐点になりそうだ。

コウ：ハンドアウトでもらったカインのロイスについては結けつ構こう迷まよっている。いろいろ考えつつやって行こうと思う。報告は以上だ。

ＧＭ：分かりました。





●敷島あやめ　～藤井忍ふじい・しのぶの場合



ＧＭ：それでは、あやめの報告です。

あやめ：はーい。最終回なんでやりたいことをやりました。

ＧＭ：やりたいことですか？

あやめ：まずエフェクトですけど、《コンバットシステム》と《ハンドレッドガンズ》のレベルを１レベルずつ上げました。そして《レインフォース》を取って、いざというときの攻こう撃げき力りよくを上げられるようにしました。

ＧＭ：弾だん丸がんの威力が上がるわけですね。

あやめ：そして経けい験けん点が余あまってるから《サイコメトリー》を取りました。実は、これがやりたかったこと。取ろうかどうか迷っていたので。

瞳：情じよう報ほう収しゆう集しゆうのエフェクト取ったんだ。

あやめ：はい。ロイスは前回から変わっておりません。以上です。





●陸原瞳　～鈴吹太郎すずふき・たろうの場合。



ＧＭ：では次、瞳の成長報告をお願いします。

瞳：まず《力ちからの法ほう則そく》を取って、これを２レベルにしたよ。

ＧＭ：ますますみんなの攻撃力が増ふえるのか……。勘弁してくださいよー（笑）。

あやめ：ＧＭが嘆いている（笑）。

ＧＭ：だって、毎回すごい勢いで威力が上がっていくんですもん（笑）。

コウ：支援に特化しているからな、瞳は。

瞳：あと経験点が余っているので、〈芸げい術じゆつ：音楽〉を１レベル取ってイージーエフェクトの《空の楽器》を取ったよ。ほら、最近女の子が楽器演奏するのって流行ってるっぽいし（笑）。

神月：ああ、なるほど。四コママンガのあれか。

あやめ：アニメにもなってるね（笑）。流行に敏びん感かんだなぁ。

コウ：流行はとりあえず押さえる。さすが（笑）。

瞳：まあね。いつまでも若い気持ちでいないと（笑）。

ＧＭ：成長はそんなところですか。一いち応おう固定ロイスを報告してください。

瞳：固定ロイスは、コウとあやめ。ここは変わらず。

ＧＭ：分かりました。





●神月正義　～師走しわすトオルの場合



ＧＭ：えー、では神月先生の成長の報告を。

神月：ＧＭ、イージーエフェクトの《隠かくし味あじ》なんだが……レベル上げられないかね？

ＧＭ：神月先生はピュアブリードなので、一応上げられますけど……意味はないですよ？

神月：そうなのか。なんかこう、私の《隠し味》はひと味違うようにしたかったんだが。

コウ：オーヴァードの力なので、もうすでに十分ひと味違うはず（笑）。

神月：そうか。なら、以上だ！

ＧＭ：ええと、神月先生。成長の報告のほどを。

神月：いや、それ以外にここで成長する予定はないよ？

あやめ：またセッション中の成長を企たくらんでいるんですね（笑）。

コウ：国際司法裁判所コンボを上回るコンボのために？

神月：はっはっはっ、秘密だ（笑）。

ＧＭ：覚悟しておきます（笑）。

神月：ちなみに固定ロイスだが、瞳の父親と瞳で変わらずだ。




●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：ではＰＣ間ロイスを結んでいきましょう。今回はハンドアウトを読み上げた順です。コウ[image: ]あやめ[image: ]瞳[image: ]神月[image: ]コウ。

コウ：俺はあやめに対して固定ロイスを取っている。そちらを選せん択たくしておこう。

あやめ：次は、あたしから瞳ちゃんへのロイス。前回は友ゆう情じようだったから、ちょっと変わって〝誠せい意い〟にしよう。ネガティブだけど、どうしよう？

瞳：ダイス振ふってみる？

あやめ：そうしよう。（ダイスを振る）あっ、〝憎ぞう悪お〟だって。

瞳：その若わかさが憎にくいのよーって？（一同笑）

コウ：それは、ないな（笑）。

あやめ：ないない、振り直します。振り直したら〝疎そ外がい感かん〟が出ました。これにします。ちょっと壁かべを感じるっていうか。

瞳：世代の壁はあるよねー。

ＧＭ：次は、瞳から神月先生へのロイスです。

瞳：神月先生には、毎回新しい気持ちでロイスを取るんだよねー。

神月：それは、瞳くんが固定化してくれないからじゃないか。お父さんは哀かなしいぞ。

あやめ：いつの間にかお父さんに（笑）。

コウ：しかも、娘むすめに嫌きらわれているっぽいお父さんだ。

瞳：じゃあ、ポジティブの感情から振っていきまーす。……〝純じゆん愛あい〟（一同笑）。

神月：おお、とうとう瞳くんに気持ちが通じたぞ！

瞳：いや、ないっしょ（笑）。

神月：ないのか！　いいじゃないか、〝純愛〟で。私が瞳くんに〝偏へん愛あい〟でロイスを取っているから、お似に合あいだぞ？

ＧＭ：なにがお似合いなのか、俺にはよく分かりません（一同笑）。

コウ：師走先生は本当に面白い（笑）。

瞳：じゃあ、こうしよう。神月先生の作ってくれるご飯がおいしいから〝幸福感〟にしようっと。ご飯おいしくて幸せー。

ＧＭ：ネガティブはどうしますかね？

瞳：〝敵てき愾がい心しん〟にしよう。先生には負けないわー。わたしも料理うまくなってみせる。

コウ：ソラリス相手に料理で勝つのは難むずかしい。

瞳：大丈夫、その時はリビルドするから。

ＧＭ：わざわざ、そのためだけに（笑）。では、神月からコウへのロイスです。

神月：ダイスを振ったら〝庇ひ護ご〟と出た。普ふ通つうすぎる気がする。

コウ：もう一回くらい振ってみては？

神月：〝憧どう憬けい〟……憧あこがれを感じる。瞳くんを妹にできていいなーと。

コウ：そこに憧れられているのか（笑）。

神月：じゃあ次、ネガティブは……〝憐れん憫びん〟かー。まあ、コウはかわいそうだからな。

ＧＭ：全員分決まりましたね？　では、そろそろオープニングに行こうと思いますが。

コウ：そうだ、ＧＭ。その前にちょっと相談が。

ＧＭ：ほう、なんでしょう？

コウ：前回〝ドクター〟を倒したが……まだ立ち直れていなくても大丈夫か？

ＧＭ：心の傷きずは癒いえていないと？

コウ：同じ境遇だったカインに対して、どう思うべきかまだ迷っているんだ。なので、自分なりの答えが見つかるまでは、立ち直らない方がいいのかと思って。

ＧＭ：そうですね、このシナリオでもカインはいろいろコウにぶつけてくる予定です。その課か程ていでコウが返すべき答えを探さがす葛かつ藤とうをするっていうのは、面白い展てん開かいになるかと。

コウ：ありがとう。では、しばらくヘコむのが続くかも（笑）。

瞳：あやめが立ち直るきっかけを与あたえるんだよね、きっと。

あやめ：で、できるかな～。

ＧＭ：では、方ほう針しんが決まったところで、オープニングに移りましょう。




















《フルパワーアタック》　全身の力を集めて大ダメージを与えるキュマイラのエフェクト。

《レインフォース》　物質の高度を上げ、威力を増すモルフェウスのエフェクト。

《サイコメトリー》　物質から情報を引き出すモルフェウスのエフェクト。

《力の法則》　領域内にいる存在の力を増幅させるオルクスのエフェクト。

《隠し味》　料理の味を向上させるソラリスのイージーエフェクト。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening01◆光とともに


Master Scene






　六人の子こ供どもたちを殺し、その首を培ばい養よう槽そうに放ほうり込こんだ、カイン。

　彼は冷たい微笑ほほえみを浮うかべ、そしてその言葉を呟つぶやいた。

　光あれ───と。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょうか。前回のエンディングは、カインの「光、あれ」のひと言ですべてが光に包まれて、そのまま終しゆう了りようしました。

コウ：前回のエンディングの直後？

ＧＭ：その前に、ちょっと演えん出しゆつしておくマスターシーンがあります。

神月：ほう。

ＧＭ：カインの言葉とともに、周囲はまばゆい光で満たされ、綾あや間ま市郊こう外がいにあった廃ビルは、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされました。

コウ：光あれ、か。まさに神気取りだな。

ＧＭ：すさまじい光の柱が天に向かって伸のびていき、そんな光の柱の中で、ふわりとカインが浮うかび上あがっていきます。

瞳：やっぱ、浮うき上あがるんだ。神気取りの基き本ほんだよね（笑）。

ＧＭ：そして、カインは光の中で呟く。「さあ、これから始まるんだ。楽園の創そう世せいが……」と。そして、場面はどことも知れぬ薄うす暗ぐらい部屋に移うつります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　薄らいだ闇やみの中───。

　骨こつ董とう価か値ちのありそうな安楽椅い子すに座すわり、モニターを眺ながめる者がいる。

　アルフレッド・Ｊ・コードウェル博士。

　ＵＧＮの創そう設せつ者しやでありながら、ＦＨ幹かん部ぶとして姿すがたを現あらわした反逆の十字架イスカリオテ。

　そんな彼の目に映うつるのは、綾間市郊外で天に向かって伸びる、光の柱だった。

「始まったか───」

　何かを見守るような視し線せんを向けて呟つぶやく。

　その呟きに合わせ、光は広がっていった。








◆Opening02◆裏うら切ぎりのない世界





Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ








　光あれ───。

　その言葉とともに、光の奔ほん流りゆうが溢あふれて崩ほう壊かいが始まった。

　あやめたちは、その場からなんとか逃のがれることに成功していた。




ＧＭ：というわけで次のシーン。シーンプレイヤーはあやめ。全員登場です。

コウ：このシーン、前回の直後なのか。

ＧＭ：ええ、そうなります。というわけでみなさん、まずは侵しん蝕しよく率りつをどうぞ。

コウ：７点上じよう昇しよう。

神月：５点。

瞳：２点。

あやめ：こっちは合計38％になりました。

ＧＭ：さて、カインが「光あれ」の言葉とともに発した光ですが、これは《スターダストレイン》で周囲の建物ごと全部薙なぎ払はらったという演出です。

瞳：そのために、ちゃんとエフェクト使ってるんだ。

コウ：《スターダストレイン》……ということは、シーン全体攻こう撃げきか。

ＧＭ：ええ、前回のエンディングで光とともに映うつされたシーンは、〝ドクター〟のアジトである廃ビルを中心とした、綾間市郊外です。

瞳：つまり、綾間市郊外一帯が吹ふっ飛んだってこと？

ＧＭ：はい、そうです。

あやめ：きゃー！　あたしたちはどうなっちゃったの？

ＧＭ：みなさんは、崩壊するビルから間かん一いつ髪ぱつ逃のがれました。

瞳：ふー、よかった。

ＧＭ：脱だつ出しゆつして、少し離はなれたビルの屋上に避ひ難なんしてきたところです。

神月：常じよう人じん離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくで跳とび回ったというところだな。

あやめ：まず、みんなの無事を確かく認にんするよ。みんな、大だい丈じよう夫ぶだった？

コウ：ああ、なんとかな……。

神月：こっちも無事だ。しかし、カインめ。私の管かん轄かつする支し部ぶで派は手でなことをやってくれたものだな。

瞳：隠いん蔽ぺいするにしても大変だよね。街の一角が光とともに吹っ飛んだんでしょ？

ＧＭ：ええ、かなりの規き模ぼです。郊外から離れた一角からでも、天を突つくように昇のぼる光の柱を見ることはできます。

コウ：カインにこんな力が……。

あやめ：《スターダストレイン》って、エンジェルハイロゥのエフェクトだよね。カイン君がエンジェルハイロゥのシンドロームを持ってたってこと？

コウ：あるいは、アダムの力なのかもしれない。

ＧＭ：光の柱は、徐じよ々じよに収おさまっていきます。そこは、もう破は壊かいされて更さら地ちになっています。すると、みなさんの目の前に天からカインがふわりと登場します。

神月：カインは浮ういているのか？

ＧＭ：そうです。そして、その背はい後ごにはもうひとつの影かげが浮かんでいます。

瞳：もうひとつの影？

神月：アダムかっ！

ＧＭ：はい、アダムです。まるで幽ゆう霊れいのような存そん在ざいで輪りん郭かくがはっきりせず、光のオーラに包まれています。それが、カインの背後に浮かび上がっています。

コウ：アダムは、実体を持たないタイプのレネゲイドビーイングなのか。

ＧＭ：はい。精神生命体ってヤツです。

神月：それで、アダムは人の形はしているのか？

ＧＭ：一いち応おう人型ではあります。しかし、光の羽根を持っていて顔がないなど、人とは異ことなる姿をしており、一見して人間とは違ちがう存在であることが分かります。……言うなれば、異い形ぎようの天使！

瞳：天使！




　異形の天使を背せ負おい、上空からあやめたちを見下ろすカイン。

　印象的な冷たい笑みには、どこか哀あわれみが込こめられているようにも思えた。




ＧＭ：「見てくれたいかい？　これが僕ぼくの新しい力さ──」カインは、みなさんを見下ろしながら言います。

神月：上から物を言うとは、なんて不ふ遜そんな奴やつだ！

コウ：……カイン、そいつはなんだ？

ＧＭ：「これこそが、アダムだよ。すべての起き源げん種の特とく徴ちようを備そなえた、神のごとき力を持つレネゲイドビーイングさ。そして、今は僕でもある───」

コウ：お前と、繫つながっているということか。

あやめ：それで、エンジェルハイロゥのエフェクトが使えるのかな？　他にもエグザイルの《融ゆう合ごう》で繫がっているとか。

瞳：そっか、分かった！

神月：なにがかね？

瞳：アダムって、〝ドクター〟がすべてのシンドロームの起源種を集めて造つくられる予定だったんだよね。だから、十二系けい統とう全部のシンドロームの特徴を持ってるんだよ、きっと。

あやめ：それでカイン君が《スターダストレイン》を使えるんだ！

ＧＭ：「そのとおり。アダムは、すべてのレネゲイドの起源なのさ」

瞳：当たってた!?

神月：フン、神気取りか！

ＧＭ：「神気取り？　違うな。今は、僕こそが神だ！」

瞳：真っ正面から受けて立った!?

ＧＭ：「さっきの光を見ただろう？　かつて神は、原始の海の表面に混こん沌とんとした暗くら闇やみがある中、光を創り、昼と夜ができた……。あれこそが創世を告げる光だ」

神月：この程てい度どで、神を気取るとは片かた腹はら痛いたい！

コウ：おおっ!?　神月先生が自信に溢あふれている（笑）。

神月：私なら、この場を裁さい判ばん所しよにしてみせるっ！

あやめ：せ、先生ー！　帰ってきてー！（一同爆笑）

ＧＭ：ちょっと！　面白くなったじゃないですか、神月先生！（一同笑）

神月：……と言いたいところだが、実は侵蝕率が足りなくて裁判所が出せない（笑）。

一同：せんせ──────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：えー、そんなわけで裁判所は登場しませんでした（笑）。




　ＧＭとしては、ほっと安心というところです。




瞳：ともかく、カインはアダムの力を手に入れたってことだよね。〝ドクター〟の六人の子供たちを殺して。

あやめ：そうだよ！　〝希望ホープ〟や〝節制テンパランス〟を、そのために殺しちゃったの!?

ＧＭ：「心配ないよ、敷島さん。彼らなら、ここにいる」カインはそう言って背後のアダムに視線を向けます。すると、人じん造ぞう天使のようなアダムがそれに応こたえ、翼つばさを広げます。

あやめ：なんてことを！　〝ドクター〟を倒たおして、みんなを解かい放ほうできると思ったのに。

ＧＭ：「なにを怒おこっているんだい？　君は、彼らに命を狙ねらわれたのに。───でも、僕は違う。君を本当の意味で求めている」

あやめ：えっ？　えっ!?

瞳：ここに来てカインが告白!?

神月：「僕の〝愛ラブ〟」とか言うつもりか？

あやめ：えええええっ!?

ＧＭ：いや、そんなことはなく（一同笑）。

あやめ：ほっ……。

ＧＭ：「敷島さん。君は、新しい世界のイブになるんだ」

あやめ：イブに!?

神月：〝愛ラブ〟って言うのと大して変わらないじゃないか！

コウ：イブってことは、まあそうだよな。

瞳：やっぱり、アダムだからイブなんだよね。

コウ：カイン！　お前は何をするつもりだ！

ＧＭ：「新しい世界を創つくるのさ。そう、裏うら切ぎりのない世界を───」
















コウ：裏切りのない世界？

ＧＭ：「この世界は、裏切りで満ちている。僕もかつて裏切られた者のひとりだ。大人たちに裏切られ、世界から見放され、すべてに捨すてられた。そんな世界を、創り直すのさ」

コウ：〝ドクター〟に捨てられたことが元凶か。

あやめ：そっか。カイン君もコウ君と同じ境遇だったから……。

ＧＭ：「だからこの裏切りに満ちた世界を打ち壊こわし、すべてが繫がった新しい世界を創そう造ぞうするんだ！」そう言うと、カインは決意を示すように、ぐわっと拳を握ります。

瞳：でも、カインってＦＨに拾ってもらったんでしょ？　しかも、コードウェル博士の息子になってるじゃない！

ＧＭ：すると、カインは瞳の言葉を鼻で笑います。「ＦＨに拾われた？　違うな。僕は、ただ利用されただけだ。だから、僕もＦＨという組そ織しきを利用する。それだけのことだよ」

あやめ：コードウェル博士も、そうなの？

ＧＭ：「コードウェル博士だけは違ちがったよ。コードウェル博士は───父さんは、僕を認みとめてくれた。そして、僕の力を、僕の理想のために自由に使うべきだと言ってくれた！」

瞳：つまり、唯ゆい一いつの理り解かい者しやにゴーサインを出されちゃったのか。

神月：それだと、もう引き返せそうにないな。

あやめ：……でも、どうしてあたしを必要とするの？

ＧＭ：「君は、僕と約束してくれた。新しい世界を創るって」と、三巻かん第五話であった、幼おさない頃ころのシーンが回想します。




　約束という言葉とともに、あやめの脳のう裏りにカインと過すごしていた頃の記き憶おくが甦よみがえる。

　───もしその時がきたら、一いつ緒しよに世界を変えよう。約束だよ。

　そんな言葉とともに交わした、幼い約束の記憶が。




あやめ：してた……。あたし、約束してた!?

コウ：俺も、その約束の場にいたぞ。

瞳：あやめ、そんな約束しちゃったの？

あやめ：あ、あれは、まだ小さいときだったし……。それに、カイン君から一方的に約束してきたんだよ!?

ＧＭ：「じゃあ、もう約束なんてどうでもいいというのかな？」

あやめ：そ、そうじゃなくて……。

ＧＭ：「それに、アダムが完かん璧ぺきになるには君が必要なんだよ」

コウ：〝ドクター〟はアダムを創るため、モルフェウスの起源種であるあやめを〝愛ラブ〟として必要としていたからな……。

神月：なるほど、この天使モドキは愛が足りないのか（一同笑）。

瞳：愛が足りないって（笑）。その理り屈くつだと、〝正義ジヤステイス〟を取とり込こんでるから正義が足りてるってことになるよ？

神月：しまった、それはいかん！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、アダムに顔がないのは不完全だからと言うことにしてます。

あやめ：あたしがはまったら、アダムに顔が浮かんだりするの？

ＧＭ：きっと、子供たちとあやめを混まぜ合あわせたような顔になるんじゃないですかね。

あやめ：ひぃっ!?

瞳：ちょっとー、あやめが嫌いやがってるじゃない。

ＧＭ：そんな周囲の反はん応のうは無む視しして。「敷島さんは、僕を裏切らないよね？」カインは、あやめを信じ切った顔で言いますよ。まるで拒きよ否ひすると思ってません。

あやめ：うっ、そんな顔されても……。

瞳：じゃ、あやめの代わりにわたしが言いたいことを言っておくよ。

ＧＭ：はっ、どうぞ。

瞳：あんた、この世界を創り直すって言うけど、そんなことしたら今生きている人たちはどうなるの？　みんな死んじゃうの？

ＧＭ：「もちろん、いなくなる。すべてを無に返し、新しい人間を僕の手で創つくり出だす」

コウ：人間を創り出す……そんなことができるのか？

ＧＭ：「ああ、できるさ。レネゲイドの力でね」具体的に言いますと、ブラム＝ストーカーのイージーエフェクト、《裸はだかの王おう様さま》で可か能のうとなります。

神月：本当にできるのか!?

ＧＭ：《裸の王様》は、レベル×10体の忠ちゆう誠せい心しん溢あふれる従じゆう者しやを作成できます。で、その最大レベルは10。戦せん闘とう中はエキストラになりますが、百体以上の新しい人間を造つくれます。

瞳：いやまあ、理り論ろん上は可能だけど……。

神月：本当に神になったつもりだな。───カイン、お前は間ま違ちがっている！

ＧＭ：「なに？」

神月：たしかに、正義によって滅めつせられなければならない人もいるだろう！　しかし、そうではない人も当然いる。すべての人類を粛しゆく清せいするなど、正義に反している！

ＧＭ：「正義や悪の問題じゃない。世界はもう限げん界かいなんだよ。レネゲイドによって侵蝕されて変へん貌ぼうが始まっているのに、相変わらず人間は裏うら切ぎったり裏切られたりを繰くり返かえしている。一度創り直すしか、もう方法はないんだ！」

あやめ：それでも、あたしはお兄ちゃんと千鳥も捨てられないよ！

瞳：そうだよ。そりゃ裏切った人もいるけどさ、それでも大切にしてくれる人だってちゃんといるんだよ！

ＧＭ：「だったら、何故なぜ君たちは自分の力を隠かくすんだい？」

あやめ：……え？

ＧＭ：「君たちは、その大切な人たちに自分の力を見せられるのかい？」

あやめ：そ、それは、お兄ちゃんや千鳥が心配するから……。

ＧＭ：「それは違うよ。心のどこかで、拒きよ絶ぜつされる───裏切られると思っているからじゃないのかい？」勝かち誇ほこったように言うカイン。

あやめ：違う、違うよ……。




　もし、兄や千鳥にオーヴァードであることを知られてしまったら──。

　あやめは、今までなるべくそのことを考えないようにしていた。

　違う、とカインに反はん論ろんはする。

　しかし、ならば何故隠かくしているのだろう？




ＧＭ：「僕たちオーヴァードは、普ふ通つうの人間からすれば、それだけで裏切り者ダブルクロスなのさ」

あやめ：うっ、うう……。

コウ：……く、返す言葉がない。

ＧＭ：「だから、僕は裏切りのない世界を創り出す。オーヴァードであっても、拒絶されない世界を」

あやめ：今は、強くは出られないよ……。

コウ：……裏切りのない世界、か。

ＧＭ：「迷まよっているようだね？　では、時間をあげよう。僕は、綾間市を破壊していく。世界を創り直す手始めとして───」

瞳：なんだってー！

あやめ：い、一番困こまることを（笑）。

瞳：綾間市が完全に更地になっちゃったら、あやめはロイスがなくなって、ジャーム化しちゃうんじゃない？

コウ：それが、カインの目的か！

神月：君が大切にするものすべて消してやる、みたいなあれか。

ＧＭ：そんなとこです。「これから、僕はこの街で世界創世の六日間を再さい現げんしてみせる。それまでに、気持ちを決めるといい」

あやめ：創世の六日間？

瞳：『創そう世せい記き』にある、神が七日間で世界を創つくったってヤツだよ。七日目は休むけど（笑）。

神月：くそ、どこまでも神気取りだな！

ＧＭ：カインは、すっと天を指差して言います。「二日目。神は天を創った───」

コウ：もう二日目か！

ＧＭ：はい、六日間と言ってるけど、実じつ際さいに六日かけるわけではなく、その手順を再現するってことです。

瞳：六段だん階かいってことだよね。

ＧＭ：そして、天がにわかにかき曇くもります。

コウ：俺は危き機きを予感して、危あぶない、伏ふせろ!?　と皆みなに言う。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了し、マスターシーンにします。








《スターダストレイン》　レーザー光線を乱射するエンジェルハイロゥのエフェクト。

《融合》　身体の一部を融合させ、自分の能力を与えるエグザイルのエフェクト。













◆Opening03◆天と地と


Master Scene






　カインが天を創造すると宣せん言げんし、指差した上空はにわかにかき曇り、稲いな妻ずまが轟とどろき始める。

　それは、想そう像ぞうを絶ぜつする嵐あらしへと変わっていった。




ＧＭ：では、マスターシーンを演出しましょう。シーンはカインが天を創ると言って指差した先の上空でのシーンです。

コウ：天を創ると言うが、何をするつもりなんだ？

ＧＭ：まず、《嵐あらしの塔とう》と《雷いかずちの槍やり》のエフェクトが使用されます。すると、それまでの晴天が噓うそのように雲行きがあやしくなり、風が吹ふき荒あれて、嵐になり、空からは稲妻が次々と降ふり注そそぎます。

神月：ぬう、天候までも操るというのか……！

ＧＭ：そして、上空から俯ふ瞰かんした綾間市となります。綾間市を中心に嵐が広がりつつあるわけですが、《天てん候こう操そう作さ》───サラマンダーのエネミーエフェクトで、天候を自じ由ゆう自じ在ざいに操作することが可能です。

瞳：自分の意思で自由自在に操作できる天を創ったってわけね。

ＧＭ：そして、続いて綾間市全ぜん域いきに大きな地じ震しんが発生します。

コウ：地震？　もしかして、三日目の創造、大地の創造もやるつもりか!?

瞳：天が二日目で、地は三日目だからね。

ＧＭ：（こくりと頷き）画面は綾間市に乗り入れる幹かん線せん道路、線路へと移り───。




　綾間市の交通の要所である幹線道路。

　多数の車が行き交うその道路が、大きな地震の発生によって混こん乱らんが生じている。

　大地の揺ゆれとともに、地底から巨きよ大だいな牙きばのような岩がん盤ばんが隆りゆう起きし、幹線道を破壊していく。




　同どう時じ刻こく、同じく綾間市に乗り入れる鉄道路線。

　進行中の電車が、地震によって停止する。

　地面からは、植物の蔦つたが生き物のように生え出し、線路と車両を絡からめ取とっている。

　新しい大地と生おい茂しげる植物の出しゆつ現げん……それは、大地の創造といえた。




ＧＭ：《大地の牙》と《茨いばらの戒いましめ》が使用されます。これによって、綾間市周辺の幹線道と電車の線路が次々と寸すん断だんされ、外界から遮しや断だんされていきます。綾間市は山間の街で、ただでさえ周囲には山が多かったんですが、それに即そく席せきの山が三つぐらい増ふえました。

あやめ：街の地形が変わっちゃう～!?

神月：これが三日目の創造か。私の縄張りで派手にやってくれるではないか！

コウ：エンジェルハイロゥとサラマンダー、それにオルクスとブラックドッグのエフェクトまで使いこなすか。カインは、一体どれほどの力を得たのか？

ＧＭ：実際には、カインと《融合》したアダムのエフェクトも使えますので。

コウ：それでも、限界超こえてる気がするが。

ＧＭ：アダムは、Ｄロイス複製体を六つ取得し、六つのシンドロームのエフェクトを取得しています。その状態で、カインに《融合》している状態です。

コウ：そういう仕組みだったのか！

瞳：六つのＤロイス……それぞれが〝ドクター〟の子供たちに当たるってこと？

ＧＭ：ええ、六つの複製体は、吸収された六人の子供たちを表現しています。

神月：一応、ルールで再現できる範はん囲いなんだな。

ＧＭ：ただ、〝愛ラブ〟───あやめを吸きゆう収しゆうしていないので、モルフェウスのエフェクトは使用できない状じよう態たいです。

コウ：ああ、なるほどな。

瞳：ロイスは、最大七つまで取れるしね。それで七元徳だったんだ。

ＧＭ：はい、そういうことです。そして大地の創造の結果、綾間市は交通機関がすべて寸断され、孤こ立りつしてしまいます。さらに《嵐の塔》によって飛行状態になれないので、上空からも侵しん入にゆうできません。

あやめ：綾間市が、陸の孤島になっちゃった。

ＧＭ：さらに、《天候操作》によって局地的な豪ごう雨うになります。川が氾はん濫らんし橋が落ちます。

あやめ：ひえーっ、市内が大変なことに!?

ＧＭ：以後、外部から綾間市に侵入できなくなります。もちろん、内部から外に脱出することも不ふ可か能のうです。

神月：壊かい滅めつした街に、我われ々われは完全に閉とじこめられたのか？

ＧＭ：はい、そういう状じよう況きようです。というところで、マスターシーンは終了。続いてミドルフェイズに移ります。








《嵐の塔》　強風を吹かせ、飛行をさせないハヌマーンのエネミーエフェクト。

《雷の槍》　増幅した電流で攻撃するブラックドッグのエフェクト

《大地の牙》　大地を槍のように隆起させるオルクスのエフェクト。

《茨の戒め》　領域内の植物で攻撃するオルクスのエフェクト。













　　　　MIDDLE PHASE





◆Middle01◆支し部ぶ長ちようの責せき務む




Scene Player ─── 神月正義






　カインは、嵐あらしを起こすとともに姿すがたを消していた。

　綾あや間ま市一帯は、激はげしい地じ震しんと異い常じよう気象によって壊かい滅めつ状じよう態たいにある。

　神月は、綾間市支部長としてこの混こん沌とんとした状じよう況きように対たい処しよしなくてはならない。




ＧＭ：そして、ミドルフェイズ。カインは嵐と地震を起こし、その場から去っていきました。シーンプレイヤーは神月。全員登場のシーンです。

神月：おお、私のシーンか。よし、それならば（[image: ]ノートパソコンを用意）。

ＧＭ：げーっ、師走しわす先生がノートパソコンを構かまえた!?

コウ：駄だ目めだ、師走先生がノートパソコンを用意しただけで面白い（笑）。

ＧＭ：薩さつ摩ま武士がトンボに構えたら用心せい、みたいな。

瞳：なにそれ（笑）。

ＧＭ：いや、思いついたもので。それでは、侵しん蝕しよく率りつを振ふってください。

コウ：（ダイスを振る）上じよう昇しようは６点だ。今日は、俺おれのダイス目が走っているな。

神月：私も、６点だな。

瞳：わたしは４点上昇。

あやめ：今、44％です。まだまだ普ふ通つうです。

ＧＭ：先ほどの地震によって、すごい勢いきおいでビルが倒とう壊かいしたりして、みなさんは瓦が礫れきの中から出てくるというところだと思ってください。

神月：（間かん髪はつ入いれず）助かったぜ、コウ！　さすがはサラマンダーの能のう力りよく所有者だ。

コウ：いきなり俺が何かしたことに（笑）。では、その辺に崩くずれてきた瓦礫を熱で溶とかして、這はい出してくるってところか。

神月：とっさに地中が安全だと判はん断だんするとは、さすがだな。

コウ：……フッ、まあな（一同笑）。

瞳：じゃあ、地中に逃れた穴からみんなが出てくるのね。ふう、助かったって。

あやめ：カイン君は、もういない？

ＧＭ：ええ、姿は見えません。嵐とともに去っていったようです。

瞳：街の様子は？

ＧＭ：空は、豪ごう雨うと稲いな光びかりが断だん続ぞく的てきに続いています。そこら中で建物が崩れ、地面からは異様な植物が生え出し、街は一変しています。見み渡わたすかぎり、そのような状況です。

瞳：こりゃあ、ひどいね……。

あやめ：神月さん、支部に戻もどって状況を確かく認にんした方がいいんじゃないかな？

神月：そうだな、私のレストランが心配だ。

瞳：あくまでもレストランの心配なんだ（笑）。

あやめ：支部の様子も心配だけど……お兄ちゃんや千鳥も心配だよ。

神月：携けい帯たいで霧きり谷たににかけてみるが……多分、繫つながらないよな？

ＧＭ：そうですね、繫がりません。

神月：ちっ、やはり駄目か。あやめくんの言うように、支部に戻って情じよう報ほう収しゆう集しゆうだ。ＵＧＮの機材なら、こういう非ひ常じよう時の対たい策さくもしてあるだろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　神月の判断で、一いつ旦たん支部へと戻る。

　その間に、街の惨さん状じようがいやでも目に入ってくる。

　さいわいなことに、綾間支部は倒壊をまぬがれていた。被ひ害がいは大きいが、それでも支部として最さい低てい限げんの機き能のうはまだ有していた。




ＧＭ：では、みなさんは綾間支部のレストランまで戻ってきています。神月法ほう律りつ事じ務む所しよとレストランのあるビルは、なんとか倒壊をまぬがれています。

神月：まずは、ほっとひと息だな。

ＧＭ：しかし、食器は割われて飛び散り、内ない装そうもぐちゃぐちゃです。

神月：なにぃっ!?　おのれカインめ、正せい義ぎの名にかけて断だん罪ざいしてやる！

あやめ：神月さん、落ち着いて（笑）。

瞳：そうだよ、情報収集しないと。テレビをつけてニュースでも確認してみようか。ぷち。

ＧＭ：テレビですが、いくつか映うつらないチャンネルがあります。さいわい、綾間市のローカルチャンネルは、映るようですが。

あやめ：よかった。それで、どういう状況か分かるかな？

ＧＭ：ニュースには、被ひ災さいした市民が公園、公民館、体育館といった災害避ひ難なん指定場所に避難している様子が報ほう道どうされています。

瞳：あやめのお兄さん、無事だとしたら今すっごく忙いそがしいんじゃないかな？

あやめ：消しよう防ぼう士しだからね……。

ＧＭ：今、まさに働いている最中でしょうね。

あやめ：災害伝言サービスに、千鳥とお兄ちゃんへのメッセージを送っておこう。

ＧＭ：分かりました。

瞳：そんで、他に情報は？

ＧＭ：先ほどの地震と嵐で、多くの死し傷しよう者しやが出ているようです。正せい確かくな数は把は握あくしきれていないようですが。

あやめ：うわあ、なんてこと……。

ＧＭ：で、そのニュースで現げん地ちのレポートをしているのは、九陽文子くよう・ふみこですよ。

神月：なに、文子が!?




九陽文子

　第三巻かん『断罪のジャスティス』に登場したＮＰＣ。過か去こ、神月と志こころざしを同じくしていたが、とある裁さい判ばんをきっかけに袂たもとを分かった女じよ性せい記者である。

　レネゲイドウィルスの存そん在ざいを調べ公表しようとしていたが、神月の判断でＵＧＮによって記き憶おく処しよ理りを受け、解かい放ほうされた。




コウ：あの人は、記者じゃなかったか？

瞳：きっと、たまたまその場にいたジャーナリストがいなかったんで自分が引き受けたとか、そんな感じじゃないのかな。

神月：なるほど、そういうこともあるか。

ＧＭ：中ちゆう継けいは途と切ぎれがちのようですが、文子は現場の状況を冷静に伝えようとしています。

神月：映えい像ぞうの最後で、彼女はきっとこうつけ加えるんだ。「このような緊きん急きゆう事じ態たいですが、きっと事態を解かい決けつしてくれる人がいるに違ちがいありません」と。

ＧＭ：では、そう言ったということで（笑）。そして「……私、なんでこんなこと言っているのかしら」と呟つぶやいたりして。

瞳：記憶処理を受けても、その奥おく底そこには神月先生の記憶が残っているわけね。

神月：うん。そういう演えん出しゆつだ。

ＧＭ：そこで画面がぷちっと切れて「九陽さん？　九陽さん？　現場からの応おう答とうが途と絶だえました。大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」と、スタジオのアナウンサーが告げます。

瞳：く、九陽さん、危ないみたいだよ？

神月：そ、そうだな……。私は、九陽のロイスを取っておこう。

コウ：くそ、綾間市全体が壊滅状態か。

あやめ：そうだ、霧谷さんに連れん絡らくとってみようよ。

神月：ああ。そうだな。やってみよう。いつもの端たん末まつを操そう作さしてみよう。

ＧＭ：ＵＧＮ直通回線は、ちゃんと生きています。

あやめ：おおっ、よし！

神月：さすがはＵＧＮ。すごいな。

ＧＭ：通信を取ると霧谷が即そく座ざに出てきますよ。さすがに、これだけの非常事態ですから。「無事でしたか、神月さん。ああ、他のみなさんもいるんですね。よかった……」と、みなさんの姿を確認するとほっと胸むねを撫なで下おろしています。

神月：霧谷、状況は分かるか？

ＧＭ：「現げん在ざい、こちらでも綾間市の状況を確認すべく、エージェントを送りました。しかし、いまだ綾間市内部の状況は確認できていません。正直、そちらからの情報だけが頼たよりです」

瞳：ねえ、救きゆう援えんはくるの？

ＧＭ：「早急に編へん制せい中です。号令があり次第、即座に突とつ入にゆうできるよう準じゆん備びを整えています」

神月：分かった。こちらの状況を説明しよう。




　神月は、この状況がアダムの力を得たカインが起こしたものだと説明した。




瞳：それと〝ドクター〟を倒たおしたことも報告。かくかくしかじか。

ＧＭ：では、報ほう告こくを受けると霧谷は「そんなことが……」と驚きよう愕がくします。「綾間市で起こっている災害は、ひとりのオーヴァードが起こすにしては規き模ぼが大きすぎます。ですが、これがアダムの力だというのなら……」

コウ：霧谷、そちらで分かっていることはないのか？

ＧＭ：「ＵＧＮも、総そう力りよくを挙げて綾間市の異い変へんに対処していますが……綾間市は外界と完全に遮しや断だんされた状況にあります」

コウ：そうか。

神月：我われ々われが対処するしかないというのだな。

ＧＭ：「そうなります。この嵐ですから、上空からも救援部隊を送ることができません。正直、あなたたちが最後の希望です」

コウ：最後の希望、か……。

ＧＭ：「それにこれは別のエージェントからの報告ですが、《ワーディング》が展てん開かいできないという情報がもたらされています」

コウ：《ワーディング》が？

神月：おい、どういうことだ！

ＧＭ：「原げん因いんについては未み確かく認にんなのですが……特とく殊しゆな領りよう域いきが張はられているものと推すい測そくしています。我々もまだ知らない、ジャームの力かもしれません」

神月：そういうことは、可か能のうなのか？

ＧＭ：Ｅロイスを使えば可能ですよ。今回の場合、《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》によって、ミドルフェイズが終わるまで、綾間市内では《ワーディング》できなくされています。

あやめ：オーヴァードの力がばれちゃう!?

コウ：街でジャームが暴あばれたら、認にん識しきされてしまうのか……。

ＧＭ：「現げん時じ点てんでＵＧＮが行なえるのは、情報統とう制せいくらいなものです。しかし、それすらも長くは保もちそうもありません」

神月：この状況を自然災害のせいにするには、無理がありすぎるだろう。街ひとつがピンポイントで災害に遭あっているからな。

瞳：しかも、《ワーディング》できないから、オーヴァードの能力でなんとかするとばれちゃう可能性もあるし。

あやめ：それでも、あたしは人命救助を優ゆう先せんしたいよ。お兄ちゃんや千鳥も心配だし。

コウ：そうだな……。

ＧＭ：ＮＰＣについては、情報収集でその安あん否ぴや居い場ば所しよを確認できるようになっています。

神月：なるほど。

あやめ：はいはーい！　あたしは、千鳥とお兄ちゃんの安否を確認したい。

神月：ＧＭ。情報収集はこの場で可能か？

ＧＭ：ええ、ＵＧＮの回線がまだ生きているので、拾うことができますので。

神月：では、さっそく情報収集に移うつろう。現げん状じよう、どんな情報が調べられる？

ＧＭ：調べられるのは、綾間市の状況、千鳥、文子、あとカインについてです。

あやめ：お兄ちゃんは？

ＧＭ：あやめのお兄ちゃん……敷島巧己しきしま・たくみの安否ですが、現時点では情報が入っていません。どうも消防士として出動中のようで、連絡が取れない状態にあります。

神月：職しよく業ぎよう上、この状態だと忙いそがしくて連絡は取れないだろう。

あやめ：お兄ちゃん、大丈夫かな？

コウ：他の情報収集をするうちに、それも分かるのかもしれないな。

あやめ：そうだといいけど。

瞳：じゃ、まずわたしから調べるよ。わたし、ＵＧＮの偉えらい人にコネがあるから綾間市の状況について調べよう。

コウ：頼りになりそうなコネがあるな。

瞳：でも、これって綾間市支部長のコネなのかな（一同笑）。

神月：いや、たしかに瞳くんとは友達だが（笑）。

瞳：とにかくダイス＋２個こで判はん定てい、達成値ちは14！

ＧＭ：おお、14ですと次の情報を得ます。現在、綾間市は直下型の大だい規き模ぼ地震と化学燃ねん料りようの爆ばく発はつが重なり、大きな災害となっていると発表されています。綾間市の状況を伝えていたのは、市在ざい住じゆうのジャーナリスト、九陽文子です。

神月：彼女は現場にいたからな。

瞳：他に情報は？

ＧＭ：綾間タワー周辺の市中心部は、被害状況がひどい状況で、ほとんど近づけない状態です。というわけで、綾間タワー周辺という新たな情報がポップアップしました。

瞳：よし、あとでこれ調べておこう。

ＧＭ：では、次の方。

あやめ：はい、あたしは千鳥の安否を調べたいです。

ＧＭ：では、〈情報：噂うわさ話ばなし〉で判定してください。目もく標ひよう値ちは９です。

あやめ：《サイコメトリー》を宣せん言げん。……あっ、失敗!?　せっかく取ったのに。

ＧＭ：失敗ですか？　すると、千鳥がどこにいるかはまだ分かりません。

瞳：《インスピレーション》使ってもいいか、ＧＭに訊きいてみたら？

あやめ：ここで《インスピレーション》使って、千鳥の居場所が分かりませんか？

ＧＭ：使用回数のあるリソースを切るのですから、ＯＫとしましょう。

あやめ：よかった。じゃあ、《インスピレーション》使います。

ＧＭ：すると、現在千鳥は学校に避難していることが分かります。学校は、避ひ難なん所じよに指定されていますので。

あやめ：ほっ、よかった……。

ＧＭ：ただ、学校にもそれなりの被害が出ているようで、くわしい状況は実じつ際さいに赴おもむいて確認する必要がありますね。

瞳：きっと、あやめのクラスメイトとかも学校に避難してるんじゃないの？

あやめ：そうだといいなぁ。

ＧＭ：千鳥の情報はこんなところです。

神月：私は、どうしよう？（笑）

瞳：文子さんのことはいいの？

神月：彼女とは、道を違たがえたのだ。……とはいえ、気にはなるのだが。

瞳：だったら、神月先生が判定するけど、わたしが文子さんのことを調べたって演出にしちゃうのはどう？　わたしが、横でお節せつ介かいやいてあげたってことで（笑）。

神月：おお、そんな方法が（笑）。

ＧＭ：先生調べなよーとか言いながら、瞳が資し料りようを用意してくれるという感じですかね。

神月：む、ならその方向で判定しよう。

ＧＭ：こちらも、目標値は９。〈情報：噂話〉で判定できます。

神月：（ダイスを振る）うん、なんとか成功だ。

ＧＭ：では、九陽文子について以下のことが判はん明めいします。彼女が最後にレポートした場所は、綾間市の郊こう外がいですね。場所が具体的に分かります。

瞳：わたしが映像を検けん証しようしていたら、神月先生が偶ぐう然ぜん気づいて判断したんだよ。

神月：む、この地形は……って感じか。

ＧＭ：これで、文子が消息を絶たった場所が判明しました。

瞳：残っている情報は、新しく出てきた綾間タワーと、カインのこと？

ＧＭ：そうですね、そのふたつです。

コウ：カインについては俺が調べよう。

ＧＭ：こっちも、同じく目標値は９です。

コウ：財ざい産さんポイント１点使って成功だ。

ＧＭ：カインですが、綾間タワーを拠きよ点てんに綾間市に様々な変化を起こしている模も様ようです。

神月：また綾間タワーか。あいつ、綾間タワー好きだな。

コウ：まあ、市の中心にあるからな。

ＧＭ：ちなみに、綾間タワー周辺は強力な《ワーディング》が展開され、一いつ般ぱん人じんは近づくことすらできなくなっています。そのうえ、見たこともない植物が繁はん殖しよくしており、さながら異界の様相を呈ていしています。

瞳：変な蔦つたが、うにゅうにゅ絡からんでるのね、きっと。

あやめ：強力な《ワーディング》って、カイン君だけは《ワーディング》使えるの？

ＧＭ：はい。そういうわけでタワーは封鎖状態です。

あやめ：……となると、あたしは学校にいってみたい。

瞳：じゃあ、わたしは文子さんの様子を見に行くよ。神月先生も、一いつ緒しよに来てよー。

神月：いや、彼女は今や一般人にすぎない。私し情じようで特別扱いはできない。……私は、ちょっとすごい服を買ってくる（笑）。

瞳：えーっ。文子さんのところに行くんでしょ？

神月：ち、違うぞ。私はあくまで服をだな……。

瞳：ちょっと先生～、なんで素す直なおじゃないの（一同笑）。

神月：わ、私は行かないからな？　絶ぜつ対たい行かないからな!?（一同笑）

あやめ：神月さんがツンデレに（笑）。

瞳：じゃあ、そういうことにしておいてあげるよ（笑）。んで、近くに文子さんがいるっぽいけど、様子見に行ってみる？

神月：うむ……そうだな。別に彼女のことが心配なわけじゃ、ないぞ？（笑）

コウ：……俺は、カインを追うことにする。ここは、ひとりで行動したい。

あやめ：コウ君、大丈夫？　さっきから、様子がおかしいから、ちょっと心配だよ。

コウ：ああ、心配ない、とぶっきらぼうに言う。俺は、先に支部を出るぞ。

神月：では、くれぐれも気をつけてな。

ＧＭ：それぞれが支部を出たところで、シーンを終しゆう了りようすることにしましょう。








《虚実崩壊》　妄想を具現化するＥロイス。世界を大きく変化させられる。何が起きるかは、ＧＭが決定してよい。














◆Middle02◆世界の中で叫さけぶ




Scene Player ─── 敷島あやめ






　綾間市内には、まだ激しい雨が降ふっている。

　街まち並なみは大きく破は壊かいされている。今まで平和だったことが、まるで噓うそのようだ。

　あやめは、学校へと道を急ぐ。

　不思議な気配を感じたのは、その時だった───。




ＧＭ：では、学校に向かったあやめなんですが、ここでイベントが起こります。

あやめ：イベント？　侵蝕率は８点上昇、何が起こったんですか？

ＧＭ：学校に向かう途と中ちゆう、カインの声が聞こえてきます。〝節制テンパランス〟と同じく、テレパシーの声ですね。

あやめ：あっ、起き源げん種同士でできるっていう。

瞳：アダムは起源種六人分を集めた存在だし、カインがテレパシー使えるのも当然か。

ＧＭ：漫まん画が的てきに言うのであれば、コマがふたつに分かれて、ピキーンと光が走るって感じ。

あやめ：あっ、分かりやすい（笑）。




「───敷島さん。僕ぼくの声が聞こえるかい？」

　あやめの脳のう裏りにカインの声が響ひびくと、目の前にその姿が出しゆつ現げんした。




ＧＭ：声とともに、カインの幻げん影えいも一緒に現あらわれます。

あやめ：姿まで？　思わず、後ずさります！

ＧＭ：「敷島さん、君はまだそうやって他人のために動き回っているんだね？」

あやめ：……千鳥は、他人じゃないよ！

ＧＭ：「でも、君は本当の姿を彼女に教えていないじゃないか」

あやめ：うっ、それを言われると……。

ＧＭ：「でも、僕と一緒に来れば、そんなことで思い悩なやむこともなくなる。僕が生み出す新たな世界では、誰だれも人を裏うら切ぎることはない。もちろん、君が望むのならば紫し倉くらさんや君のお兄さんを迎むかえても構かまわない」

あやめ：実際、人を裏切らなくなる世界って、どういうことなの？

ＧＭ：ルール的にいうと、カインは人類を創つくり直してロイスがタイタスになることはない世界を創ろうとしています。

神月：そんな世界が！

コウ：『ＤＸ３』のルールが、根こん幹かんから変わる世界か（笑）。

あやめ：……それは、あたしの思い通りに動く、お兄ちゃんと千鳥ってこと？

ＧＭ：そうなりますね。そして、あやめがいれば、綾間市だけではなく、全地球規模で創つくり替えられる……それがカインの主しゆ張ちようです。

瞳：モルフェウスがあると、そこまでできるの？

ＧＭ：はい、モルフェウスの《キングダム》というエフェクトで、地球規模で理想世界を爆誕させられるので。




《キングダム》

　建けん造ぞう物ぶつを創り出すモルフェウスのエネミーエフェクト。エフェクトで作成できる建造物は、ＧＭが自由に決定できる。




コウ：《キングダム》で、世界ひとつ分を創るっていうことか！

あやめ：本当にできちゃうんだ!?

ＧＭ：《キングダム》で作成できる範はん囲いはＧＭの任にん意いですから、世界ひとつ分の建造物を創そう造ぞうできると裁さい定ていしますので。これも、アダムの力を得ているからですが。

あやめ：なるほどー、ちょっとびっくり。

ＧＭ：そして、このタイミングであやめの脳裏に「約束だよ」という、幼おさない頃ころに聞いたカインの声がリフレインします。

あやめ：カイン君、あなたとの約束は憶おぼえているよ。あなたとは、今でも友達でいたいと思っているし……。

ＧＭ：ではそうすると「なら、どうして迷まようのかな」

あやめ：あたしは、お兄ちゃんと千鳥以外にも大切な人がいる、から……。

瞳：大切な人！　誰のこと？　ね、誰のこと？（一同笑）

あやめ：それに、なにもかもが思い通りになるお兄ちゃんや千鳥なんて、なんか違ちがうよ！

ＧＭ：「…………」カインは黙だまって聞いていますね。どこか醒さめたような表ひよう情じようをして。

あやめ：思い通りにいかない相手だから……大切に思ってもらえるから、あたしも大切に思えるんだよ？　だから、あなたには協力できそうにないよ。

ＧＭ：「君の言う大切な人というのは……コウのことか？」

あやめ：そ、それは……言えないけど。

神月：いや、そこで言わないのは肯こう定ていと同じだよ、あやめくん（笑）。

ＧＭ：「なら、コウも救ってやろう。思えば、あいつもこの世界からずっと裏うら切ぎられ続けた犠ぎ牲せい者しやだ───」

あやめ：うわっ、それはぐらってきちゃう!?

ＧＭ：「君が願うなら、僕はコウのことも救ってあげる」

コウ：……こいつ、本当に神になったつもりだな！　俺を救うとか。




　あやめは、カインの声を静かに聞いていた。

　カインの境きよう遇ぐうに、同どう情じようもできる。その理想も理り解かいはできる。

　だが、それでも、どこかが間ま違ちがっている。

　それは───。




あやめ：……ねえ、カイン君はそれで幸せなの？

瞳：お、いい切り返し！

ＧＭ：カインは、ぴくりと眉まゆを動かしたように見えます。

神月：よし、効きいているぞあやめくん！

あやめ：……カイン君。なにもかも自分の思いどおりになって、みんなが人形のようにあなたにしたがうような世界が、本当に理想の世界なの？

ＧＭ：しかし、揺ゆらいだかに見えたのはほんのわずかな一いつ瞬しゆん。「神が創る理り想そう郷きよう、それこそが幸せ、それ以外に一体どんな幸せがあるっていうんだい？」とカインは返答します。

あやめ：……本当に、そうかな？

ＧＭ：「視し点てんを広げて見てみるといい。この世界は、誰もが平和を唱えながら争いで満ちている。それが、すべてなくなるんだよ？」

あやめ：……でも、時には冷たくされることで強くなるってことを、あたしは知ってる。

一同：おおっ!?

ＧＭ：それは、カインも黙って聞いてしまいます。

あやめ：たとえば、あたしがどれだけコウ君を好きでも……きっと、コウ君はあたしのことを好きになってくれないよ。

瞳：そうなんだ、コウ！（笑）

コウ：俺のハードルがだんだん高くなっている気が。

神月：やるなあ、藤ふじ井いさん。矢野さんが動どう揺ようしている（一同笑）。

コウ：他人の話として聞いていたら、すごいところからパンチが飛んできた（笑）。

あやめ：カイン君も言っていたよね？　……君がどんなに想っても、アイツは人形だ。想ってはくれない、って。

ＧＭ：二巻でメンターがピラミッドに閉とじこめたとき、カインが言ってました。




　───〝君がどんなに想っても、アイツは人形だ〟

　メンターが生み出した迷めい宮きゆうで、カインが言った言葉。

　今なら言える。コウは人形じゃないと。




ＧＭ：「そうさ。僕は、そんなコウでさえ救い出してやれるんだ」とカインは言います。

あやめ：コウ君は人形なんかじゃないよ。あたしに、応こたえてくれるもの。

ＧＭ：「あのコウが？　コウは自分で自分を殺しているというのに」

あやめ：それでも、あたしはコウ君と一緒にいて、喜ぶことも学ぶこともあった。だから、あたしは自分の想いが結ばれなくても、そのことに後こう悔かいはしない。

ＧＭ：「……君は、そこまでコウのことを」どこか悔くやしげなカイン。

あやめ：それに、その冷たさは優やさしさの裏うら返がえしだってことを教えてくれた人もいる。

瞳：これ、神月先生のことだね。

あやめ：ふたりは別れることになったけど、それは文子さんへの優しさだから。

神月：……う、うむ、その、なんだ（[image: ]そわそわして）。

瞳：どうしたの、神月先生？

神月：いやあ、なんだか照れてしまってねえ！

瞳：素す直なおに喜べばいいと思うよ、いい話だし（一同笑）。

コウ：……ＧＭ、俺カインやっていい？

瞳：おっ、矢野君がカインをやるの？（笑）

コウ：（素に戻って）いやあ、俺好きなんですよ。こういうシチュエーション。

瞳：『ＤＸ３』のデザイナーとして、ＧＭとしての血がうずいたのか（笑）。

ＧＭ：はっ、是ぜ非ひお願いします。

コウ：（カインになって）「……それは、君がうまくやることができたからじゃないかな。裏切られて、立ち上がれない者はどうすればいい？」

あやめ：……うっ!?

瞳：あやめが怯ひるんだ!?　効いてる効いてる。

神月：ああ、矢野さんが嬉うれしそうだ。

ＧＭ：「もし、君の大切な人が、君を裏切ったら？　それでも、君は耐たえられるのかい？」

あやめ：もちろん、裏切られたら悲しいよ。

ＧＭ：「だろう？」

あやめ：でも、あたしに非があってのことならば、それは受け入れるしかないと思う。

コウ：そうしたら、カインはこう言うんだ。「世界中の人すべてに、そんな風に強くなれと言うのかい。君の強さを、皆みなに押おしつけるのかい？」

瞳：矢野君、ノリノリだな（笑）。

あやめ：……そ、そうだね。あたしは、ひどいことを言っているのかも。

神月：お？　あやめの反はん応のうが変わってきた。

あやめ：でも、そういう人たちを見つけたら、手伝ってあげたいって思うよ！

ＧＭ：「───君は、僕を救ってくれないじゃないか」

あやめ：えっ？

ＧＭ：「君が来てくれることが、僕の救いになるんだ。なのに、君は僕を救ってくれない。世界の見知らぬ人は救うのに……」とても寂さびしそうな顔を、カインは浮うかべます。

あやめ：う、うう～。それは……。

コウ：あやめとしては返答に困こまるな、これ。

あやめ：（しばらく考え）うん、決めた！　待っていて、カイン君───。

瞳：あやめがなにかを決意した!?

神月：まさか、このままカインの許もとに行くのか？

ＧＭ：カインも、少し意外そうにあやめを見ますよ。

あやめ：もう少しだけ、あたしに考える時間をちょうだい。あなたの言っていることも、すべてが間違っているとは思えないから。

ＧＭ：「……分かったよ、待っていよう。君の考えが変わるまで、しばらく待とうじゃないか」と言うと　カインの幻影はふっと雨の中に消えていきます。

あやめ：うん……。




　もう少しだけ、時間を。

　あやめは、心の中でカインに約束した。

　カインに届とどく言葉を、きっと見つけてくるから。








◆Middle03◆忘ぼう却きやくの再さい会かい




Scene Player ─── 神月正義






　服を調達する───。

　神月は、自分にそんな言い訳わけをして綾間市郊外に向かっていた。

　そこは、九陽文子が放送中に消息を絶った場所でもある。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。

コウ：誰のシーン？

ＧＭ：文子のところへ向かった、神月と瞳のシーンにしようと思いますが。

神月：いや、ＧＭ。それは正確ではない。私のシーンは、すごい服を買いに行くシーンだよ。

ＧＭ：そ、そうでした。すごい服を買いに行く神月のシーンでした（一同笑）。

コウ：ＧＭにまで素直じゃない態たい度どだ（笑）。

ＧＭ：というわけで、すごい服を売っている店がある綾間市の郊外までやってきました。侵蝕率を上昇させてください。

瞳：服買うだけなら、まだわたしは登場しなくてもいいよね？

ＧＭ：まあそうですね。

瞳：じゃあ様子を見ます。

神月：では、さっそく調達をしたいのだが。

ＧＭ：はい、判定をどうぞ。

神月：（ダイスを振る）フッ、達成値は20だ。余よ裕ゆうで成功している。

ＧＭ：では、郊外にある紳しん士し服ふく専せん門もん店てんを見つけます。店員や客はもう避難していて、店には誰もいないですが。

神月：代金をレジにおいてスーツを選ばせてもらおう。念のために、名めい刺しに一筆添そえる。さすがに黙って持っていくのは、正義に反するからな。

ＧＭ：さすがは神月先生、正義の人だ。

瞳：さて、今日のすごい服はどんななのか。

神月：天使とかか？　神気取りのカインに対たい抗こうして。

一同：て、天使!?（一同笑）

瞳：白いトーガに、つけ羽根つけて？

神月：（想像して）……いや、やはり駄目だ、さまにならん。

あやめ：そもそも、売ってないと思う（笑）。

神月：やはり、ここぞという最終決戦には、アルマーニのスーツにしよう（笑）。

ＧＭ：初心に帰るつもりで。一番初めに神月が着たすごい服ですよね。

神月：そこで、ふと呟いてしまう私。……そういえば、この辺りに文子がいるのだったな。

瞳：あくまでも、〝ふと〟なんだ（笑）。

神月：うん、ちらちらっと。まるで言い訳のように呟いているが（笑）。

ＧＭ：その場から少し様子を見に出歩くと、横転している放送車とそれを復ふつ旧きゆうさせようとするアシスタントやカメラマンに、指し示じを飛ばしている九陽文子の姿が見えるわけです。

神月：い、いたんだ!?

ＧＭ：そりゃいますよ。だって、情報を得て探さがしてたんでしょう？

神月：いきなり見つけるとは思わなかったので。……それで、彼女は無事なのか？

ＧＭ：かすり傷きずなどはあるようですが、見たところ無事なようです。

神月：なら声をかけよう。「何か手伝えることはあるかね？」あくまで他人の振ふりで。

ＧＭ：「いえ、大だい丈じよう夫ぶですわ。それよりあなたこそいいんですか？　すぐ避難所に避難した方がよろしいですよ」と、彼女はあくまでも初対面のように対たい応おうします。

神月：いや、私なら心配いらん。何故なぜなら私は───いや、なんでもない。




　───正義だからだ。

　そう言おうとして、神月は思わず言葉を吞のみ込こむ。

　それは、文子に対してもよく言っていた口くち癖ぐせだったからだ。




ＧＭ：きょとんとした文子が「……あなた、どこかでお会いしたような」

神月：気のせいだろう。それよりも、そっちをなんとかするべきだろう。

ＧＭ：スタッフが首を振って「だめですね、もう動きそうもないです」と弱気なことを言うんですが、文子は「機器を担かついででも行くわよ。放送を待っている人もいるんだから」と、あくまでも取材を続けるつもりのようです。

神月：無茶言ってるな（笑）。

ＧＭ：ではそうすると、向こうから数十人の一いち団だんが押おし寄よせてきます。どうも、情報が得られず混こん乱らんしている避難民のようです。

瞳：避難所に逃にげ遅おくれた人たち？

ＧＭ：そのようです。「そこを通してくれー！」とちょっと殺気立っています。文子は前に立って「待ってください、この先は危き険けんなんです！」と押おしとどめようとします。

瞳：「この先は川が氾はん濫らんしていて向こう側にはいけません！」って感じ？

ＧＭ：ええ。しかし、群ぐん衆しゆうは興こう奮ふんして聞く耳を持っていません。




　災害の恐きよう怖ふによって混乱している人々には、文子の説得は届とどかない。

「そんなことを言って、なんか企たくらんでるんじゃねーだろうな？」

「この先に逃げ道があるのは分かっているんだぞ！」

「俺は、この街から出るんだ～！」

　皆、文子を押しのけて我われ先さきに進もうとする。




神月：ならば、そこで群集に向けてビシリッと叫ぶ。待ちたまえ、君たち！

一同：おおっ！

神月：ＧＭ、群衆を落ち着かせたいのだが？

ＧＭ：はっ、群衆を止めるためには〈交こう渉しよう〉での判定が必要になります。

神月：なら、大得意だ。〈交渉〉ならダイスを８個も振ふれるぞ。

ＧＭ：それでは判定をどうぞ。難易度は10です。

神月：（ダイスを振る）おお、来た来た来た！　クリティカルしたダイスが三つもある。……達成値は25！

ＧＭ：余裕ですね（笑）。神月の声に、群集は動きを止めます。

神月：落ち着くのだ！　このようなときこそ、落ち着いて行動しないでどうする！

ＧＭ：では、群衆は神月の言葉に徐じよ々じよに落ち着きを取り戻もどしていくようで───。

コウ：そこは「……あんた、なんなんだよ？　何者なんだよ！」と言ってもらいたい（笑）。

瞳：だよねー。神月先生がそれに答えないと。

ＧＭ：そうでした！　では、群衆は「あんた何者だ！」と言いました。

神月：フッ……私かね？　私は───正義の使者だ!!

一同：おお～っ!!

コウ：神月先生は、こうでないと（笑）。

ＧＭ：「正義の使者？」と一瞬呆あつ気けにとられ、群衆は気け圧おされたようになっていきます。

神月：さらに《竹馬の友》を使おう。これで友好的になるはず。

瞳：じゃあ、民みん衆しゆうの中にいたおばあさんが「ありゃあ、綾間商店街で事務所を開いている弁べん護ご士しの先生だべや。こないだ、息子が悪あく徳とく金きん融ゆうからの借金で困こまっている時に助けてくれたお人だでよ」と、いいことを言い出す（笑）。

ＧＭ：そして群衆は落ち着きを取り戻す、と。

神月：よかった～、《絶対の恐怖》使わなくてすんだ（笑）。

コウ：恐怖で追い散らす気だったんですか!?（一同笑）

神月：あくまでも非常手しゆ段だんだよ、非常手段。

ＧＭ：すると、落ち着いた群衆を見た文子が「助かったわ、正義の使者さん」と微笑ほほえみながらやってきます（笑）。

神月：いや、礼には及ばんよ。

ＧＭ：「……やっぱり、あなたとどこかで会ったことがないかしら？」

神月：……気のせいだろう。私は、君と会ったのはこれが初めてだ。

ＧＭ：「そう、きっと勘かん違ちがいね。でもありがとう。あなたのおかげで助かったわ」

神月：こんな状況だが、君も十分気をつけて頑がん張ばりたまえ。

ＧＭ：「言われるまでもないわ。この状況を伝えることが───私の正義よ」

神月：……フッ、正義か。

ＧＭ：「私は、今なにを……？」文子は、何故なぜか口走ってしまった正義という言葉にはっとします。そして、もう一度神月の方を振ふり返かえるのですが。

神月：私は、もうそこにはいない。すごい服も買ったしな（笑）。

瞳：神月先生、退たい場じようしちゃうの？　結局、いい雰ふん囲い気きなせいでわたしは出そびれた（笑）。

ＧＭ：では、文子は姿を消した神月を探さがすのですが、見つからない。彼は、一体誰だったのだろう？　そんな不思議がる文子の表情を映うつして、シーン終了です。








《竹馬の友》　幻覚物質によって対象の認識を攪乱し、信頼を得るイージーエフェクト。













◆Middle04◆兄弟のように


Scene Player ─── 陸原コウ






　綾あや間まタワーは、異い様ような姿すがたに変へん貌ぼうしていた。

　見たこともない植物の蔦つたが絡からみつき、原生林に生える樹じゆ木もくのようであった。

　コウは、そんな綾間タワーを見上げていた。




ＧＭ：では、コウのシーンになります。カインを捜さがし、綾間タワーに向かったところですね。

コウ：分かった。侵しん蝕しよく率りつは７点上じよう昇しよう。今日は高い。もう55点まで侵蝕率が上がった。

ＧＭ：コウは、まず綾間タワーにやってくるんですが、異様な光景を目にします。

コウ：異様な光景？

ＧＭ：綾間タワーが見えてくるんですが、全体に植物の蔦が巻まきつき、まるで巨きよ大だいな樹きのようになっています。

コウ：……これもカインの力なのか？

瞳：そういえば、なんかの植物の蔦を出してたよね？

コウ：あれは、オルクスの《茨いばらの戒いましめ》らしいが。

ＧＭ：そして、コウが綾間タワーに近づいてくると、カインの幻げん影えいが出しゆつ現げんし、語りかけてきます。「───来たか、コウ」

コウ：……カイン、お前は何故なぜこんなことをする？

ＧＭ：「それは説明したはずだ。この世界は、僕ぼくや君を裏うら切ぎり続けた。だから、今度は僕が捨すてる。そして理想の世界を創つくる」

コウ：復ふく讐しゆうなのか？

ＧＭ：「もしかしたら、そうかもしれない……」

神月：むっ、認みとめるのか？

コウ：だとしたら〝ドクター〟は倒たおれた。これ以上の復讐など必要ない。

カイン：「本当にそうかな？　君は、そうは思っていないはずだ───」

コウ：なに？

ＧＭ：「君の復讐は終わっていない。僕たちをいらないと捨すて去さった、この世界への」

コウ：いや、それは……！　……だめだ、この問いにはまだ答えが出ていない。

瞳：〝ドクター〟は倒したけど……コウの中では、なんにも解かい決けつしなかったしね。

ＧＭ：「だから、僕たちが必要とされる世界を……誰だれからも、いらないといわれる者が生まれない世界を創ることは、復讐でもあり───救きゆう済さいともなるだろう」

コウ：待て、救済とはどういう意味だ。そう言われると、揺らいでしまう。

あやめ：ああ～、コウ君が揺ゆらいでる。

コウ：〝ドクター〟を倒したが、まだ俺おれの過か去こは解決していないからな。




　あなたなんか、いらなかったのに───。

　その言葉を叩たたきつけられたときの、絶ぜつ望ぼう感がコウの中に甦よみがえる。

　あの絶望を、まだ否ひ定ていすることができない。かなうなら、救ってほしい……。

　今まで押おし込こめていた心が、揺らいでいる




ＧＭ：「僕たちは、この世界からいつ必要ないと言われてもおかしくない存そん在ざいなんだよ。オーヴァード───裏切り者ダブルクロスであるかぎり」

コウ：……俺たちが、裏切り者？

ＧＭ：「そう、僕と同じさ。君も敷しき島しまさんも、オーヴァードであるかぎり必要ないとされて、捨すてられる時はいずれくる。そして、裏うら切ぎられた痛いたみを抱かかえるがゆえに、また誰だれかを裏うら切ぎるしかない。その繰くり返かえし───裏切りの連れん鎖さを絶たち切ることはできない」

コウ：それは、世界を創つくり替かえる以外に止める方法がないのか？

ＧＭ：「ないだろうね。僕たちは、あまりに特とく殊しゆすぎる」

コウ：だがっ！　そんなことが許ゆるされるのか!?

ＧＭ：「じゃあ、僕たちはこの世界に必要ないと───いらないというのか？」

コウ：……っ、そ、それはっ!?　くそ、その言葉を出されると弱い。




　どこか哀かなしげに、カインは言った───。

　カインの瞳には、同じ痛みを持つ者を慈いつくしむようにコウが映うつる。

　その瞳が訴うつたえる、お前は、自分と同じだと。




ＧＭ：「僕たちは同じだ。君を救えるのは、同じ痛みを知る僕だけだ」

コウ：……だが、本当にそんな……裏切りのない世界が創つくれるのか？

ＧＭ：すると、カインがフッと笑います。「君はまだ、僕たちオーヴァードに与あたえられた力がどんなものか、分かってないようだね？」

コウ：……どういうことだ？

ＧＭ：「せっかくだから、君に見せてあげよう。四日目の奇き跡せきを───」と言ってカインは《天使の絵の具》を使用し、中空に綾間市突とつ入にゆうを試みているＵＧＮ部隊の映えい像ぞうを映うつします。

あやめ：四日目の奇跡って……。

瞳：たしか、太陽と月と星を作ったことだったはず。

コウ：ＵＧＮ部隊の映像をわざわざ見せながらって……嫌な予感がするぞ！

ＧＭ：カインが手を振ふると、背はい後ごのアダムの動きが同調していきます。

コウ：よせ、カイン!!

ＧＭ：「新しい太陽と月、そして星々の誕たん生じようだ！」《極大消滅波》、《黒星粉ふん砕さい》さらに《破壊の光》の三つのエフェクトを使用し、ＵＧＮ突入部隊を攻こう撃げきします！

コウ：《極大消滅波》が太陽か……。

ＧＭ：そして《黒星粉砕》が月、《破壊の光》が星です。猛もう烈れつな爆炎、黒い重力球、そして流星のような光の雨によってＵＧＮ突入部隊は壊かい滅めつしていきます。




「四日目の奇跡は、今終わったよ───」

　中空の幻影は、完全に壊滅したＵＧＮ突入部隊の惨さん状じようを映うつし出していた。




瞳：わたし、画面の端はしっこに猫ねこで登場して、「なんてことを……」って呟つぶやくにゃ。

ＧＭ：「これでも、僕が世界を変えられないとでも？」勝ち誇ほこったように言うカイン。

コウ：これが、アダムの力……。ここで、俺はアダムに対してロイスを取る。

ＧＭ：わかりました。感かん情じようは？

コウ：ポジティブは〝親近感〟。ネガティブは〝恐きよう怖ふ〟だ。

あやめ：元は、〝ドクター〟の子こ供どもたちだもんね。〝節制テンパランス〟だったり、〝希望ホープ〟だったり。

ＧＭ：「これで、僕の力が分かったろう？　次に会うときには、敷島さんも連れてくるといい───」カインの幻影は、その言葉とともに消えていきます。

コウ：俺は、呆ぼう然ぜんと立ちつくすしかない。

瞳：猫のまま声をかけるよ。コウ、大丈夫？

コウ：瞳、見ていたのか。

瞳：もう、救きゆう援えんはこないみたいね……。

コウ：ああ、カインにみんなやられてしまった。

瞳：本当に、もうわたしたちだけでやるしかないね。

コウ：……そうだな、俺たちでやるしかない。心ここにあらずという感じで呟くよ。というわけで、俺はまだ立ち直れないってことでいいかな？

あやめ：そうだよね。あたしもまだ伝える言葉が見つかってないし。

ＧＭ：コウは、カインにどういう感情を向けたらいいのかわからないんですよね。

コウ：そう。だから、カインのロイスを持っていても感情も指定できない。

瞳：わたしは、なにも言わずにそんなコウを見守っているよ。

ＧＭ：では、このシーンは終しゆう了りようします。








《天使の絵の具》　光を屈折させ、大気中に望む映像を映し出すエンジェルハイロゥのイージーエフェクト。

《極大消滅波》　純粋なエネルギー力場を発生させ、対象を消滅させるサラマンダーのエフェクト。

《黒星粉砕》　魔眼をブラックホール化させてすべてを吞み込むバロールのエフェクト。

《破壊の光》　熱衝撃波を発生させ、範囲を薙ぎ払うエンジェルハイロゥのエフェクト。













◆Middle05◆いつもの友と


Scene Player ─── 敷島あやめ






　あやめの通う学校は、緊きん急きゆう時の避ひ難なん所じよに指定されている。

　さいわいにして被ひ害がいを免まぬがれた体育館には、大おお勢ぜいの市民が避難していた。

　あやめは、その中で千鳥の姿を探さがすのだった。




ＧＭ：では次のシーン、あやめです。避難所となった学校で、千鳥に会うシーンです。

あやめ：うん、分かりました。

瞳：わたしも一いつ緒しよに登場するよ。あやめのところには猫じゃなく、本体が登場する（笑）。

神月：なるほど、そうやって登場するシーンに整せい合ごう性せいを持たせるのか。

あやめ：そうそう（笑）。侵蝕率は３点上がった、現げん在ざい59％。

瞳：こっちは９点上昇！　でも、まだ余よ裕ゆうはある。

ＧＭ：あやめと千鳥が通う学校ですが、体育館には避難してきた綾間市民が集まっております。校こう舎しやは、最初の地じ震しんで被害に遭あっているようですね。

あやめ：うう、いつも通っている学校に被害があるとヘコむなぁ……。

瞳：千鳥、無事だといいね。

あやめ：そうだね。まずは千鳥を探さがそう。体育館に行ってみよう。

瞳：わたしも、一緒に探してあげるよ。

あやめ：ありがとう、瞳ちゃん。




　体育館には、災さい害がいから逃のがれてきた市民が多数避難していた。

　避難してきた人々は、憔しよう悴すいの色が濃こい。

　皆みないつ終わるともしれぬ大きな不安に包まれていた。




ＧＭ：体育館ですが連れん絡らくが取れない家族の安あん否ぴを祈いのっている者や、ラジオに耳を傾かたむけて被害状じよう況きようを聞こうとする者、疲つかれ切って動けそうもない者など、そういう人たちでいっぱいです。

瞳：みんな不安そうな感じ？

ＧＭ：そうですね。何が起こっているかも正せい確かくに分からない状況ですから。

あやめ：……千鳥は、その中にいるかな？

ＧＭ：ひと通り確かく認にんできますが、体育館に千鳥の姿はないようです。

あやめ：ここにはいないのかな。

ＧＭ：これは調べるまでもなく分かるんですが、避難した人たちから話を聞くと、まだ一部の生徒が校舎に取り残されているという情じよう報ほうを耳にします。

あやめ：千鳥、きっと逃にげ遅おくれちゃったんだ！

瞳：校舎って、どうなってるの？

ＧＭ：すぐに分かりますが、校舎では今も救出活動が続いています。しかし、人手が足りない状況のようです。綾間市は封ふう鎖さ状じよう態たいにありますから。

あやめ：とりあえず、行ってみる。何かできるかもしれないし。

瞳：わたしも行くよ。いざってときはサポートできるしさ。




　校舎の被害は、かなり大きい。

　一部は崩くずれ落おち、余よ震しんがあればさらに崩ほう壊かいする可か能のう性せいがあるのは素人しろうと目めにも分かる。

　千鳥を助けるための猶ゆう予よは、それほど残されてはいないようだ。




ＧＭ：では、校舎の方にやってきます。余震があると校舎が倒とう壊かいし、二次被害がありそうなので救助隊も退たい避ひしているような状態です。

あやめ：それって、結けつ構こうまずくない？

瞳：急いだ方がいいよね。

あやめ：《ワーディング》は……使えないんだった。

瞳：そうだった。こういう時に便利なのに。

あやめ：じゃあ、ちょっと人目をかわして校舎に入っていきます。

ＧＭ：分かりました。救助隊に止められることなく校舎に入れます。中は、階かい段だんが崩れかけたり、瓦が礫れきの山ができていたりと、やはり損そん壊かいは激はげしいですね。

あやめ：千鳥は見つかる？

ＧＭ：では、〈知覚〉で判はん定ていしてください。目もく標ひよう値ちは７です。

あやめ：（ダイスを振る）……、達成値は８です。

ＧＭ：すると教室から「誰かー！　誰かいないのー？」「助けてー、ここよー」という聞きき慣なれた声が聞こえてきます。

あやめ：きっと千鳥だ！

ＧＭ：千鳥の他にも、幾いく人にんかの声がします。一緒に閉とじこめらたんですね。しかし、教室のドアが崩壊の影えい響きようで開かないようです。

あやめ：じゃあ、ドア越ごしに声をかけるよ。千鳥、そこにいるの!?

ＧＭ：「その声はあやめ!?　あんた、無事だったのね！」

瞳：お、元気だ（笑）。

あやめ：落ち着いて千鳥。今から助けるから。

ＧＭ：「でも、このドア歪ゆがんじゃって。わたしたちの力じゃ、どうにもならないのよ」

あやめ：……大だい丈じよう夫ぶ。今、開けるから。

ＧＭ：「あ、開けるからって、開くの？　さっきから全然開かないんだけど」というわけで、ドアを開けるには、【体力】の判定で、目標値９です。

瞳：みんなで力を合わせば開くよ。じゃ、いい？　わたしの声に合わせて……と《導みちびきの華》であやめをサポートする構かまえ。ついでに、《エンジェルヴォイス》もつけるよ。

あやめ：（ダイスを振る）瞳ちゃんの支し援えんがあったから、達成値は29です。

ＧＭ：それなら余裕ですね。では、今までびくともしなかったドアが、簡かん単たんに開きます。

神月：おお！　きっと、ドアがべきべき壊こわれているぞ。

瞳：「わー、助かったー」と千鳥と閉とじこめられた生徒が出てきます。その中に千鳥の姿があり、あやめを見つけると「あやめー！」と抱だきついてきます。
















あやめ：千鳥ー！　よかったー！

ＧＭ：「みんなも無事だよ。閉じこめられたときは、さすがにまいったけどさ」

あやめ：そうだ、一いち応おう千鳥に訊きいてみよう。ねえ、お兄ちゃん見かけなかった？

ＧＭ：「巧たく己みさん？　……ごめん。ずっと今まで閉じこめられていたから」

あやめ：そっか。そうだよね

神月：「そんなことより、あんたこそ陸原はどうしたの？」と言うはず、千鳥なら（笑）。

ＧＭ：おお、そうですね。さすが千鳥担たん当とうプレイヤー（笑）。

あやめ：……あ、うん。コウ君なら大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと。

ＧＭ：「あんたたち、一緒に授じゆ業ぎよう抜ぬけ出してたでしょ？　どうして一緒にいないのよ」

あやめ：はっ!?　そうだったー！

コウ：そうだった、クラスメイト全員に見られたんだった（笑）。

瞳：ほら！　今はそんなことより避難しよ！　とりあえず体育館に！

あやめ：瞳ちゃん、ナイスフォロー！　そうだよ、早く避難しないと！

ＧＭ：「ああ、そうだった。みんな、急いで！」千鳥は生徒たちと一緒に避難を始めます。




　ともかく、無事に千鳥たちを連れて体育館に避難することに成功した。

　沈しずんでいた市民にとって、閉じこめられた生徒たちが無事助かったという報しらせは、大きな支ささえとなったようだ。




あやめ：これで、千鳥は安心だよね。

瞳：ねえ、わたしもちょっとやっていい？

ＧＭ：ほう、なんでしょうか？

瞳：体育館には避難してきた小学生もいっぱい集まっていて、わたしを見かけると「あ、陸原さんだ」「陸原さんだ」「陸原さん陸原さーん！」って、集まってくるの。

神月：ああ、瞳くんは人気者だな！

瞳：実は、わたしって学校ではボスなんだよ。陸原さんに応おう援えんしてもらうと、必ず勝てるっていう伝説ができている（笑）。

ＧＭ：《導きの華》があるから（笑）。

コウ：ＵＧＮからは止められていそうだ。大人げないし（笑）。

瞳：わたし、子供だからいいんだもーん。

ＧＭ：まあ、瞳が人気者なのは間ま違ちがいないですので、小学校の仲間たちが、わーっと集まってきますよ。

瞳：───と、ここでわたし、綾間市の人々、というロイスを取ろうと思うんだけど。

あやめ：ああー、なるほど！

瞳：それに綾間市ご当地の歌とか歌おう。《エンジェルヴォイス》とかあるんで。

あやめ：じゃあ、子供たちが集まってきて、一緒に歌い始めたりするんだ。

瞳：そうそう。まずは子供たちで元気に歌っていれば、大人たちも励はげまされるし。

あやめ：じゃあ、千鳥にも一緒に歌うように言おう（笑）。

ＧＭ：千鳥も「えー、ちょっと恥はずかしいよ」なんて言ってましたが、瞳と子供たちにつられて歌い出します。

瞳：こういう時は、元気に歌う子供だよね。

あやめ：そうだね。

ＧＭ：一緒に歌う千鳥も「あらためてありがとう、あやめ。助けに来てくれてさ」と礼を言います。

あやめ：だって、あたしたち友達じゃない……って言いかけて、ここでカイン君が言っていたことを思い出します。

瞳：ああ、大切な人が裏うら切ぎったらっていうセリフ。

あやめ：……うん。千鳥があたしをオーヴァードだって知ったら、どう思うのかなって。

瞳：まあ、場合によってはタイタスになったりするかも。

あやめ：うわ～、やっぱりやだなー、それ。

ＧＭ：まあ、カインが目指しているのは、そういうことが起こらない世界ですからね。

あやめ：なんかもやもやしたままだけど……千鳥に聞いちゃうよ。「あたしたち、これからも友達だよね」って。

ＧＭ：「はぁ？　あんた、いきなりなに言ってるの。当たり前でしょ！」と、ちょっと驚おどろきましたが、千鳥は答えてくれます。

あやめ：ごめんね、いきなりヘンなこと聞いて。不安になったのかも。

ＧＭ：「まー、こんな時だからね。わたしは、あやめが助けに来てくれて嬉うれしかったよ」

あやめ：うん、そう言ってくれるとあたしも嬉うれしい。……なんか、ほっとしたかな。

ＧＭ：そんな感じの避難所ですが、炊たき出しやら負ふ傷しよう者しやの介かい護ごやらで人手はやはり足りないようです。「すみませーん、誰か手伝ってくださーい」という呼よびかけに、千鳥が反はん応のうして名乗り出ます。

神月：（千鳥になって）「はいはーい、わたし手伝いまーす！」

あやめ：千鳥、無事避難したばかりなのに大丈夫？

神月：「大丈夫だって！　あんたのおかげで怪け我がひとつないわよ」

ＧＭ：そう言った千鳥は「あんたこそ、ちょっと休んでなさいよ」と言って駆かけていきます。

あやめ：じゃあ、千鳥にこれだけは言っておこう。千鳥ー！

ＧＭ：「なーにー？」と振ふり返ります。

あやめ：あたし、お兄ちゃんと連絡取ってくるねー。

ＧＭ：「そっかー。お兄さん、今大変そうだもんね。早く声聞かせてあげなよ！」と、向こうで手を振っています。

あやめ：ともかく、千鳥は大丈夫だった。ふう、ひと安心。

ＧＭ：では、シーンを終了とします。








◆Middle06◆深まる混こん迷めい




Scene Player ─── 神月正義






　綾間市の被害状況を確認し、皆が一旦支し部ぶへと戻もどってきた。

　それぞれが、街の惨状を目まの当たりにする。

　そんな神月の許に、霧きり谷たにからの連絡があった。




ＧＭ：では、次のシーンです。一旦支部に戻り、霧谷からの連絡を受けるシーンです。

あやめ：お兄ちゃんとはまだ連絡取れないの？

ＧＭ：まだ取れないようです。

あやめ：なら、支部に戻って新しい情報が来るまで待つことにしよう。侵蝕率を上げます。 ……８。ああ、ダイス目がだんだん暖あたたまってきた、現在67点（笑）。

コウ：俺は、６だ。今回は５以下が出ない。

神月：私は７が出て、現在55点だ。

瞳：わたしは、63点まで上昇。

ＧＭ：では、みなさんは一旦支部まで戻ってきました。そんなタイミングで、霧谷から通信が来ています。

神月：霧谷、早く救援を寄よこしてくれ。こっちはそろそろ限げん界かいだぞ。

ＧＭ：「その救援部隊ですが……」と霧谷は目を伏ふせます。

神月：……全ぜん滅めつしたのか？

ＧＭ：「はい、突とつ如じよ攻撃を受けて」コウと瞳は、カインの攻撃によって壊滅したことを知っているかと思いますが。

コウ：ああ、カインが四日目の奇跡を起こしたからな。

ＧＭ：さらに、霧谷は映像を映し出します。すると、地下道から綾間市に突入しようとする別部隊が映うつし出されます。

コウ：他の部隊も活動させていたのか。

神月：複ふく数すうの部隊を出して攻こう略りやくを計るのは常じよう道どうといえるが……それも壊滅したのか？

ＧＭ：ノイズ混まじりの映像には、カインの姿が映し出され、同時に奇き妙みような生物が襲しゆう撃げきする様子が映し出されます。

コウ：奇妙な生物？

ＧＭ：既き存そんの生物ではないようですが、空中からは翼つばさのある鳥のような生物、そして増ぞう水すいした水路から魚に似にた生物が出現し、部隊を次々に襲おそっていきます。

神月：クリーチャーを操あやつってるのか、カインは！

瞳：……五日目の奇跡って、鳥と魚を創るんだっけ？

ＧＭ：そうです。プレイヤーに説明しますと、《赤色の従じゆう者しや》の演えん出しゆつです。

コウ：ああ、こいつら従者なのか。




従者

　ブラムストーカーのエフェクト、《赤色の従者》によって作成される擬ぎ似じ生命である。




コウ：カインは二種類の従者を出しているのか。可か能のうではあるが。

ＧＭ：さらに、この生物は、ネズミや猫などを見つけると、手当たり次第襲って捕ほ食しよくしているようです。

瞳：うわー、最悪だよー。カインのヤツ、地上の生物をこいつらに一いつ掃そうさせようとか考えてんじゃないの？

コウ：今のあいつなら、やりかねない。

ＧＭ：そして、カインがカメラの向こうから語りかけてきます。まるで、こちらに気づいているかのように。

一同：っ!?

神月：我われ々われが、この映像を見ることを予よ測そくしていたってわけか。

コウ：黙だまって画面を睨にらみつける……。

ＧＭ：「五日目、神は鳥と魚を創つくった。次は、六日目。獣けものと家か畜ちくと人間を創ろう───」

あやめ：とうとう人間を作るところまで来ちゃったよ!?

神月：《裸の王様》で作るから……エキストラなんじゃないのか？

コウ：アダムの力のおかげで、十一種類のシンドロームのエフェクトを使えるからな。つまり、奴やつの創る従者もそれだけのエフェクトを使える。

神月：やろうと思えばなんでもできる、ということか。

コウ：（無言で頷うなずく）。

ＧＭ：そして、映像にはノイズが入り、途と絶だえます。霧谷が沈ちん痛つうな面持ちで「……これが、確認できた最後の映像です。例の生物ですが、現げん状じようの生物を駆く逐ちくする可能性があります」と、告げます。

神月：やはりか。ぞっとしないな。

瞳：映像を見る限かぎり、人間も攻撃の対象だよね？

ＧＭ：「先ほどの惨さん劇げきが、綾間市全ぜん域いきに広がる可能性があるということです」

コウ：綾間市に広がった後は……世界に拡かく散さんしていくだろう。少なくとも、カインはそのつもりだ。

あやめ：横目で、ちらりとコウ君を見たり。……瞳ちゃんに言われたから、やっぱりコウ君のことが心配だよ。

コウ：その視し線せんには気づくが、すぐに通信している霧谷に戻もどす。今の俺には、まだあやめを思いやる余裕がないんだ。

あやめ：う～、ちょっと寂さびしい。

ＧＭ：霧谷は報ほう告こくを続けます。「救援に派は遣けんした部隊は、このとおりです。力及およばず、申もうし訳わけありません。頼たよれるのは、あなた方だけです。どうか、カインを止めてください」手を組んで、まるで祈いのるように言います。

瞳：霧谷もまいっているっぽいね。

ＧＭ：ＵＧＮ日本支し部ぶ長ちようとして、ずっと対たい応おうしていますからね。

神月：分かった、このことは貸かしにしておくぞ。霧谷。

ＧＭ：神月の発言にふっと笑みを漏もらし、「分かりました、神月さん。いずれ、この借りは返しましょう」と答える霧谷。神月の言葉を冗じよう談だんと受け取って、少し張はり詰つめた表ひよう情じようがゆるんだようです。

神月：む、冗談ではないぞ。よし、今の発言を録画して証しよう拠ことして残しておこう。

あやめ：神月さんがなにか企たくらんでいる（笑）。

ＧＭ：では、ここで情報をひとつ出しましょう。綾間支部に、エージェントからの連絡が入ります。

あやめ：ああ、あの「ジャスティス！」って挨拶してた人（笑）。

ＧＭ：は、そうです（笑）

神月：おっ、なんだなんだ？

ＧＭ：彼は「あやめさん、朗ろう報ほうですよ」と言います。

あやめ：おっ、なんだろ？

ＧＭ：「たった今、巧己さんらしき人物が発見されたという報告が入りました」

あやめ：よかった～！　お兄ちゃん無事だった！

コウ：だが……ひと安心というわけには、いかないんじゃないか？

あやめ：な、なにかあるかな。

コウ：さっきの鳥や魚が、救助活動中の消しよう防ぼう隊たいに襲おそいかかるなんて可能性は高いと思う。

あやめ：ほんとだ！　お兄ちゃんが死んじゃうー!?

ＧＭ：それに、ＵＧＮとしてもレネゲイドに関係した情報は隠いん蔽ぺいする必要がありますし。

あやめ：それどころじゃないよ、早くお兄ちゃんを助けにいかないと！

神月：しかし、この惨状は元を絶たたないとどうしようもあるまい？

コウ：元を絶つ───カインを叩たたくということか。

神月：奴がいるかぎり、あのバケモノどもは増ふえ続けるのだろう？　そっちが先決だ。

瞳：とりあえず、あやめのお兄さんの安全を確かく保ほして、後こう顧この憂うれいを絶った後、カインのところに行くってのは？

神月：それは正せい義ぎに反する（笑）。

あやめ：ひー、神月さ～ん！

神月：いや、一いつ刻こくも早く綾間市の市民を助ける方が先だと判はん断だんしてのことだ。個こ人じん的てきな感情に流され、優ゆう先せん順位を見失ってはいけない。

あやめ：うっ、それは一理ある……。

コウ：なら、二手に分かれて同時に対たい処しよするという手があるが。

瞳：じゃ、神月先生とわたしで綾間タワーに向かいましょう。巧己さんのことは、コウとあやめに任まかせてさ。

神月：むっ？

あやめ：お願いします、神月さん。お兄ちゃんの無事を確認したら、すぐに神月さんに合流しますから！

神月：分かった。お兄さんは、あやめくんにとってもかけがえのないロイスだからな。

あやめ：ありがとうございます～！

神月：それに、ここであやめくんがお兄さんのロイスを失ったら、ジャーム化してカインのところに行ってしまいそうだ（笑）。

コウ：メタな発言だが、ロイスを失ってジャーム化すると、そういう演出になるな（笑）

あやめ：そうならないよう、頑張らせてもらいます（笑）。

神月：では、あやめくんとコウは、お兄さんおよび活動中の消しよう防ぼう隊員の救助に向かう。私と瞳くんは、綾間タワーに向かう。作戦は以上だ！

一同：りょうかーい！

瞳：じゃ、出発する前にぼそっと呟つぶやいておこう。おもに、あやめとコウに向けて。

ＧＭ：おっ、なにかプレイヤーから助言があるようですよ。

コウ：それは聞いておかねば。

あやめ：うん、あたしも聞きたい（笑）。

瞳：でもさ、カインの言っていることって変だよね？　裏切られたとか捨すてられたとか言ってるのに、あいつって今まであった世界を捨てようとしてない？




　瞳がふと口にした言葉に、あやめとコウは顔を見合わせる。

　カインは、世界を捨てようとしている。




　それは、本当に救済と言えるのか？

　カインに届とどけなければならない言葉が、見えてきたような気がした───。




コウ：裏切りのない世界を創るために、今の世界を裏切る……たしかに矛む盾じゆんしているな。

瞳：カインがこの世界に裏切られたって復讐するにしてもさ、それって同じことしているわけじゃない？　世界を創り替かえたって、きっとまた同じことが起こるよ。

コウ：裏切られた者が裏切り、そしてまた裏切る。カインが言っていた裏切りの連鎖だ。

神月：私は、そんなみんなを見て思わず呟いてしまうのだ。

ＧＭ：おっ？　神月先生も。

神月：（しみじみと）これが若わかさか。

あやめ：か、神月さ～ん！（一同笑）。




　いきなり面白くしないでください。




神月：いや、しみじみと感じたんだよ、うん。

コウ：急に、神月先生がじじむさくなった。

神月：だが、コウ。若わか者ものは時に悩なやむことも必要だが……ここは人生の先せん輩ぱいとして助言くらいはさせてもらうぞ。

コウ：いや、俺は……。

神月：コウ、まずはお前の本心を語ってみろ。

コウ：───同じに見えるんだ、あいつが。

神月：ほう？

コウ：俺も、どこかで運命を掛かけ違ちがえていたら、カインのようになっていたのではないか……そう思えてならない。




　ＵＧＮチルドレンとして任務をこなす。それは、コウがみずから望んだ鋳い型がただった。

　だが、その鋳型は人形を作るためだけの鋳型───。

　感情や疑問、悩みを持った人間をはめ込こむことはできない。




コウ：俺とカイン、どこが違ちがうのか？　……奴と対たい峙じすると、どうしてもそんな風に考えてしまう。

神月：──いや、お前とカインは違う。

コウ：そうだろうか？

神月：コウ。お前のキャラシートのロイス欄らんを見てみろ。そこには、ちゃんと人の繫つながりがあるじゃないか！

コウ：そこでメタになられても!?（一同笑）

あやめ：いいこと言ってる、いいこと言ってるけど（笑）。

神月：ほら！　なんかうまく言えないけど、人の繫がりは大事なんだよ！　──ああ、これだ！　このセリフだ！　ちょっと待っていてくれ。

ＧＭ：師走しわす先生がノートパソコンを操そう作さした!?

瞳：セリフをまとめ始めた!?（笑）

神月：……（しばらく時間をおき）あやめくんは今、お兄さんを助けたいと思っている。もし、あやめくんのお兄さんが死んでしまったら、彼かの女じよは悲しむだろう。コウ、そんなあやめくんを、お前はどう思う？

コウ：できるなら、そうならないように助けてやりたいと思う。

神月：誰かが誰かを思い、その誰かがまた誰かを思いやる……今の世界は、そんな無数の人の繫がりによってできている。

一同：おおっ！

神月：カインにはそれがない。……奴は、あやめくんを必要としているようだが、あやめくんが何を必要としているかは、考えようとしない。

瞳：たしかに、自分の都合を言っているようだよね。

コウ：……言われてみれば、そうかもしれない。

神月：だがコウ、お前は違うだろう？　あやめくんのために、お兄さんを助けようとしているではないか。

あやめ：そうだよ！　そのコウ君の気持ち、すごく嬉うれしいよ。

神月：そう、それが人の繫がりだ。コウ、お前がそれを感じているかぎり、カインのようにはならんさ。

瞳：神月先生、いいこと言うな～。やっぱり、原稿にするとセリフがまとまるんだね。さすがは作家（笑）。

神月：はっはっはっ。

コウ：……なあ、あやめ。

あやめ：な、なにかな？

コウ：───考えてみれば、俺はお前を裏切っていたこともあったな。

あやめ：えっ、なんのこと？

コウ：お前が、一度殺されてしまったときのことだ。

あやめ：ああ、そんなこともあったねー。

ＧＭ：あやめが、第一巻かんでオーヴァードとして目覚めたときのことですね。

コウ：あの時、お前がオーヴァードになったことを、俺は伝えなかった。

あやめ：そうだね。でも、もし伝えられたとしても、あのときは理り解かいできなかっただろうけど。でも、それって裏切りじゃないと思うよ？　おかげで、助かったもの。

コウ：助かった？

あやめ：きっと、あの時本当のことを言われたら、あたしは混こん乱らんしてたと思う。

コウ：そうか。今になって言うのもなんだが、それが引っかかっていたんだ。

あやめ：……あのさ。昔のコウ君って、大切なものってなかったの？

コウ：ない。───いや、考えたこともなかった。

あやめ：今はどう？

コウ：今はある。たくさんある……。




　かつて、コウは自分すら顧かえりみることはなかった。

　だが、今は違う───。




　あやめとともに過すごす学校での日にち常じよう。

　瞳、神月、あやめ、仲間たち。守りたいと思うものが、たくさんある。

　コウがそれを知ったのは、つい最近のことだった。




あやめ：ねえ、コウ君。過去を戻すことはできないけど、未来は決まっていないんだよ。だから、これからは大切なものを守っていけばいいと思うよ。

コウ：未来のために、ということか。

あやめ：うん。過去に裏切ったと思ったら、今度は裏切らなければいいんだよ。

コウ：そうか。俺とカインの違ちがいか。ようやく分かった気がする。

瞳：なんか、キャラシートのロイス欄の話が非ひ常じようにきれいにまとまった（笑）。

ＧＭ：『ＤＸ３』のキモですからね（笑）。

神月：そうだぞ、コウ。過去よりも未来だ。いつまでもうじうじ悩なやんでいるようだと、ジャスティスロイヤーズの一員にはなれないぞ？

コウ：いや！　俺はそんな組そ織しきに入る気はないのだが！（一同笑）

ＧＭ：本気で新組織を設立しようとしている（笑）。

神月：当然だよ。霧谷の発言を録画したのだって、言げん質ちを取るためだし。

あやめ：やっぱり面おも白しろくなるな～（笑）。

ＧＭ：まあ、話はまとまったようですし、みなさんが向かったところでシーンを終了します。








《赤色の従者》　従者を作るブラム＝ストーカーのエフェクト。














◆Middle07◆異い形ぎようの塔とうの前まえにて




Scene Player ─── 陸原瞳






　瞳は神月とともに、異形化した綾あや間まタワーの前にやってきた。

　天地創そう造ぞうの奇き跡せきの再さい現げんは、五日目までが終わっている。

　カインがすべての奇跡を終わらせる前に、止めねばならない。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは瞳です。場所は綾間タワー前。侵しん蝕しよく率りつをどうぞ。

神月：（ダイスを振ふる）１だ。今回は伸のびないな

瞳：こっちは８です。

ＧＭ：ふたりの目の前には、異形の大たい樹じゆのように変へん貌ぼうした、綾間タワーがそびえています。

神月：ふうむ、コウの報ほう告こくの通りだな。

瞳：あっ、そうだ神月先生。

神月：なにかね、瞳くん？

瞳：文子さんは無事見つかったの？

神月：んお!?　ゴホンゴホン！　……な、何のことかな？

瞳：さすがにその反応だけで分かるし。ああ、助けたのね（笑）。

神月：……助かっていると、いいな。

ＧＭ：遠い目をした（笑）。

神月：……彼女のことだ、きっと無事だ。そして、自分の正せい義ぎに忠ちゆう実じつであり続けるだろう。

瞳：先生さぁ、いつも正義正義とか言ってるけど……その正義って、なんなのさ？

神月：ああ、それはだな───。

瞳：それは？

神月：ラスボスとの戦いで明らかになる（一同爆笑）。

あやめ：豪ごう快かいに、答えを先延ばしにした!?（笑）

瞳：……まあいいや、話題を変えよう（笑）。コウは、なんで迷まよってるんだろうね？

神月：彼には、まだ自分の正義が見えていないんだろう。だが、心配はいらん。コウもやがて気づくだろう。真の正義がなんであるか、にな。

瞳：ふーん。ま、いっか。

神月：それより、まずは目の前の事じ態たいをどうにかせんといかん。

瞳：うん、そうだね。

ＧＭ：すると「おや、誰かと思えば───」とカインの声が響ひびき、幻げん影えいが出しゆつ現げんします。

神月：来たな、カイン。ずいぶんと派は手でにやってくれたものだ。

ＧＭ：「世界を変えるんだ。この程てい度ど、まだ序じよの口くちだよ」

神月：そうだな。世界を変えるなら、この程度では済すむまい。

あやめ：同調した!?（一同笑）

ＧＭ：え、あ、う、うん……（笑）。

コウ：おい、負けているぞＧＭ!?　よく分からんけど、負けてるぞ！（一同爆笑）

ＧＭ：まさか、そうくるとは思ってはおらず……。

瞳：カインも幻げん惑わくされるよね、そりゃ。

ＧＭ：いや、その……頑張ります！　「ふん、知ったふうな口を利くじゃないか」

神月：カイン、お前のやり方では真の理想世界は創造しえない。……ほら、ここはひとつ、私に任まかせてみるつもりはないかね？

瞳：せんせー！（一同笑）

ＧＭ：「何をふざけたことを！」

あやめ：会話がおかしな方向に（笑）。

神月：そうすれば、コウやあやめだって、ついてきてくれるかもしれないぞ？

ＧＭ：「それで、また僕ぼくを裏うら切ぎるんだろう？　騙だまされるものか！」

神月：……ちっ、駄だ目めか。

ＧＭ：いや、危あぶなかったですよ。おもに俺おれが（笑）。

神月：哀かなしいな。真の力の使い方も、真の正義も知らないとは。……私は、カインにロイスを結ぶのだ。ネガティブは〝憐れん憫びん〟で。

ＧＭ：「今の罪つみにまみれた世界を壊こわすこと。それが僕の得た力の正しい使い方だ」

神月：……どうやら、貴き様さまとは相あい容いれないようだ。決着をつけようではないか。どちらが真の世界の創そう造ぞう者しやたるか、今ここで証しよう明めいするべく───。

瞳：神月先生、そのままだとラスボスだって（笑）。

神月：おお、そうだ！　いかんいかん。




　神月先生、落ち着いてください。




瞳：じゃ、神月先生の代わりにわたしが言うわ。

神月：すまん、瞳くん。このままだと、自分でもどうなるかよく分からない（笑）。

瞳：カイン。あんたはさ、実は怖こわいんじゃないの？

ＧＭ：「僕が、何を怖がっているというんだい？」

瞳：コウが、あなたと違ちがった答えを出すことがさ。

ＧＭ：「フッ、なにを言うかと思えば───」

瞳：あんたとコウは、同じだもんね。でも、そんなコウが、あんた以上の答えを出すんじゃないかって……そう思っているんでしょ？

ＧＭ：「くだらないな。僕はあいつより先に答えを見つけた。だからそれを実行している」

瞳：本当に、そうなの？

ＧＭ：「だったら、コウは何を見つけてくるんだ？」

瞳：それはまだ分からないわ。でも、きっと見つけてくるはずよ。あやめも一いつ緒しよにいるから。

ＧＭ：「ふん、どのみち、君たちはこれ以上タワーに近づくことはできないんだ。この植物たちと遊んでいるがいい」と言って、カインが姿を消すと、タワーを取り巻いていた植物が襲いかかってきます。

神月：うお、植物が!?

瞳：戦闘になるの？

ＧＭ：いえ、戦闘ではありません。しかし、タワーに入るためには、この植物を排除しなくてはいけません。ルール的には、一定量のダメージを与えると道が開けます。

コウ：やっぱり、そっちに出た方がよかったか？

瞳：大丈夫、そっちでお兄さんを助けてあげて！　そっちの方が大事だから。

神月：うむ、こっちは任せたまえ！　さあ、行くぞ瞳くん!!




　島に絡みついた蔓状の植物が、まるで獲物を見つけた蛇のように鎌首をもたげる。

　だが、ふたりは恐れはしなかった。

　瞳からの支援を受けた神月の攻撃によって、道は徐々に開かれていった。








◆Middle08◆兄弟の絆きずな




Scene Player ─── 敷島あやめ






　綾間市中心街──。

　コウのバイクが被ひ災さい地ち域いきを疾しつ走そうしている。あやめは、その後部座ざ席せきでしがみついている。

　荒あれ果はてた状じよう況きようで、早く兄を見つけなければならない。




ＧＭ：さて、あやめとコウのシーン。中心街で活動中の巧たく己みを助けに向かうところです。

コウ：まだバイクが走れるんなら、あやめを後ろに乗せて向かおう。そっちの方が迅じん速そくだ。

あやめ：じゃ、あたしはコウの背せ中なかにしがみついてるよ。

ＧＭ：ふたりとも、侵蝕率をどうぞ。

あやめ：侵蝕率上げます。てぇーい。お、１点♪

コウ：こっちは３点だ。中心街はどうなっている？

ＧＭ：状況はかなりひどいようです。いくつか建物が倒とう壊かいし、街まち並なみの面おも影かげはありません。ただ、人々は避ひ難なんしたようで人ひと影かげはまばらです。

コウ：そうか。では、バイクを止めて周囲を見み渡わたそう。

ＧＭ：すると、倒壊している建物から巧己の声が聞こえます。「おおーい、救命用ジャッキを持ってきてくれー！」と。

あやめ：お兄ちゃんだ！

コウ：辺りの様子は？

ＧＭ：巧己の周囲には、異形の鳥と魚たちが集まり始めます。

コウ：来たか！

あやめ：お兄ちゃんを助けないと！

コウ：待て、いいのか？

あやめ：だって、お兄ちゃん死んじゃうよ！

ＧＭ：そうですね。このまま放っておけば、殺されてしまうでしょう。

コウ：かといって、このままエフェクトを使えば、巧己さんにも知られてしまうぞ？

あやめ：そっか、《ワーディング》使えないんだった！

ＧＭ：その鳥と魚の群むれは、巧己を獲え物ものと狙ねらい定め、食らいつこうとしています。異い変へんに気づいた巧己ですが、普ふ通つうの人間では逃にげ切れません。

あやめ：助ける場合はどうしたらいいの？

ＧＭ：鳥や魚は群れなので、一体のトループとして扱います。防ぼう御ぎよはしませんが、ダメージを出してもらいましょう。一いち撃げきで倒たおさないと、巧己は死んでしまいます。

あやめ：……うん、決めた。

ＧＭ：ほう？

あやめ：あたしはお兄ちゃんを信じる！　全力で助けます！

コウ：……本当に、いいのか？

あやめ：あたしは、お兄ちゃんが死んじゃう方が嫌いやだよ！　マイナーアクションで《ハンドレッドガンズ》を使用し、銃じゆうを作製！

コウ：あやめの決意を聞いて、俺もバイクを走らせて協力する。そうだった、俺も巧己さんに死なれては困こまる。あやめが悲しむからな！

瞳：コウがバイクを走らせて、後ろに乗ってるあやめが銃を撃うつの？　かっこいい！

神月：絵になるシーンだな。

ＧＭ：では、あやめさん。メジャーアクションをどうぞ！

あやめ：《コンセントレイト：モルフェウス》＋《カスタマイズ》で射撃！　（ダイスを振る）達成値ちは35！　「お兄ちゃん、伏ふせて！」と言って、バイクの後ろからペンダントを銃に変えて、その群れに向かって撃ちます！

神月：35か、結けつ構こう回ったぞ！

あやめ：ダメージは35点！

ＧＭ：35点!?　巧己に襲おそいかかろうとしていた異形の群れが、あやめの正せい確かく無む比ひな射しや撃げきによって見事に打ち落とされていきます。敵てきは全ぜん滅めつし、巧己は無事です。

あやめ：……よかった。

ＧＭ：そして巧己は、バイクの後部座席からペンダントを拳けん銃じゆうに変えて怪かい物ぶつの群れを蹴け散ちらすあやめを見て、呆ぼう然ぜんとしています。「あやめ、お前は……」

あやめ：お兄ちゃん、無事？

ＧＭ：「あ、ああ……」そう答える巧己。

コウ：巧己さん、これは───。

あやめ：コウ君、いいよ。あたしが全部説明するから。

コウ：だが……。

あやめ：ありがとう。大だい丈じよう夫ぶだから。

ＧＭ：「あやめ、一体何が起こっているんだ？」

あやめ：お兄ちゃん、ごめんなさい。……あたし、ちょっと普通の人と違ちがうの……。




　あやめは、兄に事じ情じようを語った。

　レネゲイドウィルスにより、特とく殊しゆな力を持ったオーヴァードとなってしまったこと。

　そして、世界は変貌しつつあることを。




ＧＭ：巧己は、いまだ信じられないという顔をしています。「そんなことが、あるわけないだろう。一体何を言っているんだ」

コウ：本当だ。俺は、腕うでを変へん異いさせて見せよう。

ＧＭ：さすがに、そこまですると「本当、なのか？」と驚おどろきつつも信じたようです。

あやめ：こういう人は、それなりにいるみたいなの。

ＧＭ：「じゃ、あやめもそのひとりだっていうのか？」

あやめ：うん、お兄ちゃんの知っていたあたしは、連続爆ばく殺さつ事じ件けんで死んじゃっているのよ。

ＧＭ：「死んだ？　まさか、そんな……」

コウ：とある事件に巻まき込こまれて、あやめは死んだ。その後、レネゲイドの力で蘇よみがえった。

ＧＭ：巧己は、言葉もないという感じですね。

あやめ：黙だまっていてごめんね、お兄ちゃん。

ＧＭ：「そう、だったのか。でも、それは……」巧己は、戸惑いと驚き、それに哀しみを混ぜたような、なんともいえない複雑な表情をしています。

あやめ：うう、やっぱり……。嫌われるのが怖いから、思わず目を瞑っちゃうよ。

コウ：…………。

ＧＭ：すると、巧己は一歩踏ふみ出だして、あやめの肩かたにそっと手を置きます。

あやめ：お、お兄ちゃん……。

ＧＭ：「いろいろ、あったんだな。俺は、まだ全部を理り解かいしきれていないけど……。ただ、どんなことがあっても、お前は俺の大切な妹だ。そのことだけは、変わらない」そう言って、抱だきしめてくれます。

あやめ：どうしよう？　それ、安心して泣いちゃうよ。黙っていたこと、許ゆるしてくれるの？

ＧＭ：「いいんだ、そんなこと。俺の方こそ、気づいてやれず、ごめんな」




　変わってしまったことを黙っていた妹。その妹に気づいてやれなかった兄。

　兄妹は、お互たがいを許し合う。それは、より絆を強くしたように思えた。




あやめ：よ、よかったぁ～。

コウ：そうか。こういう形の答えもあるんだな……。

あやめ：ん？　どういうこと？

コウ：いや、こっちの話だ。それより、巧己さんには、安全な場所に避難してもらおう。

あやめ：そうだね。お兄ちゃん、ここから先はあたしたちに任せて、避難していて。

コウ：すまないが、俺たちのような力を持っていないと、解かい決けつできないことがあるんだ。

ＧＭ：「……分かった、ふたりとも気をつけるんだぞ」と巧己は言ってくれます。

あやめ：うん！

コウ：よし、このまま神月先生と瞳と合流しよう。

ＧＭ：と、そこでシーンを終了します。








◆Middle09◆裏うら切ぎりへの答え




Scene Player ─── 陸原コウ






　コウの駆かるバイクは、あやめを乗せて綾間タワーを目指す。

　答えを見つけたのだ、もう迷まようことはない。

　それを教えてくれたのは、自分の背せにしがみついている大切な少女だった。




ＧＭ：シーンプレイヤーは、コウ。綾間タワーの前に全員登場し、合流するシーンです。

あやめ：侵蝕率６点上じよう昇しよう。

コウ：こっちは侵蝕率４点上昇。

ＧＭ：では、コウとあやめがバイクに乗って移い動どうしていると、綾間タワーが見えてきます。

コウ：バイクを止めて降おりるわけだな。ついたぞ、あやめ。

あやめ：うん。

コウ：……その、よかったな。

あやめ：え、なんのこと？

コウ：巧己さんが、受け入れてくれたこと。

あやめ：あっ、そうだね。うん、本当によかったよ。

コウ：あんなこともあるんだな。家族というのは、普通はああなのか？

あやめ：えっと、ああっていうのは？

コウ：家族の絆のことだ。瞳は父親にバケモノと呼よばれ、俺は両親によって〝ドクター〟に売られた。だが、あんな絆の在あり方かたもあるんだな……。

あやめ：どう……なんだろうね？　あたしにとっては普通だけど、人には、いろんな事情があるから。あたしは幸運だったのかも。

コウ：幸運、か。

あやめ：……でも、みんながそうだったらいいのにね。

コウ：ああ。そうだな。……その、こんなことを聞くのはどうかと思うんだが……巧己さんが許してくれなかったら、どうするつもりだったんだ？

あやめ：そうだね、それでもあたしはお兄ちゃんを許したかな？

コウ：許ゆるす……とは？

あやめ：お兄ちゃんがあたしを認みとめてくれないのはショックだろうけど……それは仕方がないかなって思う。それに、あたしにはお兄ちゃんを恨うらめないよ。

コウ：そうか。

あやめ：コウ君は、どうなの？

コウ：ん？

あやめ：……その、ご両親のことは、まだ恨んで？

コウ：どうだろう？　記き憶おくの中では、俺はひどく絶ぜつ望ぼうしている。だが、恨んでいるのかと聞かれれば、分からない。ただ、届とどかないくらいに遠く……それが悲しいように思う。

あやめ：じゃあ、きっともう許しているんじゃないかな？

コウ：俺が、両親のことをか？

あやめ：どんなにつらい思いでも、いつかは許せるときが来るし……ずっと恨み続けるより、お互いを受け入れ、許し合うことができれば、絆を結ぶことはできると思う。

コウ：お互いを受け入れ、許し合う。そうだな。巧己さんとお前のように───。

あやめ：えへへ。そ、そんな、大袈裟なものじゃないよ。

コウ：許す、か。ん？　……許す？

あやめ：え？　な、なにか、あったかな？

コウ：いや、ちょっと……、裏切りを……受け入れて……。そう、か。

あやめ：コ、コウくん？

コウ：そうか、そういうことか……！　答えが見つかった！　必要なのは、許すことだ！




　コウは、あやめと巧己の抱ほう擁ようし合う姿すがたを思い浮うかべていた。

　兄と妹は、お互いの裏切りを受け入れ、許し合い、絆を強くした。

　どんなつらい思い出も、いつかは許せるときが来る。

　そう。もし裏切りを許し合えるのならば───。




あやめ：（顔を覗のぞき込こみ）コ、コウ君？

コウ：ありがとう。お前と巧己さんが、俺に答えをくれた。

あやめ：え？　え？　助けてもらったのは……あたしたちの方だよ？

コウ：違うんだ。歪ゆがみの中にいただけの俺たちでは、裏切りの連れん鎖さを止めるための答えを見つけることはできなかった。だが、お前と巧己さんはそれを終わらせていたじゃないか。

あやめ：あたしとお兄ちゃんが？　な、何か特別なことをしたかな？

コウ：何も特別なことじゃない。……あやめ、どうしてお前は巧己さんに謝あやまったんだ？

あやめ：だって、あたしはお兄ちゃんに許してほしかったから。お兄ちゃんも、黙っていたことを許してくれたし……。

コウ：そうだ。裏切りをなくすなんて、簡かん単たんだったんだ。裏切りを許せばいい───。




　カインが発した、裏切りの連鎖という言葉───。

　コウは、この言葉を否ひ定ていできないでいた。いや、信じかけていたと言ってもいい。




　しかし、今は違う───。

　カインに対して、間ま違ちがっていると言える。




コウ：俺は、カインを憎にくみきれずにいる。俺はあいつと同じだ。親に捨すてられ〝ドクター〟から廃はい棄きされ、そしてＵＧＮチルドレンという仮か面めんをつけて、自分をも裏うら切ぎっていた……。

あやめ：コウ君……。

コウ：だから、どこかで自分が必要とされていない存在だと……この世界にいらない存そん在ざいだと決めつけ、自分は誰にも受け入れられず、許ゆるされないものだと思っていた。だが、違った。俺は許されていたんだ。あやめ、お前によって───。

あやめ：あたしが？

コウ：あやめ、お前と会わなければ、俺は記憶を取り戻もどすこともなかっただろう。それにお前は、俺を受け入れてくれた。

あやめ：だって、コウ君はあたしにとって、その、大切な人だから。……コウ君に対して。〝幸福感〟と〝劣れつ等とう感かん〟でロイスを取ります。当然、〝幸福感〟が表に出ます。

瞳：〝劣等感〟なんだ。

あやめ：ほら、かなわないなぁって思うから。




　あやめは、コウの右手に触ふれていた───。

　コウの異形に変わる手を、愛いとおしむように。

　この世界にあっていいということを、伝えるために。




コウ：あらためてありがとう、あやめ。俺を、許してくれて。

あやめ：そうかな？　許すとか、あんまり考えたことなかったけど……。

コウ：そうだ。学校という場に馴な染じませてくれたのは、お前がいたからだ。あの騒さわがしいクラスメイトも、今では俺の中で大事なものになっている。

神月：千鳥とかもな（一同笑）。

あやめ：そうだね、千鳥も大切だよね（笑）。

コウ：瞳も先生も、俺を受け入れてくれていたんだな……。

瞳：なんたって兄妹だしね。

コウ：しかし、おかしな話だ。こんなことに気づいていなかったなんて。

あやめ：きっと、それだけ当たり前のことなんだよ。あたしたちや人間にとって。

コウ：そうだな。───だが、カインは違った。

あやめ：うん、そうだね……。

コウ：カインは、自分が置かれた境遇を、世界から受け入れてもらえず、裏うら切ぎられたと絶望し、その連鎖の果てのことしか考えずに、すべてを否定した……。

あやめ：カイン君に必要なのは、誰だれかから許してもらうことなんだね。

コウ：だから、俺はあいつを受け入れ、許してやろうと思う。

あやめ：コウ君が、許す？

神月：それはカインのやったことを許すということなのか？　……だとしたら、私としてはコウを止めることになるが（笑）。

コウ：いや。ヤツの気持ち、ヤツの考えを理解したうえで、あいつを止めてやらなければならない。それは、俺の役目だ。

あやめ：そうだね。カイン君を許せるとしたら、コウ君しかいないと思う。

瞳：方ほう針しんが決まったみたいね。じゃあ、そろそろ登場しよっか。

ＧＭ：「おーい！」とか、声が聞こえてくると（笑）。

瞳：ウルトラマンが飛んでいった後の、ハヤタ隊員みたいに（笑）。侵蝕率は80ぴったり。




　コウとあやめを迎むかえる、神月と瞳。

　彼らもまた、コウの存在を認め、許してくれていたのだ。

　そう思うと、コウに自然と笑みが浮うかんだ。




神月：ふたりとも、こんなところにいたのかー！

コウ：ああ、神月先生。それに瞳、ありがとう。

瞳：わたし、いきなりそんなこと言われるとびっくりしちゃうなー。

神月：私は、コウの吹っ切れた表ひよう情じようを見て言うんだ。フッ、コウ。お前もジャスティスロイヤーズの一員にふさわしい顔になったな、と。

瞳：神月先生、ジャスティスロイヤーズはやっぱり笑っちゃうって（笑）。

神月：いや、私の中ではすごくかっこいい組そ織しきなんだぞ？

コウ：ともかく心配かけてすまなった、みんな。俺はもう大丈夫だ。

神月：そうだな、正義に目覚めた顔だ。

コウ：まあ、俺なりの正義でもある（笑）。俺は、あやめに答えをもらったんだ。

瞳：えっ、なに？　あやめ、コウに変なことされちゃったの!?

あやめ：さ、されてないよ～！　と、顔を真っ赤に（笑）。
















神月：なんと、コウにそんな甲斐かい性しようがあったとは。

あやめ：うにゃ～、だから～！

神月：カインに対する答えは出たようだな。

コウ：ああ、俺はあいつを……許してやろうと思う。

瞳：え～、許すってー!?　と、初めて聞くんで、びっくりしよう（笑）。

神月：許す、か……。お前がそれが正しいと言うのなら、そうするがいい。───ただし、私は私のやり方でやらせてもらう。どっちが先か早い者勝ちだぞ、コウ！（一同笑）

あやめ：カイン君が、早い者勝ちの賞品みたいに（笑）。

コウ：神月先生には軽く頷うなずいて、あらためてカインのロイスをＳロイスに指定しよう。今まで決めきれなかった感かん情じようも決まった。ポジティブは任意にして〝兄弟〟。ネガティブは〝悲ひ哀あい〟だ。

ＧＭ：はい、分かりました。

コウ：そして、ああ言ってしまった以上、このＳロイスはどうあっても切るわけにはいかない。……うおー、切れないのか（笑）。

瞳：これタイタスにして切ったら、やっぱり許せないぜーってなるもんね（一同笑）。

あやめ：あたしも、カイン君のロイスをＳロイスにします。

瞳：じゃあ、わたしはあやめのロイスをＳロイスにするよ。

神月：私も、あやめくんにロイスを取ってＳロイスに指定だ。おっ、あと１個こロイスを取れるな。よし、最後のロイスは……〝世界〟で（笑）。

ＧＭ：〝世界〟!?（一同笑）

神月：うむ、感情は〝慈愛〟と〝不安〟で。

あやめ：あたしは、最後に神月先生に対してロイスを取ります。〝尊そん敬けい〟と〝脅きよう威い〟で。

瞳：〝脅威〟なんだ（一同笑）。

あやめ：うん、これでぴったり七つ。

ＧＭ：では、そうするとその場にカインの声が響きます───。




「ようやく、舞ぶ台たいは整ったよ───」

　天から、カインの声が響ひびいた。

　それとともに、綾間タワーを覆っていた植物の蔦が動き始め、入り口を形成した。




コウ：向こうも、準じゆん備びを整えたってわけか……。

ＧＭ：カインの声が「さあ、くるがいい。君たちに楽園を見せてあげよう」と響きます。

神月：……行くか！

瞳：わたしは、もう走り出しているよ（笑）。

コウ：では、あやめにもう一度言おう。お前は、俺が必ず護まもる───。

あやめ：うん！　頷いて、一緒に中に入ります。

ＧＭ：では、みなさんが綾間タワーに飛とび込こんだところで、シーンを終了します。次は、クライマックスとなります。







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax01◆楽園の中で


Scene Player ─── 陸原コウ






　綾あや間まタワーの内部は、植物が血管のように張はり巡めぐらされ、生物の体内を思わせた。

　やがて、カインが待ち受ける展てん望ぼう台だいへとたどり着く。

　そこは、地上からは想そう像ぞうもつかぬ別世界だった───。

　美しい花が咲さき乱みだれ、伝説の幻げん獣じゆうが暮くらし、赤子が繭まゆに包まれて眠ねむっていた。




ＧＭ：では、クライマックスに参りましょう。シーンプレイヤーはコウ。綾間タワーを上っていくと、展望台にたどり着きます。

コウ：どんな様子だ？

ＧＭ：そこは、美しい植物や見たことのない新種の生き物、そして、何かの繭に入ったような赤あかん坊ぼう……従じゆう者しやの姿すがたがいくつも見受けられます。

瞳：ええと、創そう造ぞうの奇き跡せき、六日目はなんだっけ？

ＧＭ：獣と家か畜ちく、人間の創造です。

瞳：そっか。それで最後の一日は休むんだっけ。

神月：うむ、日曜日の始まりだな（笑）。

あやめ：でも、ここの光景は驚おどろいて見回しちゃうよ。

ＧＭ：すると、その場にカインが現あらわれます。「ようこそ、エデンの園へ。今、六日目の奇跡が終わったところだよ───」そう言うと、植物や生き物が集まってきます。




　カインによって生み出された新種の動植物が、彼を讃たたえるようにつきしたがう。

　造物主と造つくられしものたちが、楽園に降こう臨りんする。

　六日目の奇跡が終わったのだ───。




ＧＭ：この生き物たちですが、アダムが《赤色の従者》で創造した従者です。

コウ：これも、エフェクトで再さい現げんしているのか。

ＧＭ：はい、繭の中の赤ちゃんは《裸はだかの王様》で作ったエキストラでございます。そして降臨したカインの背はい後ごには、アダムの姿がぼんやりと浮うかんでいます。「見てくれ。この子たちこそ、新しい世界を担になう新人類さ」

コウ：これが、新人類？

ＧＭ：「そうさ、今までの人間のように浅はかでもなければ、人を裏うら切ぎることもない」ちなみに、この赤ん坊ですが、十一種のシンドロームの影響を持つ従者なので、ノイマンの知ち性せいを持ちつつ独立行動し、カインが統とう制せいするので絶ぜつ対たいに裏切りません。

コウ：本当に、裏切りのない世界を創れるってことか……。

神月：ここは新人類の保ほ育いく室しつなのだな。

ＧＭ：「だが、僕ぼくとアダムには足りないものがある。───それが敷しき島しまくん、君なんだ」

あやめ：あたしの、モルフェウス起き源げん種の力が必要ってことなんだよね？

ＧＭ：「そのとおりだよ。君の力があれば、この世界を新しくすることができる。この奇跡は、綾間市だけでは終わらない。世界に広げることができる」

あやめ：ごめんね、カイン君。あたし、あなたの言うことを聞くわけにはいかない。

カイン：「どうして？　人は、いずれ君を裏切る。オーヴァードだと知れば、君の友人も、君の兄も、みんな裏切ることになるんだよ」

あやめ：それは違ちがうよ。あたしは、裏切られなかった。

ＧＭ：ぴく。意外な顔をするカイン。

瞳：じゃ、わたしもびっくりする（笑）。

神月：私も、この話は初耳だからな。

あやめ：……お兄ちゃんは、ずっと黙だまっていたあたしを───変わってしまったあたしを、許ゆるしてくれたよ？

ＧＭ：「……許してくれただって？　そんなものは噓うそだね。そんなものはうわべだけだよ。いずれ、自分たちのために、僕たちを裏切ることになるのさ」カインは、あやめの言葉を否ひ定ていします。

コウ：ああ、そうだな。そうかもしれない───。

ＧＭ：「……ほう？」

コウ：お前の言うとおり、この世界は厳きびしい。一度受け入れたものとて、裏切り、簡かん単たんに捨すて去さってしまう。

ＧＭ：「結局、君も僕と同じ結論に到ったわけか───」

コウ：だが、それでも俺たちを受け入れ、許す人はいる。どれだけ裏切っても、どれだけ裏切られても……人は、いつか必ず許し合うことができる。

ＧＭ：「……〝許す〟？　僕たちを捨てたこの世界がか？　なにを言っているんだ！」

コウ：分からないのか？　いや、当然だろうな。俺おれも、ついさっきまで分からなかった。

ＧＭ：「では聞こうじゃないか、〝降魔の爪メメントモリ〟よ。なら、君は〝許す〟というのか？　自分を捨てた、両親を！　この世界を！」

コウ：ああ、許すよ。

ＧＭ：「……本気で言っているのか？」

コウ：……たしかに、まだわだかまりはある。憎にくしみもある。だが、受け入れるさ。俺には受け入れてくれた人がいる。許してくれた人がいる。その人のように、俺も許す。




　コウは、カインに向かって一歩を踏ふみ出した。思わず、カインがその分だけ後ずさる。

　もう、迷まよいも恐おそれもない。力を与あたえてくれる信念を得たから───。




ＧＭ：「噓だ！　誰だれも僕たちを許しちゃくれない！　僕には、そんな人はいなかった！」カインは、悲ひ痛つうな叫さけびを上げます。

コウ：そんなことはない。お前にもいたはずだ。お前が、見ようともしなかっただけだ。

ＧＭ：「なんだと？」

コウ：ＦＨには仲間はいなかったのか。それに、一時期とはいえ学校には友達もいたはずだ。

ＧＭ：「ハッ！　何を言うかと思えば。ＦＨの仲間なんて、お互たがいを信用しない者同士だ。学校での友達？　馬ば鹿からしい、それこそ侵しん入にゆうするための工作じゃないか」

あやめ：違うよ！　千鳥は、あなたのことを友達だって思っていたよ。同じクラスにやってきた、友達だって……。

コウ：たとえ利用し合うためでも、潜せん入にゆうの工作でも、許される機会はあったんだ。

あやめ：そうだよ、カイン君。きっと、あたしたちが許される時が来るよ？

ＧＭ：「くだらないな───」カインは、冷たい声で言います。

コウ：カイン……。

ＧＭ：コウとあやめを見下したような笑みを浮うかべ、言います。「くだらないよ。許されるだって？　僕にはそんなものは必要ない！」同時に、冷気が周囲に満ちていきます。

コウ：カイン。ならば、俺はお前を止めなければならない……。右みぎ腕うでを構かまえよう。

ＧＭ：では、衝しよう動どう判はん定ていをどうぞ。

コウ：（ダイスを振ふる）衝動判定は成功だ。

あやめ：あっ、失敗した!?

神月：こっちも失敗だ！

瞳：わたしは成功。

神月：しかし、問題は侵しん蝕しよく率りつだ。私はどういうわけか、まだ80％を超こえていない。

あやめ：あたし、[image: 102]％です。

コウ：俺はほぼ理想的。83％だ。

ＧＭ：それでは戦せん闘とうに移うつりますよ。敵てきは、カインとアダムです。

神月：おっと、戦いの前に《ワーディング》を宣せん言げんして、ハーメルンの笛を使うぞ。

ＧＭ：《ワーディング》できないのはミドルフェイズまでですから、使えるようになります。

神月：よし、いけるぞ！

ＧＭ：それでは戦闘に移ります！　敵は、カイン、アダム、そして従者３体です。




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアップ。アダムの行動値ちは30、カインの行動値が19。従者が９です。

瞳：はやーい！

ＧＭ：というわけで、アダムは《融ゆう合ごう》を宣言、カインと融合します。

神月：ひとりになってくれるのはありがたいかもしれん。

コウ：いや、そうでもない。ＨＰは別々だし、エフェクトの組み合わせは大変なことになる。

神月：む、そうなのか。だが、まだ侵蝕率は80％を超こえない。裁さい判ばん所しよコンボが出せん。

あやめ：《サポートデバイス》を使用します！

コウ：そして、俺もついにセットアップで宣言する時が来た。《フルパワーアタック》！

ＧＭ：セットアップは終しゆう了りよう、アダムは融合したので、カインが宣言します。

瞳：さあ、どんなのが来る？

ＧＭ：マイナーで《完全獣化》＋《究極獣化》＋《緑みどりの鞭むち》＋《鷹たかの翼つばさ》を宣言、飛行状態になってドッジのダイスが６個こ増ふえます。さらに【肉体】と【感覚】のダイスも６個プラス。ダメージに＋８Ｄ、装そう甲こう値が＋10！　《緑の鞭》で、射しや程ていのある白兵武ぶ器きを作成しました。

瞳：能力強化系たくさん使ってるなー。

ＧＭ：その姿は、もう人から離れた異形の獣に変化していきます。コウと似ていますが、《妄念の姿：不老の身体》を取得しているので、どこか神々しく超然的なものを感じさせます。

コウ：そんなものまで取っているのか。それで、メジャーアクションは？

ＧＭ：《赤色の従者》＋《愚者の軍団》＋《声なきものども》で従者を３体出現させます！

コウ：なに!?　さらにカインまで従者を出してくるのか!!

ＧＭ：そういうことです。これで従者は合計６体！

あやめ：たくさん増えた～!?

ＧＭ：こちらのメインプロセスは終了。その直後に、《夜魔の領りよう域いき》を使用します。カインは、行動値が０で未行動状態になります。

コウ：このラウンドの最後で行動してくるのか。

ＧＭ：敵のシンドロームを公開しましょうアダムはトライブリードで、エンジェルハイロゥ／エグザイル、オプショナルシンドロームはブラム＝ストーカー。カインもトライブリードで、サラマンダー／キュマイラ、オプショナルシンドロームはブラム＝ストーカーです。

コウ：カインのシンドロームは、俺とまったく同じか。

あやめ：コウ君が炎ほのおで、カイン君が氷。本当に、鏡写しの存そん在ざいだったんだね。

ＧＭ：そのうえで、《妄念の姿》をあと五つ持っているのですよ。

瞳：げー！

神月：だが、バックトラックでボーナスになるのだろう？　思う存分いけるではないか！

コウ：たしかにな。

ＧＭ：さて、次のイニシアチブプロセスですが、カインが《極きよく大だい消しよう滅めつ破は》を使用します！

コウ：来たか！

ＧＭ：カインの掌しよう中ちゆうに、極低温の冷気が急速に収しゆう束そくし、それが瞬しゆん間かん的てきに弾はじけます。対象は、みなさんのいる範はん囲いです！

あやめ：《極大消滅波》だから、リアクションなしでいきなりダメージが来る!?

瞳：《孤こ独どくの魔ま眼がん》使っちゃう？

神月：私は、まだ侵蝕率に余よ裕ゆうがあるから《リザレクト》で大だい丈じよう夫ぶだ。

あやめ：[image: 100]％を超えているのって、あたしだけなんだよね？

コウ：だったら、俺があやめをカバーリングしよう。それで、耐たえられるはずだ。

ＧＭ：分かりました、それではダメージ11Ｄ！　……54点の実ダメージ！

神月：それをくらって私は消し炭のように吹ふき飛ぶが……それがどうかしたかね？　と４点回かい復ふくして立ち上がるのだ！

瞳：わたしも《リザレクト》で復ふつ活かつ、６点回復～。

コウ：俺も復活だ。これで侵蝕率が90まであがった。一回攻撃すれば[image: 100]は超える。

ＧＭ：では、次。瞳です。

瞳：さっきの《リザレクト》で[image: 100]点超えたんで、普ふ通つうに行くよ。《要かなめの陣じん形けい》＋《エンジェルヴォイス》＋《導みちびきの華はな》～。ダイス＋３、達成値＋12、クリティカル値マイナス１。

コウ：いつもの死の舞ぶ踏とうコンボが。

瞳：今回は、コウとあやめが許すとか言っているから、賛さん美び歌かにするよ。

あやめ：許します～、わわわ～♪　みたいな（笑）。

ＧＭ：そんな賛美歌が響ひびく中、あやめの行動です。

あやめ：危あぶないけど、侵蝕率のことはもう気にしない。まず、マイナーで《ハンドレットガンズ》で銃じゆうを作成。《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》＋《ギガンティックモード》＋《コンセントレイト：モルフェウス》……で範囲（選せん択たく）、《レインフォース》で攻こう撃げき力りよくを上げて《確かく定てい予よ測そく》で相手のクリティカルをふたつ上げよう。

瞳：エンゲージ全員への攻撃かー。多分、従者はカインとアダムをカバーリングするよね？

コウ：おそらく。残りの４体はお互いをカバーリングするだろうな。

あやめ：２体残るかな？　でも十分。判定いきます！　（ダイスを振る）……全然よくないなぁ。……達成値は83。

ＧＭ：それで高くないって、何を言っているんですか!?（笑）

あやめ：でも、これで侵蝕率がものすごい勢いきおいであがっちゃう。

ＧＭ：アダムの従者３体が、カインの従者３体をカバーリングを宣言！




　あやめの錬成した銃がさらに巨大化し、分裂した弾丸が一帯に降り注ぐ。

　獣たちは、身を挺してカインの従者を守る。

　それが、自分たちの役目だとでも言うかのように。




コウ：アダムの従者が犠牲になって、カインの従者を残した？

あやめ：どういう作戦だろ？

ＧＭ：いずれ分かります。そして、カインがアダムを《炎陣》でカバーリングして、《氷ひよう盾じゆん》を宣言。

コウ：カインは、アダムをかばうのか？

ＧＭ：アダムを失うとまずいのです。というわけで、ダメージをどうぞ。

あやめ：ダメージは、59点、装甲無む視し！

ＧＭ：カバーリングを宣言したアダムの従者は、[image: 118]点のダメージを受けて、みんな吹っ飛んでしまいます。とほほ、なにもできなかった……。

瞳：あやめすごーい！

ＧＭ：だが、カインの従者は３体残せた。こっちが重要！

瞳：なにかあるのかな？　でも十分な効こう果かだよ。

神月：次は私か。しかし、まだ侵蝕率が微び妙みように足りん。どうしたものか……。

コウ：なら、待機するのは？　そうすると、行動値０のカインより後に行動できる。

神月：待機……。なるほど、その手があったか。では、待機だ！　判はん決けつの時を待て！

コウ：そして俺か。マイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《破は壊かいの爪つめ》を宣言し、カインにエンゲージだ。侵蝕率はこれでぴったり[image: 100]％、理想的だ。

ＧＭ：ほほーう。来ますか！

コウ：メジャーアクションは《獣の力》＋《乾かわきの主あるじ》＋《血の宴》＋《コンセントレイト：キュマイラ》……さらに《獣の王》までいっておこう。これで範囲が対象になる！

ＧＭ：《獣の王》でこっちはリアクションできない。ならばカインが《ジャミング》です！　これでコウの判定はダイスペナルティ６個。「コウ！　アダムの力があるかぎり、お前は僕に触ふれることもできないんだ！」

コウ：いや、届とどく！　それでもダイスは13個振ふれる！　クリティカル値は６、行くぞ！

ＧＭ：止まれ止まれ止まれぇ～。

コウ：カイン、その歪ゆがんだ檻おりから引ひき剝はがしてやる！　……結けつ構こう回った、ダイス目は82。それに足すことの21で、達成値は[image: 103]！

ＧＭ：それは高い!?　やはりカインがアダムを《炎陣》でカバーリング！！

コウ：カイン、それほどまでにアダムを守るのか？

ＧＭ：はい。カインにとって、アダムは力を与えてくれる守るべき存在です。

瞳：結構頑がん張ばるよね。

ＧＭ：残った従者は、１体をカバーリング。で、１体はそのままくらうしかない。

コウ：（ダイスを振る）……ダメージは95点。

ＧＭ：95点!?　訳わかんないこと言われましたよ（笑）。従者は１体吹ふっ飛とびます。

神月：問題はカインだが。

ＧＭ：そちらは《黒こく星せい招しよう来らい》を切ります！　黒い重力球を召しよう喚かんして、ダメージをキャンセル！　で、カインとアダムは無む傷きず。

コウ：四日目の奇跡で創つくった、月が護まもるんだな。

ＧＭ：そうですね。というわけで、あっという間に目の前に新世代を担う生物たちが斬きり払はらわれていく！　従者は残り一体。しかし、こうも簡単に瞬殺されてしまうとは。

コウ：右腕を大きく横に薙ぎ払うと、炎が巻まいていく。ここで言っておこう。───カインに生み出された獣たちよ、赤き闇やみに沈しずめ！

ＧＭ：赤き獣たちは、もはや悲鳴をあげる暇ひまもなく蒸じよう発はつしていきます。

瞳：ふたりともすごいな～。

コウ：これで、こちらの攻撃は終了だ。

ＧＭ：では、カインの行動です。《紅くれないの刃やいば》＋《雷いかずちの槍やり》＋《氷の戒いましめ》＋《大だい地ちの牙きば》＋《完全なる世界》＋《アニマルテイマー》＋《血の宴》＋《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》！　射しや撃げき攻撃、範囲であやめたち、後方の三人です。命中すると、このラウンドの間、ダイスペナルティ６個になります。

瞳：だったら、《孤独の魔眼》を使おうじゃない。さあカイン、その攻撃はわたしが全部引き受けてあげるわ！

ＧＭ：お、使いましたか。では、こっちの判定ダイスは17個。（ダイスを振る）達成値59！

瞳：リアクションはガード。ガード値は２点だけあるから。

ＧＭ：ダメージは６Ｄ……おっと、さらに８Ｄプラス……[image: 127]点！

瞳：そのダメージ、普通に塵ちりになるね。じゃ。カインのロイスをタイタスに変えて……ＨＰ11点で復活する。

ＧＭ：はい。では、こちらの行動は終了です。

神月：では、待機した私の番だな？　ザコが１体、無傷で残っているのか。うむ、まずこいつを片かたづけよう。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言こと葉ば》＋《錯さつ覚かくの香かおり》＋《コンセントレイト：ソラリス》だ。……ああっ、ダイス目が35で止まってしまった！

瞳：じゃ、《妖よう精せいの手て》使いましょう。神月先生、１個だけ10にして。

神月：おお、ありがたい。……クリティカルが回って、55に伸のびた。達成値は73！

瞳：やったー！　《妖精の手》を使った後にクリティカルしてもらえると、使った甲斐かいがあった！　って気がするよ（笑）。

ＧＭ：くっ、この達成値は避けられない。《氷ひよう盾じゆん》でガード！

コウ：やはり、カインの従者は《氷盾》をもっていたか。

あやめ：そのために、アダムの従者を利用して温存したんだ。

ＧＭ：はい、カインと《融合》していない状態で作ったアダムの従者は、《氷盾》をもってないので。

瞳：わたし、ここで《力ちからの法ほう則そく》使うよ。ダメージには３Ｄプラス！

神月：結果、ダメージは11Ｄか。《氷盾》をぶち抜ぬけるか。……くっ、51点！

ＧＭ：《氷盾》でまず30点止め。

瞳：うおお～、それだとダメージいかないかも。

ＧＭ：さらにアダムが従者に《波紋の方陣》！

神月：さらに止めるのか!?

ＧＭ：……ダイス目は30。30＋30で60点まで止めです！

神月：なんと！

ＧＭ：ふっふっふっ、温存した甲斐があったというもの！

瞳：裁判所、裁判所はまだなの～！

ＧＭ：ただ、ダイスペナルティを受け、ダイスが１個しか振れません（笑）。

コウ：では、これで第１ラウンドは終了か。

ＧＭ：はい、次のラウンドです。




◆第二ラウンド

　６体いた従者は、ＰＣたちの攻撃によって残り１体までに減げん少しよう。

　ＰＣの侵蝕率は、神月を残して[image: 100]％を超えた。

　そして、アダムのセットアップから開始される。

[image: ]




ＧＭ：ではセットアップ。アダムは相変わらず《融合》。

あやめ：《サポートデバイス》！

神月：ついに80％を超えた、《女王の降臨》と《狂戦士》！　裁判所の降臨だ。

コウ：俺は、《フルパワーアタック》を宣言。

ＧＭ：はい、了りよう解かいでーす。では、カインの行動です。メジャーで、目の前のコウをぶん殴なぐりましょう。《獣の力》＋《乾きの主》＋《獣けものの魂たましい》＋《破壊の爪》＋《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》で。カインの右手から鋭するどい爪が生え、コウに振り下ろされる！

コウ：来い、カイン！




　カインの攻撃は、コウとエフェクトの構こう成せいがほぼ同じである。

　ダメージを与あたえると、ＨＰが回復するのだ。




ＧＭ：（ダイスを振る）……うわあー、低ーい!?（一同笑）

瞳：ダイスは１個回っただけ。ダイス目は14（笑）。

ＧＭ：達成値は20。さすがに低いので《勝利の女神》 を使って24プラスして44です。

コウ：《陽炎かげろう》でリアクションしよう。ダイスは18個振れる。

ＧＭ：ならばアダムが《ジャミング》！　ダイスペナルティ６個。

コウ：それでも、12個振れる。……よし、回った回った！　63で回かい避ひ！

ＧＭ：避よけられた!?　「……まさか、僕の一撃を避けるとはね」

コウ：ぶおんと陽炎を揺ゆらめかせ、動きを止める。

ＧＭ：「だが、まだほんの小手調べさ」

瞳：そのセリフ言ったら、カイン負けちゃうんじゃない？（笑）

コウ：たしかに、お前が本気出せば当たるだろうな。《獣の王》とか持ってそうだ（笑）。

神月：こいつ、コウとシンドロームは一いつ緒しよだからな。

瞳：そんでわたしか。じゃあ、またさっきの支し援えん。響ひびけ～、賛美歌～（笑）。

ＧＭ：瞳の賛美歌が、わわわ～っと響きました（笑）。

あやめ：じゃあ、あたしです。こうなったら、全力で組み合わせる。Ｅロイス多そうだし。

ＧＭ：Ｅロイスは多いですよ。なにせ、シンドローム11種を再現するため、カインは《妄念の姿》を合計６個と《虚実崩壊》を持っていますから。

コウ：なるほど、そうやってアダムは再現されているのか（笑）。

あやめ：では行きます！　今度は《クリスタライズ》を加えて、カインとアダム、それと従者を撃うちます！　拳銃から、水晶の弾丸が発射されるよ！

コウ：はい、どうぞ！

あやめ：あ、34で止まっちゃった！

瞳：じゃあ、そこで《妖精の手》でしょ。

ＧＭ：くうう～、ここから伸のびてくるんですよね。

あやめ：おかげで、ダイス目は54。22たすから、達成値は76！

ＧＭ：カインがアダムをカバーリングし、ガードを宣言。従者も、ガードです。

瞳：さらに、《力の法則》を乗っける。

あやめ：（ダイスを振る）てい！　ああっ～、ダメージは微妙かも。

瞳：へへへへ、こっちはいい目が出たよ！（笑）　３Ｄで25だよ。

あやめ：合計して、65のダメージです。

ＧＭ：では、あやめが撃ち出した水晶の弾丸は、当たった場所からピキピキと結晶化して砕けていきます。従者はなんとか耐たえました。ただ、カインが受けるダメージは倍ですからね。

あやめ：でも、侵蝕値がすごいことに……。人生で初かもしれない。ここまで行ったのは。

ＧＭ：……よし、ここは《透とう過か》！

コウ：ダメージを０にしたか！

ＧＭ：あやめの弾丸は、カインの身体をパスパス抜ぬけていきます。「どうしたの？　そんなことでは僕を倒たおせないよ」と、カインは微笑ほほえみを浮かべながら言います。

あやめ：うっ、効きいていない!?

コウ：で、従者の行動か。

ＧＭ：従者は「ははー、カイン様ー。我わが輩はいを食べてくだされー」とカインを回復させます。《カンビュセスの籤くじ》を使用します。【ＨＰ】を７Ｄ＋３点回復。

コウ：こいつ、回復役だったんだ!?

ＧＭ：実は、攻撃役はみんな落ちました（笑）。カインの従者３体が回復役で、アダムの従者３体がアタック役だったんですけど……初撃でいきなりアタック役の従者が落ちたので（笑）。というわけで、30点回復です。

神月：では、私か。マイナーでジェネシフト。ダイス２個振ふって[image: 100]％にする。（ダイスを振る）……こういうときに限かぎって高い！　18も上がった（一同笑）。

ＧＭ：そして、どう来ますか？

神月：ＧＭ、エフェクトをふたつ取得する。《タブレット》と《ポイズンフォッグ》だ。

ＧＭ：はっ、どうぞ。

コウ：そしてとうとう来るのか、国こく際さい司法裁判所コンボ（笑）。

神月：カインよ、お前は世界を創つくると言ったな？　では、私の世界を見せてやろう（と言って、ノートパソコンを開く）。

あやめ：ああ、またノートパソコンが!?

ＧＭ：「な、なん……だと」まずい、なんか俺が師走しわす先生に押おされている!?（笑）

神月：まず、私の背はい景けいに巨きよ大だいビルと見まごう六法全書がズンっと現あらわれる！

一同：六法全書がっ!?（一同爆笑）。




　そして今、裁判所スペクタクルが始まる！




神月：……神は一日目に〝法〟という名の秩ちつ序じよを創った。昼たる〝正せい義ぎ〟、夜たる〝悪〟を定めた。二日目、神は空を創った。三日目に至いたり、〝霞かすみヶが関せき〟と〝東京地ち裁さい〟を創ったのだ！

一同：〝霞ヶ関〟と〝東京地裁〟!?

ＧＭ：「何を言っているんだ、お前は!?」

コウ：東京地裁って……スケールが大きいんだか小さいんだか（笑）。

あやめ：で？　で？（[image: ]わくわくしている）

神月：四日目になって〝東京地裁〟に〝判はん事じ席〟と〝原告席〟と〝被ひ告こく席〟を創った。判事席という名の太陽、原告席という月、被告席という星だ。

ＧＭ：う、うおおおおお!?　もはや訳が分からない！（爆笑）

瞳：ＧＭがリアクションに困こまっている（笑）。

ＧＭ：……で、では、神月の言葉にしたがって、周囲にどーん、どーんとカインとアダムを取とり巻まくように、裁判所ができあがっていく……でいいのかな？

コウ：……これ、どうやってリプレイにするんだろう？（一同笑）




　とにかく、そのまま載のせることにしました。はい。




神月：……五日目になってようやく神は世界を創った。そして！　高等裁判所と最高裁判所と国際司法裁判所を創りたもうた！

あやめ：お、おーう……。

瞳：ちょっと神、裁判所より先に世界を創りなさいよ～（笑）。

ＧＭ：まだ五日目しか経たってない。ど、どどどどうしよう!?

コウ：うろたえるな伊い藤とうくん。君は、いろいろ乗り越こえてきたプロのＧＭじゃないか！

ＧＭ：そうだった！　俺はプロのＧＭ、プロはうろたえない！

瞳：いや、これはうろたえるでしょ（笑）。

ＧＭ：で、ですよね～。

神月：六日目に至り、〝傍ぼう聴ちよう席せき〟を創って、そこを埋うめる〝人〟を創った。これによって世界はようやく誕たん生じようした。そして七日目。神は休んでいない。───なぜなら、我わがレストランレネゲイドは、年中無休だからだ！

一同：ええええええええっ～!?（大爆笑）

ＧＭ：いきなり話がレストランに飛んだ!?

コウ：神の話じゃなくなった！（笑）

神月：七日目、正義の執しつ行こう者しやたる〝私〟を大地に遣つかわしたのである───!!

ＧＭ：がーん！　知らなかった……。

コウ：すげえ……。とにかくすげえ!?

ＧＭ：……え、えーと。カインは、どうしたらいいですかね？（一同笑）

瞳：いや、そんなことわたしたちに聞かれてもさ（笑）。

コウ：……とにかく、眺ながめるしかないよな。その壮そう大だいな裁判所創造の時を（笑）。

神月：ここで、背景がまた闇になる。これは原初の裁判所───〝宇う宙ちゆう裁判所〟なのだ！

一同：宇宙裁判所──────!?（大爆笑）

瞳：国際裁判所の上は、宇宙裁判所なんだ!?　……でも、宇宙に裁判所って？

コウ：もはや、なんだか分からない！（笑）

神月：これぞ〝ギャラクティック・コート・オブ・ジャスティス〟！（一同爆笑）

あやめ：すごい！　思わず正せい座ざして聞いてしまった（笑）。




　実は、俺も正座してました。




神月：カイン！　お前の世界を断罪してやる！　《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐怖》＋《抗あらがいがたき言こと葉ば》＋《錯さつ覚かくの香かおり》＋《オーバードーズ》＋《ポイズンフォッグ》＋《タブレット》だ。これで、範囲攻撃だ。カバーリングせざるを得まい？

ＧＭ：うっ、そのとおりだ。

あやめ：すごいなー。しかも、結構ダイス振ふれますよね？

神月：ええと、全部で29個！

ＧＭ：持ちきれないほどのダイスが（笑）

神月：行くぞ？　（ダイスを振る）……ダイス目は74。もろもろ足して達成値は92だ！

ＧＭ：くっ、従者がアダムを《炎陣》でカバーリング！　《氷ひよう盾じゆん》でガードを宣言。カインは、自前で頑がん張ばります。

神月：ちっ、さすがに簡単にはやらせてくれんか。

ＧＭ：カインは《蒼あおき悪あく魔ま》を使用。ガードした時に、相手に24点のダメージを与あたえます。

神月：ぐおっ、そんなものが!?　ともかく、こっちのダメージは59点だ。

ＧＭ：《氷雪の守護》は……しない！　従者は29点受けて、24点を神月に返します。

瞳：なら、《波は紋もんの方ほう陣じん》で邪じや魔まをする。……48点まで弾はじくよ。

コウ：うお、48点も！

ＧＭ：完全に弾きましたね。そして、従者は死にました。「カイン様ーおさらばですー」

コウ：急にキャラができたな（笑）

ＧＭ：というわけでカインは29点くらい、従者は全ぜん滅めつです。次はコウの手番ですね。

コウ：さっきのコンボから《獣の王》だけ抜ぬいて範囲攻撃。《終末の炎》も使う。限げん界かいまでＨＰを消費する。これで、《血の宴》は打ち止めだ。

ＧＭ：こっちはカインがアダムをカバーリングし、ガードを宣言します。

コウ：（ダイスを振る）……うっ、33で止まってしまった。

瞳：あ、じゃあ《妖精の手》を使おう。

コウ：……ありがとう、瞳。おかげで達成値は82まで伸びた。

ＧＭ：くう、おかげでダメージダイスに５個追加ですよ！　では、ダメージをどうぞ。

コウ：82点だ。……カイン、耐えられるか？

ＧＭ：《氷盾》で30点引いて、52点。これが倍になって[image: 104]点。《氷雪の守護》を使って、38点軽けい減げん……66点くらいました。ですが、まだカインは倒れません！

コウ：これに耐えるとは……やるな、カイン。

ＧＭ：コウの行動が終了したので、カインです。「やるじゃないか、コウ。だけど、そんな程てい度どでは僕を止めることはできないよ！」と、コウを攻撃します。従者がいなくなったので、さっきよりダイスが３個増ふえてます！

神月：おっ、そうなのか？

コウ：従者は、出していると３個ダイスが減へる。

ＧＭ：（ダイスを振る）……よし、命中は60！

瞳：なかなかいい目出すねー。

コウ：60か。それなら《陽炎》でドッジできるかもしれない。（ダイスを振る）……よし、50、70……73、82。どうだ、回避したぞ！

ＧＭ：「馬鹿な！　なぜ当たらない!?」達成値60も出してるのに……どういうことなのっ!?（笑）

神月：気持ちは分かるぞ、ＧＭ（笑）。




◆第三ラウンド

　アダムをかばいながら戦うカイン。

　コウたちはコンスタントに大きなダメージを叩たたき出しているが、従者によるカバーリングと《氷盾》による防ぼう御ぎよでしのがれている。

[image: ]




　一方、ＰＣたちの侵蝕率も上がっている。

　あやめ[image: 160]％、コウ[image: 146]％、瞳[image: 146]％、神月[image: 129]％という状態。

　これ以上戦闘が長引けば、バックトラックに支し障しようが出る可か能のう性せいも出てきた。




ＧＭ：では、第３ラウンド目のセットアップ。アダムは引き続き《融合》を宣言。

コウ：俺は《フルパワーアタック》だ。

神月：《女王の降臨》＋《狂戦士》だ。

あやめ：あたしは、もう侵蝕率の欄らんがありません（笑）。

コウ：あやめ、気をしっかり持て。戻もどってくるんだ（笑）。

あやめ：コウ君、信じてるから（笑）。

ＧＭ：では、カインの行動です。さすがに追い詰つめられてきたのでマジで行きますよ！

あやめ：き、きますか。

ＧＭ：《獣の力》＋《乾きの主》＋《獣の魂》＋《コンセントレイト》は変わらず。さらに《神しん速そくの鼓こ動どう》！　これで対象はシーン全体！

コウ：そろそろくると思っていたぞ！

ＧＭ：さらに《獣の王》も組み合わせます！

コウ：これで、全員がリアクション不ふ可かか。

ＧＭ：「そろそろ、君たちのお遊びに付き合うのも飽あきてきたところだ！」カインがものすごいスピードで飛び回り、全員を攻撃します。

あやめ：もともと暴ぼう走そうしてるあたしは、あまり関係がない。

コウ：さあ来い、カイン！

ＧＭ：（ダイスを振る）……きゃー！

神月：きゃー？（笑）。

あやめ：マスターの悲鳴が（笑）。

ＧＭ：ダイス目は20！　《妖精の手》を使用。意地を見せるのだ、カイン！

神月：それは達成値が伸のびないフラグだ（笑）。

ＧＭ：《妖精の手》で１個振り直して……だめだ、全然意地を見せられねー！（笑）

コウ：カイン、どうした？　迷まよっているのか？（笑）

あやめ：もう、意地を張はらなくてもいいんだよ？（笑）

ＧＭ：「黙れっ、そんな目で僕を見るな！」……達成値は31！　まあいいや、リアクションはされないし。

瞳：じゃ、わたしはあやめを《カバーディフェンス》。

あやめ：ありがとう、瞳ちゃん。

ＧＭ：達成値は低いが、ダメージロールは12Ｄ！

コウ：《究極獣化》しているからな。

ＧＭ：おらーっ！　（ダイスを振る）ダメージは[image: 106]点！　装甲値無視！

神月：わお!?

コウ：まあ、その、なんだ。無理だ（笑）。




　吼ほえ猛たける猛もう禽きんのように、カインが空中から攻撃を見み舞まう。

　音速を超え、耳をつんざくようなソニックウェーブが走る。

　コウたちはその衝しよう撃げきに耐たえることができず、次々と薙なぎ倒たおされていった。




コウ：俺は、アダムをタイタスにして昇華、復活する。

神月：「さようなら、文子」と文子をタイタスにして昇華、復活だ。

瞳：綾間市の人々を守るために……綾間市の人々をタイタスに。

ＧＭ：では、カインは《夜魔の領域》を使用します。１シナリオ６回まで使えますからね。

神月：すごいな。

コウ：さすがは起源種といったところか。

ＧＭ：「まだ立ってくるのかい？　でも、僕の力は分かっただろう。ほんの少し本気を出しただけで、君たちは木葉のように吹ふき飛んでしまうんだ」

コウ：……カイン。アダムの力を───兄弟をそんなことに使うのはもうやめろ。

ＧＭ：「兄弟？　そんなものがどこにいるんだ？　ここにいるのは、僕だけさ」

瞳：まだ分からないの？　あんたのその力は、あんたの兄弟を殺して得た力でしょ！　で、わたしはいつもの支援をする。みんな、頑張ってー。

ＧＭ：これが打ち消せれば（笑）。

コウ：打ち消せないんだ、打ち消せないんだよ（笑）。

瞳：そうだ、マイナーアクションでジェネシフト。侵蝕率が[image: 160]％を突とつ破ぱすると、エフェクトのレベルも上がって、サポートのダイスも増ふえる。

コウ：[image: 160]％超えを狙ねらうのか？

瞳：うん、帰ってこれると信じて。ダイス１個を振る。（ダイスを振る）……うわっ！　ダイス目１!?　これじゃあ[image: 160]％を超えない!?

ＧＭ：運命の神様は気まぐれだったー！（一同爆笑）

瞳：ということでレベルはあがらない。でも、サポートはした。行動は終了。

ＧＭ：では、あやめです。

あやめ：よしっ、行きます！

ＧＭ：んー、ここはさすがに減へらしたい。《ジャミング》！　６個減らしてください。

あやめ：そしたら、振るダイスは29個まで減ります（一同爆笑）。

ＧＭ：何を言っているんだっ!?　ダイスを減らしたと思ったら全然減っていなかったぜ！

あやめ：ダイスが減るから、振るのが楽になると思っていたのに（笑）。

コウ：すごいな、あやめは。

あやめ：もう一度、水晶の弾丸を撃ち出すよ！　銃を錬成して……今度はさらに《レインフォース》でダメージを上げる！　これで本当は35個振ふれたんだけど、《ジャミング》で６個減らされるんで29個ダイスを振るよ！

ＧＭ：んー……ど、どうぞ（笑）。

あやめ：いきまーす。……30……40……50……。

ＧＭ：止まれ～！

あやめ：60……70……。

ＧＭ：もういや～（笑）。

あやめ：あっ、82！

ＧＭ：ふう～っ。

瞳：あ、《妖精の手》。１個10にして振り直して。

ＧＭ：ですよね～（笑）。

あやめ：これで、ダイス目は93です。

瞳：ふっふっふっ、わたしは《妖精の手》で侵蝕率が伸びたから、あやめの固定値は24にまで伸びるのだよ。

あやめ：じゃあ……達成値は[image: 117]です！

ＧＭ：一いち応おう、カインが《炎えん陣じん》でカバーリングして《氷盾》！　《蒼き悪魔》も使います!!これ以上、あやめを動かしてはいか～ん！　ロイスを１個でもタイタスとして切れば、あやめはもう動けなくなるはず！

コウ：これ以上は、三倍振りでもやばいからな。

あやめ：たぶん、これがあたしの最後の攻撃になるね。ダメージロールは12Ｄだよ！

瞳：《力の法則》を乗せる！　侵蝕率ボーナスが増えて、ダメージに４Ｄ追加できる！

あやめ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 113]点！

神月：……これが起源種の力か。

ＧＭ：《蒼き悪魔》を使ってるので、あやめにも24点ダメージは行きます。

瞳：それは消した方が……倒たおれる？

あやめ：ううん、大丈夫。３点残るから。

神月：そうか、あやめくんはこれが初ダメージだったか。

瞳：じゃ、無理に消さなくてもいいや。

ＧＭ：がーん!?　ロイスを減らすどころか、エフェクトを使わせることもできないなんて……。とほほ。さて、カインのダメージは……《氷盾》で30点引いて83点。これが倍になって……[image: 166]点？

あやめ：……カイン君、もう終わりにしようよ？

神月：このダメージで言うと、すごく怖こわいな（笑）。

瞳：カイン、立っていられるの？

ＧＭ：しかし、ダメージをくらったところで《復ふく讐しゆうの領りよう域いき》を撃ちます！　[image: 166]点をあやめに返します！

あやめ：うわ～、それは死んじゃう！

ＧＭ：そして《燃もえる魂たましい》で復活です。蒼い炎がぼうっと燃えて、カインが立ち上がります。

瞳：やっと一回倒したわ。

ＧＭ：「敷島さん。もう眠ねむるといい。次に目が覚めたとき、新世界が僕たちを待っている」

あやめ：現げん在ざい、侵蝕率は[image: 179]％。でも、もうロイスが切れないよ。残っているのはお兄ちゃんに、千鳥、コウ君、カイン君、瞳ちゃん、神月さんだもん。

コウ：そうだ、神月先生に《奇き跡せきの雫しずく》を使ってもらおう！

一同：それだー！

神月：その手があった！　すっかり忘わすれてたよ（笑）。さっそく使おう。……寝ねている場合ではないぞ、あやめくん。君には見み届とどける義ぎ務むがある。

あやめ：じゃあ、復活します！

神月：復活したあやめくんに微笑み、わたしの番だ。《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐怖》＋《錯覚の香り》＋《オーバードーズ》＋《ポイズンフォッグ》。対象は、カインとアダム。あやめくんを傷きずつけた罪つみは重い！　ここで、瞳の父親のタイタスとＳロイスにしたあやめくんをタイタスにして切ろう。

瞳：わたしのお父さんのタイタス、まだ残ってたんだ。

神月：すまん、君の娘むすめのためだ……と言って、宇宙裁判所コンボ始動！

一同：きた────────!!

瞳：全ぜん宇う宙ちゆうの生物が「有罪！」って叫さけぶの？（笑）

神月：そうそう、それと天に輝かがやく星々が（一同笑）。

あやめ：星々が!?

コウ：明らかに、カインよりスケールがデカい（笑）。

神月：（ダイスを振る）……ダイス目は[image: 150]……ああっ、[image: 151]で止まった。

コウ：……すげえ（笑）。

瞳：せっかくだから、[image: 200]目指してよ。《妖精の手》を使用。これで[image: 160]？

神月：（ダイスを振る）[image: 170]……[image: 172]で止まってしまった！　命中の達成値は[image: 192]だ。

ＧＭ：そんなの、どうしようもないですよ!?　カインはアダムをカバーリング、ガードで！

神月：ダメージは、20Ｄプラス５Ｄが。さあ、宇宙の声を聞くがいいっ！

ＧＭ：き、聞こえる気がする（笑）。

神月：（ダイスを振る）……ダメージは、合計[image: 162]！

ＧＭ：30点軽減して[image: 132]点。これが倍になって[image: 264]点、木こっ端ぱ微み塵じんに（笑）。

神月：フッ、やったか！

ＧＭ：いえ、《魔ま獣じゆうの証あかし》で復活です。

神月：馬ば鹿かな、まだ裁さばききれないとは！

ＧＭ：「宇宙の声だって？　僕は、そんなものに惑まどわされはしない！」

コウ：カイン、お前はそれだけ深い絶ぜつ望ぼうに包まれていたのか……。

ＧＭ：救きゆう済さいを訴うつたえていたカインですが、その瞳には憎にくしみの色が露あらわになります。

あやめ：……それほどまでに、この世界が憎いの？　許ゆるせないの？




　カインは、倒たおれはしなかった。傷きずついた身体を引きずりながら、なおも立つ。

　憎しみの分だけ、復讐の念は強くなる。

　彼が受けた裏切りの大きさ、心の痛いたみ、それがあやめにも伝わってきた。

　でも、だからこそ───。

　いつかは、許されなければならない。




ＧＭ：カインは立ち上がりました。そして、コウの番です。

コウ：俺は、コンボだ。《終末の炎》まで全部使ってやる。……そうだな、ここで両親へのロイスをタイタスにしよう。

あやめ：コウ君、吹ふっ切れたの？

コウ：ああ、俺を捨てた両親を許し、こだわることをやめる。そういう演えん出しゆつだ。

ＧＭ：はい、分かりました。

神月：真に親おや離ばなれができた、そういうことでもあるな。

コウ：そして、カインの前に立って言おう。：……カイン。俺は、お前に謝あやまらなければならない───。

一同：おおっ!?

ＧＭ：「なにを……なにを言っているんだ、コウ!?」いきなりそんなことを言われて、カインも戸惑っています。

コウ：俺が、自分自身の中に逃にげ込こまなければ……。あるいは記き憶おくを失わず、お前のことを思い出していれば、こんな愚ぐ行こうをする前に止められたかもしれない……。

ＧＭ：コウの独どく白はくを、呆ぼう然ぜんと聞いてしまうカイン。

瞳：これは、カインも難むずかしいよね。

神月：きっと、コウが大きく見えるんじゃないか？

コウ：……おこがましいのは分かっているが、謝らせてくれ。

ＧＭ：カインは一いつ瞬しゆん、フッと笑みを浮うかべます。

あやめ：通じた、のかな？

コウ：カイン、お前の憎しみや哀かなしみは、もう十分伝わっただろう。

ＧＭ：優やさしげな笑みを浮かべたカインですが、突とつ如じよ獰どう猛もうな表ひよう情じようになります。「たかが人間が、神に意見するか!!」と、コウをはね除のけようとします。

コウ：……ＧＭ、この戦闘はカインを倒たおすと終わるのか？

ＧＭ：はい、アダムは意思を持たないレネゲイドビーイングなので、カインが倒れると消滅するものとします。

コウ：そうか、これを最後にしよう───。

ＧＭ：「戯言たわごとを抜ぬかすな！　君をここで滅ほろぼし、創り替かえてやる!!」
















コウ：カインを攻撃する。しばらく目を閉とじた後……カッと見開いて迫せまるカインに右腕を突つき立たてる！

ＧＭ：カインは、ガードを宣言します。

瞳：アダムは、カバーリングしないの？

ＧＭ：実は、カバーリングするエフェクトを持っていません。カインが守らなければならないのは、力を与えてくれるアダムですので。

瞳：なるほど。

コウ：（ダイスを振る）ダイス目は、74。命中は97だ。

瞳：ここは押しどころ！　Ｓロイスを切って、《力の法則》の使用回数を回復する！

あやめ：ええっ!?　ここでロイスをさらに切って大丈夫なのっ!?

瞳：現在[image: 170]％だけど、Ｅロイスは６個確定してるから、いけるはず。

コウ：たしか、瞳のＳロイスってあやめだったような。

瞳：コウ、あやめのことを守るって約束したよね？　……そう言って、あやめのことを思い出させて、ダメージを上げるって演出（笑）。

あやめ：なんかすごい使い方（笑）。

神月：そんな演出方法があるのか。結構複ふく雑ざつだ（笑）。

コウ：ダメージは[image: 109]点だ！

ＧＭ：[image: 109]点！　まず、ガードで30点止め！　さらに《氷雪の守護》で６Ｄ止め。

コウ：くっ、止められそうな気がする。

瞳：大丈夫、《力の法則》で、４Ｄ追加……21点プラスだから！

コウ：合計[image: 130]点！　カイン、お前はもう許されたんだ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……《氷盾》のダイス目は30、合計60点止めて70点！

あやめ：カイン君、今のＨＰは何点残ってるかだよね？

ＧＭ：はい、正直に言いますと残り60点。これで、倒れます！

一同：やった──────。




　カインの身体を、コウの右腕が正せい確かくに貫つらぬいていた。

　一瞬の戸と惑まどいと驚きよう愕がくの表情───。

　異い形ぎようの右腕がおのれを貫いているのを確かく認にんすると、納なつ得とくしたような笑みを浮かべる。




「カイン、もう終わったんだ───」

　どこか哀しさを感じさせる声で、コウは呟つぶやく。

「そ、そうか……もう終わったのか……」

　すると、カインはまるで安あん堵どしたかのようにコウにもたれかかった。




　勝利と呼よぶには、あまりに虚むなしい感覚───。

　そっと、その肩かたを抱だくコウ。兄弟を、懐なつかしむように。

　そして、あやめもまた、そこに手を重ねる。




　十年前、彼らがまだ裏切りを知らぬ子こ供どもだった頃ころ……。

　三人はこうして手を触ふれ合あい、お互いのぬくもりを確認し合っていた。

　あの日は、もう二度とは戻ってこないけれど。

　三人は、ふたたび触れ合うことを許されたのだ───。








《究極獣化》　強靱な肉体に変化させるキュマイラのエフェクト。

《緑の鞭》　植物を無知として使うオルクスのエフェクト。

《鷹の翼》　羽根を生やし、飛行できるようになるキュマイラのエフェクト。

《不老の身体》　老いることも病気にかかることもないレネゲイドビーイングのエネミーエフェクト。

《声なきものども》　より多くの従者を出現させるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《炎陣》　カバーリングしても未行動にならないサラマンダーのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾を作り出すサラマンダーのエフェクト。

《獣の王》　相手のリアクションを封じるキュマイラのエフェクト。

《ジャミング》　領域内の物体を操り、対象の攻撃を妨害するオルクスのエフェクト。

《紅の刃》　流れた血液を刃にして攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《氷の戒め》　氷の蔦で動きを封じるサラマンダーのエフェクト。

《完全なる世界》　領域の全方位から攻撃するオルクスのエフェクト。

《アニマルテイマー》　因子を埋め込んだ動物を意のままに操るオルクスのエフェクト。

《獣の魂》　レネゲイドを活性化して、身体能力を爆発的に高めるキュマイラのエフェクト。

《勝利の女神》　適切な戦術によって勝利へと導くノイマンのエフェクト。

《透過》　肉体を液化して攻撃を向こうにするエグザイルのエフェクト。

《カンビュセスの籤》　体組織を移植して回復させるエグザイルのエフェクト。

《ポイズンフォッグ》　生成した物質を気体として発散し、対象を範囲（選択）にするソラリスのエフェクト。

《タブレット》　生成した物質を固体に変えて投げつけ、射程を伸ばすソラリスのエフェクト。

《蒼き悪魔》　攻撃の軌跡をさかのぼって、相手を凍らせるサラマンダーのエフェクト。

《復讐の領域》　傷をリンクさせるオルクスのエフェクト。

《燃える魂》　熱によって傷を癒やすサラマンダーのエフェクト。

《奇跡の雫》　戦闘不能となった対象を復活させるソラリスのエフェクト。

《魔獣の証》　キュマイラの生命力を全開にし、復活するエフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：では、みなさんお待ちかねのバックトラーック!!

あやめ：まずは向こうのＥロイスからですよね。

ＧＭ：はっ、敵てきはＥロイスを７個こ持っておりました。これでシンドローム各種のエフェクトをたくさん取っていたのです。というわけで、みなさんまずは７Ｄ振ふってください。

コウ：俺おれの侵しん蝕しよく率りつは[image: 157]％。（ダイスを振る）……まあまあか、28下がった。

神月：私は[image: 160]％から26％下がって、[image: 134]％。

あやめ：あたし、結けつ構こう下がってる。これなら倍振りでも戻もどってこられそう。

瞳：わたしもそんな感じだよ。

ＧＭ：では、みなさんバックトラックのダイスを振ってください。

瞳：（ダイスを振る）ふっふっふっ。[image: 169]％まで行ったけど、超ちようダイス目よかった！　倍振りで還かえってこられた！

コウ：[image: 129]％から倍振りで56下がった。俺も、戻ってこられたよ。

ＧＭ：はい。では、あやめ。

あやめ：倍振りをして、70で戻ってきました。すごい下がったよ～。

神月：私も、倍振りして79まで戻った。生せい還かん者しやがあるからな。

ＧＭ：ということは、全員帰き還かんに成功ですか。

あやめ：そうです。みんな無事です。

コウ：俺たちは、カインのためにもジャーム化できないからな。

ＧＭ：おめでとうございます。みなさん戻ってきましたね。さすがにＥロイス６個あると、あれだけ上がっても戻ってこられますね。

神月：ああ、最終回らしい戦せん闘とうだった。

コウ：最終回、頑張りました。よかった。

ＧＭ：では、そんなところでエンディングを始めましょうか。

コウ：すると、カインが倒たおれたところか？

ＧＭ：はい、そうなります。最後のセリフを残すところをやりましょう。

コウ：そうか、そうだな。

あやめ：あたしも、見み届とどけないと。

ＧＭ：では、始めましょう───。








◆Ending01◆嵐あらし晴れて




Scene Player ─── 陸原コウ






　あれだけ強い敵てき意いは、噓うそのように晴れている。

　カインは、みずからの手で創つくり上あげたエデンの園で、生しよう涯がいを終えようとしていた。

　臨りん終じゆうに到いたって、懐なつかしい感覚を思い出していた。

　コウとあやめ、ふたりが側にいてくれるあたたかさを───。




ＧＭ：では、エンディングになります。アダムは沈ちん黙もくし、カインが倒れます。カインからは、もはや敵意は抜ぬけ落ち、ぼんやりと天を仰あおいでいます。

コウ：そっと、その場に俺が寝ねかせてやろう。片かた膝ひざをついて、見守っている。

あやめ：あたしも、コウ君と一いつ緒しよに見守るよ。

コウ：……これで、お前の理り想そう郷きようは終わりだ

ＧＭ：「まさか、よりにもよって。君に止められるなんてね……」

コウ：俺が止めたかった。俺が止めなければならなかった……。

ＧＭ：「……君と僕が、兄弟だから、かい？」

コウ：そうだ。俺とお前に隔へだたりなどない。……ただ、ほんの少し運命が違ちがっただけだ。

神月：違う形であれば、カインもコウと同じ道を歩んでいたかもしれんな。

コウ：……カイン、いつかお前の言った通りだった。俺は人形で、何も考えていなかった。

ＧＭ：「ひとつ、聞く。〝降魔の爪メメントモリ〟……いや、陸原コウ。裏うら切ぎりに満ちたこの世界で、生きていくことは……意味があるのか？」

コウ：無意味なものなど、なにひとつない。

ＧＭ：そうすると、カインは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をします。コウに手を伸のばしかけますが……ふと、ためらいます。「僕ぼくには、そんな資し格かくなんて……」

あやめ：あたしは、ふたりの手を取って握あく手しゆさせます。

コウ：十年前と同じだ、カイン。もっと早く、俺たちはこうするべきだった。

ＧＭ：「……コウ、人形だという前言は、撤てつ回かいするよ。君は、思ったよりもずっとロマンチストだった……」と、どこか満足したように言います。

コウ：カイン。もうこんな間違いは、二度と起こさせないと誓ちかう。だから……。

ＧＭ：「コウ……この世界に、たくさんの……僕が、いる……みんな……許ゆるされるなら……きっと……こんな、安らぎを……」どこか遠くを見るような目をしたカインですが、コウと握手していた手が砂すなのように崩くずれ、さあーっと消えていきます。

コウ：お前のことは忘わすれない───。カインのＳロイスは残したままだ。

あやめ：あたしもＳロイスを残してるから。また、いずれ。どこかで会おうよ……。




　カインの亡骸なきがらは、砂のように細かく崩れていく。

　その砂は風に乗り、いずこかへと旅立っていった。

　そしてまた、楽園も崩壊を始める。夢ゆめの終わりの時が来たのだ。




コウ：そういえば、アダムは？

ＧＭ：カインと繫つながっていたアダムも共に消しよう滅めつします。同時にこのエデンの園も、地上を覆おおっていた植物も急きゆう激げきに枯かれ始め、街で暴あばれていた獣けもの───従じゆう者しやも消滅していきます。

瞳：じゃあ、私のセリフはこれだ。窓の外を指差して───見て見て、街が！

神月：それだ！（笑）

ＧＭ：さすがに破は壊かいされた部分は直っていきませんが、先ほどまでの空を覆っていた暗雲はなくなり、隆りゆう起きした山も沈しずんでいきます。

あやめ：壊こわされた部分は多いけど、徐じよ々じよに元の姿に戻っていくってことだよね。

ＧＭ：そうです。災さい害がいの爪つめ跡あとは大きいですが、救きゆう援えんも可か能のうとなっていきます。

瞳：そかそか、よかったよかった。

あやめ：救援部隊も来るんだ。じゃあ、安心だよ。

コウ：復ふつ旧きゆうには時間がかかるだろう。だが、不可能じゃない。

あやめ：じゃあ、みんな街に帰ろうよ。

コウ：ああ、そうだな。千鳥も、巧たく己みさんも待っている。

神月：では、その前にコウに声をかけよう。

コウ：む？　なにかあるのか、神月先生。

神月：コウ、まんまとお前にやられたよ。カインは私が断だん罪ざいしてやろうと思っていたのに。

コウ：運がよかっただけだ。……いや、マジで（一同笑）。

神月：まさか、二回も回かい避ひするとは思わなかった。

コウ：あれが命中していたら、もっと早く限げん界かいが来ていた。

神月：運がよかった、か。フッ、今回はそういうことにしておいてやろう。

ＧＭ：では、綾あや間まタワーを降おりていく、と。そうすると、外はすっかり晴れ、先ほどの異い常じよう気象が噓のようです。人々も、その様子を見に出てきていますね。

神月：いやー、大変な地じ震しんと台風だった、みたいな。

瞳：そういうことになるんだろうねー。

ＧＭ：こう、カメラが変わると街の人々が空を仰いでいたりする映えい像ぞうが。

神月：街の被ひ害がいは大きいが、どこか清々しいシーンだな。

コウ：俺も、空を眺ながめよう。カインが許されたと信じて。

神月：そうだ、それはそうと問題があったのではないかね、あやめくん。

あやめ：問題？

神月：君のお兄さんの処しよ遇ぐうだ。

あやめ：お兄ちゃんの処遇？　……あっ!?

コウ：巧己さんは、真実を知ってしまったからな……。

瞳：ＵＧＮの記憶処理の対象になるよね。

ＧＭ：それなんですが、巧己の処遇はＵＧＮ綾間市部長の神月先生が最終的な決定を持っていることになります。

神月：私が決めてしまっていいのか。ふうむ……。

あやめ：あたしは、神月さんの判断に任せるよ、うん。

神月：おや？　なにか、遠慮があるようだ（笑）。

瞳：前回、文子さんの記憶消したからじゃない？

あやめ：あれもひとつの判断だと思うし……それぞれの判断があるし、気にせず支部長として決めてもらっても、大丈夫ですから。

神月：ああ、私のことを気遣っていたのか。……では、こう聞こう。あやめくん、君はお兄さんについてどう処理すべきだと思うかね？

あやめ：ふぇ？　それは、できればお兄ちゃんの記憶は消してほしくはないなあと思うけど……ＵＧＮの判断なら、それも仕方がないのかなって。

神月：あやめくんがそう望むなら、私の判断はもう決まっているのだよ。

あやめ：というと、やっぱり？

神月：あやめくんのお兄さんには、我が支部に協力してもらう。そのためには、彼の記憶を消すわけにはいかないな。

あやめ：ありがとう、神月さん！

神月：あやめくんのお兄さんは、消防士だからね。公務員の協力者というのは、なにかと都合もいいだろう。

コウ：ああ、それはたしかに。

神月：そうと決まれば、さっそく帰っていろいろ強力してもらおう。これからの仕事は、大変そうだからな。

コウ：よかったな、あやめ。

あやめ：うん！




　こうして、綾間市を襲おそった未み曾ぞ有うの災害は終息した。

　街に大きな傷きず跡あとを残し、また多くの命を奪うばったが、その日から復旧が始められた。

　断だん絶ぜつしていた通信、交こう通つう網もうも回かい復ふくし、大々的な救助も開始されている。

　綾間市が普ふ段だんの姿を取り戻もどすには、多くの時間がかかるだろう。

　だが、それは不可能ではないのだ。







◆Ending02◆日々続く


Scene Player ─── 神月正義






　綾間市での事じ件けんは、ＵＧＮの隠いん蔽ぺい工作により、異常気象と地震が偶ぐう然ぜん重なって起きた複ふく合ごう災害として報ほう道どうされた。街を覆った謎なぞの光は化学工場の爆ばく発はつ、奇き妙みような生物の目もく撃げき報ほう告こくは、パニックによる集しゆう団だん幻げん覚かくとして片かたづけられている。

　あれから一週間、神月正義は支部長として事後処しよ理りに忙ぼう殺さつされていた。




ＧＭ：では次のシーン。神月のエンディングにしようかと。

瞳：わたし、特にひとりではやりたいエンディングはないんだけど、神月先生と一緒にしてもらってもいい？

ＧＭ：まあ、神月先生と瞳はコンビのようなものですからねー。

神月：私は構かまわないとも。むしろ、一緒にして欲ほしいくらいだ。

ＧＭ：分かりました。まず神月のエンディングを。場所は綾間市支部。あれから一週間ほど経けい過かしていますが、綾間市での事件は複ふく合ごう的てきに災害が重なったものとして発表されています。

神月：ＵＧＮの隠蔽工作か。まあ、信じるしかないだろうな。

ＧＭ：おかげで支部はフル回転中ですよ。次々と書類が送られてきます。「支部長、これにサインください！」「支部長、これは！」「支部長、あれは！」「支部長、指し示じを！」と。

神月：まあ、あんなことがあったからな。忙いそがしく働いていよう。

瞳：そんじゃあ、横で応おう援えんしてるよ。《妖よう精せいの手》使ったりして。

神月：ありがとう、瞳くん！　君はいいお嫁よめさんになるぞー。

瞳：ふーん、お嫁に行くのかー。誰だれにしよっかな？

神月：誰にしようか……だと？　いかんいかん、お父さん許ゆるしませんよ!?　瞳くんにはまだ早すぎる！（一同笑）

あやめ：すっかりお父さんに（笑）。

ＧＭ：……とまあ、神月は支部長として忙しい日々にいます。

神月：くっそー！　なんでこんなに忙しいんだ！　こんな約束で支部長になった憶おぼえはないぞ！　霧きり谷たにはどうしてもっと事じ務む員いんを寄よ越こさないのか。……え？　ハンコ？　何故なぜ私が捺おさなくてはいけないんだ！　適てき当とうに捺しておけ。……え？　あとで誤ご魔ま化かされたら大変だと？　そのときは私が誤魔化し直すから！（一同爆ばく笑しよう）

あやめ：先生ー、仕事してくださーい（笑）。

ＧＭ：そんな様子を見かねたのかどうか分かりませんが、通信端たん末まつに霧谷の顔が映うつされます。「神月さん、あまり不ふ穏おんなことは言わないでください」

神月：誰のせいだと思っているんだ！

ＧＭ：「いや、こちらも大変なんですよ」そんな霧谷の脇わきにも書類の山が積まれています。

神月：お前は大変そうに見えないな、いつも。

ＧＭ：「おや、そうですか」と言いながら霧谷はシャシャシャシャと書類を片かたづけ（笑）。

神月：む、負けるか！　私もシャシャシャシャ（一同爆笑）。

あやめ：子こ供どものケンカじゃないんだから（笑）。

ＧＭ：「ところで神月さん。ＵＧＮは、今回の事件でも情じよう報ほう隠蔽の活動を続けているのですが、身近なところでひとつ決定しなくてはならないことがあります」

神月：情報隠蔽……あやめくんのお兄さんのことか？

ＧＭ：「そうです。敷しき島しまさんのお兄さんの件です。彼は、世界の真実を知ってしまいました。彼に対してどうするのか。それを決めなくてはなりません」

神月：話は聞いている。任せておいてくれたまえ。

ＧＭ：「どうやら、考えはすでにまとめているようですね。綾間市はあなたに任せています。私はあなたの判はん断だんを尊そん重ちようしますよ」シャシャシャ（一同笑）。

神月：あれはあれで、あやめくんを操あやつるいいネタになる。コネにもなるしな。

あやめ：ひえ～！（笑）

ＧＭ：「フフフ、そちも悪よのう」と（一同爆笑）。ちょっと神月先生、霧谷が悪くなっちゃったじゃないですか！

神月：今のはあやめくんには内ない緒しよだぞ？　あやめくんのお兄さんには、我わが支部の協力者になってもらうつもりだ。公こう務む員いんにコネがあるのは、なにかと便利だからな。

ＧＭ：「分かっていますよ。敷島さんのことを思っての処置でしょうから。しかし、本当に素す直なおじゃありませんねえ」

神月：さあ、何のことかな？　君も早く手を動かしたまえ。口だけ動かしていては終わらないぞ。───シャシャシャシャシャ！（笑）。

ＧＭ：「では、そういうことにしておきましょう。お互たがい頑張りましょう。当分は忙しい日が続きそうですから」

神月：……支部長、辞めていいかな？

あやめ：せんせー、誰が代わりに入るんですか！（笑）　代理がいませんよ！

ＧＭ：「一度踏ふみ込こんだからには、最後までお供ともをお願いしますよ」

神月：……分かった。と言いつつ、何かエフェクトを使って逃にげられないかな（一同笑）。

瞳：忙しいの？　なら、なにか手伝おうか？

神月：余よ計けいな気は利きかさなくていい。子供は遊ぶのが仕事だ。今まで大変な戦いに参加させられていたんだから、これからは思う存ぞん分ぶん遊ぶべきだ。ただし、勉強も忘れずにな？

ＧＭ：神月先生は、最後までパパですね。

瞳：じゃ、ここで宿題してくわ。シャシャシャシャシャ！（一同爆笑）

あやめ：ふたりして（笑）。

神月：……しかし、この仕事が片かたづいたら、正式に申告しないとならんな。

瞳：申告？　なにを？

神月：もちろん、ジャスティスロイヤーズの結成だよ！（一同爆笑）

あやめ：まだ諦あきらめてなかったんですか!?

神月：当然だよ！　是ぜ非ひとも次のサプリメントには載のせてほしいぞ（笑）。

コウ：いや、それは。後で検けん討とうさせていただくということで（一同笑）。

神月：では、霧谷に申告する書類を作成するんだ、シャシャシャっと。




　綾間市支部長、神月正義は当分書類整理に追われることになるだろう。

　だが、この世に悪があるかぎり、彼が正義の鉄てつ槌ついを収おさめる日はない。

〝ジャスティス〟という名を抱いだき、神月正義の戦いは続く。







◆Ending03◆兄と妹と


Scene Player ─── 敷島あやめ






　あやめは、自じ宅たくのリビングで兄の巧己と対たい峙じしていた。

　なんだか、時間の進みが遅おそく感じられる。

　どちらとも、話を切り出せずにいた。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤー、あやめです。

あやめ：やっぱり、お兄ちゃんとはもう一回話し合うシーンが必要だよね。

ＧＭ：はっ、そういうシーンを用意しています。というわけで、場所は敷島家。すべてが終わりまして、一いち応おう落ち着いたところです。

神月：お兄さんは、すでにＵＧＮからひと通りの説明は受けているだろうな。

ＧＭ：そうですね。それで、あらためて話をするってところです。

あやめ：あたしは、正せい座ざしてお兄ちゃんの前に座すわっています。

瞳：正座なんだ（笑）。

あやめ：やっぱり、ちょっと悪い気はするし。

ＧＭ：では、巧己は話を始めます。「まさか、そんな大変なことになっていたとはなぁ」

あやめ：そ、そんな大変ってことはない、よ？

ＧＭ：「正直、にわかには信じ難がたい気持ちでいっぱいだよ。だが、目の前で起こったことを否ひ定ていできない……。なにより、あやめは噓など言わない子だ！」

あやめ：うん、うんうん（笑）。

瞳：……お兄さん、変なところで力強いよね？（笑）

神月：重度のシスコンと見た。

瞳：でも、兄妹ふたりでずーっと十年生きてきたらシスコンにはなるでしょ～。

コウ：なるほど（笑）。

瞳：兄は、妹がオーヴァードだったことに気づかず、妹は、兄がシスコンだったことに気づかず。なんだ、釣つり合い取れているじゃん。

コウ：お互たがいに、そういう部分を許し合っていくんだな（笑）。

あやめ：なんか、変なことになってしまった（笑）。

ＧＭ：では、巧己から切り出してきます「あやめ、これからどうするんだ？」お兄ちゃんとしては、あまり危あぶないことはしてほしくないわけなので。

あやめ：うーん、お兄ちゃんの気持ちはよく分かるけど。

ＧＭ：「……ただ、あやめももう自分の意思で物事を決められる歳としだ」と、巧己はあのとき見せた強い光を宿す目を思い出しつつ。

あやめ：あたしも、自分にできることは、したいから。

ＧＭ：「自分にできること、か。たしかに、お前にしかできないことがあるだろう」

あやめ：だから、この力で助けられるものがあるのなら助けたい。必要とされるなら、そこに行きたい……。

ＧＭ：「……そうか」

あやめ：あたしは今、生きているけど、犠ぎ牲せいになった人たちはいるわけだし……。〝希望ホープ〟のことを思い出しちゃうよ。映えい画が見に行く約束、守れなかったし。

瞳：そっか。あの子たち、助けられなかったしね。




　あやめは、〝希望ホープ〟たち六人の顔を思い出していた。

　彼らは、ある意味で〝ドクター〟の犠牲になったとも言える。

　そのような犠牲を、ふたたび出したくはない。

　自分の力でその犠牲を止められるなら、そのために使っていきたい──。




ＧＭ：「そうか、お前の気持ちは分かった。決意は固いんだな」

あやめ：この力は、そのために使いたい。せっかくあるわけだし。

ＧＭ：「もし何か困こまったことがあったら、そのときにはお兄ちゃんを頼れ」

あやめ：うん！　そうするよ。

ＧＭ：「俺にできることは多くないかもしれないけど……それでも、できることがあればやってあげるからな。なんたって、俺はお前のお兄ちゃんだから」

あやめ：ありがとう……ありがとう。逆ぎやくに、お兄ちゃんも困ったことがあったら、あたしを頼たよってね。

ＧＭ：「……そうだな、俺たちは家族だからな」

神月：よかったな、あやめくん。そして、一家揃そろって綾間市支部が預あずかることに（笑）。

あやめ：兄ともども、あらためてよろしくお願いします（笑）。

神月：うむ。

ＧＭ：そんなわけで、ふたりは家族愛をさらに育んだのでありました。

あやめ：雨降って、地固まるという感じですね。




　お互いを許ゆるすことで、あやめは兄との絆きずなをさらに深めることができた。

　きっと、これからもさまざまな問題があるだろう。

　それでも、共に乗のり越こえていけると、あやめは思うのだった。







◆Ending04◆コウの決意


Scene Player ─── 陸原コウ






　コウが自宅に戻もどるのは、久ひさしぶりだった。

　ここ一週間というもの、支部に入り浸びたりで戻ってくる暇などなかった。

　しかし、この家は瞳と過すごしてきた、大切な〝帰ってくるための場所〟でもあるのだ。




ＧＭ：次のシーンは、コウのシーンとなります。

コウ：実は、瞳とちょっと相談するシーンということにしたいのだが。

瞳：ほうほう、なら登場するよ。

ＧＭ：では、瞳と話をするということで。場所は、久しぶりに帰ってきた陸原家で。

コウ：たしかに、ほとんど帰ってきてないな。支部があれだけ忙しいと。

ＧＭ：そうですね。一週間ぶりというところでしょうか。

コウ：瞳と一緒に、食事でもしようか。最近は、神月先生も忙しくて食事を作ってくれないからな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、カップ麵めんとかなんですかね？

瞳：いやいや、そこでわたしが冷凍したのを持って帰ってくるんだよ。これ、隠かくし味あじが利いてるらしいよ？

コウ：そうなのか？　それは、ありがたいな。

瞳：じゃあ、ふたりで晩ばんご飯はんを食べつつ話をしてよう。ねえ、コウ。久しぶりじゃない？　こうやってふたりでご飯食べるの。

コウ：そうだな。一年前までは、これが普ふ通つうだと思っていたが。……変われば変わるな。

瞳：寂さびしいの？　じゃ、あやめを呼よぼうか？（一同爆笑）

コウ：待て、なんでそうなる？

あやめ：と、登場はまだしませんよ（笑）。

コウ：いや。……実は、相談したいことがあるんだ。

瞳：ふうん、なに？

コウ：……この件が一段だん落らく着いたら、この綾間市を離はなれようと思う。

瞳：えっ、なんで!?

神月：ちょっ!?　コウ、本気か。

あやめ：……（黙だまって見守っている）。

コウ：プロジェクト・アダムカドモンの話を霧谷から聞いた。

瞳：あれって、もう壊かい滅めつしたんでしょ？

ＧＭ：たしかに、プロジェクト自体は壊滅している。だが、その後の枝えだ葉はがどうなっているか分からない部分はたくさんあるらしい。

ＧＭ：はっ、実はたくさんあります。

瞳：……あの〝ドクター〟だって、プロジェクトの全部じゃないってことね。

ＧＭ：ほんの一いつ端たんですね、実は。

コウ：その犠ぎ牲せい者しやを、俺は助けに行きたい。

瞳：なるほどねー……って、マジ!?

コウ：ああ、本気だ。カインに誓ちかったからな。二度とこんな間違いを起こさせないと。

瞳：でも、そんなことひとりで決められるの？　ＵＧＮだって許してくれないんじゃない？　ほら、霧谷だって今回の件であんたを外そうとしたじゃない。

コウ：ＵＧＮがなんと言おうと、俺は行くつもりだ。

神月：脱だつ退たい宣せん言げんか!?　だったら、ジャスティスロイヤーズに……いや、今は言うまい。

あやめ：神月先生が空気を読んだ（笑）。

瞳：コウ、ちょっとおかしいんじゃない？　あんた……。

コウ：（フッと笑って）かもしれない。カインのことは、やはり後こう悔かいしているんだと思う。止める手はあったはずなんだ。

瞳：別に、コウの責せき任にんじゃないと思うけど。

コウ：そう言ってくれるのは嬉うれしいが。

瞳：……。

コウ：……。

瞳：……ふー。まあ、いいんじゃない？　コウが自分の意思でなにかやりたいって言ったのは初めてだし。そう思ったんだったら、やればいいと思うよ。

コウ：ありがとう、瞳。お前と兄妹になって大分経たつが…………お前が妹でよかった。

瞳：い、今いま更さらなによ。それって、ずっと妹でいてほしいってこと？

コウ：ああ、お前さえよければ。

瞳：そう言われるとすごく嬉うれしいんだけど、表に出さないようにする。ふ、ふーん。じゃあいいよ、しばらく妹でいてあげるから。

あやめ：じゃ、猫ねこだけ嬉しそうにしているとか。

瞳：にゃーにゃーって踊おどり出したり（笑）。

コウ：ありがとう、瞳。

瞳：もしかして〝お兄ちゃん〟とか呼んだ方がいい？（一同爆笑）

コウ：……それは勘かん弁べんしてほしい（笑）。

瞳：ははは、さすがにクールではいられないか。冗談よ。

コウ：……たちの悪い冗談だ（笑）。では、この家のことを頼たのむ。

瞳：分かった。でもさ、帰ってくるのは、この家じゃなくてもっと別のところじゃない？

コウ：……それは、分かっているつもりだ。

あやめ：どきーん（笑）。

瞳：分かってるならいいんだよ……お兄ちゃん♪

コウ：もう一度言うぞ？　……勘弁してくれ（笑）。

神月：コウ、なんて贅ぜい沢たくなんだ。私なんて、いくら頑がん張ばっていても瞳くんから〝お父さん〟と呼んでもらえないのに（一同笑）。

瞳：呼んでほしかったんだ（笑）。

あやめ：神月さんは、いつまで経たっても〝先生〟だと思うよ、うん。

神月：がーん！

コウ：ともかく、俺は出発の準じゆん備びをしよう。

ＧＭ：分かりました。コウがＵＧＮに申しん請せいしても、きっと霧谷は却きやつ下かすると思うんですが、コウの旅立ちを止めることはできませんので。




　コウは、旅立ちを決意した───。

　自分やカインのような者を、二度と生まないためにも。

　そして、こんな風にも考えるのだ。

　プロジェクト・アダムカドモンの種子をすべて止めた時、カインを手にかけたことも許されるのではないか、と。







◆Ending05◆旅立つ君へ


Scene Player ─── 敷島あやめ






　綾間市を見み舞まった災害から一週間の後、あやめの通う学校が再さい開かいした。

　まだ、傷跡は残っている。それでも、徐々に日にち常じようが戻もどりつつある。




ＧＭ：では、最後のシーンに参りましょう。ここは、あやめとコウのシーンですね。

あやめ：どういうシーンですか？

ＧＭ：一週間ぶりに授業が再開したところです。学校は、まだ修しゆう理り中だったりします。一部まだ危き険けんなところは青空教室にされていたりしますが、あやめたちの教室は無事です。

あやめ：もう登校できるんだ。

瞳：（生徒になって）「きりーつ、れーい」

神月：「ゆうざーい」（一同爆笑）

あやめ：なんで有ゆう罪ざい!?

コウ：神月先生が使った、ハーメルンの笛の後こう遺い症しようだろうな（笑）。

神月：あれ、便利だったから。

ＧＭ：まあ、そんな不思議な挨あい拶さつはおいておくとして。教室ではいまだに災害のことは話題になっています。「いや、すごかったねー」って感じで、盛もり上がっています。

神月：（生徒になって）「いやー、すごかったねー、あの地震」

瞳：（同じく生徒になって）「地震、雷かみなり、火事、親父だもんねー」（笑）

ＧＭ：「でも規き模ぼの割わりには被害は少なかったらしいじゃん？」

神月：すると「まあ、日本は耐たい震しん国になったからー」と適当な合理的な理由を（笑）。

あやめ：じゃあ、そんな話を聞いてたりします。

コウ：俺も、登校している。

ＧＭ：ふたりが教室で会うのは一週間ぶりですね。

コウ：あれから、忙しくて会えても支部だけだろうしな。

あやめ：はー、日常っていいなあって、満まん喫きつしてます。

コウ：嬉うれしそうだな。

あやめ：やっぱり、こういう日常の空間って大事だなーって再さい認にん識しきしたの。

コウ：俺には、まだその大切さがよく分からないが。

あやめ：いずれコウ君にも分かるよ。

コウ：そうか、そんな日がくるといいな……。

あやめ：そうだね。……コウ君、なんか考えごと？

コウ：……実は、後でお前に話しておきたいことがあるんだ。

あやめ：うん、いいけど。……なんとなく不安になったりする。

ＧＭ：では、朝のホームルームが終わって、千鳥がさっそくやってくるんですよ。

あやめ：千鳥も元気だったんだ。

ＧＭ：「おっはよー！　なになに？　ふたりでなにを話してるのさ？　内ない緒しよ話ばなし？」

あやめ：別に内緒話なんかしてないよ。……ねえ？

コウ：あ？　ああ。

ＧＭ：「ほんとにぃー？　あの災害の時、ふたりでなんかあったんでしょー？」

神月：（千鳥になって）「危き機き的てき状じよう況きように陥おちいった男女は恋こいに落ちやすいっていうしね？」

瞳：吊つり橋ばし効こう果かっていうのよね。

あやめ：そ、そんなんじゃないってばー。

コウ：街中駆かけ回ってはいたが（一同笑）。

ＧＭ：「なんですって!?　ふたりに、そんなスペクタクルがっ！」もわもわもわーん。

あやめ：勝手に妄もう想そうされてるー（笑）。

ＧＭ：千鳥の中では、ふたりの手てに汗あせ握にぎる大だい冒ぼう険けんが繰くり広げられております（笑）。

コウ：いろいろ大変だったのは事実だが。

神月：そこで千鳥が、だん！　と机つくえを叩たたいて言う。「陸原ー、あんた、そろそろはっきりさせようじゃないの。あなたにとって、あやめは何なの？」

コウ：なんなのか、か。

ＧＭ：「そうよー、答えをもらおうじゃないの」

コウ：それは……〝大事な人〟だ。

あやめ：ぶふぅ!?（笑）

神月：おお、言い切ったぞ！

瞳：そうするとクラスメイトから「おおぉぉ～！」「ヒュー！」と大だい歓かん声せいが（笑）。

あやめ：あうう～。ええと、いやその……。

瞳：（生徒になり）「来たぜェ～、陸原の告白がよォ～」

ＧＭ：「しかも教室のど真ん中でかよォ！」

あやめ：だからそういうんじゃなくって！

ＧＭ：さすがにこう、ストレートに言われると千鳥も「くっ、陸原も成長したってことね……っ！　負けたわ……」と素直に兜かぶとを脱ぬぎますが（一同笑）。

コウ：みんな、何をうろたえてるんだ？

ＧＭ：「……あんた、変わったわ」

コウ：ああ、自覚はある（一同爆笑）。

ＧＭ：千鳥はまじまじとコウを見て言うわけですよ、「やっぱり！」（笑）

コウ：そこは、そのとおりだからな。

あやめ：うひ～、みんなの誤ご解かいを助長させてる～（笑）。

ＧＭ：「敷島さんの存そん在ざいが陸原を変えたんだってよォ!!」

あやめ：あたし、机の下に沈んでます（笑）。

ＧＭ：「ヒャー、甘酸っぺぇー！」（一同笑）




　クラスメイトの歓かん声せいで、教室は大変な騒さわぎとなった。

　コウはまだ理解していないが、皆を前にした告白である。

　あやめは、真っ赤になって嵐が去るのを待つしかなかった。

　それは、決して悪いものではない……のかもしれない。




コウ：───ところで、あやめ。

あやめ：な、なに？　机の下から、こっそり出てきます。

神月：（生徒になり）「〝あやめ〟!?　下の名前呼よびつけだよ！　ヒューヒュー！」

ＧＭ：たしか、二巻かんのラストからでしたかね。

コウ：次の休み時間、屋上に来てほしい。話がある。

あやめ：う、うん。いいよ。

ＧＭ：「お！　く！　じょ！　お～!?」千鳥、大ショック（笑）。

神月：（千鳥になって）「みんな、休み時間に屋上に行っちゃダメよ！　絶ぜつ対たいダメよ!!」

ＧＭ：そりゃもう、クラスメイトたちは目をきらきらさせて頷うなずきます（一同爆笑）。

コウ：たまに思うが……このクラスは仲がいいな（一同笑）。

あやめ：おもに、コウ君がそうさせてるんじゃないかな？

コウ：そうなのか。とりあえず、喜んでおこう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして時間は瞬またたく間まに過すぎ、休み時間。屋上です───。

あやめ：一応、周りに人いないよね？　確かく認にんしてドアを閉しめる。パタン。よし（笑）。

神月：しかし、ドアに張はりつくような気配が。

ＧＭ：「おい、押おすなよ」「押すなよ！」（一同笑）

コウ：右を見て、左を見て。……《ワーディング》を張る（一同爆笑）。

神月：おい、みんなドアの前で気き絶ぜつするぞ（笑）。

あやめ：なんで、こんなことに……（笑）。

瞳：じゃ、猫になって登場。ふたりを見て「《ワーディング》があるから何かと思ってやってきたら……告白なら《ワーディング》なしでやるにゃー」と言って退たい場じよう（一同爆笑）。

あやめ：瞳ちゃんの猫、行っちゃった（笑）。

コウ：その、あまり他に聞かせたくない話だったからな。

あやめ：な、なんの話かな？

コウ：（真しん剣けんな眼まな差ざしで）───あやめ。俺は、この街を離れようと思う。

あやめ：急に、どうして？　やっと、支部も復旧してきたのに……。

コウ：俺は、カインと同じ境きよう遇ぐうの者たちを助けたい。同じ間違いは二度としたくないんだ。

あやめ：たしかに、あんな思いはもう誰にもさせたくない。させたくない、けど……。

ＧＭ：あやめとしても、難むずかしいところですね。コウの心しん情じようもよくわかる、と。

あやめ：じゃあ、一緒に連れて行って……って言ったら、どうする？

コウ：それは、びっくりした顔になるな───。




　驚おどろきの表情を浮うかべ、戸と惑まどうコウ。

　あやめは、その様子がおかしかった。同時に、寂さびしくもある。

　それは、連れていくなんて、コウは少しも考えていないから。




コウ：そんなことを言われるなんて、思ってもいなかった。

あやめ：……うん。そういうところが、コウ君らしいよね。

コウ：お前の言葉は、素直に嬉しい。だが、この街からお前を連れ出すわけにはいかない。お前の兄も、クラスのみんなも、千鳥も、寂しがるだろう。

あやめ：コウ君だって、いなくなると寂いよ？　あたし以外の人たちだって。

神月：〝あたし以外〟と後からつけ足すところが、乙女おとめ心ごころというやつか。

あやめ：……あたし、コウ君が行っちゃうのも分かっちゃったことにしよう。せっかくだから、《インスピレーション》使う（笑）。

ＧＭ：それは、わかってしまいますね。コウの決意のほどが。

あやめ：はああぁ……。もう、頭なんかよくならなければよかったなぁ。

コウ：お前なら、その力がなくてもきっと分かってくれるはずだ。

あやめ：もう、そんなこと言わないでよ。コウ君がひとりで行く理由は、ちゃんとわかっているからさ。……カイン君との、約束なんだよね？

コウ：そうなんだ。すまない。

あやめ：もし困った時があったら、ちゃんとあたしたちのこと呼よぶよね？

コウ：ああ、俺はもう自分ひとりだとは思わない。何かあれば手を借りる。

あやめ：それなら、いいよ。

コウ：それに何かあれば───俺は、どこからでもお前を護まもりに帰ってくる。

あやめ：……ありがとう。分かったよ。あたし、ちゃんと見送るから。だけど、せめて最後に一度くらい……あ、あたしに優やさしくしてくれない？

瞳：あやめがコウに投げてきた!?

神月：コウが、どう優しさを見せるのか注目だ！

コウ：───では、最初に手を差し出そう。あのときカインにそうしたように。

あやめ：じゃあ……あたしは、その手を取ればいいのかな？

コウ：あやめが手を取ったら引き寄よせる。そして、ぎゅっと抱だきしめる。

神月＆瞳：おおおおおお～！

コウ：その、巧己さんも、こうしていたから……。




　強い力で、コウはあやめを抱きしめる。

　そうして、お互いの鼓こ動どうとぬくもりを伝えあう。

　あやめはコウを、コウはあやめを───。

　お互いを許し合う、その存在をたしかなものだと確認するように。




　新しい世界を創つくるのは、そんなに難しいことではない。

　自分たちが変わっていくたびに、今まで知らなかった世界を見つけられるから。

　たとえ、世界がすでに変へん貌ぼうしていたとしても───。







◆Ending06◆いつかまたその時まで


Scene Player ─── 敷島あやめ






　あれからしばらくして───。

　新年度が始まり、あやめの学年もひとつ上がった。今日は、新学年初の登校日だ。

　慌あわただしく身み支度じたくを調えるあやめは、ふと机の上の写真に目をやる。

　巧己、瞳、神月、千鳥と自分。そして、今は旅立ってしまったコウが写っていた。




ＧＭ：では、エンディング他にありますか。なければセッションを終しゆう了りようしますが。

あやめ：はいはーい。よければ、最後にほんのちょっとだけやりたいんだけど。

瞳：いいんじゃない？　最終回だし、やっておきたいことは全部やらないと。

ＧＭ：もちろん構かまいませんよ。どんなシーンにします？

あやめ：新学期になって、登校するシーンにします。もうコウは旅立ってしまって、この街にはいないっていう。

ＧＭ：わかりました。では、あやめは自分の部屋で身支度を調えているんですね。

あやめ：はい、いそいそと登校の準備をしています。

神月：下では、お兄さんが「おーい、早くしないと遅おくれるぞー」と呼んでいる。

あやめ：はーい！

コウ：その頃ころ、俺はアダムカドモンの残ざん滓しを追って街から街へと（笑）。

瞳：ＵＧＮ、結果的に抜ぬけちゃうんだよね。

神月：そう、こういう事じ態たいのためにも、ＵＧＮに縛しばられないジャスティスロイヤーズの結成をだな……。

瞳：はいはい、先生仕事しましょうねーと。あっ、シーンは続けてください（笑）。

ＧＭ：では、身支度を終えたあやめは、机の上に置いてあるコウの写真に目を遣やる、と。

あやめ：きっと、クリスマスの時にみんなで撮とった写真なんだよ。あたし、その写真のコウ君にいってきまーす！　って言って駆けていくんだ。




　写真に写る少年は、無愛想にこちらを見ている。

　この写真、少年の緊きん張ちようと戸と惑まどいがすぐにわかるので、あやめのお気に入りの一いち枚まいなのだ。

　今もどこかで、コウはかつての自分───カインのような存在を追っている。

　しかし、あやめには予感がある。コウが帰ってくるのはそう遠い日ではない、と。
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　　　　あとがき




　始まりがあれば終わりがある。

　これは当然のことです。

　つらかったり、寂さびしかったり、物悲しくなったりしますが、仕方がありません。

　ですが、何かが終わるときというのは、新しい別の何かを始めるチャンスにもなるのではないでしょうか。




　終わりをただのゴールにしてしまうのか。

　それとも新たなスタートラインにするのか。




　どうせなら、新しい何かに繫つなげられるといいな……。




『ジェネシス』シリーズ最さい終しゆう巻かんとなる本書の執しつ筆ぴつをしながら、ふとそんなことを思ったのですが、みなさんはどうでしょうか？




　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。

　この本の著ちよ者しや、伊藤和幸いとう・かずゆきです。




『ジェネシス』シリーズ最終巻となる第四巻！

　いかがだったでしょうか？

『ＤＸ３』発売と同時に開始された本シリーズも、これにてひと段だん落らくとなります。




　第三勢せい力りよくとして出しゆつ現げんした〝ドクター〟たちとの戦い。

　そして、カインとの因いん縁ねんの決着。

　コウとあやめを取とり巻まく物語は、怒ど涛とうの勢いきおいで突つき進すすみ、ついに決着を見ることとなります！

　もちろん、そんなふたりを支ささえる神月と瞳ひとみの、ある時はほのぼのと、またある時は熱く燃もえ上あがる活かつ躍やくの数々も見み逃のがせません。

　見所満まん載さいでお送りしますので、どうか最後までお付き合いください。




　さて、ここからは恒こう例れいのシナリオ解かい説せつとなります。シナリオのネタバレとなる記き述じゆつもありますので、未読の方は、本ほん編ぺんを読んでから先にお進みください。




第七話

　このシナリオの目的は、第六話で登場したドクターたちとの決着をつけ、最後の敵てきとなるカインとの対決へと物語を繫つなげることにありました。

　また、『ジェネシス』シリーズ、ひいてはコウの物語に決着をつけるための準じゆん備びを整えることも目的のひとつです。

　こちらの想定していたシナリオの大まかな流れをいうなら、過か去この因縁（ドクターや家族との記き憶おく）を振ふり切きり、現げん在ざいから未来へと向かうための生しよう涯がい（カイン）と対たい峙じするという感じでしょうか。

　ただ、実じつ際さいのセッションでは、この想定は一部覆くつがえされました。コウが両親との記憶を引きずる形でエンディングを迎むかえたからです。しかし、ここで両親の記憶に葛かつ藤とうを残したからこそ、第八話におけるコウの物語は、より盛もり上あがりました。

　さすがはＴＲＰＧ百ひやく戦せん錬れん磨まの矢野さん。ＧＭの時もそうですが、プレイヤーの時でも、物語を盛り上げるための発想力がすごいと、内心舌したを巻まいたものです。




第八話

『ジェネシス』シリーズ最終話の目的は、コウに自身の境きよう遇ぐうに対する答えを出してもらい、カインとの決着をつけるというもの。

　カインは辛つらい過去から、現在の世界を否ひ定ていして新たな世界を創そう造ぞうしようとします。これは『上級ルールブック』の作業中にプロジェクト・アダムカドモンの設せつ定ていを組くみ込こむのとほぼ同時に考えていた展てん開かいでしたので、ようやくやれて感無量でした。

　さて、そんなカインと同じ境遇にありながら、違ちがう道を歩き続けてきたコウ。

　彼がカインに対してどのような想いで対峙するのかが、第八話の大きなポイントでした。

　これに対してコウは、あやめたちとの会話を通して気持ちを整理していき、こちらの予想を上回る、大変素す晴ばらしい回答を出してくれました。

　コウが最終的に抱いだいた想い。あれがなければ、本シリーズの最後はもっと苦いものとなり、大だい団だん円えんとはいかなかったでしょう。

　さて、そんな大団円に物語を導みちびいてくれたコウの想い。それがどのようなものかは……本編で確かく認にんしていただければと思います。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、いよいよ紙面の方も尽つきてまいりました。

　ここで、『ジェネシス』シリーズ執筆に協力してくださった方々へ感かん謝しやを。




　まずは、本作のプレイヤー四人に。

　特に、師走しわすトオル先生には、神月正義というキャラクターを通して物語を盛り上げてもらうだけでなく、執しつ筆ぴつ者しやとして大切なことを学ばせていただき、感謝してもしきれません。

　前ぜん巻かんに引き続き、製せい作さくをサポートしてくれた丹藤武敏にも感謝を。

　イラストレーターの亜あ佐さ美みさん。素す敵てきなイラストをありがとうございました。

　そして、本書を手に取ってくださった読者の方々に、最さい大だい限げんの感謝を。

『ジェネシス』シリーズはこれで終しゆう了りようですが、『ＤＸ３』はまだまだ展開していきますので、これからもよろしくお願いいたします！




　最後はやはり、みなさんへの感謝の言葉で締しめくくらせていただこうと思います。

　製作関係者の方々、そして読者のみなさま。『ジェネシス』シリーズに最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました！





二〇一〇年六月十九日　伊藤和幸
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